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Abu Hamid bin Abu Bakr Ibrahim Farid al-Din Attar は 、 
西暦 1145 年 また は 1146 年 に イラ ン の ホラ サン の Nishap 
ur 州 で 生ま れ 、1221 年 頃 に 死亡 し まし た 。 彼 の 生 没 年 と 
死去 の 正確 な 日 付 に つい て は 意見 の 相違 が あり ます が 、 

いく つか の 情報 源 は 、 彼 が ほとん ど 生 き て いた こと を 確認 

し て いま す 。 百 年 。 ア ター ル の 死に つい て は さま ざま な 話 
が 語ら ちら れ て いま す 。 1 つの 一 般 的 な 話 は 次 の と お り で す 。 
彼 は モン ゴル 人 に 捕らえ られ まし た 。 あ る 日 、 誰 か が や っ 
て 来 て 、 彼 に 千 枚 の 銀貨 を 差し 出し まし た 。Attar は モン 
ゴル 人 に 、 価 格 が 正しく な い の で 、 そ の 価格 で 彼 を 売ら な 

いよ うに 言い まし た 。 モ ン ゴ ル 人 は アタ ー ル の 言葉 を 受け 
入れ 、 彼 を 売り ませ ん で し た 。 そ の 後 、 別 の 人 が や っ て 来 
て 、 彼 に わら の 袋 を 差し 出し まし た 。 ア タル は モン ゴル 人 に 
彼 を 売る よう に 勧め まし た 。 モ ン ゴ ル 兵 は 激怒 し 、 ア タル 
の 首 を 切り 落と し た 。 そ れ で 彼 は レッ スン を 教え る た め に 
死に まし た 。 ペ ン ネ ー ム の ファ リド ・ ア ルディ ン と アタ ー ル 

(「 薬 剤 師 」 ) で よく 知ら れ て いる アタ ー ル は 、 ペ ル シ ャ と イ 
スラ ム の 詩人 、 ス ー フ ィ ー、 神 秘 主義 の 理論 家 、 聖 人 伝 で 
26。 

Farid al-Din Attar は 、 ペ ル シ ャ の 詩人 で あり 、 ス ー フ ィ ー 
の 神秘 主義 者 で し た 。 政 治 的 に 不 確 実 な 激動 の 時 代 に 
生き た 彼 は 、 内 面 に 目 を 向け 、 神 秘 的 な 詩 を 通し て 神 の 
領域 と 神 へ の 道 を 探求 し まし た 。 Attar に つい て 確実 に わ 
か っ て いる こと は ほとん ど あ り ま せん 。 彼 の 名 前 (文字 通 
り |「 バ ラ の 香水 」) は 、 彼 が 父親 と 同じ よう に 薬剤 師 で あり 、 
医師 の 呼び か け に 従っ た こと を 示し て いま す 。 信 頼 で きる 
と 思わ れる ペル シア 語 ソー ス 変化 の の 年 の 彼 の 死 


に a 
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43 年 の スパ ン 。 こ の 不確か さ の 理由 の 1 つ は 、 他 の イス 
ラム 詩人 と は 異な り 、 彼 は 自分 の 人 生 と 偉大 さ に つい て 
お 世辞 を 言う パネ ジリ ッ ク を 書か な か っ た こと で す 。 こ れ 
は 彼 の 個人 的 な 功績 で す が 、 歴 史家 に と っ て は 不幸 な こ 
と で す 。 彼 が ペル シャ 北東 部 の ニシ ャ プー ル で 生ま れ た 
と いう 事実 だ け は 確か で す 。 彼 は 青春 期 の 13 年 間 を マ 
シャ ド で 過ごし 、 人 生 の 大 半 を 他 の スー フィ ー の 詩 の 収集 
に 費やし まし た 。 神秘 主義 者 。 

彼 は 裕福 な 化学 者 の 息子 で あり 、 ア ラビ ア 語 、 神 智学 、 
医学 に つい て 優れ た 教育 を 受け まし た 。 彼 は 店 で 父親 を 
手伝い 、 父 親 の 死後 、 そ の 所 有 権 を 引き 継ぎ まし た 。 薬局 
で 彼 が 助け た 人 々 は 、 彼 ら の 悩み を アタ ー に 打ち 明け て い 
まし た 。 最 終 的 に 、 彼 は 薬局 を 放棄 し 、 ク ー フ ァ 、 メ ッ カ 、 ダ 
マス カス 、 ト ルキ スタ ン 、 イ ンド を 広く 旅 し 、 ス ー フ ィ ー の 首 
長 に 会 い 、 ス ー フ ィ ー (イス ラム 神秘 主義 ) の 考え を 故郷 
の 都市 で ある ニシ ャ ブール 。 

Attar は 、 彼 の 長い 物語 詩 の エピ ロー グ を 含む 、 さ ま ざ ま 
な 文脈 で 彼 自 身 の 詩 に つい て 語っ て いま す 。 彼 は 、 彼 が 
無尽 蔵 の 主題 的 お よび 口頭 の イン スピ レー ショ ン の 資金 
を 持っ て いる と いう すべ て の 読者 に よっ て な され る 可能 性 
が 高い 推測 を 確認 し ます . 彼 は 、 詩 を 書い た と き 、 彼 が 使 
用 で きる 以上 の アイ デア が 頭 に 浮か ん だ と 書い て いま す 
彼 は また 、 詩 的 な 構成 の 努力 が 彼 を 眠る こと が で き な い ト 
ラン ス 状 態 に 陥ら せ た と 述べ て いま す . 

同時 代 の カカ ニ の よう に 、 ア ター ル は 自分 の 詩 が それ ま 
で の すべ て の 詩 を は る か に 商 信 し て いる と 確信 し た だ け 
で な く 、 
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将来 の いつ で も 、 自 分 自身 を 「 詩 人 の 封印 」 と 見 な し 、 彼 
の 詩 を ! 言論 の 封印 」 と 見 な し ます 。 
に よっ て 12 世紀 に 書か れ た マン ティ ク ・ ア ル ・ AN Th 
e RE of Birds / は 、 時 を 超え て 世界 中 の 読者 に イ 

ME この 叙事詩 は 、 あ ら ゆ 
る 種類 の 鳥 が 参加 する 会 議 0 音 つ て いま す 。 烏 は 
20 6 の の 6 アメ シタ に の 質問 を 投げ か け ま す 。 
彼 が 答え る 物語 は 、 績 的 な 採 求 と その 落と し 穴 の 富 話 
で す 。Mantig al-Tayr また は The Co7/e7e7ce of Birds は 、 
彼 の 最も 有名 な 叙事詩 と し て 知ら れ て いま す 。 こ れ は 、30 
羽 の 烏 が 最高 の 主権 者 で ある シム ル グ を 見 つけ る た め の 
精神 的 な 探求 の 物語 に 捧げ られ て いま す 。 こ の 作品 は 
スー フィ ズム の 「 愛 の 学校 」 の 創始 者 で ある 別 の スー 
フラ = ママ スタ ペー アフ ブフ マ ドカ ガリ = リリ (D 10200B)N の で 
半 世 紀 前 に 作成 され た 鳥 に 関す る 論文 を モデ ル に し て い 
ます 。 こ の 壮大 な 傑作 は 、 西 洋 で いく つか の 音楽 的 お よび 
演劇 的 な 適応 を 楽し ん で いま す が 、 そ の 物語 は ペル シャ 
の 細密 画 の イラ スト の 一 般 的 な 主題 で す . Attar の 最も 有 
名 な 作品 は 、77e Co7/e7e7ce of か gy と 4.600 の カプ レツ 
ト か ら な る 詩 で す 。 こ の 詩 は 寅 意 を 使っ て 、 人 間 と 人 間 と 
の 間 の 結合 に 関す る スー フィ ー 教 義 を 説明 し て いま す 。 
神々 し い 。 

RP マサ ニ の 1923 年 の 翻訳 版 で は 、 閉 名 な スー フィ ー 
NR SE ZS Pi ni 
イ が 舞台 を 設定 し て いま す 。「 富 話 的 な 枠組 み に は 、 イ ス 
ラム 書 癌 の は っ きり と し た 明る 1、 シ ンプ ル さ が 備わっ て い 
ます 。 機 知 に 富ん だ 、 ま ば ゆい ば か り の 富 意 を 読ん で いる 

と 思う か も し れ ま せん 。 し か し 、 注 意 意 し て 読む と 、 すぐ に 
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最も 深い 神秘 的 な 道 の ビ ジョ ン に 引き 込ま れ ま し た 。 
Mantig al-Tayr で 最も よく 知ら れ て お り 、 文 字 通 り 「 烏 の 
会 議 」 を 意味 し 、 ル ミ の 詩 に 続く ペル シャ 語 の スー フィ ー 
詩 の 最良 の 例 で ある と 考え られ て いま す 。 彼 の 挑発 的 で 
過激 な な 愛 の 神学 が 隊 立っ て お り 、 ア ター ル の 詩 と 歌詞 の 

多く の 行 は 、 そ れ 自 体 が 格言 と し て 独立 し て 引用 され て 
いま す 。 こ れ ら の 逆説 的 な 声明 は 、 イ ラン 、 ア フ ガ ニス タン 、 
タジキスタン 、 そ し て イン ド ・ パ キス タン 亜 大 陸 の 土地 な ど 、 
ペル シャ 語 が 話さ れ た り 理解 され た りす る と ころ な ら ど こ 
で も 、 今 で も 暗記 され 、 吟 遊 圭 人 に よっ て 歌わ れ て いま す . 
この 多 作 な 詩人 の 他 の 重要 な 作品 に は 、Elahi-Ndma 
( 神 の 書 ) と Mosibat -Nama (逆境 の 書 ) が 含ま れ ま す 。 こ 
れ ら は どちら も 、 構 造 と 形式 が Mantig al-Tayr 、Divan 
(収集 され た 詩 ) に 似 た 神秘 的 な 寅 話 で す 。) お よび 有名 
な 散文 作品 、722 が Xe7g7 al-4wliya は 、 初期 の スー フィ ー 
に 関す る 非常 に 貴重 な 情報 源 で す (英語 の 要約 、 イ スラ 
ム 教 徒 の 聖人 と 神秘 家 )。 ア イデ ア 、 文 学 的 テー マ 、 ス タイ 
ル の 観点 か ら 、 ア ター ル の 影響 は ペル シャ 文学 だ け で な 
く 、 他 の イス ラム 文学 に も 強く 感じ られ まし た 。 彼 の 偉大 な 
散文 作品 は 、 722e7g7 al-4wliya 、 ま た は 隙 2 
と 呆 り ば れる 、 有 名 な スー フィ ー 人 

記念 介 的 な 大 要 で 構成 され て いま す 。Attar は Py 
も 45. 000 の カプ レッ ト と 多く の 華 誰 な 散文 を 、6 つの 重要 
な 詩作 品 と 1 つの 主要 な 散文 で 構成 し まし た 。 仕事 。 
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4Asrar Nameh (また は Book of Mysteries ) は 、 一 連 の 関 
連 の な い エ ピ ソ ー ド の 物語 を つなぎ 合わ せ た も の で 、 Atta 
r の 最も 知ら れ て いな い 詩 と し て 知ら れ て いま す 。 

Attar's Book of Adversity ( Mosibat-Nama ) は 、 用 想 的 な 
旅人 また は 「 思 考 の 巡礼 者 」(salik-i-fikrat) が 鉱物 、 植 物 、 
動物 、 人 間 、 お よび 天使 の 領域 を 通過 する 航海 に 続い て 、 
別 の 言葉 で スー フィ ー の 道 を 詳 述 し て いま す 。 . 

a の 神聖 な 本 Elahi-Nama は 、 王 が 6 人 の 息子 た ち 

に 最も 欲し いも の は 何 か を 尋 * ね る と いう 詰 を 伝え て いま す 。 
彼ら は 皆 世 俗 的 な も の を 求め て お り 、 王 は 一 連 の 物語 で 
彼ら の 虚栄 心 を 暴き ます 。 逸話 。 

の 書 ( Mukhtar-Namah ) は 、 さ ま ざ ま な 神秘 的 な テーマ 
に 従っ て 50 の 章 に 配置 され た 2,000 以上 の quatrains (r 
ubai) の コレ クシ ョ ン で あり 、 彼 の 収集 し た 詩 (Divan ) に 
は 、 幻 想 的 な 描写 で 有名 な 約 10.000 の カプ レッ ト が 含ま 
NN 神秘 主義 者 の 苦悩 と 層 の 風景 と 悲痛 な 喚 

ロ 。 

これ ら の 詩 は 、 テ ー マ の 統一 性 、 通 常 は 1 つの 神秘 的 な 
アイ テア は 最 切 の 詩 か ら 最後 の 行 まで の 一 連 の 関 
連 す る 概念 が 徐々 に 精 紋 化 さ れ て いる こと だ け で な く 、 難 
解 な ヘル メス 主義 と 型 に は ま ら な い 宗 教 的 な 意味 で も 注 

に 値 し ます 。 値 。 

( Khusraw -Namah 、 ビ ザン チン の 王女 と ペル シャ の 王 
子 の 間 の 愛 の ロマ ンス で あり 、 神 秘 的 な 内 容 は ほとん ど 
な い ) の 帰属 は 、 説 得 力 の ある 文体 、 言 語 、 お よび 歴史 的 
根拠 に 基づい て 、 詩 人 に 帰属 する こと は 人 否定 され て いま 
まあ ペリ アス 
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アタ ー ル の 作品 は 、 ス ー フ ィ ー コミ ュ ニ ティ と 読み 書き の 
で きる 大 衆 の 両方 に 大 き な 影 響 を 与え た た め 、 死 後 すぐ 
に 彼 の 名 声 は 急上昇 し まし た 。 彼 は 急速 に 模 條 され た の 
で 、 今 日 、 現 代 の 学者 に よっ て 偽物 また は 疑わ し い 信 壮 
性 で ある こと が 証明 され た 「 ア ター ル 」 に 誤っ て 帰せ られ 
た 約 23 の 作品 が あり ます . 43.000 行 に も 及ぶ 、 間 違い な 
く 彼 の 作品 だ け を 取り 上 げ る と 、 そ の 功績 は 計り 知れ ませ 
ん 。 

し か し 、 ア ター ル の 思想 の 最も 重要 な 側面 は 、 彼 の すべ 
て の 作品 が スー フィ ズム ( タ サ ウフ ) に 捧げ られ て お り 、 彼 
の 正真正銘 の 収集 され た すべ て の 作品 を 通し て 、 神 秘 的 
な 色合い の な い 詩 は 1 つも 存在 し な いと いう 事実 に あり 
ます 。 ア ター ル は 彼 の 文学 的 存在 全体 を スー フィ ズム に 
捧げ まし た 。 

Farid al-din Attar は 、 ペ ベル シャ 文学 の 伝統 に お ける 卓越 
し た 神秘 詩人 の 1 人 と 見 な され て いま す 。 彼 の 生涯 は 定 
か で は あり ませ ん が 、 西 暦 12 世紀 か ら 13 世紀 に か け て 
現在 の イラ ン に ある ニシ ャ プー ル で 生ま れ た と 考え られ て 
いま す 。 

アタ ル は 70 歳 以 上 に な り 、1221 年 4 月 に モン ゴル 人 が 
ニシ ャ ブー ル で 行っ た 大 虐殺 で 暴力 的 な 死 を 遂げ まし た 
彼 の 霊 上 遍 は ニシ ャ プー ル に あり ます 。16 世紀 に アリ ・ シ 
ル ・ ナ バイ に よっ て 建て られ まし た 。 

Attar は 明らか に 楽 剤 師 で し た が 、 彼 の 私 生活 に 関す る 
情報 は ほとん ど 知 られ て いま せん 。Attar の 生涯 に 関す る 
情報 は まれ で す 。 彼 の 名 前 を 挙げ て いる の は 同時 代 の 2 
人 、Awfi と Khadja Nasir ud-Din だ け で す 。 トゥ ウン 。 

Attar は 、 ス ー フ ィ ズ ム に 関す る 多く の 本 を 執筆 し まし た 。 
彼 自 身 の 著 作 に よる と 、 ス ー フ ィ ズ ム は 精神 的 か も の で あ 
る こと を 意図 し て いた 
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神 と の 一 致 を 求め ます 。 こ の 検索 は 歴史 を 通い て さ ま ざ ま 
な 形 で 行わ れ て きま し た が 、Attar に と っ て は 非常 に 具体 
的 な も の で し た 。 ダ ン テ と の 類似 点 が 見 られ る か も し れ ま 
せん 。Attar に よる と 、 人 間 の 精神 的 な 巡礼 は 、7 つの 連 
続 し た 「 和 谷 」 を 通り 抜け ます 。 最 初 は 、 禁 欲 的 な 手段 が 採 
用 され て いる 探求 の 谷 で す 。 次 に 、 ダ ン テ の 地上 の 楽園 
と 比較 され る か も し れ な い 愛 の 谷 を た どり ます 。 次 に 、 知 
識 、 分 離 、 団 結 、 驚 き の 谷 を た どり ます 。 そ し て つい に 自己 
消滅 の 谷 に 到達 する 。 こ れ は 神 と 神 と の 合 一 の 最高 の 状 
態 で す 。 ス ー フ ィ ズ ム は 、 意 味 の あ る 、 宗 教 的 な 心 の 中 で 
生き る た め の 包 括 的 な 努力 で ある こと を 意味 し て いま し 
2 

Attar は 、 ジ ン ギ スカ ン の 下 で モン ゴル の 大 和 群 か ら 逃 げ 
て 死亡 し まし た 。 彼 の 死 の 直前 に 、 ア ター ル は 若い 詩人 、 
ルミ と 出会い 、 彼 は 彼 の 哲学 的 な 詩 の いく つか を 彼 に 与 
えま し た . ル ミ は 、 ス ー フ ィ ズ ム の 哲学 的 発展 と アタ ー ル の 
理解 を 永続 させ 、 追 加 し まし た 。 こ れ は 、 ル ミ の 家族 が バ 
ルフ 市 を 放棄 し た と き に 、 ル ミ が 少年 と し て アタ ー ル に 
会 っ た こと の 確固 た る 証拠 で す 。 そ の 途中 、 ル ミ の 父 が ア 
ター を 訪ね て きた 。 ア ター ル は 、 彼 の 神秘 的 な 詩集 の 1 冊 
の コピ ビー を 若い ジャ ラル ディ ン に 与え た と 報告 され て いま 
す (ジャ ラル ディ ン は 、 役 が 今日 知ら れ て いる 偉大 な 神 
秘 家 で あり 詩人 に な る ずっ と 後 ま で 、 ル ミ ま た は モラ ナ と 
呼ば れ て いま せん で し た )。 彼 ら の 会 合 は 、 ル ミ 自 身 の 息 
子 で ある ハッ サム ・ ア ルディ ン を 含む お さま ざま な 情報 源 に 
よっ て 報告 され て いま す . ア ター ル は 、 ペ ル シ ャ 文学 で 最 
も 多 作 な 人 物 の 1 人 で す 。 彼 は さま ざま な 作品 を 100 以 
上 書き まし た 長 さ か ら た だ a 少し ペー ジ に ボリ ュー ム 
の ある 
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トー ム 。 一般 的 に 言え ば 、 彼 の 本 の ほとん ど は 人 気 が あ り 、 
比較 的 読み や すい で す 。 

二 の アタ ー ズ 作品 持っ て る その 間 翻訳 済み の 中 へ 

茜 放 

HH o 

SC Nott は 、Coz/e7ezce of the Birds (1954) を 翻訳 し まし 
た 。 Bankey Behari (1961) と A. J. Arberry (1966) は 、 Me 
moirs of Saints の 要約 版 を 出版 し まし た 。Attar に 関す る 
最高 の 作品 は 、Eduard G. Browne の 4 Literary History o 
Pezsjg で す 。 2 (1906)、 お よび マー ガレ ッ ト ・ ス ミス 編 、 77 
e Persian Mystics: Attar (1932)。Attar は 、A. J. Arberry 
著 、4spec が s of Islamic Civilization gy Depicted in the Ori 
ginal Texts (1964 年 ) お よび James Kritzeck 編 、4ntholo 
gy of Islamic Literature: From the Rise of Islamic to Mode 
rn Times (1966 年 に 代表 され て いま す 。 ア ダール の スー 
フィ ズム に 関す る 議論 に つい て は 、A. 本. アー ベリ ー 著 
『 ス ー フ ィ ズ ム : イス ラム 教 の 神秘 主義 者 の 説明 』(1950 
年 ) と イド リー ス ・ シ ャ ー 著 『 ス ー フ ィ ス 』(1964 年 ) を 参照 
し て くだ さい 。 2002 年 に は 、 イ ラン ヘリ テー ジ 財 団 が 、 東 
洋 ア フリ カ 研 究 学 校 (GOAS) の 中 近東 研究 セン ター と 協 
力 し て 、「Farid al-Din Attar and the Persian Sufi Traditio 
n」 0 ロン ドン 大 学 。 こ の 
会 議 は 、 イ スラ ム 研 究 の 分 野 に お ける 作家 、 翻 訳者 、 研 究 
者 で あり 、 ペ ルシア 語 と スー フィ ー 文 学 の 専門 家 で ある レ 
ナー ド ・ ル イス オン 博士 と 、 ロ ンド ン 大 学 SOAS 南ア ジア 
現代 言語 教授 の クリ スト ファ ー・ シ ャ ッ ク ル に よっ て 招集 さ 
れ ま し た 。 、 ペ ル シ ャ の 神秘 主義 と 文学 へ の 頁 献 を 祝う た 
め に ロン ドン で 開催 され た 多く の 音楽 的 、 詩 的 、 芸 術 的 イ 
ベン ト の 中 心 的 存在 で し た 。 フ ァ リ ド 
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al-Din Attar。 

Nishapur の Attar の 墓 は 、 こ の 偉大 な ペル シャ の 詩人 お 
よび 作家 に 敬意 を 表す る た め に 歴史 的 な 街 Nishapur を 
訪れ る 多く の 観光 客 を 毎年 区 了 し て いま す 。 Nishapur ( ま 
た は Neyshabur) は 、 イ ラン 北東 部 の Razavi Khorasan 州 
の 都市 で 、 州 都 マ シュ ハ ド の 近く 、 Binalud 山脈 の ふも と 
の 肥 浜 な 平野 に 位置 し て いま す 。 毎 年 、4 月 14 日 の Fari 
d al-Din Attar Neishaburi の 記念 日 に 合わ せ て 、Razavi K 
horasan 州 の Nishapur で 特別 な 式典 が 開催 され 、 知 識 
人 、 学 者 、 作 家 、 学 生 な ど が 出席 し ます 。 Tadhkerat al-Awl 
yg (ムスリム の 聖者 と 神秘 主義 者 ) は 、 多 く の 国 で 多く の 
国際 言語 で 印刷 され た 、 世 界 的 に 有名 な ペル シャ 文学 の 
古典 書 と 見 な され て お り 、13 世紀 の 偉大 な ペル シャ の 
スー フィ ーー 詩人 、 フ ァ リ ド アル Din Attar、 そ の 種 の 最も 有 
名 な 作品 。 

アタ ー ル の 作品 に 描か れ て いる 思考 世界 は 、 ス ー フ ィ ー 
運動 の 進化 全体 を 反映 し て いま す 。 出 発 点 は 、 了 肉体 に 東 
縛 さ れ た 魂 が 待望 の 解放 され 、 別 の 世界 の 源 に 戻る こと 
は 、 内 な る 光 化 に よっ て 達成 で きる 神秘 的 な 結合 の 中 で 、 
現在 の 生活 の 中 で 体験 で きる と いう 考え で す 。 i 
を 説明 する こと に よっ て 、 使 用 され る 資料 は 具体 的 に 
フィ ー だ け で な く 、 よ り 吉 い 禁 0 で も 
あり ます 。 彼 の ヒー ロー の ほとん ど は スー フィ ー と 禁欲 主 
義 者 で す が 、 彼 は また 、 歴 史 的 な 年 代 記 、 人 逸話 の コレ ク 
シト ドジ CE 
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あら ゆる 種類 の 高く 評価 され た 文学 。 外 見 の 背後 に ある 
より 深い 意味 を 知覚 する 彼 の 才能 に より 、 彼 は 日 常 生活 
の 細部 を 彼 の 考え の イラ スト に 変え る こと が で きま す . ア 
ター ル の プレ ゼン テー ショ ン の 特異 性 は 、 彼 が 紹介 する 
歴史 上 の 人 物 を 研究 する た め の 情 報 源 と し て の 彼 の 作 
品 を 無効 に し ます 。 し か し 、 ス ー フ ィ ズ ム の 聖人 学 と 現象 
学 の 情報 源 と し て 、 彼 の 作品 に は 計り 知れ な い 価 値 が あ 
り ま す 。 ア ター ル の 著作 か ら 判 断 す る と 、 彼 は 古代 アリ スト 
テレ ス の 遺産 を 懐疑 的 で 嫌悪 感 を 持っ て 見 て いま し た 。 
興味 深い こと に 、 彼 は 自然 の 秘密 を 明らか に し た く あ り ま 
せん で し た 。 こ れ は 、 彼 の 職業 の 範囲 に 含ま れる 医学 の 
場合 に 特に 顕著 で す 。 

彼 は 明らか に 、 彼 が 軽 蔵 し 、 決 し て 実践 し な か っ た タイ プ 
の 詩 の タイ プ の 法廷 パネ リス ト の 間 で 慣習 的 な 方 法 で 、 
彼 の 世俗 的 な 知識 を 誇示 する 動機 を 持っ て いま せん で し 
た . そ の よう な 知識 は 、 物 語 の テー マ が 自然 科学 の 分 野 に 
触れ る 文脈 で の み 彼 の 作品 に 持ち 込ま れ ま す 。 


イラ ン の ニシ ャ プー ル に ある アタ ー の 霊 遍 


Garcin de Tassy に よっ つて 翻訳 され た 4zz7 の 諾 の 碑 


神 は 永遠 で す ..… こ こ 、 下 層 の エデン の この 庭 で 、 
アタ ー ル は 最も 謙虚 な 人 々 の 魂 に 香り を 与え まし 
た . こ れ は 非常 に 著名 な 人 物 の 墓 で あり 、 彼 の 足 で 
か き 混 ぜ ら れ た 塵 が 大 空 の 目 の コ リリ ウム と し て 機 
能 し た だ ろう .…、 そ し て 聖人 は 彼 の 弟子 で あっ た .… ヒ 
ジュ ラ 586 の 年 に 彼 は 剣 に 追わ れ た . す べ て を むさ 
ぼり 食い 、 そ の 後 起こ っ た 大 虐殺 で 疾 教 し た 軍隊 
.… 主 よ 、 彼 の 功績 を 増やし て くだ さい ..…… 栄 光 が あ り 
ます よう に 彼 と _ 


死ぬ こと は な く 、 無 制限 の 許し と 無限 の 鍵 を 手 に 
持つ て いる 訓 。 


彼 の 壮大 な 本 Tadhkerat al-4wliya の 散文 と 彼 の 最も 有 
名 な 詩 の 作品 は 次 の と お り で す 。 

Asrarnameh Elahin 

ameh Mosibatname 

h Manteg-u'ttair Bu 

[bulnameh Heydarn 

ameh Mokhtarname 

ヵ 、 お よび Khosrow 


nameh 。 


「 メモ リア ル 」( ム スリ ム の 聖者 と 神秘 家 ) の 序文 で 、 ア 
ター ル は この 本 を 書い た 理由 を 列挙 し て いる が 、 彼 が 使 
用 し た 情報 源 は 列挙 し て いな い . RA Nicholson が 要約 し 
た よう に 、 彼 が 宣言 し た 動機 は 次 の と お り で す 。 

1. 彼 は 彼 の 宗教 に に っ て そう する よう に 頼ま れ た 兄弟 。 

2. を 読ん だ 人 々 の 何人 か が 著者 を 祝福 し て くれ る こと を 

望ん で いた 。 墓 。 

3. 彼 は 、 聖 人 の 言葉 は 、 願 望 を 強め 、 破 壊す る 限り 、 そ 

れ を 実践 で き な い 人 に と っ て も 有益 で ある と 信じ て いま 

し た . 自惚れ 。 

4. ジョ ナイ ド は 言っ た 、「 彼 ら の 言葉 は 全能 神 の 軍隊 の 

A それ に よっ て 神 は 弟子 の 心 を 確認 し 、 強 化し 

ます 。 意気 消沈 し た 。 
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$. 預言 者 に よれ ば 、「 慈 悲 は 敬 虚 な 者 の 言葉 に 降臨 す 
る 」 : 万 一 、 慈 悲 が 雨 の よう に 降る テー ブル を 広げ た 場合 
彼 は 育 を 向け る こと は あり ませ ん ポーション レ ス 。 

6. アタ ー ル は 、 聖 人 の 祝福 され た 影響 力 が 彼 に 保証 さ 
れ 、 彼 の 前 に 幸福 を も た ら す か も し れ な いと 信じ て いま し 
だ 死に じ ま し ん た 

7. 彼 は 自分 を 似せ よう と 期待 し て 、 彼 ら の 言葉 で 忙し 
か っ た . 彼ら 。 

8. コー ラン と 伝承 は 、 ア ラビ ア 語 の 知識 が な けれ ば 理解 
で き な い た め 、 ほ と ん どの 人 は それ ら か ら 利 益 を 得る こと 
は で きま せん 。 コ ー ラ ン と 伝承 の 注釈 を な す 聖 者 の 言葉 
も 同様 に 、 大 部 分 が アラ ビア 語 で 発せ られ た 。 そ の 結果 、 
著者 は それ ら を ペル シャ 語 に 翻訳 し て 、 誰 で も アク セス 
で さる さよ うに (し た EC 

9. 怠 属 な 言葉 は し ば し ば 激しい 慣 り を 刺激 する の で 、 真 
実 の 言葉 は 、 た と え あ な た が 無意識 で あっ て も 、 千 倍 の 
効果 を も た ら す こと が で きま す . 同 様 に 、 ア ブ ド ・ ア ッ ラ フ 
マン ・ エ スカ フィ は 、 コ ー ラ ン の 朗読 は 効果 的 で ある と 述 
べた が 、 読 者 は それ を 理解 し て いな いか も し れ な い が 、 
成分 が 含ま れ て いる ポー ショ ン の よう に . わか ら な い 。 

10. 精神 的 な 言葉 だ けが 著者 に 訴え ます 。 し た が っ て 、 彼 
は 、 彼 が 提供 し た 食事 を 分 か ち 合 う 人 を 見 つけ る こと を 
望ん で 、 同 時 代 の 人 々 の た め に この 「 毎 日 の 仕事 」 を 作 
成 し ま し た 。 

11. イマ ー ム ユ ソ フ ハマ ダニ は 何人 か の 人 々 に 助言 し ま 
し た 。 あ ちら へ か ら の 地球 、 に 読ん だ 8 ペー ジ の 
彼ら の 
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毎日 の 一 言 。Attar は 、 こ の 要求 事項 を 提供 する こと が 
彼 の 義務 で ある と 感じ まし た 。 
12. 子供 の 頃 か ら 、 彼 は スー フィ ー が 好き で 、 彼 ら の 言 
業 に 喜び を 感じ て いま し た 。 そ の よう な 言葉 が 詐欺 師 に 
よっ て の み 話 され 、 真 の 精神 主義 者 が 賢者 の 石 の よう に 
稀 に な っ た と き 、 彼 は 自分 の 力 で この 種 の 文学 を 普及 さ 
せる こと を 決心 し まし た . 
13. 現代 で は 、 最 高 の 男性 は 悪 で あり 、 聖 な る 男性 は 忘 
れ ら れ て いま す 。 メ モリ アル は 、 こ の 状態 を 改善 する た め 
に 設計 され まし た 。 も の 。 
14. の こと わざ は 、 男 性 が この 世 を 放棄 し 、 将 来 の 人 生 
に つい て 黙想 し 、 神 を 愛し 、 最 後 の 人 準備 に 着手 する よう 
に 仕向 け ま す 。 旅 。 
彼ら の 言葉 は コー ラン と 伝統 に つい て の 解説 で あり 、 す 
べ て の 言葉 の 中 で 最も 優れ て いる た め 、 す べ て の 創造 
物 に お いて これ より 優れ た 本 は 存在 し な いと 言う 人 も 
いる か も し れ ま せん 。 そ れ を 正しく 読む 人 な ら 誰 で も 、 彼 
ら が 行っ た よう な 行為 や 言葉 を 生み 出す た め に 、 彼 ら の 
魂 に どん な 情熱 が あっ た に 違い な いか を 理解 する で 
の 。 店 

15. も う 1 つの 動機 は 、7 人 の 寝台 車 の 犬 の よう に 、 今 

後 彼ら の 執り 成 し を 得 て 、 容 赦 さ れる こと を 期待 する こと 

で し た 。 パ ラダ イス 。 

彼 の 序文 で 、 ア ター ル は 、 ス ー フ ィ ー の 宣言 を 完全 に 理 
解 し よう と する 野心 的 な 人 々 に 推奨 する 3 冊 の 本 に 言 
し て いま す 。 

彼 が 権利 を 与え た も の : Ketab Sharh al-Qalb ( The Expos 


777O77 
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ハー ト の ) 、Ketab Kashf al-Asrar (秘密 の 啓示 ) 、 お よび 
Ketab Ma 'refat al-Nafs wa'l-Rabb (自己 と 主 の 知識 )。 こ 
こ で は 、 こ れ ら の 作品 の 作者 に つい て の 手がかり は 与え 
られ て いま せん が 、 ア ター ル は 別 の 文脈 (II、99) で 、 
シャ ー ル ・ ア ル ・ カ ル ブ を 彼 自 身 の 構 成 の 本 と し て 言及 し 
て いま す 。Attar の 目 己 紹介 も 参照 し て くだ さい 。 ム フタ 
VF, 

し た が っ て 、 ア ター ル が 他 の 2 つの タイ トル の 著者 で 
あっ た と 推測 され る か も し れ ま せん 。 こ れ ま で の と ころ 、3 
つの いずれ の コピ ー も 回 収 さ れ て いま せん 。Attar は 、 彼 
の 著書 Tadhkerat al-Awliya に 次 の よう に 96 の エビ ソー 
ド を 書き まし た 。 
ルツ ポー クア ル テル リサ テク 
の の ペデ テル タニ 
3. アル ハサン アル ・ バ スリ 
. マ レク ・ イ ブン ディ ナー ル 
S な バン マ ド ッ イン ッッ クギ 
6 ロク アル アン ヤミ 
7. ア ブ ・ ハ ゼム アル マッ キ 
8. オ トバ ・ ア ル ・ ゴ ー ラ ム 
9. Rabe'a al- Adawiya 
10. ア ル ・ フ ォ ザ イル ・ イ ブン イヤ ズ 
LE ジ ジ じ ムク アシ アド ハム 
12. ベ シュ ル アル ハフ イィ 
13. ド ー・ ル ・ ヌ ン ・ ア ル ・ メ スリ 
14. ア プ ヤ シド アル < ペ ベ ズ タ ミ 
19. ア ダブ ド アウ ラー* イ ジン テル モバ ハフ ラク 
16. ソ フィ ヤン アル タワ リ 
17. シ ャ キー ク アル ・ バ ルキ ー 
9 ガク グ の ラク 


に 


アル ジン ヤ マス エイ 

. アフマド ・ イ ブン ・ ハ ン バ ル 

. ダ ウド アル タイ 

. アル モハ セ ビ 

= アフ ツラ イマ ン アル タラ イ 

. ムハンマド ・ イ ブン ・ サ マッ ク 

チチ ペン 人 ム アル トド ウン 
アフマド イア シッ テツ 

テム テル アサ ザム 

. アル トス タリ 

. マ ルフ アル カル キ 

. サリ ー アル ・ サ カテ ィ 

. プア ツ ッ ト アル マウ セリ 

. アフ マ ド ・ イ ブン ・ ア ビ 1- ハ ワリ 

. ア フ マ ド ・ イ ブン ・ カ ズル ヤ 

。 ア ジッ ドラ ノア ル ・ ナ フン シャ ビ ピ 

. ヤー ヤ ・ イ ブン ・ モ アド アル ラジ 

. シャ ー イブ ン ショ ー ジ ャ アル ケル マニ 
エエ ソフ イプ ズブ ジア アル ボサ イン テル ラシン 
. アブ ・ ハ フス アル ハ ダ ド 

. ハム ドウ ゥ ウン アル カサ ル 

マン スー ルイ ブン プア マー 

. アル ・ ア ンタ キ 

アゲ ジン ドア ツラ ジー イア シン ホホ パイク 

. アル ・ ジ ョ ナイ ド 

. ア ムル ・ イ ブン ・ オ スマ ン アル マッ キ 
. アブ ・ サ イー ド ・ ア ル ・ カ ラズ 

. アブ ・ イ ・ ホ サイ ン アル ヌ リ 

. アブ ・ オ スマ ン アル ヒ リ 
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39. 
40. 
41. 
42. 
43. 
44. 
45. 
46. 
47. 
48. 
49. 
50. 
51. 
52. 
53. 
54. 
55. 
アフ ドア ツラ フー アル マグ レビ 
アブ ・ ア リ アル ・ ジ ュ ザ ジャ ニ 

. アブ ・ バ クル アル カタ ニ 

. イブ ン カフ ィ ブ フ 

. アブ ・ モ ハマ ド ・ ア ル ・ ジ ョ ライ リ 

ミゲル パラ タン シ 

、 ゲ ジッ ペ ポイ カー ソス ティ 

. アブ ・ オ メル ナ キ ル 

ンジ ツヤ ステ ニシ ジル ティ 

. アブ ル ・ カ ー カタ ー 

. アブ ・ ア ブダ ラ ・ モ ハメ ド ・ ビ ン フセイン 
りり ジャイ ジャ ヤグ グル ツー 


イブ ジ プッ レジ キク 

ロー ワイ ム 

イブ ン 「 あ た 」 

ラジ ビ ム ハ アル クキ ー 

ユ ソ フ ・ イ ブン アス バッ ト 
アル ・ ナ フラ ジュ リ 

ソム メン 

al-Morta esh 

モハ マ ド ・ イ ブン ・ ア ル ・ フ ァ ズ ル 
アル プシ ジャン ジン 

FF ル テ ル メス ティ 

アブ ・ バ クル アル ・ ワ ラク 

デス ドア ツー ニー イス セル 
アリ ・ イ ブン ・ サ ー ル アル ・ エ ス フ ァ ハニ 
ケア アルナ サー ジ 

アジ パム ププ アル コラ ザ サミ 
アフ マ ド ・ イ ブン ・ マ スル ク 


ミア プル ハサン カル カニ 。 

アル: シェ ブリ 

アプ ナ セル ジッ ラジ 

。 ア フル: プア ツバ パ バー 大 カサ アブ 

ブラビ アル クウ レー 

. メ ムシ ャ ド アル デイ ィ ナ ワリ 

デン ドイ ルン シャク ウイ ンク ンク ビ ムツ バニ 
アプ ペイ ガー リサ イー ポ ボラ ご 

. アブ ・ ハ ム ザ ・ モ ハメ ド ・ ビ ン ・ イ ブラ ヒム バグ ダディ 
. アブ ・ ア リ ダ カ ー ク 
エイ クッ アフ ・ ア リサ クノ イ 

- アブ ・ ア リ ・ ア ハメ ド ルド バリ 

. シェ イク ・ ア ブル ・ ハ サン ・ ア リ ジャ フリ 

= デジ ャ オス マン アル マク ラビ 

. シェ イク ・ ア ブー ル ・ ア ッ バ ス ナ ワ ン デ ィ 
アゲ ア ジャル タル イジ ラム サッ ャ シン 
イク アプ ズル パサ ンジ サイク 

ガク ルル ツバ ハッ サラ / ハ タイ 

. 了 アブ ル ・ フ ァ デ ル ・ ハ サン サル カシ 

. 了 アブ ル ・ ア ッ バ ス アル サヤ リ 


彼 が 人 生 の 大 部 分 を 通じ て 取り 組ん で きた も の は 、 彼 
の 死 の 前 に 公 に 利用 可能 で し た . ア ー ベ リー の 翻訳 


は 妥 


約 で あり 、 以 下 の み で 構成 され て いま す 章 。 


3. ハサン の バス ラ 
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4. マレ ク ・ イ ブン ディ ナー ル 

6. ハ ビブ ・ ア ル ・ ア ジャ ミ 

9. Rabea al-Adawiya 

10. ア ル ・ フ ォ ザ イル ・ イ ブン イヤ ズ 
Ni 拓 グ ラ ビ ム イイ アンデ ド の の ぬ 

2: ペ ツ ョ ルイ ンジ テル ハレ ス 

13. ド ー ル ヌン アル メス リ 

14. ア ブ ・ ヤ ジ ド ・ ア ル ・ ベ スタ ミ 

19。 ア デア クア ド アッ ラー イフ ン アル: モバ ラク 
16. ソ フィ アン アル タウ リ 

17. の シャ キー ク バル フ 

21. ダ ウド アル タイ 

22. ア ル モ ハ セ ビ 

26. ア フ マ ド ・ イ ブン ・ ハ ー ブ 
27. パ テム 了 アル アサ 

98 サー ルル イプ ブン ジア ンズ ドア デア ツ フ ーー アル ドス ズ ス ペリ 
29. マ ルフ アル カル キ 

30. サ リー アル ・ サ カテ ィ 

33. ア フ マ ド ・ イ ブン ハズ ル ヤ 

35: ヤ ャ ヤー ヤセ イブ ジ ツモ アド 
36. シ ャ ー・ イ ブン し ょ うじ ゃ 」 
37. ユ ソフ ・ イ ブン アル ホ サ イン 

38. ア ブ ・ ハ フス アル ハ ダ ド 

43. ア ボー ルカ セム アル ・ ジ ョ ナイ ド 
44. ア ムル ・ イ ブン オス マン 
45. ア ブ ・ サ イー ド アル カラ ズ 

46. ア ブル ・ ホ サイ ン アル ヌ リ 

47. アブ“ オス マン アル ビリ 

50. イブ ン あ た 
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54. ソム ヌン 

58. アル ・ テ ル メ ディ 

62 ハイ ラル ・ ナ サー ジ 

67. ア ブ ・ ベ イカ ー アル カタ ニ 
68. イ ブン カフ ィ フ 

70。 アル ハラ ジ 

78. アル ・ シ ェ ブ リ 

SI エ ブ ラ ヒマ ル ・ カ ウ ワ ス 


上 記 の 最初 の 本 に 加え て 、 イ ンド の ハイ デラ バー ド 出 身 
の モハ メド ・ ア ブドウ ル ・ ハ フィ ー ズ に よっ て 翻訳 され た ファ 
リド ・ エ ルディ イン ・ ア ター ル に よる 第 2 の 本 タ ド ケラ ト ・ ア 
ル ・ ア ウリ ヤ (ムスリム の 聖者 と 神秘 家 ) と 、 彼 は AJ ア ー 
ベリ ー と に よる 上 記 の 本 に 残っ て いる エビ ソー ド を 翻訳 し 
まし た 。Mohammed Abdul Hafeez は 、 彼 の 本 で 次 の 38 
の エピ ソー ド を 英語 に 翻訳 し て お り 、 詳 細 は 次 の と お り で 
す 。 


A. J. Arberry に よっ て 翻訳 され た 58 の エビ ピ ソード Attar 
の 唯一 知ら れ て いる 散文 作品 Tadhkerat a 
/-4wliyva (イス ラム 教徒 の 聖人 と 神秘 家 ) の A.J. Arber 
ry に よっ て 翻訳 され た 要約 


上 記 の エピ ソー ド は 、 以 下 の Web サイ ト で 入手 で きま す 。 
www . omphaloskepsis . comfebooksf 


Tadhkerat al-4wliya は 、 イ スラ ム 教 の 聖人 と 神秘 家 の 伝 


記 で す 。 こ の 本 の 中 で 最も 説得 力 の ある エン トリ と 考え ら 
れ て いる も の の 中 で 、 ア ター ル は 、 層 惚 と し た 熟考 の 状態 
で 「 私 は 真実 で す 」 と いう 言葉 を 発し た 神秘 主義 者 、 ハ ラ 
ジ の 処刑 の 物語 を 語っ て いま す 。 ア ター ル は コー ラン の 聖 
典 の スー ラ と 同じ 数 の 114 の 作品 を 書き まし た 。 約 30 点 
の 作品 生き 残っ た 。 


ルミ へ の 影響 

Attar は 、 ジ ン ギ スカ ン の 下 で モン ゴル の 大 群 か ら 逃 げ て 
死亡 し まし た 。 彼 の 死 の 直前 に 、 ア ター ル は 若い 詩人 、 ル 
ミ と 出会い 、 彼 は 彼 の 哲 f 学 的 な 主 の いく つか を 彼 ! 生ま 
し た . ル ミ は 、 ス ー フ ィ ズ ム の 哲学 的 発展 と 理解 を 永続 さ 
せ 、 追 加 し まし た アタ ー。 

Attar は 、 イ ラン で 最も 有名 な 神秘 詩人 の 1 人 で す 。 彼 
の 作品 は 、 ル ミ や 他 の 多く の 神秘 的 な 詩人 に イン スピ 
レー ショ ン を 与え まし た 。Attar と Sanai は 最大 の 影響 力 
を 持っ た 2 人 で し た の 上 る み の 彼 の スー フィ ー 
ビュ ー。 るみ も っ て いる 
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彼 の 詩 の 中 で 、 彼 ら の 両方 に 最高 の 敬意 を 払 つ て 数 回 言 
及 し まし た 。 ル ミ は アタ ル を 次 の よう に 称 替 する 。 

「Attar は 7 つの 愛 の 都市 を 歩き 回 り ま し た 。 私 た ち は ま 
だ 1 つの 路地 に いる だ け で す 。」 


トル コ の クニ ャ に ある ルミ 応 。 


ルル ニー の オル ソイ も の 爺 

Tadhkerat 27-4y/ カ 2 で 、Attar は Qarni の Owaise に 関す 

る 2 番目 の エビ ソー ド を 書き まし た 。 有 名 な 詩集 、 Jalaled 

din Rumi の Masnavi で は 、Oveys Gharni に つい て 預言 

者 ムハンマド が 次 の よう に 述べ て いま す 。 
預言 者 ムハンマド は 、 そ よ 風 が も た ら す と 言っ て いま す 


前 兆 

イエ メン の 神聖 な 香水 。 

ラミ ン の 香り は オヴ ェ イ ス か ら 神 の 香り 

は オヴ ェ イ ス か ら 。 

Ovey I は 、 神 の 預言 者 の 
心 を 大 い に 喜 ば せま し た 。 彼 の 死す べき 存在 
を 吉 ん で 見 捨て る 

その 地上 (Oveys) が 天国 に な り ま す 。 


に よる 第 2 話 の 出版 ノー ト デビ ッ ド 
ニョ ーー ョ = クタ イス の ロニ = ヤン パウ 
Farid al-Din Attar は 、 ペ ル シ ャ 文学 の 伝統 に お ける 葬 越 
し た 神秘 詩人 の 1 人 と 見 な され て いま す 。 彼 の 生涯 は 定 
か で は あり ませ ん が 、12 世紀 と 13 世紀 C に 位置 付け られ る 
可能 性 が あり ます 。 E. 現在 の イラ ン の ニシ ャ ブー ル で 生ま 
れ た アタ ー ル は 、 薬 剤 師 だ っ た よう で す が 、 彼 の 私 生活 に 
関す る 情報 は ほとん ど 知 られ て いま せん 。 彼 は 生涯 で 、 
Mantig al-Tayr ( The Conference of the Birds ) や Ilahi-N 
ama ( The Book of the Birds) な どの 有名 な 作品 を 含む 、 
約 9 冊 の 本 を 書い た と 考え られ て いま す 。 神 )。 

Muslim Saints and Mystics 』 は 、A. J. Arberry に よっ て 
翻訳 され た 、Attar の 唯一 知ら れ て いる 散文 作品 で ある 7 
adhkerat al-A4wliya の 要約 で あり 、 彼 は 生涯 を 通じ て この 
作品 に 取り 組み 、Arberry の 死 の 前 に 公開 され て いま し た 。 
この 本 の 中 で 最も 説得 力 の ある エン トリ ー と 考え られ て 
いる も の の 中 で 、 ア ター ル は 、「 私 は 午前 の 真実 "の a 
州 の 夢中 の 熟考 。 
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アー ベリ ー の 翻訳 は 要約 で す 。 Mohammed Abdul Hafee 
z B.com. (イン ド 、 ハ イデ ラバ ー ド ) に よっ て 翻訳 され た Ow 
aise al-Qarani に 関す る エン トリ は 、Arberry の テキ スト で 
は 省略 され て いま す が 、 次 の リン ク か ら 入 手 で きま す 。 ア 
= 

第 2 話 が 掲載 され て いる サイ ト 利用 可能 
カル ニニ の オオ ワイ セ 

113k - Adobe PDF - HTML と し て 表示 

カル ニ の オ ワ イ ズ 、 ト ラン ス 。 ウ ルド ゥ ー 語 か ら 英 語 へ Moh 
ammed Abdul Hafeez B.Com、 ハ イデ ラバ ー ド 、 イ ンド 、 参 


SN 
戸 A o 
http://www.omphaloskepsis.com/ebooks/pdf/Owaise.pdf 


薬剤 師 と し て 。Attar は 、 彼 が 職業 の た め に と っ た ペン 

ネー ム で す 。「 ア ター ル 」 と は 薬草 学者 、 薬 剤 師 、 調 香 師 を 
意味 し 、 彼 が ペル シャ で 生き て いた 間 、 薬 や 薬 の 多く は 薬 
草 に 基づい て いま し た 。 し た が っ て 、 彼 の 職業 は 、 現 代 の 
町 医者 と 薬剤 師 に 似 て いま し た 。 
47z7 の 創造 性 の 3 つの フェ ー ズ 
これ ら の 2 つの 基準 に よる さま ざま な 作品 の 分 類 は 、 事 
実 上 同一 の 結果 を も た らし ます 。 ド イツ の 東洋 学者 ヘル 
ムー ト ・ リ ッ タ ー は 当初 、 こ の 問題 は 詩人 の 精神 的 進化 に 
よっ て 説明 で きる と 考え て いま し た 。 彼 は Attar の 創造 性 
の 3 つの 段階 を 区 別 し ま し た 。 

・ 完 成 さ れ た スト ー リ ー テ ラー の 芸術 と 神秘 主義 が 完 壁 

に 調和 し て いる 作品 。 

・ 汎 神 論 的 な 熱意 が 文学 より も 優位 に 立つ 作品 興味 。 

・ 年 老い た 詩人 が イマ ー ム ・ ア リー・ イ ブン ・ ア ブー・ タ ー 

リブ を 偶像 化し 、 秩 序 だ っ た 思考 の 痕跡 が な い 作品 と 
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説明 スキ ル 。 リ ッ タ ー は 、 老 年 期 の 最後 の 段階 は 、 シ ー ア 
派 へ の 改宗 と 偶然 の 一 致 で ある と 推測 し た . し か し 、1941 
年 に 、 ペ ル シ ャ の 学者 ナ フ ィ シ は 、 リ ッ タ ー の 分 類 の 第 3 
段階 の 作品 が 、 約 230 年 後に マシ ュ ハ ド に 住み 、 ト ゥ ン 
出身 の 別 の アタ ー ル に よっ て 書か れ た こと を 証明 する こ 
と が で きま し た (出典 : イ ンタ ーネット 探す )。 
本 書 に は 、 ア ー ベ リー の テキ スト で 省略 され た 以下 の 58 
話 の 翻訳 が 収録 され て いま す 。 
参考 書 
1. Sheikh Farid al-Din Attar\ Tazkeratul Aoulia (イス ラフ 
ム 教 徒 の 聖人 と 神秘 家 の 書 )、 ウ ルド ゥ ー 語 翻訳 、Majedi 
Book Depot、Kanpur、1383 A . H. 、 イン ド 。 
2. Sheikh Farid al-Din Attar, Tazkeratul Aoulia ( Book of 
Muslim Saints and Mystics ), Urdu trans., Anwar Book D 
epot; ニュ ー デ リー イン ド 。 
RU ITT A 
彼 の 名 前 は ジャ ファ ル ・ ア ル ・ サ ディ ク で 、 彼 の 愛称 は ア 
ブ プ ・ モ ハメ ッ ド で し た 。 彼 の 資質 と 奇跡 に つい て 書き 始め 
る と 、 そ れ ら すべ て を カバ ー す る の は 簡単 で は あり ませ ん 。 
彼 は アリ ・ ビ ン ・ ア ビ ・ タ リブ (RA) か ら 相続 し 、 預 言 者 の 
真 の 相続 人 で す 。 Ja'far al-Sadiq の 偉大 さ は 、 彼 を ム ス リ 
ム の ummat (国家 ) の 王 と 呼ぶ こと が で きる ほど で す 。 彼 
は 真実 と 確認 の 信奉 者 で あり 、 克 度 な 人 々 の 真 の 信 符 者 
で も あり まし た 。 彼 は すべ て の 聖人 と 預言 者 の 後継 者 の 
中 で 偉大 で し た 。 彼 は アリ ・ ビ ン ・ ア ビ ・ タ リブ (RA) と 預言 
者 の 家族 の 子孫 で し た 。 役 の 偉大 さ の た め に 、 私 た ち は 
宜 彼 を 称 共 し ます 。 詳 細 を 書く こと は すでに 上 で 述べ た よ 
うに 約 
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預言 者 と その 仲間 、 預 言 者 の 家族 の 働き と 成果 は 簡単 
で は な く 、 説 明 す る に は 多く の 本 が 必要 で す 。 

この 本 を 書く た め の 祝 福 を 求め た 後 、 私 た ち は こ こ で 、 聞 
言 者 の 家族 の 後に 亡くな っ た 敬 上 庶 な 人 々 の 物語 に 言及 し 
て いま す . こ こ で は 、Jafar al-Sadiq に つい て 書い て いま す 。 
Jafar al-Sadiq は 、 聞 言 者 の 仲間 の 後に ラン ク 付 けさ れ ま 
し た 。 彼 は 預言 者 の 家族 の 一 員 で あっ た た め 、 神 秘 的 な 
知識 に 関す る 彼 の 教え の 多く と 、 彼 の 他 の ナレ ーション も 
利用 で きま す 。 私 た ち は こ こ で 、 幸 福 に つい て の 彼 の こと 
わざ の いく つか に 言及 し て いま す . 彼 の 宗教 、 つ まり 、 彼 が 
12 人 の イマ ー ム の 後継 者 で あっ た た め 、 12 人 の イマ ー ム 
(宗教 指導 者 ) の 宗教 に 従っ て いる こと に な り ま す 。 し た 
が っ て 、1 は 12 に 等 し く 、12 は 1 に 等 し く な り ま す 。 彼 の 
作品 と 業績 に つい て 言及 する 場合 、 そ れ は 12 人 の イ 
マー ム の 作品 と 業績 に つい て 言及 する こと と 同じ で す 。 彼 
の 性 格 に つい て 言え ば 、 彼 は あら ゆる 種類 の 知識 と 知恵 
の 達人 で し た 。 彼 は 学識 ある 人 々 の リー ダー で あり 、 誰 も 
が 彼 に 全幅 の 信頼 を 寄せ て いま し た 。 彼 は 神秘 主義 者 の 
偉大 な 指導 者 で あっ た だ け で な く 、 文 学者 や アッ ラー の 
愛好 家 の 信 奉 者 で も あり まし た 。 彼 は 多く の 本 を 書い て お 
り 、 こ れ ら の 本 で は 、 ア ッ ラ ー の 支配 力 を 可能 な 限り 最良 
の 方 法 で 説明 し て いま す . 彼 は また 、 イ マー ム ・ バ ケル の 言 
葉 の 多く を 語り まし た 。 著 者 は 次 の よう に 説明 し て いま す 。 
次 の と お り で す 。 

知識 が 逐 し いた め 、Sunnat Jamat と 考え た 人 々 の グル ー 
プ を 知っ て 驚い て いま す 。 
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(預言 者 の 信奉 者 ) は 、 聞 言 者 の 家族 と 敵意 を 持っ てい 
ます 。 し か し 、 実 際 に は 、Sunnat Jamat の メン バー は 預言 
者 の 家族 の 信奉 者 で す 。 

で すか ら 、 預言 者 を 信じ る 人 は 誰 で も 、 預 言 者 の 家族 
を 愛し 、 信 頼 し な けれ ば な ら な いこ と を 忘れ て は な り ま せ 
ん 。 イ マー ム ・ ア ル ・ シ ャ フェ イ が 預言 者 の 家族 と の 敵対 
の 罪 で 投獄 され た と き 、 彼 は その 時 に いく つか の 連句 を 
口 に し まし た 。 連 句 の 1 つの 意味 は 次 の と お り で す 。 ス ン 
ニニ は 誰 で すか ? そ の 本 当 の 意味 で は 、 ス ン 二 派 は 預言 者 
の 家族 の 偉大 さ を 受 け 入 れる 人 で す 。 預言 者 の 家族 と そ 
の 仲間 に つい て 知る こと は 信仰 の 原則 で 義務 付け られ て 
いる わけ で は あり ませ ん が 、 彼 ら に つい て 知る こと は 誰 に 
と っ て も 良い こと で す 。 あ な た が 知っ て いる よう に 、 い くつ 
か の 他 の も の と いく つか の 不 必 要 な も の も の 。 

預言 者 の 仲間 の 重要 性 は 、 彼 ら の 犠牲 と 多大 な 努力 、 
そし て 彼ら が 預言 者 か ら 学 び 、 イ スラ ム 教 徒 が 世界 中 に 
イス ラム 教 を 広め る の を 助け た イス ラム 教 の 知識 の た め 
に 、 非 常に 重要 で す . 彼 ら は 彼ら の 犠牲 と 努力 の 素晴らし 
い 模 範 を 示し 、 そ れ は イス ラム 教徒 を 裁き の 日 まで 導く で 
し ょ う . そ れ ら に 従え ば 、 私 た ち は 生 活 の 中 で 真 の イス ラー 
ム の 目標 を 達成 する こと が で きま す 。 で すか ら 、 あ な た に 
と っ て 、 こ の 世 の 王 と 死後 の 世界 に つい て 知る こと は 良い 
こと で す 。 預言 者 ムハンマド (平安 あれ ) 
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on) と 彼 の 仲間 と その 信奉 者 。 

イス ラム 教 と イス ラム 教徒 の た め に 際立っ た 奉仕 と 犠牲 
を 払っ た 預言 者 の 家族 。 彼 ら の 教え の 助け を 借り て 、 私 た 
ち は 真 の イス ラム 教徒 に か が か る こと が で きま す . こ の た め 、 聖 
な る 預言 者 と その 家族 の 信者 を 尊重 し 、 愛 する 必要 が あ 
り ま す メン バー。 

ある 人 が 、 聖 な る 預言 者 の 信奉 者 で 優れ て いる アブ ・ ハ 
ニワ ァ に 尋ね た とき 。 彼 は 次 の よう に 述べ て いま ます ミノ アテ 
ティ マ (RA)」 あ る 夜 、 バ グ ダ ッ ド の カリ フ マン スー ル は 大 
臣 に ジャ ファ ル アル サディ ク を 殺害 の た め に 彼 の 前 に 連 
て くる の よう 命じ た だ の で 、 天 は 修 に 次 の まう に 言い まし 
た 。 ア ッ ラ ー の 宗 拝 に 忙し く 、 世 俗 的 な 生活 と 楽し み を 捨 
て た 者 は 、 便 宜 に 反し て いる 。」 マ ンス ー ル は 大 臣 か ら の 
返事 を 聞い て 色 っ て 、 彼 の 命令 に 従う こと が 彼 の 義務 で 
ある と 彼 に 言い まし た 。 

大 臣 は この 件 で 最善 を 尽く し まし た が 、 成 功 し な か っ た 
の で 、 ど うし よう も な く 彼 に 電話 を か け に 行き まし た 。 カ リフ 
は 、 マ ンス ー ル が 頭 か ら 王 冠 を 降ろ し た と き に 、 宮 典 に 到 
着 し た と き に 彼 を 殺す よう に 奴隷 に 命じ まし た 。 し か し 、 彼 
が 宮殿 に 着く と 、 マ ンス ー ル は 彼 の 前 に 立っ て 彼 を 迎え に 
行き 、 彼 に 座る の に 最適 な 場所 を 与え 、 彼 は 誠実 に そし て 
大 き な 敬 意 を 持っ て 彼 の 前 に 座っ た . 奴 隷 た ち は そ の 行 
動 を 見 て 向い た マン スー ル 。 

上 カリ フ 尋ね た 彼 も し も 彼 必要 どれ か も の から 

彼 。 
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それ か ら 彼 は 、 ア ッ ラ ー へ の 崇拝 を 継続 で きる よう に する 
た め に 、 再 びそ こ に 呼ば れる べき で は な いと 彼 に 言い まし 
た 。 マ ンス ー ル は 敬 意 を 込め て 彼 に 別れ を 告げ た が 、 同 時 
に マン スー ル の 体 は 岩 え 始 め 、 意 識 を 失い 、3 日 間 そ の 状 
態 に あっ た 。 

彼 が 大 丈夫 だ っ た と き 、 大 臣 は 彼 に 尋ね まし た 、「 彼 は ど 
うし た の で すか ?7」 マ ンス ー ル は 彼 に 、「 彼 が 宮殿 に 入る と 、 
大 き な ニ シキ へ ヘビ が 彼 と 一 緒 に いて 、2 つの 唇 が 開い て 
いて 、1 つ は 玉座 の 上 側 に あり 、 も う 1 つ は 下 に ある の を 
見 た 」 と 語っ た 。 ニ シキ ヘビ は 彼 に 、「 あ な た が ジャ ファ ル ・ 
アル ・ サ ディ ク に 危害 を 加え た ら 、 私 は あな た を あな た の 
座席 で 飲み 込む だ ろう 」 と 言い まし た 。 だ か ら 私 は これ を 
聞い た と き 、 ニ シキ へ ヘビ が 怖く て 何 を 言っ て いる の か わか 
ら な か っ た の で 、 彼 を 許し て 、 無意識 。" 

ある 時 、 ダ ウッ ド ・ タ イ が 彼 に 会 い に 来 て 、 こ う 尋 ね まし た 。 
預言 者 の 息子 よ 、 私 の 心 が 黒 く な る まで 、 私 の た め に 祈っ 
て くだ さい 。」 そ れ か ら ジ ャ ファ ル ・ ア ル ・ サ ディ ク は 彼 に 言 
いま し た 。 ア ブ ・ ス レイ マン 、 あ な た も 当時 の 敬 上 庶 な 人 な の 
で 、 私 の 祈り は 必要 あり ませ ん 。」 そ れ か ら ダ ウッ ド ・ タ イ は 
彼 に 言い まし た 。 預言 者 の 息子 よ 、 ア ッ ラ ー は あな た に そ 
の よう な 偉大 さ を 与 えた の で あり 、 あ な た が すべ て の イス 
ラム 教徒 に 助言 を 与え る こと は 義務 で す 。」 彼 は 言い まし 
た 。 ア ブ ・ ス レイ マン 、 審 判 の 日 に 祖父 が 私 を 捕まえ て 、 な 
ぜ 私 が 自分 の 義務 を きち ん と 果たせ な か っ た の か と 尋ね 
アッ ラー は 遺産 を 見 て お ら ず 、 善 を 見 て くれ る の で は な い 
か と 心配 し て いま す 行為 。 

それ か ら ダ ウッ ド ・ タ イ は 泣い て 言い まし た 。 ア ッ ツラ ー、 彼 
の 遺産 は 聖なる 預言 者 か ら の も の で あり 、 彼 の 習慣 は 
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上 司 で あり 、 彼 の 祖父 は 聖なる 預言 者 で あり 、 彼 の 母親 
は バト ゥ ー ル (偉大 な 女性 ) で す が 、 彼 は まだ 誰が ダウ ッ ド 
で あり 、 な ぜ 彼 が 自分 の 行い に 誇り を 持っ て いる の か を 心 
配 し て いま す . あ る 日 、Ja'far al-Sadiq が 座っ て いて 、 奴 隷 
た ち に 来 て 、 裁 き の 日 に 成功 する 人 は 誰 で も 他 の 人 を 推 
薦 す る こと を 約束 する よう に 言い まし た 。 す る と 彼ら は 言 
いま し た 。 預言 者 の 息子 よ 、 あ な た の 祖父 が すべ て の 生 
物 を 推薦 する の に 、 ど うし て 私 た ちの 推薦 が 必要 だ っ た の 
で すか ?」 そ し て 、「 彼 は 自分 の 行い を 恥じ て いる の で 、 祖 
父 の 顔 を 見 る の が 怖い 」 と 彼ら に 言い まし た 。 

ある と き 、 ス フ ヤ ン ・ タ ウリ は 、 家 の 外 に 出る の を や め て 家 
に 一 人 で いる ジャ ファ ル ・ ア ル ・ サ ディ ク に 会 い に 行 き 、 彼 
に こう 言い まし た 。 預言 者 の 息子 よ 、 あ な た が 家 の 孤 独 の 
中 に いる よう に 、 人 々 は あな た の 上 恵み を 受け て いま せん 。」 
それ か ら 彼 は 彼 に 言っ た 、「 私 は これ が 私 に と っ て より 良 
いと 思う 」 と これ ら の 2 つの 連句 を 暗唱 し まし た 。 そ れ ら の 
意味 は 次 の と お り で す 。 考 え 方 と 必需 品 。 人 々 は お 互い に 
愛 を 表現 し ます が 、 そ の 心 は 毒 で いっ ぱい で す 。」 

人 々 は 彼 が 豪華 な ドレ ス を 着 て いる の を 見 て 、 彼 に 言っ 
た 。 預 言 者 の 息子 よ 、 預 言 者 の 家族 が その よう な ドレ ス を 
着る の は ふさ わし く あ り ま せん 。」 それから 彼 は 手 を つか ん 
で 肩 の ドレ ス の 内 側 に 持っ て 行き 、 ジ ュー ト で 作ら れ た 内 
側 の ドレ ス を 彼 に 見 せま し た 。 彼 は 彼 に 言っ た 、「 こ の ドレ 
ス は アッ ラー の た め の も の で 、 他 の ドレ ス は 人 類 の た め の 
も の で す 。」 
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Jafar al-Sadiq は Abu Hanifa に 「 誰 が 賢明 か ?」 と 尋ね ま 
し た 。 そ し て 彼 は 、「 善悪 を 区 別 す る 人 」 と 答え まし た 。 そ れ 
か ら 彼 は 彼 に 言い まし た 。 誰 が 彼ら を 打ち 負かし 、 誰 が 彼 
ら を 愛し て いる か を 彼ら が 認識 する よう に 。」 そ れ で アプ ・ 
ハニ ファ は 彼 に この 問題 に つい て 説明 する よう に 頼ん だ 。 
「 二 つの 良い も の と 二 つ の 悪い も の を 区 別 し 、 二 つの 良い 
も の の 中 か ら よ り 良 いも の を 一 つ 選 び 、 二 つの 悪い も の の 
中 か ら よ り 悪 いも の を 一 つ 選 ぶ こ と が で きる 人 」 も の 。" 
人 々 が 彼 に 言っ た と き 、「 あ な た は 敬 虚 な 人 の すべ て の 
資質 を 持ち 、 預 言 者 の 家族 の 優し さと クー ル さ を 持っ て い 
ます が 、 あ な た は も っ と 誇り に 思っ て いま す 。」 そ れ で 彼 は 
答え まし た 。 で すか ら 、 ア ッ ラ ー の 偉大 さ を 誇 り に 思う こと 
は で きま す が 、 自 分 自身 の 偉大 さ を 誇 り に 思っ て は な り ま 
せん 。」 

誰か が バッ グ の 入っ た ディ ナー ル ( お 金 ) を な くし た の で 、 
彼 は Ja'far al-Sadiq を 捕まえ て 、「 あ な た は 私 の ディ ナー 
ル を 盗ん だ 」 と 彼 に 言い まし た 。 彼 は 彼 に 尋ね まし た 、「 あ 
な た は 何 デ ィ ナ ー ル を 失い まし た か ?」 男 は 「 千 ディ ナー 
ル 」 と 答え た 。 彼 は その 男 を 家 に 連れ て 行き 、1000 ディ 
ナー ル を 与え まし た 。 そ の 後 、 そ の 男 は どこ か で お 人 金 の 
入っ た バッ グ を 見 つけ 、 す べ て の 出来 事 を 説明 し 、 彼 に 謝 
罪 し 、 彼 が 持っ て きた お 人 金 を 受 け 取 る よう に 彼 に 要求 し 、 
彼 は また 彼 に 「 そ れ は 彼 の 過ち で し た 」 と 言い まし た 。 彼 
は 彼 に 、「 彼 は 誰 ( こも 合え た も の を 決し て 返さ な い だ ろ う 」 
と 言い まし た 。 それ か 男 
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「 こ の 人 は 誰 ?」 と 尋ね た 。 そ し て 、 人 々 は 彼 に 「 彼 は ジャ 
ファ ル アル ・ サ ディ ク で す 」 と 言い まし た 。 

ある 上 還 。 彼 は 一 人 で 道 を NC て 、I ト アウ クー アッ 
ラー」 と 言い まし た 。 そ し て 一 人 の 貧し い 敬 虚 な 人 も 彼 に 
つい て 来 て 、「 ア ッ ラ ー、 ア ッ ラ ー」 と 言い まし た 。 彼 が 言っ 
た と き 、「 あ あ ! ア ッ ラ ー、 私 は ズボン と ドレ ス を 持っ て いま 
せん . す る と 、 可 哀 想 な 敬 庶 な 人 が 彼 に 尋ね まし た 。 偉 い 
人 、 私 も あな た の 後ろ で 「 ア ッ ラ ー、 ア ッ ラ ー」 と 唱え て いた 
の で 、 あ な た の 古い ドレ ス を 私 に くだ さい . そ れ で 彼 は 自分 
の アイ デア を 気に入り 、 彼 に 古い ドレ ス を 贈り まし た 。 Ja'fa 
ral-Sadiq を 訪れ た 男性 が 、「 彼 は アッ ラー に 会 いた いと 
思っ て いま し た 」 と 尋ね まし た 。 彼 は その 男 に 言っ た 、 
「 アッ ラー が 預言 者 モー セ ( 彼 に 平安 あれ ) に あな た が 彼 
を 見 る こと が で き な か っ た と 言っ た こと を 聞い て いま せん 
か ?」 男 は 「 は い 」 と 言っ た 。 し か し 、 こ れ は 預言 者 ム ハ ン マ 
ド ( 彼 に 平安 あれ ) の ummat (信奉 者 ) で あり 、 預 言 者 の 
信奉 者 の 1 人 は こう 言い まし た 。 アッ ラー。」 そ れ で 役 は 
人 々 に 彼 を ロー プ で 縛っ て チ グ リ ス 川 に 投げ 込む よう に 上 頼 
ん だ 。 彼 が 水 の 中 に 投げ 込ま れ 、 彼 は 水 の 中 に いま し た 
が 、 水 が 彼 を 水面 レベ ル に 引き 上 げ 、 彼 は 「 あ あ ! 預 言 者 
の 息子 よ 、 助 け て 、 助 け て 自分 。" 

し か し 、 彼 は 水 に 言い まし た 。 水 よ 、 彼 を 連れ て 行っ て 隠 
し な さい 」 そ し て 水 は 彼 を 中 に 連れ て 行っ た 。 そ の 男 は 何 
度 も 水 の 中 に 入り 、 何 度 も 水面 に 出 て きた が 、 助 け を 求め 
CPMbYC だ の 
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ジャ ファ ル ・ ア ル ・ サ ディ ク 。 彼 が 疲れ て 水 の 中 に 行き 、 人 
類 か ら の 助け へ の 希望 を 失っ た と き 、 水 は 彼 を 呼び 、 「 あ 
あ ! ア ッ ラ ー、 助 け て 、 助 け て 。」 そ れ か ら 彼 は 人 々 に 彼 を 水 
か ら 連 れ 出 す よ うに 言い まし た 、 そ し て 彼 は 水 か ら 連 れ 出 
され まし た 。 彼 は し ば らく 座っ て いて 、 普 通 に な り ま し た 。 彼 
は 彼 に 尋ね た 、「 あ な た は アッ ラー を 見 た こと が あり ます 
か ?」 彼 は こう 答え まし た 。 熱 意 と 情熱 が な けれ ば 、 ア ッ 
= CCC CE IAF VI (この いあ し た ) 
Ja'far al-Sadiq は 彼 に 次 の よう に 語っ つた 。 心臓 。 
Ja'far al-Sadiq は 次 の よう に 述べ て いま す 。 さ ら に 、 彼 は 
次 の よう に 述べ て いま す 。 最初 は 自分 の た め め に 崇拝 し 、 最 
後 は 見 せしめ の た め に 宗 拝 し 、 そ れ を 誇り に 思っ て いる 人 
は 、 ア ッ ラ ー か ら 遠 ざけ られ ます 。 自 分 の 崇拝 を 誇り に 
思っ て いる 人 は 、 罪 人 に な り ま す 。 自 分 の 罪 を 悔い 改め る 
は 誠実 で す 。」 
Jafar al-Sadiq に 、「 誠実 で 谷 度 な 人 と 裕福 な 人 の どちら 
が 優れ て いる か 」 と 妊 \ ね られ た と き 。 彼 は 、「 裕 福 な 人 は 常 
に お 金 の 袋 を 探す の で 、 克 度 な 人 は 他 の 人 より も 優れ て 
いま す が 、 敬 虎 な 
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人 は 常に アッ ラー と 共に いま す 。」 彼 は さら に 続け まし た 。 
アッ ラー が お っ し ゃ っ た よう に 、「 悔い 改め を 求め る 者 は 社 
拝 者 で す 。」 」 悔し 改め が 崇拝 より も 優れ て \ る こと が 明 
ら か な クル アー ン の 教え を 参照 し て くだ さい 。 

が の ボ 当 の 記憶 は ツラ ー の で の の 2 こと の ん た 
め に 見 つけ られ た の で 、 す べ て の も の を 忘れ る べき で す . 
彼 は 聖 ク ルアー ン の 一 節 を 説明 し まし た 。 そ の 中 で アッ 

ー は 、「 彼 は 好き な 人 に 慈悲 を 授け ます 。」 し た が っ て 、 
アッ ラー の 祝福 は ソー ス な し で 与え られ る た め 、 す べ て の 
ソー ス は 遠ざけ られ ます 。 Jarfar al-Sadiq は 次 の よう に 述 
べ て いま す 。 

彼 は 言っ た 、「 自 分 の た め に ナ フ シ アン マラ と 戦う 者 は 、 
庁 跡 の 和男 に な る だ ろう 」 . 彼 は また 、「 ア ッ ラ ー の た め に naf 
s-i-ammara と 戦う 者 は 、 ア ッ ツラ ー を 見 つけ る 。」 彼 は 、「 イ ル 
ハム (啓示 ) は 、 ア ッ ラ ー が 受け 入れ た 人 々 に 対す る アッ 
ラー の 祝福 の し る し で す が 、 こ の 問題 が 論理 的 に 何 も な 
いこ と が 証明 され た と き 、 こ れ は 不信 者 の 仕業 で す 。」 彼 
は 言っ た 、「 ア ッ ラ ー は 、 夜 の 黒い 山 で の 黒い アリ の 動き 
より も 、 人 間 の 中 に 隠さ れ て いま す 。 ア ッ ラ ー の 愛 は 良く も 
悪く も あり ませ ん 。 和 狂っ た 時 に 知る 秘密 。 賢 い 英 が いれ ば 
それ は 人 に と っ て 良い こと で す 。」 Ja'far al-Sadiq は 、 次 の 
5 人 の 友情 を 遠ざけ る よう に 言っ た 人 : 

1. いつ も 騙す 嘘つき あな た 。 
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2. いつ も あな た の 幸せ を 願っ て いる の に 結果 が 悪く な る 

患 か 者 知る 。 

3. あな た を 台無し に する けち 時 間 。 

4. あ な た が いる と き に あな た を 去る 簿 病 者 危険 。 

$. 罪 深 き 者 は 、 一 口 と 貸 欲 の た め に あな た を 売り 、 目 分 

の 利益 の た め に あな た を 困ら せま す 。 一 日 。 

Ja'far al-Sadiq は 次 の よう に 述べ て いま す 。 悩み が な けれ 
ば 天国 、 悩 み が あ れ ば 地獄 。 私 た ち が す べ て の 仕事 の た 
め に アッ ラー に 近づく と き は 天国 で す 。 私 た ち が す べ て の 
仕事 を nafs-i-ammara に 明け 渡す と き 、 そ れ は 地獄 で 
す 。」 ア ッ ツラ ー の 部 下 に 敵 の 影響 びあ る 場合 、 フ ァ ラ オ か ら 
アシ ヤ に 影響 が あり 、 ア ッ ラ ー の 敵 に アッ ラー の 人 の 影響 
が あっ た 場合 、 ル ー ト の 妻 と ノア の 妻 に 利益 が あり まし た 
妻 。 

彼 の 言葉 は 多 す ぎ ま す が 、 上 に 書い た の は その 一 部 だ 
2 で ず の 。 

2 カル ニニ の オリ イセ 
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MM イエ メン に つい て 、 預 言 者 は 、 彼 の 優し さと 好意 
の た め に 、 彼 は 信者 より も 優れ て いる と 言い ます 。 預言 者 

0 私 は 彼 に つい て 他 に 何 を 説明 で き 
RE 「 イエ メン か ら 
の 愛 の そよ 風 を 感じ ます 」 と 言い まし た 。 預言 者 は 審判 の 
日 に 、 アッラー が カル ニニ の オ ワ イ セ ( ク ロー ン ) と 同じ 70,00 
0 人 の 天使 を 創造 し し 、 カ ル ニ の オ ワ イ セ が 彼ら の 間 に 来 て 
天国 に 行く と き 、 000 
うと 語っ つた . 彼 が 崇拝 し て いた 世界 を 人 類 か ら 遠 ざけ て い 
た の で 、 彼 は その 日 に 人 類 か ら 避 ざ けら れ ます 判定 


43 


アッ ラー の 友人 は 彼 に よっ て 隠さ れ て いる と 言わ れ て い 
る の で 、 誰 も 彼ら を 見 る こと が で きま せん . 審 判 の 日 、 預 言 
者 は 宮殿 か ら 出 て き て 、「 オ ワイ セ は どこ に いる の か 、 見 え 
る よう に 」 と 言う で し ょ う 。 す ぐに 、 こ の 問題 に つい て 心配 し 
な いで くだ さい 、 あ な た が 世界 で 彼 に 会 わな か っ た よう に 
あな た は ここ で 彼 に 会 わな い だ ろ うと いう 電話 が か か る で 
GE 
預言 者 は 、 私 の 信奉 者 の 中 に アラ ビア の ラビ ヤ 族 と ミ ゼ 
ル 族 の 羊 の 毛 に 匹 英 す る 人 物 が いて 、 彼 の 推薦 が 受け 
入れ られ た と 語っ た 。 当時 、 ア ラビ ア に CN 
て いた 二 つ の 部 族 が あり まし た 。 仲 間 た ち は 預 言 者 に 
の 人 は 誰 で すか 」 と 尋ね まし た 。 彼 は 言っ た 、 PE 
ラー の し も べ の 一 人 で す 。」 そ れ か ら と 彼ら は 預言 者 に 、 自 
分 た ち も ま た アッ ラー の 奴隷 で ある と 言い まし た が 、 彼 の 
名 前 は 何だ っ た の で し ょ うか 。 預言 者 は 彼ら に 、「 彼 の 名 
UN 彼 は カル ニニ 出身 で す 。」 彼 ら RO 「 彼 
は どこ に いる の ?」 と 尋ね まし た 。 彼 は 「 彼 は カル ニニ に いま 
す 1 と 答え まし た 。 作 則 は 預言 者 に 「 あ な た ( a 
こと が あり ます か 」 と 尋ね まし た 。 彼 は 、 物理 的 に は 見 え 
目 で 見 られ た と 答え た 。 確実 。 
仲間 た ち は 、 ど うし て そん な 恋人 が あな た に に 来 な 
か っ た の か と 尋ね まし た 。 彼 ! 2 EX で いま す 。 
彼 は ラク ダ の 世話 を し 、 母親 の た め に 食べ 物 や 服 を 買 
お 金 を 稼い で いま す 。 そ れ か ら 仲 間 は 彼 に える か と 理 
約 ま し た 。 
預言 者 は 、 ア ブ ・ バ クル (ラー) は 彼 に 会 わな い だ ろ うと 
次 区 まし た し か し アデ イフ ジス ビズ) る オイ マー マテ 
ルー ク ( ら ) 意思 見 る 
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彼 。 Owaise Qarni の 体 に は 毛 が あ り 、 手 の ひら の 左側 に 
は ハン セン 病 で は な い 小 さ な 白 い 跡 が あり ます 。 預言 者 
は 、 オ メル ・ フ アロ ツク (ja) と アリ ッ イア ンタ レブ (ca) に こう 
言い まし た 。 預 言 者 は 、 隊 さ れ て いる アッ ラー の 部 下 の 中 
で 彼 が 優れ て いる と 言い まし た 。 そ れ か ら 仲 間 は 、 ど こ で 
彼 を 見 つけ る こと が で きる か 尋ね まし た . 預 言 者 う 答 
えま し た 。 預 言 者 の 死 の 時 が 近づい た と き 、 仲 間 た ち は 誰 
に 彼 の 服 を あげ る べき か 尋ね まし た 。 彼 は 「 カ ル ニ の オ ワ 
イセ へ 」 と 言っ た 。 預言 者 オメ ル ・ フ ァ ロ ウ ク (ra) と アリ ・ イ 
ブン ・ タ レブ (ra) の 死後 、 ク ー フ ァ (バグ ダッド) に 行き 、 説 
教 を 行っ た 時 、 オ メル ・ フ ァ ル ー ク Ga) は ナジ ド の 人 々 に 
立ち 上 が る よう に 要求 し 、 彼 ら に 尋ね まし た 。 カ ル ニ の 
人 。」 彼 ら は 「 は い 」 と 言い まし た 。 それ か ら 、 Omer Farouq 
(ra) は 彼ら に 、 彼 ら は Owaise of Qarni に つい て 知っ て い 
ます か ? と 尋ね まし た 。 彼 らち は 、「 い いえ 、 し か し 、 人 々 か ら 
ND CN Ome 
r Farouq (ra) は 彼 が どこ に 住ん で いる か 尋ね まし た 。 彼ら 
は 、「 彼 は アル ナ の 谷 ( < 住ん で いて 、 ラク ダ の 世話 を し 、 夜 
は 乾い た パン を 食べ 、 村 に は 来 ず 、 人 々 と 話す こと も あり 
ませ ん 」 と 答え まし た 。 彼 は 私 た ち が 食 べ る も の を 食べ ず 、 
恋し み と 壮 福 を 知り ませ ん 。 人 が 笑う と き 彼 は 泣き 、 人 が 
泣く と き 彼 は 笑い ます 。 

Omer Farouq (ra) と Ali Ibn Taleb (ra) は その 谷 に 行き 
ルミ の オ ワ イ セ が その 時 祈っ て いた こと を 発見 し まし た .。 
アッ ラー は 天使 を たち に ラク ダ の 世話 を する よう 命じ まし た 。 
音 が し た と き 、 彼 は 祈り を 終え て 言っ た 
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サラ ム か ら オ メル ・ フ ァ ル ー ク (ra) へ 。QOmer Farouq (ra) 
は 彼 に 「 彼 の 名 前 は ?」 と 尋ね まし た 。 彼 は 「 ア ッ ラ ー の し 
も べ で す 」 0 それ か ら オ メル ・ フ ァ ル ー ク (ra) は 
言っ た 、「 私 た ち は 皆 アッ ラー の 奴隷 で す が 、 私 は あな た 
の 正式 な 名 前 を 層 CFP ] 彼 は 「 オ ワイ セ 」 と 答え た 。 
Omer Farouq (ra) は 彼 に 左手 を 見 せる よう に 言っ た 。 彼 
が 手 を 見 せる と 、 オ メル ・ フ ァ ロ ウ ク (ra) は 彼 の 手 に 白い 
印 を 見 まし た 。 そ れ は 預言 者 に よっ て すでに 説明 され て い 
まし た 。 彼 は 手 に キス を し て 言っ た 。 そ れ か ら カ ル ニ の オリ ワリ 
イセ は 彼ら に 言っ た 、「 あ な た は 預言 者 に 非常 に 近い の で 、 
あな た は 優れ て いる の で 、 祈 っ て くだ さい 。」Omer Farouq 
(ra) は こう 答え まし た 。 Qarni の Owaise は 、Omer 8 
(ra) に 他 の 人 物 を 確認 する よう に 要求 し 、 彼 が 本 物 で は 
な いこ と を 確認 し まし た 。 Omer Farouq (ra) は 、 預 言 者 に 
よっ て 説明 され た すべ て の 痕跡 を 彼 に 見 つけ た と 言い ま 
し た 。 そ れ か ら カ ル ニ の オ ワ イ セ は 言っ た 、「 私 が 祈る こと 
ME に 外伝 (ヘル カ ) を くだ さい 」 。 カ ル ニ の 
メソ イセ は 彼 に て で てこ に と ど ま る よう に 言い まし 大 it 
は 立ち 去り 、 i ほこ り を まき 散ら し 、 アッラー に 尋ね 
まし た 。 彼 の 外伝 (ケル カ ) を 送り 、 オ メル ・ フ ァ ロ ウ ク 
(ラー) と アリ ・ イ ブ プン ・ タ レブ (ラー) は 彼ら の 仕事 を 終え ま 
し た 、 今 あな た の 仕事 は 残さ れ て いま す 。 す る と 、「 あ な た 
の 推薦 で 何人 か を 許し まし た 」 と の 電話 が あり まし た 。 カ 
ル ニ の オ ワ イ セ は 、「 あ な た が 許し て くだ さる まで 、 私 は 外 
奏 ( ヘ ルカ ) を 着 ま せん 」 と 答え まし た 。 全 て 
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イス ラム 教徒 。」 そ の 後 、「 私 は 多く の 人 を 許し まし た 」 と い 
う 呼 び か けが 再び 聞こ えま し た 。 彼 が アッ ラー と 話し て い 
た だ どき 、 同 時 に オメ ル ・ ラ アア ルー ク ( ラ ー ) ど アリ: イフ ンタ 
レブ (ラー) が や っ て きた 。 そこ の 。 

オ ワ イ ズ は そこ で 彼ら を 見 た と き 、 な ぜ 彼 ら は アッ ラー と 
話し て いる の で そこ に 来 た の か 、 そ し て 彼 ( ア ッ ラ ー) が す 
べ て の イス ラム 教徒 へ の 私 の 推薦 を 受け 入れ る まで マン 
ト ( ヘ ルカ ) を 着 な い だ ろ うと 彼ら に 尋ね まし た 。 Omer Far 
ouq (ra) は 、Qarni の Owaise が 18,000 の 世界 の 富 が あ 
る ぼろ きれ の ドレ ス を 着 て いる の を 見 まし た 。 Omer Farou 
q (ra) は 自分 自身 と 彼 の カリ フ を 見 て と て も 悲し か っ た の 
で 、「 彼 の カリ フ を 一 杉 の パン で 買え る 人 は 誰 で も そこ に 
いる 」 と 言い まし た 。 オ ワイ ズ が 言う に は バカ が 買う か ら 捨 
て て 好き な 人 が 持っ て いく か ら 売 り 買 い の 必 要 は な い そ 
れ 。 

それ か ら 、 カ ル ニ の オ ワ イ セ は 外 倒 (ヘル カ ) を 身 に 着け 、 
アッ ラー は 彼 の 推薦 と この 外 三 (ヘル カ ) の お か げ で 、 ラ 
ビ ヤ 族 と ミ ゼ ル 族 の 羊 と 同数 の イス ラム 教徒 を 許し た と 
言い まし た 。Ali Ibn Taleb (ra) は 黙っ て いた 。 Omer Faro 
uq (ra) は 彼 に 尋ね まし た 。 オ ワイ ズ は 、「 聞 言 者 の 額 を 見 
た こと が あり ます か 。 見 た こと が ある な ら 、 彼 の 眉毛 が 閉じ 
て いた か 、 散 ら ば っ て いた か 教え て くだ さい 。」 し か し 、 彼 
は これ に 答え る こと が で きま せん で し た 。 

カル ニ の オ ワ イ セ は 、「 あ な た は 預言 者 ムハンマド ( 彼 に 
平安 あれ ) の 友人 で すか ?」 と 言い まし た 。 彼 は 「 は い 」 と 
言い まし た 。 あ な た が 友情 に 固執 し て いた な ら 、 マ ディ ナ 
の オフ ド 山 の 戦い で 預言 者 の 歯 が 折れ た と き に 、 な ぜ あ 
な た は 歯 を 折ら な か っ た の で すか ? 
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友情 。 彼 は 自分 の 歯 を 見 せ て 、 預 言 者 に 会 うこ と さえ せ ず 
に 、 彼 の 愛 の 中 で すべ て の 歯 を 折っ た と 言っ た 。 

私 が 歯 を 折っ た と き 、 そ れ が 預言 者 の 歯 か どう か わか ら 
な か っ た の で 、 す べ て の 歯 を 折っ て し まい まし た 。 Omer Fa 
rouq (ra) と Ali Ibn Taleb (ra) は 涙 を 流し な が ら 、 あ な た の 
包 意 の 価値 は 素晴らし いと 言い まし た 。 彼 は 預言 者 に 会 
いま せん で し た が 、 預言 者 に 対す る 彼 の 敬意 は 称 替 に 値 
する も の で し た 。 私 た ち は 彼 か ら 敬 意 を 学ば な けれ ば な り 
ませ ん 。 Omer Farouq (ra) は 、 彼 の た め に 祈る よう に 彼 に 
頼み まし た 。Qarni の Owaise は 、 ア ッ ツラ ー へ の 信仰 を 
持っ て いる 場合 、 欲 望 や 願望 が あっ て は な ら な いと 彼 に 
言い まし た 。 す べ て の 祈り の 中 で 、 私 は イス ラム 世界 の す 
べ て の 男性 と 女性 の た め に 、 ア ッ ラ ー の 慈悲 と 許し を 祈っ 
て いま し た . あ な た が 信仰 を 持っ て 死ぬ な ら 、 あ な た の 慕 で 
私 の 祈り の 結果 を 見 つけ る で し よう 。 

Omer Farouq (ra) は 彼 に アド バイ ス を 求め まし た 。 彼 は 
言う な 『 オ マー、 ア ツラ フー を 知っ で いま すか が ガス ルル) 
は 、「 は い 、 知 っ て いま す 」 と 言い まし た 。 彼 は Omer (ra) に 、 
アッ ラー 以外 に 彼 は 誰 も 知ら な いと 言い まし た 。 再 び Om 
er (ra) は さら に アド バイ ス を 求め まし た 。 彼 は 言っ た 、「 あ 
あ 、 ア ッ ラ ー は あな た を 知っ て いま すか ?」 彼 は 「 は い 」 と 
言い まし た 。 そ れ な ら 、 ア ッ ラ ー が あな た を 他 の 人 より も よ 
く 知 っ て いる 方 が よい で し ょ う 。 そ れ か ら オ メル (ra) は 、 彼 
に 何 か を 持っ て くる こと が で きる よう に 、 し ば らく 待っ て くだ 
さき いと 役 に 旨 の まし た 。 

カル ニニ の オ ワ イ ズ は ポケ ッ ト か ら 2 デイ ナー ル を 取り 出し 、 
「 こ れ は ラク ダ の 放牧 で 得 た 収入 で す 。 こ の 2 ディ ナー ル 
が 私 の 一 生 に 十分 だ と あな た が 保証 し て くれ る な ら 、 私 は 
あな た か ら 他 の も の を 受け 取り ます 。 
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私 は 何 も 必要 で ! は あり ませ ん 。" す る と 、 カ ル ニ の オ ワ イ ズ 
は 、 苦 労 の 末 に 会 い に 来 て くれ た 彼ら に 感謝 し 、 そ の 場 を 
立ち 去る よう に 言い まし た 。 審 判 の 日 が 近づい て いま す 。 
そこ で 会 うこ と が で き 、 そ こ か ら 離 れる こと は あり ませ ん 。 
今 、 私 は 死後 の 世界 の 準備 に 忙し い 。Omer Farouq (ra) 

と Ali Ibn Taleb (ra) が その 場所 を 去っ た と き 、 そ の 場所 
の 人 々 は Owaise を 尊重 し 始め まし た 。 カル ニ 。 

彼 は その 場 を 離れ 、 ク ー フ アァ に た どり 着き まし た 。 そ の 後 、 
誰 も 彼 に 会 っ た こと は あり ませ ん が 、 フ ー バ ン の 息子 で あ 
る ハル ム は 、 カ ル ニ の オ ワ イ セ の 推薦 の 素晴らし さ を 聞 い 
て 、 彼 に 会 いた が っ て いま し た 。 彼 は 彼 に 会 うた め に クー 
ファ に 行き 、 彼 を 捜索 し 、 偶 然 に ファ ラッ ト 川 で 彼 を 見 つけ 
まし ら じ し た 。 

彼 は 、「 あ な た の 偉大 さと 、 あ な た に つい て 聞い た こと か 
ら 、 私 は あな た を 認識 し まし た 。」 彼 は サラ ー ム を 彼 に 支 
払っ た 。 彼 は それ に 答え 、 私 を 注意 深く 見 まし た 。 私 は 彼 
と 握手 を し た か っ た の で す が 、 彼 ( よ 手 を 差し 伸 べ ま せん で 
し た 。 私 は 言い まし た 。「 オ ワイ ズ よ 、 ア ッ ラ ー は あな た を 祝 
福 し 、 慈 悲 を 与え 、 あ な た を 落し まし た 。」 私 は 彼 の 友情 と 
彼 の 弱い 状態 に 潤い た 、 カ ル ニ の オ ワ イ セ も 泣い た 。 

オ ワ イ ズ は 言っ た 、「 フ ー バ ン の 息子 で ある ハル ム よ 、 あ 
な た に 神 の ご 加護 が あり ます よう に 。 あ な た が ここ に 持っ 
て きた も の と 、 稚 の 住所 を 教え て くれ た の は 誰 で すか ?」 
パー ム は 彼 に 。「 あ な た に 会 っ た こと が な に い の に 、 ど うし て 
私 の 名 前 と 私 の 父 の 名 前 を 知っ て いる の で すか 」 と 答え 
まし た 。 Owaise 氏 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 私 の 魂 は 
め あな た の 魂 を イス ラム 教徒 の 魂 と し て 論 識 し まし た 知っ 
て いる 各 他 の 。" 私 尋ね た 彼 に 語る どれ か 
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Wo PP トト サル 
の で 、 聞 言 者 の 伝統 の 学者 に な り た く な いと 言い まし た . 
それ か ら 彼 は 、 ク ルアー ン の 節 を 暗唱 する よう に 彼 に 頼み 
まし た 。 彼 は 暗唱 し た 。「A'oodhu billahi minash shaitan ra 
jeem」 と 彼 は 泣き 始め まし た 。 彼 は 、 ア ツラ ー が コー ラン の 
中 で 「Wama khalaqtul jinna wal insa illa li-ya'budoon 」 と 
言っ て いる と 言い まし た 。 彼 は 暗唱 し 、 大 声 で 泣い た の で 、 
私 ! は 彼 が 狂っ た と 思っ た 。 彼 は 再び 私 に 、 何 が 彼 を そこ に 
連れ て きた の か と 尋ね まし た 。 私 は あな た の 友情 と 成功 を 
望ん で いる と 彼 に 言い まし た . 彼 は 、 ア ッ ラ ー を 知っ て いる 

人 は 他人 の 愛 と 愛情 を 必要 と せ ず 、 他 人 か ら 慰 め を 得 て 

パタ が 

私 は 彼 に アド バイ ス を 求め た 。 彼 は 私 に 、 あ な た が 眠っ て 
いる と き 、 あ な た の 死 が あな た の 枕 の 下 に ある と 考え な さ 
い . 目 が 覚め た ら 、 多 く の 希 望 を 持た ず 、 ど ん な 罪 も 小さ く 
考え ず 、 大 き な 罪 だ と 考え な さい 。 ど ん な 罪 も 小さ いと 考 
る な ら 、 あ ひだ は アツ ラー を 小さ いと 考え ん 、 圧 人 に が る で 
し ょ う 。 私 は 彼 に ! 私 の 滞在 に つい て どう 思い ます か ?」 と 

尋ね まし た 。 彼 は 私 に シリ ア に 行く よう に 言っ た 。 そ こ で 私 

は 、 どう や っ て そこ で 生計 を 立て られ る の か と 尋ね まし た 。 
Qarni の Owaise 氏 は 、「 彼 ら の 心 が 疑 いと 疑い で いっ ば 

いで あり 、 彼 ら が その 断片 を 受け 入れ な いこ と は 非常 に 
の アド バイ スズ ス 。" 

私 は 彼 に も う 少 し アド バイ ス を 求め まし た 。 彼 は 言い まし 
た 。 ア ダム (as)、 イ ブ (as)、 ノ ア (as)、 ア ブラ ハム (as)、 モ ー 
セ (as)、 ダ ビデ (as) も 死に まし た 。 初代 カリ フ の アブ ー・ バ 
クル (ラー ) が 亡くな り 、 弟 の オメ ル ( ラ ー) も 亡くな り ま し 
た 。」 そ れ か ら 彼 は 言い まし た 。 あ な た 。" オマ ー ( ら ) は 
まだ 生活 。 彼 言う 、 アッ ラー も っ て いる 
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Omer (ra) が 亡くな っ た こと を 彼 に 知ら せ た 。 

彼 は 私 に 、 私 と あな た は 死 の 中 間 に い る と 言い まし た 。 
彼 は 祝福 を 暗唱 し 、 祈 り 始 め ま し た 。 彼 は 私 に 聖典 と 正 し 
い 道 を た どり 、 い つ で も 死 を 忘れ な いよ うに アド バイ ス し ま 
し た 。 あ な た が あな た の 人 々 に 到達 し た ら 、 彼 ら に 助言 し 、 
人 類 に も 助言 し て くだ さい . 常 に 預言 者 の 手順 に 従っ て く 
だ さい 。 さ も な いと 、 宗 教 か ら 離 れ て 地獄 に 落ち る 資格 が 
あり ます 。 そ れ か ら 彼 は いく つか の 祈り を 勧め 、 私 に 行く よ 
うに 頼み まし た 。 彼 は 言い まし た 。 あな た は その 道 を 行 
き 、 私 は この 道 を た どり ます 。」 私 は し ば らく 彼 に つい て 行 
きた いと 思っ て いま し た が 、 彼 は 私 を 許し て くれ ませ ん で 
し た 。 彼 も 泣き まし た し 、 私 も 泣き まし た 。 後 ろか ら 見 て いま 
し た が 、 し ば らく する と 姿 を 消し まし た 。 そ の 後 、 彼 に 関す 
る ニュ ー ス は あり ませ ん で し た 。 フー バン の 息子 は 、 カ ル 
ニニ の オ ワ イ セ が 最初 に 預言 者 の 4 人 の カリ フ に つい て 彼 
に 話し た と 言っ た . 

ラビ ヤ は 、 カ ル ニ の オ ワ イ セ に 会 い に 行 き 、 朝 の 祈り を し 
て いる と き に 彼 を 見 た と 語っ て いま す 。 祈り の 後 、 彼 は 正 
年 の 祈り の 時 間 ま で アッ ラー の 栄光 に 忙し か っ た . 彼 は 次 
の 祈り の 時 間 ま で 仕事 で 忙し く 、 こ うし て 翌朝 の 祈り まで 
非常 に 忙し か っ た の で す 。 

3 日 間 、 彼 は 何 も 食 べた り 飲 ん だ り せ ず 、 眠る こと さえ し 
ませ ん で し た 。 4 番目 の 夜 、 彼 は し ば らく 眠り 、 そ れ か ら 目 
を 覚まし 、 賛 美歌 を 歌い 始め まし た 。 」 それは 
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彼 は 夜 寝 た こと が な いと 言っ た 。 彼 は 、 夜 は ひれ 伏し 、 お 
冬 儀 を し 、 神 の 前 に 立つ た め の も の だ と よく 言っ て いま し 
た 。 彼 は 毎晩 生き 続け て いま し た 。 人 々 が 彼 に 「 彼 ら は ど 
の よう に 祈る の で すか ?」 と 尋ね た と き 。 彼 は 言い まし た 。 
天使 が 空 で 行う の と 同じ よう に 礼拝 を し た いか ら で す 。」 
人 々 が 彼 に 尋ね た と き 、「 祈 り に お ける ク ド ( 注 意 ) と は 何 
で すか ?」 彼 は 、「 あ な た の 体 に 槍 の 傷 が あっ た が 、 そ れ に 
気付 か な か っ た 場合 」 と 言い まし た 。 人 々 は 彼 に 「 お 元気 
で すか 」 と 尋ね まし た 。 彼 が 朝起き て 、 死 に よっ て 彼 が 生き 
て いる か 、 夜 まで 生き て いな いか を 許可 する と き 、 彼 は ど 
の よう に な り ま すか ? 人 々 が 彼 の 仕事 に つい て 彼 に 尋 
た と き 、 彼 は 答え まし た 。 

Qarni の Owaise は 、 も し あな た が アッ ラー を 崇拝 し 、 そ れ 
が 空 と 地 の ア ッ ラ ー の すべ て の 補 造 物 を 崇拝 する の と 同 
じ で ある な ら 、 あ な た が 彼 を 信じ な い 限 り 、 アッラー は 同じ 
こと を 受け 入れ な い だ ろ うと 言い まし た . 人 々 は さら に 彼 に 、 
アッ ラー へ の 信仰 を どの よう に 維持 し な けれ ば な ら な いか 
を 尋ね まし た 。 彼 は 、 崇 拝 の 時 に 、 ア ッ ツラ ー が あな た の た め 
に 予約 し た 他 の こと を 考え て は いけ な いと 言い まし た . 彼 
は 、「 次 の 3 つの こと を 好む 人 は 誰 で も 、 彼 に と っ て 地獄 
は 彼 の 首 の 神経 に 近い で し ょ う 」 と 言い まし た 。 

1. 良い 食物 
2. 良い ドレ ス 
3. 裕福 な 人 と 一 緒 に 座っ て いる 人 
人 々 は カル ニニ の オ ワ イ セ に 、30 年 来 墓 に 座っ て 、 首 に 布 
を 巻い て 泣い て いる 一 人 の 男 が いる と 語っ た 。 彼 は 言い 
まし た だ 。 
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私 が 彼 を 見 る こと が で きる よう に 。 人 々 は 彼 を その 人 の と 

ころ に 連れ て 行き 、 彼 は 泣い て 痩せ た その 人 を 見 まし た 。 
彼 は 彼 に 言い まし た 。 彼 の 神聖 な 姿 の た め に 、 そ の 人 は 
彼 に これ ら の も の を 見 る こと が で き 、 彼 の 状態 は 彼 に 明 ら 

に され まし た . 彼 は 墓 で 亡くな り ま し た 。 で すか ら 、 慕 と 
シュ ラウ ド が 見 えれ ば 、 他 の も の も 見 える と 考え て くだ さい 。 
Owaise は 3 日 間 、 何 も 食べ て お ら ず 、 水 も 飲ん で いな い 
と 報告 され て いま す 。 4 日 目 に 、 彼 は 途中 で ディ ナー ル を 
手 に 入れ まし た 。 彼 は その ディ ナー ル を 取り ませ ん で し た 、 
そし て 彼 は それ が 他 の 誰か の も の で ある と 思い まし た 、 そ 
し て 彼 は 先 に 食べ に 行き まし た 草 

それ か ら 彼 は 羊 を 見 まし た 、 そし て 彼女 の 口 に は 熱い パ 
ン が あり 、 羊 は その パン を 彼 の 前 に 置い て いま し た . し か し 、 
彼 は それ が 他 の 誰か の も の だ と 思っ て いま し た 。 羊 は 彼 
に 言っ た 、「 私 は あな た と 同じ よう に アッ ラー の し も べ で 
39。 」 そ れ か ら 彼 は その パン を 取り まし た 、 そ し て その 羊 は 

姿 を 消し まし た 。 彼 の 賞 共 と 資質 は 多 す ぎ て 素晴らし いで 
す 。 

当初 、 シ ェ イ ク ・ ア ブル ・ カ シム ・ ゴ ル ガ ニ は 、 カ ル ニ の オ 
ワイ セ の 信奉 者 で し た 。 Qarni の Owaise は 、 ア ツラ ー か ら 
アッ ラー を 知っ て いる 人 、 そ し て 彼 は すべ て を 知っ て いる と 
言っ てい ます 。 彼 は 言っ た 、! 安全 は 孤独 の 中 に ある 。 独り 
ぼっ ち で 、 心 の 中 で 他人 の こと を 考え な い 人 は 、 孤 独 で 他 
人 の こと を 考え る の は よく な い の で 、 安 心 安全 で す 。 2 人 
が 出会う と サタ ン ( 悪 魔 ) が 逃げ る 。」 だ か ら 彼 は そこ に 
きま せん で し た 。 そ れ ら の 人 それ は 忙し い と 各 他 の 
と 持っ て る 


アツ タデ る 所 れ た 。 
人 の Owaise は 、 他 の 人 (悪魔 ) が そこ に 入ら な いよ 
こ 、 心 臓 を 制御 し 続け る こと を 提案 し まし た 。 
前 の 言葉 の オ ワ イ ズ 
1. 高い 克 意 を 求め た と き 、 私 は それ を 手 に 入れ まし た 
に 
2. 私 が リー ダー シッ プ と 地位 を 求め た と き 、 私 は 人 々 の 
中 で それ を 手 に 入れ まし た アド バイ ス 。 
3. 親切 と サー ビス を 求め た と き 、 真 実 と 正しい 道 で それ 
ここ 入れ まし た 
4. いつ 頼ん だ 誇り そし て 偉大 さ 、 貧困 と 惨 
め さ の 中 で の 愚か さ 。 
$. 私 が リン ク を 求め た と き 、 私 は 良心 と 恐怖 の 中 で それ 
を 手 に 入れ まし た 神様 。 
6. 私 が 名 声 を 求め た と き 、 私 は それ を 手 に 入れ まし た 崇 


拝 。 
7. 私 が 不 注意 を 求め た と き 、 私 は 神 の 信頼 で それ を 手 
に 人 まし た 。 

カル ニニ の オ ワ イ セ の 隣人 は 、 彼 を 狂人 だ と 思っ て いる と 
彼 に 言っ た と 報告 され て いま す 。 彼 ら は いく ら か の お 人 金 を 
集め 、 彼 の た め に 家 を 建て まし た 。 彼 は か つて その 家 に 住 
ん で いま し た 。 朝 食 時 に 家 に 食べ る も の は 何 も あ り ま せん 
CL 

は ナツ メ ヤ シ の 種 を 集め て 売っ て お 金 を 稼ご うと し まし た 。 
その お 金 で 彼 は 自分 ON 
を 集め た ら 売 っ て 、 そ の お 金 を チャ リティ ー に 使っ て いま し 
た 。 彼 の ドレ ス は 古く 、 状 態 が 良く な か っ た . 彼 は きれ い に 
し た 馬 の 皮 か ら ド レス を 作り まし た 彼 自 身 。 

彼 は 朝 の 祈り の 時 間 に 家 を 出 て 、 に 入力 の 家 後 
夜 祈り 。 ど こ で も 彼 
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行っ た 、 子 供 た ち は 彼 に 石 を 投げ まし た 。 彼 は 子供 た ち に 、 
体 か ら の 出血 を 避け 、 洒 浴 を 台無し に し な いよ うに 、 彼 に 
小さ な 石 を 投げ る よう に 要求 し まし た 。 彼 は 足 の こと は 心 
配 し て いま せん で し た が 、 祈 り の こと を 心配 し て いま し た 。 
彼 の 最後 の 日 に 、 彼 は アリ ・ イ ブン ・ タ レブ (ra) に 会 い 、 セ 
フィ ン の 戦争 に 参加 し 、 そ こ で 亡くな り ま し た 。 自分 た ち を 
オ ワ イ シア と 考え る 人 々 の グル ー プ が あり ます 。 彼 ら に は 
教師 の 必要 は な く 、 カ ル ニ の オ ワ イ セ の よう な 情報 源 も あ 
り ま せん が 、 神 の 恵み に より 宗教 の 正しい 道 を 歩ん で いま 
す 。 
カル ニ の オ ワ イ セ は 預言 者 に 会 っ た こと は あり ませ ん が 
預言 者 は 内 部 訓練 を 行っ て お り 、 こ れ は 事実 で す 。 彼 の 
地位 は 非常 に 高く 、 誰 も その よう な 高い 地位 に 就く こと は 
困難 で す 。 そ の よう な 偉大 さ は 、 神 の 優し さと 憐れみ に よ 
る も の で す 。 神 が 好き な 人 に は 、 そ の よう な 素晴らし いも 


の が 与え られ ます 位置 。 
彼 の 墓 は 首都 サナ か ら 遠 く 離 れ た イエ メン の 小さ な 村 に 


S. ムハンマド ・ イ ブン ・ ワ セ 

彼 は 修行 者 と 崇拝 者 の リー ダー で あり 、 学 問 に 従っ て 行 
動 す る 学識 の ある 人 で し た 。 こ の よう に 、 彼 は 当時 の 完璧 
な 人 敬 度 な 性 格 で し た 。 彼 は 常に コン テン ツ の 人 で し た 。 
アッ ラー の ご 加護 が あり ます よう に 。 彼 は 聖なる 預言 者 の 
仲間 の 多く の 信奉 者 に 仕え まし た 。 彼 は 当時 の 多く の 敬 
度 な 人 物 に 会 いま し た 。 彼 は タリ カッ ト (神秘 的 な 知識 ) と 
イス ラム 法 に 大 き な 貢 献 を し て いま す 。 彼 は 乾い た パン を 
水 に 混ぜ て 食べ て いま し た 。 彼 は 、「 こ れ で 満足 する 人 は 、 
何 も 要 求 し な いで し ょ う 」 と 言い まし た 。 か ら 
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人 類 。" 処 女 膜 で 、 彼 は よく こう 言い まし た 。 あ な た は あな 
た の 友達 の よう に 私 を 空腹 に し て 裸 に し て いま し た 。 し か 
し 、 な ぜ 私 が あな た の 友人 と 同じ よう な 素晴らし い 地 位 を 
得 た の か 、 私 に は わか り ま せん 。」 彼 が と て も お 腹 が すい 
た と き 、 彼 は バス ラ の ハサン の 家 を 訪れ 、 そ こ で 手 に 入る 
も の を 食べ 、 バ スラ の ハサン は いつ も を 彼 の 家 で 彼 を 歓迎 し 
まし た 。 彼 は 、「 成 功 し た 人 は 空腹 で 目覚 め 、 空 腹 で 眠る 
人 人 です が 、 そ の 状態 で アッ ラー を 思い 出す こと を 忘れ て は 
な り ま せん . あ る 人 か ら ア ドバイ ス を 求め られ 、「 死 後 、 こ の 
世 と あの 世 の 王 に な る よう アド バイ ス し ます 。 で すか ら 、 あ 
な た は この 世 で 禁欲 的 に な り 、 他 の 人 に 食欲 や 誘惑 を 持 
た ず 、 す べ て の 創造 物 は すべ て アッ ラー か ら 与 えら れ て い 
る と 考え る べき で す 。 こ うし て 彼 は 二 人 の 王 に な る 世界 。 

ある 日 、 彼 は マリ クビ ン ・ デ ィ ナ ー ル に 、「 世 界 と ディ ナー 
ル を 見 て 、 決 し て 他人 に 悪い こと を 言わ な いよ り も 、 舌 を コ 
ント ロー ル す る の は 難し い 」 と 語っ た 。 

ある 日 、 彼 は クタ イ バ ビン イス ラム 教徒 の と ころ に 行き 、 
ウー ル の ドレ ス を 着 て いた の で 、 な ぜ そ の よう な ドレ ス を 着 
て いる の か 尋ね まし た が 、 こ の 件 に つい て は 答え ませ ん で 
し た 。 ク タイ バ ・ ビ ン ・ ム スリ ム か ら 二 度目 に 尋ね られ た と 
き 、 彼 は 彼 に 、「 彼 は 禁欲 的 な 状態 に つい て 説明 し た か っ 
た の で す が 、 そ れ は 自分 自身 へ の 賛美 で ある か 、 ア ッ 
ラー に 対す る 不平 を 言う の で 、 同 じ こ と を 説明 する こと は 
で きま せん で し た 」 と 彼 に 言い まし た 。 

ある 日 、 彼 は 息子 が 幸せ な 状態 に ある の を 見 て 、 こ う 言 い 

まし だ 。 
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彼 「 あ な た が 誰 だ か 知っ て いま すか ? 私 は あな た の 母親 を 
200 ディ イル ハム で 買い まし た が 、 あな た の 父親 は 人 類 全 
体 で 最悪 で す 。 で は 、 な ぜ そ ん な に 誇り に 思っ て いる の で 
すか ?」 

人 が 彼 に 尋ね た と き 、 あ な た は アッ ラー を 知っ て いま す 
か ? し ば らく の 沈黙 の 後 、 彼 は 答え た 。 サプライ ズ 。" 
以外 に 目 を 向け な い 人 に は 、 ア ッ ラ ー が 敬意 を 払う で し ょ 
う 。 し か し 、 だ れ も ア ッ ラ ー に 対し て 権威 を 持つ て いま せん 。 
A ヽ いな けれ ば 、 真 の 人 は 真 

と は 呼べ ませ ん 。 望み 。" 
聖なる 預言 者 の 言葉 通り 、「 何 事 に も 中 道 が 勝る 」。 
7. アブ ・ ハ ゼム アル マッ キ 
彼 は 誠実 で 敬 虚 で 神 を 記 れ る 人 々 の 指導 者 で し た 。 彼 は 
マシ ャ イク (博識 な 人 々 ) に 従い 、 質 素 な 生活 を 送っ て いま 

し た 。 彼 の 崇拝 と 観察 に より 、 彼 は 当時 の 有名 な 支持 者 
の 一 人 で し た 。 彼 は 長生 き し た の で 、 多 く の 学 者 に 会 っ た 。 
その 中 に は 、 彼 の 大 ファ ン だ っ た アブ ・ オ スマ ン ・ マ ツキ が 

いま す 。 彼 の 人 生 と 業績 は 多く の 本 で 入手 で きま す が 、 
私 た ちの 手引 き と し て 、 彼 の 人 生 の いく つか の 短い 詳細 

を 次 の よう に 言及 し て いま す . 

彼 は 、 ア ナス ・ ビ ン ・ マ リク や アブ ・ フ ララ の よう な 預言 者 
の 多く の 仲間 に 会 いま し た 。 彼 の こと わざ は 非常 に 有名 
で 、 同 じ 問 題 を 解決 する た め の 解 決 策 で す 。 

ヒシ ャ ム ・ ア ブドウ ル ・ マ リク は か つて 彼 に の 
た ち を 救っ て くれ る で し ょ うか ?」 と 尋ね まし た 。 彼 は 彼 に 
えた 。「 私 た ち が 得 る お 金 に つい て 、 そし て この お 人 金 に つ 
いて 、 そ れ が どこ か ら 来 て いる の か を 確認 する 必要 が あり 
ます 。 
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ハラ ル ( 右 ) の ソー ス で あり 、 ハ ラル ( 右 ) の 目的 の み に 使 
用 する 必要 が あり ます 。」 
ビジ マム は 人 彼 に | どう すれ は これ を 行う こと が で きま す 
か ?」 と 尋ね まし た 。 彼 は 、「 天 国 を 望み 、 地 獄 を 恐れ 、 ア ッ 
ラー の 喜び を 求め て いる 人 は 、 そ れ を 世話 する 必要 が あ 
り ま す 。 そ うし な いと 、 死 後 、 他 の 世界 で 成功 する こと は あ 
り ま せん 。」 Hezam Makki の 言葉 は 次 の と お り で す 。 続き 
ます 
者 は 、 こ の 理由 で 裁き の 日 に 天使 た ち が こ れ を 発表 する 
と 聞い た か ら で す 。 人 は 、 ア ッ ラ ー が 好ま な いも の を 好 ん 
彼 は さら に 、 世 界 に は 終わ り を 迎え な い ア ッ 
に よっ て 作ら れ た も の DN ‘の で 、 世界 に は 終 
わり \ も の は 何 も な いと 続け た . こ の 世界 で は 、 無 駄 な 
こと で も 人 を 惹き つけ る の で 、 天 国 の 大 きなこ と を お ろ そ 
か に し て し まう の で す 。」 彼 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 
私 た ちの た め に 作ら れ て いる 最初 の も の と 、 私 た ちの た 
に 作ら れ て いな い 他 の も の 。 で すか ら 、 ま す 第 一 に 、 私 
た ち が そ れ を 避け よう と し て も 、 そ れ は 私 た ち に 届き ます . 
私 た ち が そ れ を 得る た め に 何 を し よう と し て も 、 そ れ が 届 
か な い 他 の も の の た め に 我ら 。 
彼 は 、「 彼 が 祈 ら な けれ ば 、 祈 り が 受け 入れ られ な いた め 
に 多く の 困難 に 直面 する こと に な る だ ろう 」 と 語っ た 。 彼 は 
「 あ あ 、 あ な た は この 時 代 の 産物 な の で 、 行動 より も 言葉 
A は 知識 を 誇り に 思う 時 で あり 、 行 動 を 残 
すこ と は 重要 で は あり ませ ん . だ か ら あ な た は 最高 の 悪い 
IE の 較 間 
ある 人 が 彼 に 「 あ な た の 状態 は 何で すか ?」 と 尋ね まし た 。 
彼 は 答え まし た 。 
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人 類 か ら 遠 ざけ な さい 。 で すか ら ア ッ ラ ー の 恩恵 を 受け る 
者 は 、 人 類 を 見 る こと は あり ませ ん 。」 

ある 日 、 彼 は 精肉 店 の 近く を 通り か か っ た の で す が 、 そ 
の 店 で 上 質 な 肉 を 見 つけ た の で 、 肉 屋 は 彼 に 上 質 な 肉 を 
取る よう に 頼み まし た 。 彼 は 彼 に お 金 が な いと 答え た 。 肉 
屋 は 彼 に 「 信 用 を 得る た め に 」 と 言っ た 。 彼 は 彼 に 、「 最初 
に 、 ク レジ ッ ト に つい て 自分 の 心 を 納得 させ よう と し 、 そ れ 
か ら 受 け 取 り ま す 」 と 言い まし た 。 肉屋 は 「 思 考 の せい で 
体 が や せ 細 り 、 体 に 骨 が 見 える よう に な っ た 」 と 語っ た 。 彼 
は 彼 に 、「 こ の 状態 に も か か わら ず 、 彼 は 墓 の 虫 に は 十分 
だ 」 と 言い まし た 。 

ハッ ジ の た め に 旅 を し て いた 一 人 の 敬 度 な 人 が バグ ダッ 
ド の 彼 の 家 に 来 て 、 そ の 時 彼 は 寝 て いま し た 。 彼 が 目 を 覚 
まし 、 て その 人 に 言っ た と き 、| 預言 者 が 夢 に 貞 て き て 、 メ ッ 
放 巡 礼 を 行う より も 母親 に 対す る 義務 を 見 過ごし て は な ら 
な いと いう メッ セー ジ を 伝え まし た 。」 そ こ で 彼 は 、 そ の 敬 
度 な 男 に 自分 の 場所 に 戻っ て 、 母 親 の 喜び の た め に 自分 
の 義務 を 果たす よう に 頼ん だ . そ の 男 は メッツ カ へ の 旅行 を 
キャ ン セ ル し 、 彼 の 場所 に 戻っ た 。 
8. 唄い 場 アル グラ ム 

資質 を 持ち 、 完 璧 を 達成 し た 敬 庶 な 人 物 の 一 人 で し た 。 
彼 の 教師 は バス ラ の ハサン で し た 。 彼 は 一 般 の 人 々 だ け 
で な く 、 区 上 度 な 人 々 の 間 で も 人 気 が あ り ま し た 。 バ スラ の 
ハサン と 一 緒 に 川 の ほとり を 歩い て いる と 、 突 然 水 の 上 を 
歩き 始め まし た 。 こ れ に パス ラ の ハサン は 和 偏 い て 、! ど うし 
て あん な に 偉い 地位 に つい た の ?」 と 尋ね た 。 そ れ か ら 
彼 答え た 彼 " 君 は それ は や っ て いる に よる と 
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与え られ た 命令 に 従い ます が 、 ア ッ ラ ー の 意志 と 喜び に 
従っ て 、 私 は 何 を し ます 。」 

美しい 女性 と の 愛 を 悔い 改め た 後 、 彼 は 何ら か の 方 法 
で 愛 を 表現 し まし た 。 そこで 女性 た ち は 彼 女 の し も べ を 
送っ て 、「 彼 は 彼女 の 体 の どの 部 分 を 見 た の で すか 」 と 尋 
ね まし た 。 彼 は 「 彼 は 彼女 の 両目 を 見 て 、 彼 女 の 恋 に 落ち 
た 」 と 答え まし た 。 女性 が 彼 の 愛 の 詳細 を 知る よう に な っ 
た と き 、 彼 女 は 自分 の 両目 を 取り 出し 、 使 用 人 を 通し て 彼 
に 送り 、 彼 が 好き な も の が 彼 の た め に 送ら れ て いる こと を 
彼 に 知ら せま し た 。 彼 が 目 を 見 て 彼女 の 返事 を 得 た と き 、 
これ に より ウタ イ バ に 奇妙 な 状態 が あり 、 彼 は バス ラ の ハ 
サン に 浸透 の た め に 会 い に 行 きま し た 。 彼 は 自分 で 大 才 
を 栽培 し 、 そ れ を 挽い て 小麦 煽 に し て いま し た 。 そ れ か ら 、 
彼 は 小麦 粉 に 水 を 混ぜ て 湿っ た 小麦 粉 を 加 燥 させ 、 そ の 
後 錠剤 を 作り ます . 彼 は 1 週間 で 1 錠 の 錠剤 を 食べ 、 ア ッ 
ラー の 崇拝 に 従事 する よう に な り ま し た 。「 男 性 の 療 悪 を 
書い て いる 二 人 の 天使 の せい で 、 毎 日 トイ レ に 行く の が 
恥ず か し い 」 行為 。 

冬 に 彼 が シン ブル な シャ ツ を 着 て 汗 を か いて いた の を 見 
た こと が あり ます 。 そ れ で 、 人 々 は 彼 に 「 な ぜ そ うな の か 」 と 
尋ね まし た 。 彼 は 人 答え まし た 。 そ の 時 か ら 今 に 至る まで 、 長 
を 見 る た びに ゲス ト の 行為 を 後悔 し てい ます 。 私 の 
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EN CD OM 
ル ・ ワ ヒド ビン ・ ザ イド に 、「 熱 狂 的 な 状態 の た め に 他人 を 
無視 する 人 を 知っ て いま すか 」 と 尋 呈 ね た 人 も いま し た 。 彼 
本 よい 、 も うす ぐ そ こ に 来る の で 、 し ば らく 待つ よう に 彼ら 
に 頼み まし た 」 と 答え まし た 。 同時 に 「 打 馬 が その 場所 に 
入る と 、 途 中 で 誰か に 会 っ た こと は あり ます か ?」 と 尋ね ら 
れ ま し た 。 そ し て 、 彼 は 「 誰 に も 会 っ た こと が な い 」 と 答え た 
が 、 彼 は バザー ル か ら 来 て いた に も か か わら ず . 彼 は 決し 
て お いし い 食 べ 物 を 食べ た り 、 き れい な 服 を 着 た り し ませ 
ん で し た 。 彼 の 母親 が 彼 に 「 あ あ 、 あ な た の 状態 を 憐 れ ん 
で くだ さい 」 と 尋ね た と き 、 彼 は 彼女 に 答え まし た 。 で すか 
ら 、 も し 私 が この 世界 の 困難 に 立ち 向かう な ら 、 審 判 の 日 
の 困難 より は マシ で す 。 」 彼 は 何 晩 も 眠る こと が で きず 、 こ 
言葉 を 繰り 返し 言い まし た 。 

ある 時 、 彼 は 夢 の 中 で 、 美 し い ア ワー リー が 彼 に 言っ た 
の を 見 まし た 。 彼 は 彼女 に 「 彼 は 世界 と 離婚 し まし た 。 あ な 
た と 会 うと き 、 私 は 世界 を 見 ませ ん 」 と 言い まし た 。 

か つて 誰か が 彼 に 、 多 く の 人 が あな た の 問題 に つい て 尋 
ね て いた と 言い まし た 。 だ か ら 、 あな た の 奇跡 を 一 つ 見 せ 
て くだ さい 。 彼 は 彼 に 「 何 が 必要 で すか ?」 と 尋ね まし た 。 
その 人 は 新鮮 な 日 付 を 求め まし た 、 そ し て 当時 Ne 
季節 が な か っ た の で . し か し 同時 に 、 彼 は 彼 に デー ト で 
いっ ぱい の バッ グ を 渡し た . 彼 。 
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ある 日 、 バ スラ の ラビ ヤ の 家 に サマ ッ ク と ザ ノ ン ・ マ スリ が 
Me で 4U で 、 サ マク は 人 彼 に 、 で の 目 ど の よう に 歩い で いた 
か 尋ね まし た か ? 彼 は 彼 に 「 彼 の 名 前 は グラ ムジ ャ バー 
(ジャ バー の 奴隷 ) な の で 、 誇 らし げに 歩い て いま す 」 と 答 
えた と 同時 に 、 意 識 を 失い 、 地 面 に 倒れ まし た 。 彼 ら が 彼 
に 近づい た と き 、 役 は すでに 死ん で いた 。 

その 後 、 誰 か が 夢 の 中 で 彼 の 半分 の 顔 が 黒い の を 見 た 
の で 、 彼 は その 理由 を 尋ね まし た か ? 彼 は 彼 に 「 学 生 時 
代 に 、 長 いひ げ と 口ひげ を 生やし た 美しい 少年 を 見 た こと 
の のめり ま す | と ど 語 つた 。 
18.IMAM アブ ・ ハ ニ フ ァ 
彼 の 名 前 は ノー マン で 、 彼 の 父親 の 名 前 は サビ ト で す 。 
彼 の 地位 は 、 神 秘 的 な 知識 (タリ カッ ト ) と イス ラム 法 
(シャ リア ッ ト ) に お いて 非常 に 高い も の で す 。 こ れ ら の 知 
識 の 両方 の 分 野 で 、 彼 は 彼 の 時 代 に 多く の 知識 と 経験 を 
獲得 し た た め 、 彼 と 比較 する こと は で きま せん で し た . ア 
ブ ・ ハ ニ フ ァ は 、 多 く の 敬 度 な 人 物 や 聖なる 預言 者 の 仲 
間 に 会 いま し た 。 以下 は 、 彼 が 信心 深い 人 々 の 名 前 で す 
会 つた 。 

アナ ス ・ ビ ン ・ マ リク 、 ア ブ 

ドラ ビー アビ ーー ア ウズ 

サー ル ・ ビ ン ・ サ ッ ド 、 

アミ ー ル ・ ビ ン ・ ワ リ シ 

アグ ドラ ッッ ペー ト ツ 

イマ ー ム ・ ジ ャ ファ 

ル 。 

彼 は 、 次 の 有名 な 人 敬 度 で 学識 の ある 人 々 の 教師 で し 
だ 。 
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アザ イル ビン アヤ 

RA TL TE EE 

ツェ アドバ ハム ビシ 

ル ・ ハ フイ 

ダウ ッ ド ・ タ イ 

どう や っ て 手 に 入れ た の 彼 の 父 称 _ ア ブー ハニ ファ ? 

何人 か の 女性 が 彼 に 尋ね た こと が あり ます 。 ア ブ ・ ハ ニ 
ファ は 女性 た ちの 質問 に 同時 に 答え る こと が で き な か っ 
た の で 、 後 で 答え る と 言い まし た 。 彼 は 、 上 記 の 質問 の た 
め に 、 大 き な 心 配 と トラ ブル を 抱え て 家 に 帰っ て きま し た 。 
女性 。 

彼 の 娘 の ハニ ファ は 、 そ の 状態 の 彼 を 見 て 、 心 配 の 理由 
を 役 に 尋 ね まし た 。 彼 の 娘 が 詳細 を 知る よう に な っ た と き 、 
彼女 は 父親 に 、 女 性 の 質問 に 答え る が 、 ア ブ ・ ハ ニ フ ァ と 
し て 彼 の 愛称 と し て 彼女 の 名 前 を 使用 する 必要 が ある と 
言い まし た . 彼 は そう する と 約束 し た 。 彼 女 は 目 の 前 の 女 
性 た ち を 呼ん だ 。 女 性 た ち が そ こ に 来る と 、 彼 女 は 各 女 性 
に カッ プ を 与え 、 そ の カッ プ に 生乳 を 入れ る よう に 言い ま 
し た . ミ ルク を カッ プ に 入れ る と 、 ハ ニ フ ァ は 各 カ ッ プ の ミル 
ク を 別 の 大 き な カ ッ プ に 混ぜ まし た 。 そ れ か ら 彼 女 は 女性 
た ち に 牛乳 を カッ プ に 戻す よう に 言い まし た . 彼 ら は それ 
は 不可 能 だ と 答え まし た 。 

ハニ ファ は 彼ら に 、「 結 婚 後に 2 人 の 夫 か ら 子 供 が 生ま 
れ た 場合 、 誰 が 子供 の 父親 で ある か を どの よう に 認識 す 
る の で し ょ うか 」 と 説明 し まし た 。 そ の 答え を 聞い て 、 女 性 
た ち は 大 い に 和 驚い た 。 彼 ら は 彼ら の 質問 に 対し て 正しい 
答え を 得 て 、 そ の 日 か ら イ マー ム の 
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名 前 は アプ ・ ハ ニ フ ァ と 呼ば れ て いま し た 。 アッ ラー は 、 彼 
の 元 の 吉 い 名 前 より も 彼 の 愛称 に 名 声 を 与え まし た 。 

彼 が 預言 者 の 墓 を 訪れ て 「 アッサラーム アラ イク ム 」 と 
言う と 、 そ こ か ら 「 ワ アラ イク ム アサ ラー ム 、 あ あ ! イ スラ ム 
教徒 の イマ ー ム (指導 者 )。」 で すか ら 、 彼 が この よう な 素 
青 ら し い 地 位 に 就く こと が どれ ほど 幸運 だ っ た か に 注目 
し て くだ さい 。 そ の 後 、 彼 は 孤独 。 

その 後 、 彼 は アッ ラー の 方 を 向い て 、 世 俗 的 な 生活 と 喜 
び を 離れ た と 報告 され まし た 。 彼 は ウー ル の ドレ ス を 着 て 
いま し た が 、 夢 の 中 で 問 言 者 の 墓 か ら 骨 を 集め 、 そ れ ぞ 
れ か ら 骨 を 選別 し て いる の を 見 まし た 。 他 の 。 

彼 は 目 を 覚まし 、 恐 怖 で 一 上 晩 中 眠れ ませ ん で し た 。 翌 朝 
彼 は 預言 者 の 仲間 で ある イブ ン ・ シ リン に 夢 の 読 明 を 求 
め ま し た 。 彼 は 彼 に 次 の よう に 説明 し まし た 。 預言 者 。」 

夢 の 中 で 預言 者 が 彼 に こう 言っ た こと が あり ます 。 ア プ ・ 
ハニ ファ ! あ な た は 私 の スン ナ を 示す た め に 命 を 与え られ 
まし た 。 だ か ら あ な た の 孤独 を 残し て くだ さい 。 彼 は と て も 
注意 深く 親切 で し た 。 か つて カリ フ の マン スー ル は 、 バ グ 
ダッ ド の すべ て の 学識 ある 人 々 を 彼 の 前 に 呼び まし た が 、 
アブ ・ ハ ニ フ ァ の 教師 で あっ た シャ ビ は 、 彼 の 年 老い た た 
め に その 会 議 に 出席 し ませ ん で し た 年 。 

カリ フ ・ マ ンス ー ル は 、 彼 の 使用 人 を 通じ て 、 
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Sha'bi は 、 バ グ ダ ッ ド 市 の zz i( 裁 判官 ) で あっ た た め 、 証 
人 と し て 署名 する こと を 求め られ まし た 。 彼 は それ に 著名 
し 、 ス タン プ を 押し た 。 他 の すべ て の 学者 も それ に 署名 し 
まし た 。 そ の 紙 が 証人 と し て 署名 する た め に アブ ・ ハ ニ 
ファ の 前 に 持ち 出さ れ た と き 、 彼 は 使用 人 に 「 マ ンス ー ル 
は どこ で すか ?」 と 尋ね まし た 。 し も べ は 、「 彼 は 宮殿 に い 
ます 」 と 答え た 。 ア ブ ・ ハ ニ フ ァ は 彼 に 、「 カ リフ が ここ に 来 
る か 、 私 た ち が 宮 典 に 行く べき で す 。 そ うす れ ば 、 証 人 だ け 
が 正しい で し ょ う 」 と 言い まし た 。 し も べ は 彼 に 賭 名 を 強要 
まし たく 。 貞 撃 者 。 

アブ ・ ハ ニ フ ァ は 彼 に 、「 す べ て の 人 の 行動 は 同じ で は な 
い だ ろ う 」 と 言っ た 。 こ の 件 は カリ フ の マン スー ル に 報告 さ 
れ た 。 彼 は 法廷 で シャ ビ に 電話 し 、 証 人 に 出席 が 必要 か 
どう か 尋ね まし た 。 彼 は 「 は い 」 と 言っ た 。 カ リフ は 彼 に 尋 
ね た 、「 で は 、 彼 の 存在 を 見 つけ られ な か っ た の に 、 な ぜ 彼 
は それ に 署名 し た の で すか ?」 Sha'bi は 、「 私 は あな た の 
こと を 知っ て いる の で 、 あ な た に 迷惑 を か けた く な いか ら 
で す 」 と 答え まし た 。 カ リフ は 彼 に 、「 こ れ は 正しく な く 、2zgz 
jat (正義 ) の 規則 に 違反 し て いま す 。 カ ジ の ポス ト を 離れ 
た 方 が よい 。」 カ リフ は 彼 の 顧問 に カジ の ポス ト に ふさ わ 
し い 別 の 人 物 を 求め た . 

アブ 

の スグ ルク 

3、 シヤ イア 

4. マ ヘ アプ 。 

カリ フ は 上 記 の 4 人 を 宮廷 に 呼び まし た 。 彼 ら が 法廷 に 
向かう 途中 で 、 ア ブ ・ ハ ニ フ ァ は 彼ら に こう 言い まし た 。 
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私 は この 投稿 を 避け よう と し ます 。 Sufyan は ここ か ら 逃 げ 
て 、Mashair は 狂っ た ふり を し て Shire を カジ に し た ほう が 
いい で し ょ う 。」 ス フィ アン は 道 か ら 逃 げ 出し 、 ボ ー ト に 身 を 
隙 し 、 ボ ー ト の 乗組 員 に 彼 を 隠す よう に 頼ん だ 。 彼 は 、 カ リ 
フ が 彼 を 捕まえ る な ら 、 頭 を 切る だ ろう と 彼ら に 言い まし 
た . 預 言 者 の 言葉 通り 、「 裁 判官 に な る 者 は 、 ナ イフ が な く 
て も 殺さ れる 」。 そ こ で 彼ら は 彼 を そこ に 隠れ させ まし た 。 
3 人 は マン スー ル の 宮殿 に 行き まし た 。 カ リフ は 最初 に 
プ ・ RL こ カ ジ の ポス ト を 受け 入れ る よう に 頼ん だ 。 彼 
は 、 自 分 は アラ ブ 人 で は な い が 彼 ら の 奴隷 で あり 、 彼 ら は 
彼 の 法 的 決定 を 受け 入れ な い だ ろ うと 答え た . そ こ に いた 
イマ ー ム ・ ジ ャ ファ ル は 、 こ の 役職 は 継承 され て いな い が 、 
知識 。 

アブ ・ ハ ニ フ ァ は マン スー ル に 次 の よう に 語っ つた 。 唯 一 の 
論理 は 、 彼 が 役職 に 就く 資格 が な いと いう こと で 十分 で 
す 。 こ の 議論 に は 、 真 か 偽 か と いう 2 つの ポイ ント が あり 
ます 。 も し それ が 本 当 な ら 、 私 は その 資格 が あり ませ ん し 、 
も し それ が 虚偽 で ある な ら 、 私 は その 役職 に 就く 資格 も あ 
り ま せん .」 彼 は 彼 に 言い まし た 。 カ リフ ! 虚 偽 の 人 物 は 、 イ 
スラ ム 教 徒 の 事件 を 決定 する カジ の ボス ト に 適格 で は あ 
り ま せん 。」 こ の よう に し て 、 彼 は 自分 自身 を 救っ た 。 そ れ 
か ら マ ヘア ー は カリ フ の 手 を 握り 、 彼 に 尋ね まし た 。 マ ン 
スー ル は 、 「 彼 を 送り 出し て くだ さい 。 彼 は 気 が 狂 っ た よう 
で す 」 と 言い まし た 。 そ れ か ら カ リフ は シャ イア に 仕事 を 引 
き 受 ける よう に 頼ん だ 。 彼 は 彼 に 「 私 の 心 は 弱い 」 と 言い 
まし た 。 そ れ か ら マ ンス ー ル は 彼 に それ を 世話 する よう に 
言い 、 カ ジ の ポス ト を 受け 入れ る よう に 彼 に 頼ん だ . シ ャ イ 
ア が カジ に な っ た と き 、 ア プ ・ ハ ニ フ ァ は 一 度 も 訪れ な か っ 
た 彼 。 

これ 報告 され た その グル ー プ 男の子 の 遊ん で いた 
の 
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た また ま ボ ー ル が アブ ・ ハ ニ フ ァ の 前 に 落ち た 。 あ えて 
ボー ル を 取り に 来 よ うと する 少年 は いな か っ た 。 あ る 少年 
は 他 の 少年 た ち に 、 彼 ら が 許せ ば そこ か ら ボ ー ル を 取り に 
行く と 言い まし た 。 彼 は そこ に 行き 、 そ の 場所 か ら 無 礼 に 
ボー ル を 集め まし た 。 

アプ ブ ・ ハ ニ フ ァ は 、「 こ の 少年 は ハラ リ ( 合 法 ) で は あり ま 
せん 」 と 語っ た 。 人 々 は その 件 に つい て 調査 し た と ころ 、 そ 
れ は 正しかっ た こと が わか り ま し た 。 人 々 は 彼 に 尋ね まし 
た 。 ム スリ ム の リー ダー! ど うし て わか る の ?" 彼 は こう 答え 
まし た ご OA 

一 人 が 彼 の 債務 者 で あり 、 彼 の 家 は 葬儀 場 の 近く に 
あっ た と 報告 され まし た 。 ア プ ・ ハ ニ フ ァ の 弟子 が 亡くな っ 
た と き 、 彼 は 葬式 の 祈り の た め に そこ に 行き まし た 。 当時 、 
天候 は 非常 に 暑く 、 債 務 者 の 家 の 壁 の 近く 以外 に 影 は あ 
り ま せん で し た 。 そ こ に 人 難し て ほし いと 頼ん だ が 、「 家主 
は 債務 者 な の で 、 家 の 陰 に 隠れ る の は よく な い 」 と 答え た 。 
大 


預言 者 が 「 ロ ー ン の 利益 は 利子 で ある 」 と 言っ た か ら で 
す 。 私 が この 璧 か ら 利 益 を 得 れ ば 、 そ れ は 利子 と し て 計算 
SU ま の 

火 の 宗 拝 者 が か つて 彼 を 投獄 し た と 報告 され まし た 。 彼 
が 刑務 所 に いた と き 、 残 酷 な 人 が 彼 の と ころ に 来 て 、 頭 の 
側面 を 剃る よう に 頼ん だ が 、 彼 は 同じ こと を 拒否 し た . そ の 
人 は 彼 に 、 な ぜ や っ て いな い の か と 尋ね まし た 。 彼 は 、 そ う 
すれ ば 彼 は その メン バー に な る と 彼 に 答え た コミ ュ ニ ティ 。 

アッ ラー が 審判 の 日 に 、 罪 を 犯し た 者 た ち を 助け 手 と 共 
に 集め る よう に 命じ られ た な ら 、 
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それ ら を 地獄 に 入れ る よう に 命じ ます 。 ア ブ ・ ハ ニ フ ァ は 彼 
に 、 彼 は 彼 の ヘル パー に な り た く な いと 言っ た . 

彼 は 毎晩 300 ラ カ ッ ト (1 ラ カ ッ ト は 、 和 祈り に お ける 立 位 、 
膝 屈 、 ひ れ 伏 し の 1 セッ ト に 等 し い ) を 祈っ て いた と 報告 
され 0C い ます よ すず 。 ア フン ハミ ファ か どこ が に 出 が け て いた と きき 、 
ある 女性 が 彼 を 見 て 、 別 の 女性 に 、 こ の 人 は 毎晩 500 ラ 
カッ ト を 祈っ て いた と 言い まし た . そ れ を 聞い た 彼 は 、 そ の 
女性 の 言葉 通り 毎晩 500 ラク タ を 祈る こと に し まし た 。 

別 の 日 、 彼 が 途中 で 行っ た と き 、 何 人 か の 少年 た ち は 、 
この 和男 は 毎晩 1.000 ラ カ ッ ト を 祈っ て いた の で 、 同じ よう に 
祈る こと に し た と 自分 に 言い 聞か せま し た 。 あ る 日 、 彼 の 
弟子 の 一 人 が 、 人 々 は 彼 に つい て 夜 眠ら な いと 話し て い 
る と 彼 に 言い まし た 。 夜 。 

理由 を 聞か れ た と き は ? 彼 は 言い まし た 。 そ の 日 か ら 夜 
は 眠ら な い の で 、 そ の コミ ュ ニ ティ の 出身 で は な いか も し 
れ ま せん 。」 彼 は 30 年 間 、 朝 の 祈り を イー シャ ( 夜 の ) 祈り 
の 清め と と も に 祈っ て いま し た 。 

あま り に も 多く の 衰弱 に より 、 ラ クダ の 膝 の トウ モロ コシ の 
よう に 彼 の 膝 に トウ モロ コシ が 発達 し た と 報告 され た . か つ 
て 彼 は 裕福 な 金持ち を 歓迎 し た た め 、 こ の 間違い の た め 
に コー ラン を 1.000 回 読ん だ こと も 報告 され て いま す 。 ど 
ん な 問題 で も 、 彼 は クル アー ン を 40 回 読ん だ と 言わ れ 、 
祝福 の た め に 彼 だ っ た で きる に 得る の 解決 の の 問 
一 。 こ れ 
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Mohammed Bin Hasan が 最も ハン サム な 人 物 で ある と 報 
告 さ れ ま し た 。 あ る 日 、 彼 は 彼 を 見 て 、 柱 の 後ろ に 座っ て 
二度と 彼 に 会 わな いよ うに 頼ん だ . 

Dawood Tai に よる と 、 彼 は 20 年 間 彼 の 会 社 に いて 、 孤 
独 や 会 押 の 中 で 頭 を 覆い 、 足 を 伸ばし て 座っ て いる 彼 に 
会 っ た こと は あり ませ ん 。 それで 彼 は 尋ね まし た 。 ム スリ ム 
の リー ダー! 寂 し さ に 足 を の ば し た ら ど うな る ?」 そ し て 彼 
は 答え た 、「 孤 独 の 中 で も アッ ラー を 尊重 する こと は 良い 
GS 

ある と ころ へ 行く 途中 、 泥 の 中 に いる 少年 を 見 て 、「 気 を 
つけ て 歩か な いと 、 転 ん で し まう ぞ 」 と 尋ね た と いう 。 少 年 
は 彼 に 答え た 。 ム スリ ム の リー ダー! 私 は 一 人 で す 、 も し 私 
が 滑っ た ら 私 は 自分 自身 を コン トロ ー ル し ます が 、 あ な た 
は 足 が 滑 ら な いよ うに 気 を つけ て くだ さい . 滑 ら な いよ うに 
気 を つけ て くだ さい . も し 滑っ て し まっ た ら 、 あ な た に 従う す 
べ て の イス ラム 教徒 が 倒れ て し まい 、 彼 ら を コン トロ ー ル 
する の は 上 難しい 状況 に な る で し ょ よう. 

イマ ー ム は 少年 の 賢明 な 話 を 聞い て 驚い た 。 彼 は 涙 を 流 
し 、 和 弟子 た ち に 疑念 に 注意 する よう に 言い まし た 。 彼 ら が 
何 か 問 題 を 見 つけ た 場合 、 明 確 な 証拠 が な けれ ば 、 彼 に 
従う ベ べき で は あり ませ ん . 彼 ら は 彼 の 発見 を 見 逃さ ず 、 こ 
れ は 正義 の し る し で す 。 イ マー ム アプ アユ ス フ と イマ ー ム 
モハ メッ ド の 言葉 が た くさ ん あり ます 。 彼ら の 意見 は いく つ 
か の 問題 で 彼 と 異な っ て いた . 

金持ち が カリ フ の オス マン ・ ビ ン ・ ア ファ ン に 敵意 を 持っ 
て いた と 報告 され て お り 、 彼 は 彼 を 不信 者 と 言っ て いた 。 
これ を 聞い た 彼 は 、 金 持ち に 会 う よ う に 頼み まし た 。 そ の 
男 が そこ に 来 た と き 、 彼 は 彼 に 彼 と 結婚 する よう に 言い ま 
ら じ た 
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一 人 の 未 信 者 の 娘 。 こ れ を 聞い た 彼 は 、「 あ な た は ム ス リ 
ム の 指導 者 で あり 、 ム スリ ム の 娘 を 未 信 者 と 結婚 させ よう 
と し て いる 。 そ れ は 良く な いと 思う 」 と 答え た 。 イ マー ム は 
彼 に 言い まし た 。 そ の 後 、 そ の 金持ち は 間 題 を 理解 し 、 カ 
リフ の オス マン ・ ビ ン ・ ア ファ ン に つい て の 意見 を 修正 し ま 
し た 。 こ れ は 、 ア ブ プ ・ ハ ニ フ ァ の 祝福 の お か げ で 起こ り ま し 
た 祈り 。 

日 、 彼 が 公衆 トイ レ に いた と ころ 、 男 性 が そこ に 入っ た と 
報告 され まし た 。 人々 は 彼 に つい て 、 彼 は 偽り で あり 、 神 の 
不信 者 で ある と 話し まし た 。 彼 が そこ に 入っ た と き 、 そ の 人 
は 裸 だ っ た の で 、 ア プ ・ ハ ニ フ ァ は 目 を 閉じ まし た . そ の 人 
は 彼 に 「 い つ 視 力 を 失っ た の で すか 」 と 尋ね まし た 。 イ マー 
ム は 彼 に 、「 あ な た が ドレ ス を 失っ た 時 」 と 答え まし た 。 そ れ 
か ら ア ブ ・ ハ ニ フ ァ は 言い まし た 。 不 信者 に な る か 、 宗 教 か 
ら 離 れる か の どちら か で す 。 も し 彼 が 「 も し アッ ラー が 御 望 
みな ら 、 あ な た の 知識 が 彼ら を 導き 、 そ れ は 知ら れ て いる 
知識 と 等 し く な る で し ょ う 」 と 言う な ら 。 そ の 人 が 「 い いえ 」 
と 言う と き 、 あ な た は 不信 者 に な る で し ょ う 。 彼 が 「 は い 」 と 
言う な ら 、 あ な た は その 世界 か ら 離 れ ま す 。 宗教 。" 

アブ ・ ハ ニ フ ァ は 、「 彼 は 、 彼 が 値する 以上 の こと を 要求 
し 、 よ り 多 く の も の を 奪う の で 、 彼 の けち で ある た め に 、 け ち 
と 彼 の 証人 を 考慮 し な い だ ろ う 」 と 語っ た と 報告 され た . モ 
スク の 建設 の た め に 、 人 々 は 彼 に 祝福 (聖人 か ら の 贈り 
物 ) と し て いく ら か の 人 金額 を 求め た と 報告 され まし た 。 彼 は 
これ に 不安 を 感じ た 。 
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人 々 は 彼 に 祝福 と し て いく ら で も 提供 する よう に 頼ん だ . 
そし て 彼 は 不 本 意 な が ら 1 デイ ナー ル を 与え た . 彼 の 弟子 
こち は 彼 に 、「 あ な た は と て も 親切 で 偉大 な 学識 者 で あり 、 
あな た の 寛大 さ は 誰 に で も 知ら れ て いる の に 、 な ぜ モ スク 
の 建設 に これ ほど の 金額 を 払い た が ら な か っ た の か 」 と 
言い まし た 。 

彼 は 彼ら に 答え た 、「 彼 は 金額 に つい て 心配 し て いま せ 
ん で し た が 、 ハ ラー ル ( 合法) 金額 が 建設 ( Mi 
こと を 確信 し て いま し た . こ の た め 、 彼 は それ を 非常 に 悲し 
ん で いま し た 。 し ば らく し て 、 彼 ら は 彼 の 1 デイ ナー ル を 返 
し 、 そ の ディ ナー ル は オリ ジ ナ ル の も の で は な いと 彼 に 言 
いま し た 。 彼 は 喜ん で それ を 受け 入れ な か っ た 9 
少量 の 土 で ドレ ス が 汚れ た と き 、 彼 が バザー に 行 っ た こ 
と が 報告 され まし た 。 彼 は チ グ リ ス 川 に 行き 、 1 (深く 洗 
いま し た 。 人 々 は 彼 に 尋ね まし た 。 土 ?" 

彼 は 答え まし た 。 Dd Tai が 弟子 に な っ た と き 、 
彼 は 彼 に 何 を すべ きか 尋ね まし た 。 彼 は 彼 に 答え まし た 、 
「 あ な た の 知識 に 基づい て 行動 する こと で す 。 行 動 さ れ て 
いな い 知 識 は 魂 の な い 体 の よう な も の だ か ら で す 。」 
カリ フ は 夢 の 中 で 天使 イズ ラ エ ル を 見 た の で 、 彼 に 「 あ と 
どれ くら い の 命 が 残っ つて いま すか ?」 と 尋ね た と 伝え られ て 
いま す 。 彼 
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5 本 の 指 を 見 せ た 。 カ リフ は 多く の 人 に 夢 の 説 明 を 求め ま 
し た が 、 は っ さり と 説明 し て くれ る 人 | よい ませ ん で し た 。 彼 
は アブ ・ ハ ニ フ ァ に 電話 し 、 天 使 が 誰 も 知ら な い 5 つの 知 
識 ( こつ いて 邊 に 語っ た と 説明 し た . ア ッ ラ ー (ボン ククル レル アテ ャ ン 
の 中 で 言及 され て お り 、 そ の 意味 は 次 の と お り で す 。 

復活 の 日 が いつ 起こ る か 誰 に も わか ら な い の は 事実 で 


に 関す る 知識 。 

妊婦 の 胎内 に ある も の に つい て の 知識 。 

明日 の 活動 に つい て の 知識 。 人 が 死ぬ と き の 知識 。 

ンジ エ イク ッッ アラ アト ア リビン > オル スマ シャ アル シャリ は ビラ 
ル の 慕 で 眠っ た と き 、 マ ツ カ に いる 自分 を 見 て 、 預 言 者 が 
バニ ・ シ ャ イ バ の 門 か ら ハ ー レ ム ( マ ツ カ の グラ ンド ・ モ ス 
ク ) に 入っ た の を 見 た と 報告 し まし た 。 彼 と 一 緒 に 一 
老人 が いま し た 。 彼 は 彼 に 向かっ て 走り 、 足 【 
の 老人 を 見 て 驚い た . 預 言 者 は 彼 の 隠さ れ た 知識 に 
て 私 の ) 驚き を 理解 し 、 入 寺 の 拓 あら 
と 私 に 言い まし た 。 彼 は 私 の 国 の 出身 で 、 ア ブ ・ ハ ニ フ ァ 
と 呼ば れ て いま す 。 ノ ファ ル ・ ビ ン ・ ハ ヤン は 、 ア ブ ・ ハ ニ 
ファ が 死ん だ と き 、 彼 は 夢 の 中 で 、 す べ て の 生き 物 が 会 計 
の 場所 で 準備 が で き て いる 審判 の 日 の 平原 を 見 た と 報 
告 し まし た . 預 言 者 は カウ ター の 泉 に 座っ て いて 、 彼 の 右 
側 と 左側 に は すべ て の 敬 虚 な 人 々 が 立つ っ て いま し た 。 と て 
も ハン サム な 老人 で 、 髪 も 頭 も お 気に入り 雪 だ っ た 
立っ て いる に の 側 の の 問 言 者 。 私 
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と 言い 、 水 を くれ と 頼ん だ 。 老 人 は 、 預 言 者 が 許可 し な い 
限り 、 水 を 与え な いと 答え まし た 。 そ れ か ら 預 言 者 は 彼 に 
私 に 水 を くれ る よう に 頼ん だ の で 、 彼 は 私 に 一 杯 の 水 を く 
れ ま し た 。 友達 と 私 は その カッ プ か ら 水 を 飲み まし た が 、 ま 
だ いっ ぱい で し た 。 私 は 「 右 側 に 立っ て いる あの 人 は 誰 で 
2 ほ ね まし た 。 預 言 者 は 答え まし た 。 こ の よう に し 
て 、 私 は 彼 に 17 人 に つい て 尋ね まし た 。Yahya Ma'az Ra 
zi は 、 彼 が 夢 の 中 で 問 言 者 を 見 た と 報告 し 、 彼 は どこ で 
彼 に 会 うべ きか 尋ね まし た 。 彼 は アブ の 近く で 彼 を 見 る こ 
と が で きる と 彼 に 答え た 人 ハニ ファ 。 
彼 の 侍 貸 と 努力 は 数 多く あり 、 よ く 知 られ て いる の で 、 そ 
れ ら すべ て に 言及 する 必要 は あり ませ ん . 
19. イマ ー ム アル ・ oe 
彼 は イス ラム 法 と 神秘 的 な 知識 (タリ カッ ト ) の 両方 の 達 
人 で し た 。 彼 は 神聖 な 秘密 を 手 に 入れ まし た 。 彼 は 非常 に 
頭 が 良く 、 彼 の 聡明 さ は 有名 で し た 。 イ スラ ム 法 で は 、 彼 
は 非常 に 有名 で し た 。 世 界 は 彼 の 資質 と 行動 を よく 知っ 
て いま す 。 こ の 章 で は 、 彼 の 崇拝 と 奇跡 a こ 多 く 、 そ 
れ ら すべ て を 説明 する に は 多く の 巻 が 必要 に な る た め 、 取 
り 上 げ て いま せん 。 
13 歳 の と き 、 彼 は ハー レム (メッ カ の グラ ンド モス ク ) で 、 
どん な 質問 に も 答え られ る よう に 頼む こと が で きる と よく 
言っ て いま し た 。 
15 歳 の と き 、 彼 は ファ トワ ( 法 的 な 意見 ) を 言い 始め まし 
だ 。 
アフ マ ド ・ ビ ン ・ ハ ン バ ル は 世界 の リー ダー で し た と 
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預言 者 の 言葉 を 300,000 回 暗記 し まし た 。 彼 は 彼 の 弟子 
に な り 、 頭 を 頭 飾り で 覆 わ ず に 常に 奉仕 し て いま し た 。 そ 
の た め 、 あ る グル ー プ の 人 々 は 、 彼 が 偉大 な 学識 者 で ある 
彼 が 、23 歳 の 若い 男性 の 前 に 座っ て 、 教 師 や 学識 ある 神 
秘 主義 者 た ちの 仲間 を 離れ る こと は 良く な いと 反対 し ま 
し た 。 ハ ン バ ル は こう 答え まし た 。 彼 は 私 より も 意味 と 説明 
を よく 知っ て お り 、 彼 の 奏 仕 の お か げ で 私 は 預言 者 の 言 
の 意味 を 知る よう に な り ま し た . も し 彼 が 今生 まれ て いな 
か っ た ら 、 私 た ち は 知 識 の 扉 の 前 に 放っ て お か れ 、 フ ィ ク 
フ ( イ スラ ム 法 ) の 扉 は 閉ざさ れ て いた で し ょ よう 。 永遠 に 。 

彼 の 研究 に より 、 彼 は 預言 者 の 言葉 と クル アー ン の 節 の 
本 当 の 意味 を 可能 な 限り 最善 の 方 法 で 知る よう に な り 、 こ 
れ ら 2 つの 知識 の 要件 に 従っ て 正しい 方 向 に 同じ こと を 
理解 し まし た . 

彼 は 当時 、 イ スラ ム 教 の 偉大 な 後援 者 で し た 。 私 た ち は 
預言 者 の 言葉 し か 知り ませ ん が 、 彼 は 世界 の 知識 の 太陽 
で あり 、 人 類 に 奉仕 し て いま し た . ハ ン バ ル は 言い まし た 。 
彼 は また 、 イ スラ ム 教 徒 に これ ほど 大 き な 恩 恵 を も た らし 
た 人 物 を 他 に 知ら な いと 述べ た 。 宗教 。" 

次 の 4 つの 点 で 彼 に 匹敵 する 人 は いな い 知識 : イ スラ 

炎 潜 、 

レト リッ ツク , 
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本 書 。 

ハン バル は 次 の よう な 聖なる 預言 者 の 言葉 を 語り まし 
7 

「 世 紀 の 初 め に 一 人 の 人 が 生ま れ 、 学 識 の ある 人 は 彼 か 
ら 宗 教 の 知識 を 得る で し よう 。」 

世紀 の 始ま り は アル ・ シ ャ フェ エイ か ら 始 まり まし た 。 Sufyan 
Thauri は 、「Al-Shafei の 時 代 に は 、 彼 以外 に 賢明 な 人 物 
は \ な か っ た 」 と 語っ て いま す 。 Bilal Khuwas が Al-Shafe' 
i に つい て Kizer (生命 の 泉 に よっ て 不死 化 さ れ た 預言 者 
の 名 前 前 ) の 意見 を 尋 \ ね た と きのこ と わざ に よる と 、 彼 は Ou 
5 (いつ で も 4 人 だ け か ら な る 聖者 の カテ ゴリ ー) の 1 つ で 
ある と 答え まし た 。 世界)。 

当初 、 彼 は 結婚 式 や パー ティ ー 0 
類 か ら 離 れ て いま し た 。 彼 は いつ も 悲し み に 暮 れ て 泣い て 
いま UR CDR CE 
硫 度 な 人 の 状態 に あり まし た 。 彼 は 常に Alim Rae の 会 
社 に いて 、 彼 か ら 内 心 の 好意 を 得 て 、 徐 々 に 彼 の 地位 を 
高め まし た 。 彼 は 同時 代 の 他 の 学者 を 置き 去り に し まし た 。 
Abdullah Ansari は 次 の よう に 述べ て いま す 。 賛美 者 。」 
Al-Shafei は 次 の よう に 述べ て いま す 。 彼 は 彼 に 、 彼 は 彼 
の ummat (ブフ オロ ワー) の 人 だ と 答え まし た 。 そ れ か ら 預 言 
者 は 彼 を 呼び 寄せ 、 彼 の 星 液 を 口 < 大 れれ こう 言い まし 
行く 。 彼 言っ た アッ ラー 意思 許す 彼 の 慈悲 と 祝福 
の 上 
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彼 。" 同 じ 夜 、 夢 の 中 で 、 ア リ ・ ビ ン ・ ア ビ ・ タ リプ ブ (RA) は 指 

か ら 指 輸 を 取り 出し 、 そ の 指輪 を 指 に は め ま し た 。 こ の た 

め 、 ア リ ・ ビ ン ・ ア ビ ・ タ リブ (RA) の 知識 が 彼 に 移さ れ ま し 

た 。 6 歳 で 彼 は 学校 に 入学 し まし た 。 彼 の 母親 は 、 バ ヌ ・ 

ハシ ム の 最も 尊敬 され て いる 部 族 の 非常 に 立派 な 女性 

で し た . そ れ で 、 人 々 は 自分 の 物 を 彼女 と 一 緒 に 保管 し て 

いま し た 。 あ る 時 、2 人 が 来 て 、 彼 女 の 1 箱 の 服 を 預かっ 

て くれ まし た 。 彼 ら は 彼女 に 同じ こと を 続け る よう に 頼ん だ 。 
後 で 一 人 が 来 て 、 そ れ を 取っ た 箱 。 

数 日 後 、 別 の 人 が 母親 に 会 い に 来 て 、 箱 を 要求 し まし た 
それ で 彼 の 母親 は 、 他 の 人 が すでに 彼女 か ら 箱 を 回 収 し 
た と 彼 に 答え まし た 。 そ の 人 は 彼女 に 、2 人 が 箱 を 持っ て 
いた の に 、 ど うし て 1 人 の 人 が いな い の に 箱 を あげ た の か 
と 答え まし た 。 二 人 が 集まっ た ら 箱 を 渡す よう に 言い まし 
た 。 彼 の 母親 は 自分 の 過ち を と て も 気の毒 に 思い まし た 。 
し か し 同時 に 、 ア ル ・ シ ャ フェ イ は 家 に 入り 、 詳 細 を 尋ね 、 
その 人 に あな た の 箱 が 入っ て いる と 言い まし た 。 家 。 

彼 は その 人 に 、 な ぜ 一 人 で そこ に 来 た の か 、 な ぜ 友 達 を 
連れ て 来 な か っ た の か を 尋ね まし た 。 そ れ で 彼 は 彼 に 友 
達 を 連れ て くる よう に 頼ん だ 。 そ の 人 は 彼 の 返事 を 聞い て 
驚い た 。 カ ジ ( 裁 判官 ) の 書記 官 も 一 緒 に いて 、 彼 の 主張 
を 聞い て 彼 も 驚い た 。 二 人 と も 彼 の 家 を 出 ま し た 。 

Al-Shafei が イマ ー ム マリ ク の 弟子 に な っ た と き 、 彼 は 7 
0 歳 で し た 。 彼 は 、 イ マー ム の ファ トワ ー( 法 的 意見 ) の 手紙 
を 読む つも り で 、 家 の ドア に 立っ て いま し た 。 ど れ か 
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そう で な けれ ば 、 彼 は 修正 の た め に その 人 を イマ ー ム ・ マ 
リク に 送り 返し て いま し た 。 イ マー ム ・ マ リク は 彼 の 異議 を 
再考 し 、 欠 陥 が あれ ば 修正 し まし た 。 彼 は イマ ー ム ・ ア ル ・ 
シャ フェ イ の 行動 に 満足 し て いま し た 。 か つて カリ フ の ハ 
ルン ・ ア ル ・ ラ シッ ド と 彼 の 最愛 の 妻 ズ バイ ダ の 間 に は い 
くつ か の 佑 い が あり まし た . そ れ で 彼女 は 彼 に 地獄 の よう 
な 男 だ と 言い まし た 。 ハ ルン ・ ア ル ・ ラ シッ ド は 彼女 に 、 彼 
が 地獄 の よう な 男 な ら 離 婚 す る だ ろう と 答え た 。 彼 は 彼女 
を 残し まし た が 、 彼 女 へ の 愛情 が 強 す ぎる た め 、 こ の 問題 
を 解決 する こと を 心配 し て いた の で 、 バ グ ダ ッ ド の すべ て 
の 学識 者 を 法廷 に 呼び 出し 、「 彼 は 地獄 の よう な 男 で す 
か ?」 と 尋ね まし た 。 し か し 、 誰 も この 質問 に 答え ず 、 全 員 が 
カリ フ に 「 ア ッ ラ ー は この こと だ け を 知っ て いる 」 と 言い ま 
し 太 。 当 時 非 辻 に 大 か うた イマ ー ム アル * ジ シャ フェ イ は 、 
ハル ン ・ ア ル ・ ラ シッ ド の 宮廷 に 出席 し た 学者 の 一 人 で も 
あり まし た 。 役 は ハル ン に 、 許 せ ば 質問 に 答え る と 言い ま 
し た 。 他 の すべ て の 学者 は 彼 の 返事 を 聞い て 驚い た 。 彼 
ら は 、 他 の すべ て の 学者 が 問題 を 解決 で き な か っ た 場合 、 
彼 は どう する の で し ょ うか ? 

カリ フ の 許可 後 、 イ マー ム ・ ア ル ・ シ ャ フェ イイ は カリ フ に 、 
彼 が 必要 な の か 、 そ れ と も カリ フ が 必要 な の か を 尋ね まし 
た 。 カ リフ は 彼 に 彼 が 必要 だ と 言い まし た 。 そ れ で イマ ー 
ム ・ ア ル ・ シ ャ フェ イイ は 彼 に 王位 を 降り る よう に 頼ん だ 。 
カリ フ は 玉座 か ら 降 り て き て 、 彼 に 玉座 に 座る よう に 頼ん 
だ 。 彼 は 玉座 に 座り 、 カ リフ 


77 


最初 に 彼 の 質問 に 答え て 、 彼 が 問題 を 解決 で きる よう に 
し ます 。「 何 か 罪 を 犯す 機会 は あり ます か ? あ な た は それ 
を 行う 力 を 持っ つて いた の に 、 ア ッ ラ ー を 恐れ て それ か ら 光 
れ た の で すか ?" 」 

カリ フ は 、「 は い 、 私 は 多く の チャ ンス を 得 ま し た が 、 私 は 
常に その よう な 罪 か ら 離 れ て いま し た .」 イ マー ム ・ ア ル ・ 
シャ フェ イ は 彼 に 、「 あ な た は 地獄 の よう な 男 で は あり ませ 
ん 」 と 言い まし た 。 ウ レ マ ー ス (学識 ある 人 々 ) が 彼 に その 
証拠 を 示す よう に 頼ん だ と き 、 彼 は 彼ら に 、 ア ッ ラ ー が 聖 ク 
ルアー ン で 次 の よう に 仰せ られ て いる と 言い まし た : 

「 罪 が 確定 し た 後 、 ア ッ ラ ー を 恐れ て それ を 避け る 人 は 誰 
で も 、 そ の 住居 は 天国 に ある で し ょ う 。 」 すべ て の 学 
者 は 彼 の 賢明 な 決定 を 称賛 し 、 彼 が 若い 頃 に と て も 賢い 
な ら 、 若 い 頃 の 彼 の 地位 を 想像 し て みて くだ さい と コメ ン 
ト し まし た 限 目 。 

彼 は 生涯 、 違 法 な 一 口 を 口 に 入れ た こと が な か っ た と 報 
告 さ れ て いま す 。 あ る と き 、 彼 は 陸軍 キャ ンプ の 前 で 野営 
し 、 こ の 過ち の た め に 40 晩 祈 り ま し た 。 

彼 は 常に サダ ー ト の 子供 た ち ( 娘 の ファ チマ を 通し て 聖 
な る 問 言 者 の 子孫 ) を 尊重 し て いま し た 。 教 室 に 入る と 、 
彼 は そこ で 遊ん で いた サダ ト の 少年 た ちら に 交 意 を 払う た 
め に 10 回 以上 立っ て いま し た 。 

ある 裕福 な 人 が 、 メ ッ カ の 敬 度 な 人 々 に 分 配 す る た め に 
いく ら か の お 金 を 送っ た こと が あり ます 。 そ の お 金 か らい く 
ら か の 金額 が 彼 に 提示 され た の で 、 彼 は 彼ら に 尋ね まし 
た 。 彼 ら は 彼 に 、 そ れ は 敬 度 な 人 々 と 拭 鉢 者 の 間 で 分 配 
する た め の も の で ある と 答え た . 彼 は 彼ら に 、 自 分 は 克 席 
で 物 如 い を する 人 で は な い の で 、 そ の 人 金額 を 受け 取る 資 
格 が な いと 答え まし た 。 
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彼 が サナ か ら メ ッ カ に 来 た こ と が 報告 され まし た 。 当時 、 
彼 は 10.000 デイ ナー ル を 持っ て いま し た 。 人 々 は 彼 に 農 
家 を 買う か 、 そ の 人 金額 か ら 羊 を 買う よう に 言い まし た 。 し か 
し 、 彼 は メッ カ の 外 で 野営 し 、 そ の お 人 金 を 地面 に 置き まし 
た 。 彼 は そこ に 来たす べ て の 人 に 一 握り の お 金 を 配り 、 正 
午 の 祈り の 時 まで に 彼 は お 金 を 持っ て いま せん で し た 彼 。 

ロー マ の カイ ザー は 、 毎 年 ハル ン ・ ア ル ・ ラ シー ド に いく ら 
か の 金額 を 送っ て いま し た が 、 あ る 年 、 彼 は 何人 か の 修道 
士 を 派遣 し イス ラム の ウレ マ が 修道 士 と 議論 する こと を 
条件 に し まし た . 彼 ら が 僧 但 を 打ち 負かし た 場合 、 彼 は ハ 
ルン ・ ア ル ・ ラ シッ ド に 年 額 を 支払 い 続け ます 。 さ も な けれ 
ば 、 彼 は 支払 い を 停止 し ます 。 僧 但 が 到着 し た 後 、 ハ ル 
ン ・ ア ル ・ ラ シッ ド は すべ て の 学識 ある 人 々 に 電話 を か け 、 
イマ ー ム ・ ア ル ・ シ ャ フェ イ に 討論 を 開始 する よう 求め まし 
7 

イマ ー ム ・ ア ル ・ シ ャ フェ エイ は 祈り の マッ ト を 水 の 上 に 置き 、 
僧 但 たち に 水 の 上 に 来 て そこ で 彼 と 話し 合う よう に 頼ん 
だ 。 僧 但 た ち は こ れ を 見 て 驚き まし た 。 彼 ら は すぐ に その 
場 で イス ラー ム を 受け 入れ まし た 。 こ の ニュ ー ス が ロー マ 
の カイ ザー に 届い た と き 、 彼 は 次 の よう に 語っ た 。 も し その 
人 が ロー マ に いれ ば 、 ロ ー マ 人 は みな イス ラム 教 を 受け 入 
れ た で し ょ う 。」 彼 は 若い 頃 か ら メ ッ カ に 住ん で いた と 報 
告 さ れ て いま す 。 彼 は 長い 間 神 秘 的 な 人 の ドレ ス を 着 て 
いま し た . ハ ー レ ム の 近く の 月 明か り の 下 で 彼 が 本 を 勉強 
し て いた と き 、 人 々 は 彼 に ハー レム の 中 に 入り 、 ハ ー レ ム の 
光 の 中 で 本 を 読む よう に 言い まし た 。 し か し 、 彼 は 彼ら に 
答え まし た 。「 こ れ ら の ライ ト それ は 特に 為 に の ハー レ 
ム それ で それ は いい え 良い 為 に 自分 
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読書 に 使う 。 」 
彼 は パフ ィ イス コー ラン (コー ラン ジン コナー) で は な か っ た 
DCALE LE TN スミ ニオイ は コー フジ シィ コー は る 
いと カリ フ に 不満 を 言う 人 も いま し た 。 こ の 問題 を 確認 
る た め に 、 カ リフ は ラマ ダン の 月 の タラ ウィ ー の 祈り (特別 
な 夜 の 祈り ) の 間 に ク ルアー ン を 暗唱 する よう に 彼 に 依頼 
し まし た 。 そ の た め 、 役 は 日 中 、 毎 日 クル アー ン の 一 部 を 
i 
に し て 、 彼 は クル アー ン 全 体 を 一 ヶ月 で 暗記 し た 限 目 。 
の は 一 人 の 美しい 女性 が いま し た 。 彼 は 彼女 
に 会 いた か っ た 。 こ の 目的 の た め に 、 彼 は 彼女 と 100 ディ 
ナー ル の マー ル (qdower) で 結婚 し まし た 、 彼女 と の 結婚 後 、 
彼女 の 顔 を 見 た 後 、 彼 は 彼女 に ダ ワ ー の 金額 を 支払 い 、 
彼女 と 離婚 し た . 
の 原則 に よれ ば 、 故 意 に 祈り を 怠っ た 場合 、 そ の 人 は 不 
信者 に な り ま す 。 し か し 、 イ マー ム ・ ア ル ・ シ ャ フェ イ の 原則 
に よれ ば 、 そ の よう な 人 は 不信 者 に な る こと は な く 、 そ の よ 
うな 人 に は 上 厳し い 六 が 与え られ ます 。 イ マー ム ・ ア ル ・ シ ャ 
フェ イイ が イマ ー ム ・ ハ ン バ ル に 尋ね た と き 、 意 図 的 に 祈り 
を 忘 り 、 不 信者 に な っ た 人 は 、 再び イス ラム 数 徒 に な る こと 
が で きま すか ? 彼 は 祈り を 続け る こと が で きま すか ? そ こ で 
イマ ー ム ・ ハ ン バ ル は 、 祈 り を 続け る こと が で きれ ば 、 そ の 
よう な 人 は 再び イス ラム 教徒 に な か る だ ろう と 答え まし た 。 し 
か し 、 イ マー ム ・ ア ル ・ シ ャ フェ イ は 彼 に 、「 不 信者 の 祈り は 
受け 入れ られ ませ ん 」 と 言い まし た 。 イ マー ム ・ ハ ン バ ル は 
彼 の 話 を 聞い た 後 沈黙 し た 返事 。 
テト は フィ ク フ の 秘密 で あり 、 イ スラ ム 
に 関す る 多く の 質問 と 回 答 が あり ます . し か し 、 あ り ま せ 
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この 本 で それ ら に 言及 する 必要 が あり ます 。 こ の 件 に 関 
心 の ある 人 は 、fiqh の 書籍 を 参照 し て くだ さい 。 

か つて 彼 は 、「 多 く の 学 者 が 通訳 に 興味 を 持つ て いま す 。 
彼 は 彼ら が 何 も 知 ら な いと 考え て いま す 。」 彼 は また 、「 彼 
は 礼儀 正 し さ を 教え て くれ た 人 々 の 奴隷 で す 」 と も 言い ま 
し た 。「 愚 か な 者 に 知識 を 教え る 者 は 、 知 識 の 権利 を 損 な 
う 。 そ れ が で きる 人 に 知識 を 教え る べき で す 。」 彼 は 言い ま 
し だ 。 で の 。 

ある 人 か ら ア ドバイ ス を 求め られ た の で , 彼 は こう 言い ま 
し た 。 ア ッ ラ フラー の 偉大 な 氷 拝 者 に な る よう 努め て くだ さい 。 
彼ら は 彼ら の 富 か ら 何 の 利益 も 得 ら れ ま せん が 、 あ な た 
は アッ ラー の 祝福 の お か げ で より 多く の 恩恵 を 受け る で 
し ょ う . 彼 ら の 富 は この 世界 に と どまり 、 こ れ を 墓場 まで 運 
ぶ こ と は あり ませ ん 。 そ れ ど ころ か 、 ア ッ ラ ー へ の 宗 拝 の 報 
酬 は 、 あ な た が 敬 度 で あり 続け る の に 役立ち ます 。 私 た ち 
は 皆 、 い つか 死ぬ で し ょ う 。 区 度 な 心 を 持つ た め に アッ 
ラー を 儲 拝 し まし よう 民 。" 

か つて 彼 は 自分 の 失わ れ た 時 間 ( 過 去 の 時 間 ) を 見 つけ 
る た め に 自分 の 場所 を 離れ 、 多 く の 廃 志 、 モ スク 、 バ ザー 
ル 、 学 校 を 訪れ まし た が 、 そ れ を 見 つけ る こと が で きま せ 
ん で し た . 彼 の 捜索 で 彼 は 修道 院 に 行き 、 そ こ に 座っ て い 
た 神秘 的 な 人 々 の グル ー プ を 見 つけ まし た . あ る 人 は 、 過 
去 の 時 間 は 二度と 戻っ て こない の で 、 現 在 の 時 間 を 大 切 
に する と 彼 に 言い まし た . イ マー ム ・ ア ル ・ シ ャ フェ イイ は 彼 
の し も べ の 方 を 向き 、 彼 に 言い まし た 。 


S1 


伝え て いま す 。」 

CEAT TA NA TEL TN EDEN 
語っ た こと を 次 の よう に 報告 し て いま す 。 彼 は 彼ら に 、 現 
在 は 切れ る 剣 の よう な も の だ と 言い まし た 。」 

と き 、 彼 は 遺言 を 書き 、 近 くに 立っ つて いる 人 た ち に 口頭 で 、 
一 人 (名 前 が 示唆 され て いる ) に 入浴 する よう に 言っ た 。 
その 人 は 、 彼 の 死後 、 長 い 年 月 を 経て エ ジ プ ト か ら や っ て 
来 ま し た 。 人 々 は 彼 に 彼 の 証言 を 与え 、 ま た 彼 に 詳細 を 説 
明 し た . 遺 言 書 に は 、 彼 が 70.000 デイ ナー ル の 負債 を 抱 
えて いた の で 、 そ の 人 が その 負債 額 を 関係 者 に 支払 っ た 
と 書か れ て お り 、 遺言 書 の バス と いう 言葉 は 、 彼 に 代わ っ 
て 負債 額 を 支払 うこ と を 意味 し て いる と 説明 し まし た 。 彼 
は と て も 賢い 人 で し た 。 Rabiya は 、 役 が 死ぬ 前 に 、Adam 
(AS) が 死ん で 、 彼 が 目覚 め た と き に 人 々 が 彼 の 葬式 を 
行っ て いる と いう 間 を 見 た と 報告 し まし た 。 彼 【 の 説明 
の た め に 一 人 の 人 に 会 い に 行 きま し た 。 そ の 人 は 彼 に 
人 の 偉大 な 学者 が も うす ぐ 死ぬ だ ろう と 言い まし た その 
知識 は アダ ム (AS) か ら の も の で す 。 ア ッ ラ ー は クル アー 
ン で 次 の よう に 述べ て いま す 。 彼 の 死後 、 ラ フィ ・ ビ ン ・ ス レ 
イマ ン は 夢 の 中 で 彼 を 見 て 、 アッラー が 彼 を どの よう に 
扱っ た の か 尋ね まし た 。 彼 は 彼 に 答え た プア ツラ フー は 
彼 に 700.000 デイ ナー ル を 与え 、 彼 の 恵み を 与え まし た 。 
彼 は 204 AH に 54 歳 で 亡くな り ま し た 。 年 。 


20.IMAIM アー メド ビン ハン バル 

崇拝 と アッ ラー へ の 明 怖 に お ける 彼 の 地位 は 非常 に 高 
0 : 條 は 賢明 で 非常 に 頭 が 良く 、 彼 の 祈り は 常に 
アッ ラー に 受け 入れ られ まし た 。 彼 の 敵 の 何人 か は 彼 に 
0 それ は 後 で 虚偽 で 根拠 が な 
いと 判明 し まし た 。 

息子 が 、 ア ッ ラ ー が アダ ム の パン 種 を 手 で こね る と いう 
伝統 を 説明 し て いた と き 、 こ れ を 説明 し て いる 間 、 彼 は 両 
手 を 広げ まし た 。 そ れ で ハン バル は 彼 に そう する こと を 禁 
止 し 、 ア ッ ラ ー の 手 に つい て 説明 する 間 、 自 分 の 手 を 広げ 
な いよ うに 彼 に 頼み まし た 。 ハ ン バ ル は 、 ズ ヌー ン 、 ビ シュ 
上 < ント ジ サリ: サク ティ マル アカ ルビ なさ ど 、 NN 
多く の 主要 な 敬 庶 な 人 物 ( 上 Bishr Hafi は 次 
の よう に 語っ て いま す 。 Sari Saqti は 次 の よう に 語っ て い 
ます 。 

バグ ダッ ド の ムタ ザラ が 非常 に 強力 に な っ た と き 、 彼 は 
彼 に 大 き な 問 題 を 引き 起こ し 、 コ ー ラ ン が 生き 物 で ある こ 
と を 受け 入れ る よう に 頼ん だ と 報告 され まし た . こ れ を 受け 
入れ な か っ た た め に 、 彼 は カリ フ の 法廷 か ら 茂 し い 六 を 与 
えら れ ま し た 。 

に 立っ て いる の を 見 て 、 彼 に こう 言 いま し た 。 盟主 ! ク ル 
アー ン が 生き 物 だ と 言う な 、 私 の よう に 男 敢 に な れ 。 私 が 
強 次 を し て 逮捕 され た と き 、 彼 ら は 私 を 杖 で 1,000 回 むち 
打ち 、 私 は その 犯罪 を 受け 入れ る こと を 余儀 な がく され ま し 
た 。 し か し 、 私 は 断固 と し て 自分 の 罪 を 認め ず 、 だ っ た 
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か ら 解放 され まし た 。 貴 で も 成功 し た 
の は 私 の 忍耐 力 の お か げ で す 。 し か し 、 あ な た は 正しい 道 
を 進ん で いる の で 、 妨 耐力 を 持っ て この 問題 を 成功 
さ せる 必要 が あり ます . ハン バル は 彼 に 、「 彼 の アド 
バイ ス は 記憶 に 残る だ ろう 」 と 言い まし た 。 宮廷 の 男 た ち 
に 1000 回 も 鞭打ち され て いた 時 、 突 然 腰 帯 が 開い て 倒 
れ そ うに な っ た 時 、 そ こ に 2 本 の 手 が 現 れ 、 帯 を 結ん で 突 
然 次 を 消し た 。 裁 判 所 の 男性 は この 奇 蹴 を 見 た と き 、 す ぐ 
に 彼 を 解放 し まし た . 数 日 後 、 彼 は 亡くな り ま し た 。 厳し い 
前 と 苦難 に も か か わら ず 、 クル アー ン が 生き 物 

で ある こと を 決し て 受け 入れ _ ませ ん で し た 。 
彼 が 宮廷 か ら 解放 され た と き 、 何 人 か の 人 々 。 が 

彼 に 尋ね まし た 。 彼 は 答え まし た 。 そ れ で 、 ア ッ ラ ー の 
た め に 、 す べ て の 困難 が 私 に 与え られ まし た 。 審 判 の 日 、 
私 は その 敵 に 復讐 を 求め ませ ん 。」 

一 人 の 若者 が 彼 に 近づき 、 母 親 の 手 と 足 が 麻 痺 し て い 
る と 彼 に 言っ た と 報告 され た . 彼 は 彼 に 、 母 親 の 回 復 と 健 
康 の た め に 祈り を 捧げ る よう に 頼ん だ . 詳 細 を 聞く と 、 彼 は 
洒 浴 の 後 、 彼 女 の た め に 祈り を 始め まし た 。 少 年 が 家 に 帰 
る と 、 母 親 は 元気 で 、 母 親 自身 が 息子 の た め に ドア を 開け 
SSSR 

彼 が 漆 浴 を し て いる と 、 別 の 人 も 洒 浴 の た め に そこ に 
座っ て いる の を 見 まし た 。 彼 は 高み に いて 、 硫 意 を 払う た 
め に て この から 降り で きま し た 、 で の 人 人 がく な っ た と き 、 誰 
か が 彼 に 尋ね まし た 。 彼 は 答え まし た 。 
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彼 は 人 生 に お いて イマ ー ム に 敬意 を 払っ て いた の で 、 彼 

を 祝福 し まし た ハン バル 」 

彼 は か つて 、 ジ ャ ング ル で 道 に 迷っ た こと が あり 、 あ る ベベ 
ドウ ィ ン に 道 を 示す よう に 頼ん だ と 言っ て いま し た 。 そ れ か 
ら 彼 は 大 声 で 泣き 始め まし た 。 ハ ン バ ル は お 腹 が 空い た 
の で 食べ 物 を あげ た いと 思っ た が 、 と て も 怒っ て いた 。 

彼 は 言い まし た 。 イ マー ム ・ ハ ン バ ル ! あ な た は アッ ラー を 
信じ て いま せん 。 だ か ら あ な た は 私 に アッ ラー の よう な 食 
べ 物 を 与え て いま す . し か し 、 実 際 に は あな た は 道 か ら 離 
れ て いま す 。 そ こ で イマ ー ム ・ ハ ン バ ル は 、 ア ッ ラ ー は 区 席 
な 人 々 を どこ に で も 隠し て お られ る と 考え まし た 。 ベ ドウ ィ 
ン は 彼 の 考え に 気づき 、 敬 上 度 な 人 々 は アッ ラー に 祝福 さ 
れ た 人 々 で あり 、 彼 ら の 言う こと は 何で も すぐ に で きる と 
彼 に 言い まし た 終わ り 。 

も し 彼ら が 全 世 界 を 金 に し ろ と 命じ た ら 、 世 界 は 金 に 変 
わら な けれ ば な ら な いで し ょ う 。 こ の 後 、 彼 が そこ を 見 る と 、 
砂漠 全体 が 黄金 に 変わ っ て いる の が 見 え 、 神 の 呼び か け 
が 聞こ えま し た 。 . で すか ら 、 私 の よう な 素晴らし い 友 人 に 

会 えた こと に 感謝 し な けれ ば な り ま せん 。 し か し 、 こ の 後 、 
あな た は 彼 に 会 うこ と は あり ませ ん また 。" 

バグ ダッ ド 滞 在 中 、 彼 は そこ で パン を 食べ た こと は な く 、 
「 こ の 土地 は イス ラム 教徒 の 兵士 の 信頼 の た め に 与え ら 
れ た 」 と 語っ た . 彼 は モ シ ル か ら 小 麦 燈 を 持っ て き て 、 そ の 
小麦 粉 で 作っ た パン を 食べ て いま し た 。 彼 の 息子 サー レ 
ハ は 、 イ ス フ ァ ハー ン の カジ (裁判 官 ) を 1 年 間 務 め ま し た 。 
彼 は 日 中 は 断食 を し 、 夜 は 礼拝 に 忙し か っ た 。 彼 一 度 
も な い 寝 た も っ と より も 2 時 間 その 間 の 
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夜 。 彼 は 家 の 前 に 部 屋 を 作り 、 家 の ドア を 訪れ 、 彼 に 
か な けれ ! PP ポー ・ 
に 、 そ の 部 屋 に 住ん で いま し た 。 彼 は と て も 敬 度 な 裁判 官 
2/ さ 。 
イマ ー ム ・ ハ ン バ ル の 使用 人 は 、 人 息子 の キッ チン か ら 酵 
母 を 取り 出し て パン を 作り 、 そ の パン を イマ ー ム ・ ハ ン バ ル 
に 贈り まし た 。 彼 は な ぜ そ ん な に 柔らか い の か と 彼 に 尋ね 
た 後 、 使 用 人 は 彼 に イー スト が 彼 の 息子 の キッ チン か ら 
来 た と いう 詳細 を 説明 し まし た . イ マー ム ・ ハ ン バ ル は 使用 
人 に 、 イ ス フ ァ ハー ン の カジ の キッ チン か ら 酵 母 を 持っ て 
きた 理由 を 尋 まね まし た 。 
その パン は 彼 が 食べ る の に 良く あり ませ ん で し た 。 こ れ ら 
の パン を 物 有 ちい に 渡 し 、 パ ン は カジ の 台所 の 酵母 か ら 作 
られ 、 ハ ン バ ル の 小麦粉 が 含ま れ て いる こと を 伝え ます . 
彼ら が 必要 な ら 、 彼 ら は それ を 取る こと が で きま す 。 し か し 、 
| 物 全 い は パン を 集め ませ ん で し た . そ れ ら 
悪臭 が あり 、 こ の た め 召 使い は チ グ リ ス 川 に パン を 投 
け まし た 。 イ マー ム ・ ハ ン バ ル の アッ ラー へ の 恐れ は 非常 
に 大 きか っ た の で 、 そ の 日 以来 、 彼 は チ グ リ ス の 魚 さ え 食 
べ ま せん で し た 。 イ マー ム ・ ハ ン バ ル は 、「 た と え 銀 の コリ リ 
ウム を 持っ て いて も 、 人 と 一 緒 に 座っ て は いけ ませ ん 」 と 
言っ て いま し た 。 か つて イマ ー ム ・ ハ ン バ ル は メッ カ に 行き 、 
スフィア ン ・ タ ウリ に 会 い に 行き 、 彼 か ら 伝 統 ( 聖 な る 預言 
あの 言葉 ) を 開き まし た 。 彼 よ 伝統 を 聞く た め に 毎日 彼 を 
訪ね て いま し た 。 し か し 、 あ る 日 、 彼 は 会 議 を 欠席 し まし た 。 
ス フ ヤ ン ・ タ ウリ は 、 彼 が 不在 の 理由 を 知る た め に 、 使 用 人 
を 彼 の 家 に 送り まし た 。 し も べ が 家 に 着く と 、 服 を 着せ た の 
で 裸 で ある こと が わか り ま し た 。 洗濯 屋 。 
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し も べ は 、 彼 か らい くら か の お 金 を 受け 取っ て 新しい ドレ 
ス を 購入 する よう に 彼 に 言い まし た が 、 彼 は 彼 の 申し 出 を 
受け 入れ ませ ん で し た . 彼 は 、 手 書き の 本 を 売っ て 、10 
ヤー ド の ジュ ー ト を 持っ て き て 、 自 分 の た め に 1 つの ドレ ス 
を 準備 で きる よう に 彼 に 言い まし た 。 し も べ は 絹 を 受け 入 
れる こと が で きる か どう か 尋ね まし た が 、 イ マー ム ・ ハ ン バ パ 
ル は これ を 受け 入れ ず 、 ジ ュー ト だ け を 持っ て くる よう に 頼 
み ま し た . 彼 の 弟子 の 一 人 が ゲス ト と し て 彼 の 家 に 来 た と 
報告 され まし た 。 そ こ で 彼 は 水 の 入 っ た ポッ ト を 彼 の 前 に 
持っ て きま し た 。 で も 朝 ま で その まま の 状態 で し た 。 朝 、 彼 
は な ぜ 同 じ 状 態 に 保 た れ て いる の か と 彼 に 尋ね まし た 。 
男 は 彼 に 答え て 、 彼 が ウォ ー タ ー ボ ポット で 何 を すべ きか が 尋 
ね まし た 。 彼 は 、 そ れ が 清め と 夜 の 祈り の た め に 彼 の 前 に 
置か れ て いる と 彼 に 言い まし た 。 で は 、 な ぜ 彼 は それ を 使 
わな か っ た の で し ょ うか 9 一 人 の 労働 者 が 彼 の た め に 働 
いて いま し た 。 彼 が 家 を 出る と き の マ グリ ブ の 祈り (日 没 
後 の 祈り ) の 時 、 彼 は 弟子 に 、 彼 が 日 給 と し て 得 て い る も 
の より も いく ら か 多く の お 人 金 を 彼 に 与え る よう に 頼ん だ 。 弟 
子 は 労働 者 に さら に お 人 金 を 渡し まし た が 、 彼 は それ を 受け 
取る こと を 拒否 し 、 彼 の 毎日 の 賃金 額 だ け を 受け 取り まし 
た 。 そ れ で イマ ー ム ・ ハ ン バ ル は 人 競 子 に 、 彼 に つい て 来 て 、 
途中 で 彼 を 再び 与え る よう に 言い まし た 。 彼 は より 多く の 
お 金 に 貧 欲 で は あり ませ ん で し た が 、 よ り 多 く の 人 金額 を 受 
け 入 れる か も し れ ま せん 外側 。 

彼 の 昔 の 弟子 の 一 人 が 街道 か ら 土 を 取り 、 そ れ を 家 の 
壁 に 使っ た と 報告 され て いま す 。 そ の ハイ ウェ イ は イス ラ 
ム 教 徒 の も の だ っ た の で 、 こ の 間違い の た め に 彼 は 彼 を 
彼 の サー クル か ら 追 い 出し まし た 。 弟子 。 

か つて 彼 は 店 主 に 洗面 器 を 抵当 に 入れ て いま し た 。 リ 
リー ス 時 、 店 主 は 2 つ を 目 の 前 に 置い て いた 
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どれ が 自分 の 盆地 か 忘れ て し まっ た の で 、 好 き な 方 を 選 
ぶよ うに 彼 に 頼み まし た 。 こ れ を 聞い た イマ ー ム ・ ハ ン バ ル 
は 黙っ て 、 店 主 の 会 費 を 払っ た に も か か わら ず 、 洗 面 器 を 
取り に 行か ず に その 場 を 立ち 去り まし た 。 こ れ は 、 彼 (店 
主 ) が どの 洗面 器 が 自分 の も の で ある か を 忘れ て いた た 
め 、 店 主 か ら 洗面 器 を 回 収 し な か っ た と いう アッ ラー へ の 
恐れ に よる も の で し た 。 イ マー ム ・ ハ ン バ ル は アブ ドラ ・ ビ 
ン ・ ム バラ ク に 会 いた いと 切望 し 、 あ る 日 彼 の 家 を 訪れ ま 
J こ 到 着 す る と 、 息 子 の サレ ハ は 彼 の 到着 に 
0 に 知ら せま し た が 、 イ マー ム ・ ハ ン バ ル ! 0 
彼 に 会 い に 家 か ら 出 ませ ん で し た 。 彼 の 息子 が 彼 に 
ON 人 彼 は ずっ と 彼 ! Ke 
と 思っ て いた 人 は 邊 に 会 つっ た 後 、 彼 の 礼儀 正 し さ の た 
め に 役 か ら 離 れる の は 難し いと 思 ! っ た の で 、 私 は 彼 か ら 
離れ る こと の な い 場 所 で 彼 に 会 うこ と に し まし た 」 と 答え 
まし た 、 
彼 は 、 神 秘 的 な 知識 に 関連 する 事項 に つい て 、 イ スラ ム 
法 を 説明 し よう と し まし た 。 彼 は ビシ ュ ル ・ ハ フィ に 結 6 
め に 人 を 送っ て いま し た 。 役 は いつ も 、「 私 は アッ ラー に 恐 
れ を 求め た の で 、 ア ッ ラ ー は 私 に 過度 の 恐れ を 与え まし た 。 
この た め 、 知 恵 の 喪失 に 対す る 恐れ が あり まし た 。 」 
人 彼 は 、 「 アッ ラー は 、 ク ルアー ン を 読ん で いる の で 、 私 が 
彼 に 近づく こと が で きる と 私 に 言い まし た 。」 人 々 は 彼 に 
誠実 と は 何で すか ?」 と 尋ね まし た 。 彼 は 答え た 、「 行動 
の 困難 を 避け る こと は 誠実 と 呼ば れ ま す 。」 そ し て 「 信 頼 と 
愉 アッ ラー へ の 確固 た る 信頼 を 保つ こと で す 」。 人 々 が 彼 
< 上 喜び と ! 半生 0 『 ね た と き 。 役 は 答え た 、「 す 
べ で の 事 馬 を アッ ラー こ 委 ね る こと は 快楽 と 呼ば れ ま 
al 
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に 愛 の 意味 は 何かと 尋ね た と き 、 彼 は ビシ ュ ル ・ ハ フィ に 
時 ね る よう ( に 彼ら に 言い まし た . 彼 の 人 生 の 間 、 彼 
は で "| こ に 答 えま せん で し た 質問 。 

彼 は 「 禁 欲 と は 何で すか ?」 と 尋ね られ まし た 。 イ マー ム 
の は 次 の よう に 説明 し て いま す 。 ア ツ ッ ラ ー か ら 人 を 
遠ざけ る すべ て の も の か ら 身 を 遠ざけ る こと 。 こ れ は 神秘 
的 な 人 々 の 禁欲 で す 。」 

アッ ラー を 信頼 し て モス ク に 座っ て いた 無知 な 神秘 主義 
者 に つい て 尋ね られ た と き 、 彼 は 彼ら に 次 の よう に 説明 し 
まし た 。 人 々 が 生計 を 立て る た め に モス ク に 座っ て いる と 
さら に 彼 に 言っ た と き 、 彼 は 「 世 界 に は 生計 を 求め て いな 
い グ ルー プ は あり ませ ん 」 と 答え まし た 。 

時 、 彼 の 息子 は 彼 に ! お 元気 で すか ?」 と 尋ね まし た 。 彼 
は 答え た 、「 返 事 を する 時 間 は な い の で 、 ア ッ ラ ー へ の 信 
仰 を も っ て 私 の 人 生 を 終わ ら せ る よう に 祈っ て くだ さい 。 な 
ぜ な ら 、 悪魔 は 私 に 、 信 仰 を 持っ て この 世 を 去る 者 は 彼 に 
と っ て 最も 悲し いこ と だ と 言っ て いる か ら で す . で すか ら 、 
私 は 人 生 の 最後 の 瞬間 まで 、 ア ッ ラ ー を 信じ て この 世 を 
去る 自信 が あり ませ ん 。 アッラー より! 私 を 祝福 し て くだ さ 
い 」 と 言っ て 、 彼 は これ を 残し まし た 世界 。 

彼 の 葬列 が 始ま っ た と き 、 た くさ ん の 鳥 が そこ に や っ て 来 
て 、 そ の 上 に 落ち て 死に まし た 。 こ れ を 見 て 2.000 人 の 火 
の 崇拝 者 を は じ め 、 多 く の 人 が 受け 入れ まし た 
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イス ラム 教 。 こ れ は 、 不 信者 を 支持 する 彼 の 祈り の た め に 
起こ り ま し た 。 あ る 敬 虚 な 人 は 、 イ マー ム ・ ハ ン バ ル が 生前 、 
次 の 2 つの こと を 祈っ た と 語っ て いま す 。 ア ッ ラ ー! 不 信 
者 に 信仰 を 与え な さい 。」 "お ー! ア ッ ラ ー! 信 者 か ら 信仰 
を 取り 戻さ な いで くだ さい 。」 彼 の 2 番目 の 祈り の 効果 は 
アッ ラー が 信者 か ら 信 仰 を 取り 戻さ な か っ た た め 、 彼 の 生 
に 見 られ 、 最 初 の 祈り の 効果 は 彼 の 死に 見 られ まし た 。 
ムハンマド ・ ビ ン ・ ク ゼ マ は 、 彼 が 不 自 由 な と き に 夢 の 中 
で 彼 を 見 た と 説明 し た の で 、 彼 は どこ に 行く の か と 尋ね ま 
し た 。 彼 は ダル ス サ ラ ー ム に 行く と 答え た 。 そ れ か ら 彼 は 
さら に 彼 に 、 ア ッ ラ ー が 彼 を どの よう に 祝福 し た か を 尋ね ま 
し た か ? 彼 は 彼 に 次 の よう 0 こ 語 っ た 。 こ の た め 、 ア ッ ラ ー は 
彼 を 祝福 し 、 アッ ラー は 彼 に 大 き な 報酬 を 与え まし た 。 ア ツ 
ラー は 、 ス フ ヤ ン ・ タ ウリ が 私 に 教え て くれ た 祈り を 暗唱 す 
る よう に 私 に 求め 、 そ こ で 私 は その 和 祈り を 暗唱 し まし た . 祈 
り の 意味 は 次 の と お り で す 。 ア ッ ラ ー! す べ て は あな た の 
支配 下り こ あ り 、 あ な た は すべ て の こと を 指揮 し て いる の で 
すか ら 、 私 に これ ら の こと を 許可 し 、 私 が 何 を 必要 と し て い 
る か 尋ね な いで で ください. それから アッ ラー は 私 
じ し た だ た 。 ゲ デー ジス ド (ここ は 天国 で すま こう し て 條 は 天国 に 
だ 。 
23 アブ ・ ソ ライ マン アル ダラ イ 
彼 は 有名 な 聖人 で あり 、 イ スラ ム 法 と 神秘 的 な 知識 の 達 
0 彼 の 優し い 性 格 か ら 、 彼 は ハー ト の 甘い バジ ル 
意味 する rehan Quloob と 呼ば れ て いま し た 。 彼 は ダル ・ 
0 マリ ク 出 身 だ っ た の で 、 彼 は 呼ば れ ま し た ダラ イ 。 
彼 の 弟子 の 一 人 で ある アー メド ・ ハ ワリ は 、 あ る 夜 の こと 
を 語っ て いま す 
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彼 は 私 的 な 場所 で 祈り 、 そ れ で と て も 平安 を 感じ まし た 。 
彼 が 教師 の アブ ・ ス ライ マン ・ ダ ライ に これ を 説明 し た と き 、 
彼 は 彼 に こう 言い まし た 。 そ し て これ ら の 場所 に は 、 ア ッ 
ラー へ の 崇拝 を 妨げ る も の は 何 も あ り ま せん 。」 

彼 は 、 エ イシ ャ の 祈り の 後 の あ る 夜 、 そ の 夜 は 寒 す ぎ て 
片手 と を 上 げ る こと が で き な か っ た の で 、 片 方 の 手 を 脇 の 
下 に 入れ た と 言っ て いま し た 。 そ の 夜 、 彼 は 夢 の 中 で 神 の 
呼び か け を 聞き まし た 。 そ の 中 で 、 ア ッ ラ ー は 彼 に 「 彼 は 片 
方 の 手 を 上 げ る こと で 報酬 を 与え まし た 。 も し 彼 が も う 一 
方 の 手 を 上 げ る な ら 、 私 た ち は そ の 手 に 対し て も 報酬 を 与 
OCGED | 

その 後 、 彼 は 冬 の 間 、 両 手 で 祈る 習慣 を 身 に つけ まし た 。 
彼 は ある 夜 、 眠 気 の た め に 毎日 の リサ イタ ル の 時 間 が 終 
わっ た と 言い 、 夢 の 中 で 「300 年 以来 、 彼 女 は あな た の た 
め に 飾ら れ て いま す が 、 あ な た は 人 怠慢 の 状態 に ある 」 と 告 
げ る 時 間 を 見 まし た 。 そ の 音 の 後 、 彼 は 目 を 覚まし 、 毎 日 
の リサ イタ ル を 終え まし た 。 

彼 は ある 夜 、 夢 の 中 で フー リ を 見 た と 言い まし た 。 フー リ 
エ の 額 が 光っ た 。 な ぜ こ ん な に 明る く 輝 いて いる の で す 
か ? 彼 女 は 彼 に 答え まし た 。 そ の 涙 が 粉 に な っ て 顔 に つい 
た か ら こ そ 、 あ の 日 か ら 私 の 肌 は 明る く 輝 いて いる 額 。" 

彼 は 、 以 前 は パン に 塩 を 塗っ て 食べ て いた が 、 あ る 日 、 パ 
ン に 塩 を 塗っ て ゴマ も 一 緒 に 食べ た . 
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この た め 、 彼 は 1 年 間 の 前 を 受け 、 こ の 前 の た め に 彼 の 
崇拝 に は 平和 が あり ませ ん で し た . 

彼 は 、 日 々 の 生活 費 の た め に 友人 か らい くら か の 人 金額 を 
借り て いた と 言い まし た . ある 日 、 そ の 友人 は あな た の 欲 
本 \ つ 終わ る か を 彼 に 言い まし た ? そ の 日 以来 、 彼 は 人 

に 何 も 求め な く な り ま し た 。 

の 「 彼 は カリ フ を 悪者 だ と 思っ て いた が 、 こ の 問題 に 
つい て 人 々 に 決し て 話さ な か っ た 。 人 々 が 私 の こと を 誠実 
で 正直 だ と 思っ て くれ る よう に 、 そ の た め に 私 は 不誠実 な 
状態 で この 世 を 去り ます 。」 

メッ カ に は ザム ザム 以外 の 水 を 飲ま な い 人 が いる と の こ 
と で し た の で 、「 ザ ム ザ ム の 井戸 が 枯れ た ら 、 ど の 水 を 飲 
み ま す か ?」 と 聞い て み ま し た 。 彼 は 答え まし た 。 何 年 も の 
間 、 私 は ザム ザム の 水 に 大 き な 敬 意 を 払っ つて きま し た 。 で 
すか ら 、 今 日 か ら こ の 敬意 を 払い ます 。」 

ある 人 は 、Saleh bin Abdul Karim に 次 の 中 で 何 が 良い 
か 尋ね まし た 。 

希望 と 恐怖 。 彼 は 、「 ど ちら も 良い が 、 希 望 は 恐れ より も 
優れ て いる . こ の こと わざ が アブ ・ ス ライ マン に 報告 され た 
と き 、 彼 は 次 の よう に 語っ て いま す 。 宗教 と 世界 の 基盤 は 
恐怖 に あり ます 。 

で すか ら 、 対 れ を 希望 に 支配 され て いる と 、 心 は 適切 に 
機能 し な く な り ま す 。 和 恐怖 が 増 せ ば 、 礼 拝 も 増え る で し ょ 
う 。」 彼 は 、 ル クマ ン が 人 息子 に 「 そ の 程度 まで アッ ラー を 恐 
れ な さい 」 と 忠告 し た と 語っ た 。 それ 
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アッ ラー の 恩 祝 に 失望 する こと は な く 、 六 を 恐れ て 希望 を 
持ち すぎ て は な ら な い 、。」 

夢精 は 食べ 物 の 食べ 過ぎ に よる 呪い で す 。 食べ物 の 食 
べ 過 ぎ は 、 次 の 6 つの 問題 を 引き 起こ し ます 。 礼拝 に 関心 
が な く な り ま す 。 知 恵 の 問題 が 思い 出さ れ な く な り ま す 。 優 
し さ が な く な り ま す 。 礼拝 が 負担 に が り ま す 。 人 間 の 欲望 
が 高まり ます 。 ト イレ が 多 す ぎる た め 、 モ スク で の 礼拝 の 時 
間 は あり ませ ん 。 錠 え を コン トロ ー ル する 人 は 良い 習慣 で 
あり 、 ア ッ ラ ー は この 習慣 を 彼 の 友人 だ け に 与え ます . 角 え 
は 来世 を 満た し 、 現 世 の 鍵 だ か ら 。 錠 えた 男 が 宗教 に 必 
要 と する すべ て の も の と 、 こ の 世 の 必 需 品 は 、 満た され ま 
し た 。 

自己 否定 と 謙虚 さ は 心 に 柔らか さ を も た らし 、 そ の 人 に 
は 天国 の 知識 の 啓示 が あり ます 。 夜 に 一 圧 の 正しい ( ハ 
ラー ル ) 食べ 物 を 食べ る こと は 、 一 日 中 礼 振 を する より も 
良い . 「 心 が 明る い 人 は 、 燃 悩 を 好ま な い 。 そ の 光 が 彼 を 
この 世界 か ら 引 き 離 し 、 彼 を 連れ て 行く か ら アッ ラー。」 
彼 は 、「 目 標 か ら 戻 っ て くる 人 は 成功 し ませ ん 。 人 生 に 誠 
実 さ を 感じ る 人 は 、 幸 せ を 感じ る で し ょ う 。 誠実 な 人 々 は 疑 
いか ら 遠 ざけ られ ます 。 心 の 状態 を 説明 し た い が 、 舌 が 役 
に 立た な い 真 の 人 。 

人 も いま す 誰 快適 な 状態 で す 
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アッ ラー の 悔い 改め と し て 忍耐 を 感じ て くだ さい 。 その よう 
な 状態 で は 、 男 は 悔い 改め を 主張 する か ら で す 。 し か し 、 
快適 な 状態 ! は アッ ラー の 意志 に 0 悔い 改め 
は その 人 に 関係 し 、 快 適 な 状態 は アッ ラー に 関係 し ま 
す 。」 好 条件 と は 、 天 の 望み が な く 、 罰 の 恐れ が な いと いう 
こと で す 。 彼 は 、「 私 は あま り に も 快適 な 状態 が 好き な の 
で 、 ア ッ ラ ー が すべ て の 体 を 地獄 に 送れ ば 、 す べ て が 無力 
に そこ に 行く で し ょ う が 、 私 は それ を 喜ん で 受け 入れ ます . 
利己 心 を 捨て る こと を 謙虚 と いい ます 。 神 秘 主義 者 と 呼 
ば れる 人 は 、 彼 を アッ ラー か ら 遠 ざけ る も の を 無視 し ます 。 
神秘 的 な 人 の 兆候 は 、 安 いも の に 比べ て 高価 な も の を 望 
まな い 人 で す も の 。 

世界 は すべ て の 問題 を 生み 出す だ け で す 。 彼 は 、 神 秘 主 
義 は すべ て の 問題 が アッ ラー か ら 来 る と 教え て いる の で 、 
アッ ラー 以外 の すべ て の も の を 残し て くだ さい . 彼 は 礼拝 
に は 錠 え が 必 要 で ある と 言い まし た 。 

彼 は 、「 世 俗 的 な こと を 考え る と 、 次 の 世界 で 困難 を も た 
ら す で し ょ う 。 レ ッ ス ン を 受け る と 、 知 識 が 増え ます 。 考 える 
こと は アッ ラー へ の 恐れ を 増大 させ ます 。 他 の 世界 の 必 
要 性 は 、 私 た ちの 目 か ら 涙 を 流し 、 私 た ちの 心 の 京 考 で 
す . 彼 は 、「 人 生 を 浪費 する と いう 損失 は 、 私 た ち が 一 生 泣 
いて も 、 そ の 損失 を カバ ー で き な い よう な も の で す . 」 

彼 は 、「 モ ミン (忠実 な ) は 、 世 の 苦難 か ら 心 を 遠ざけ 、 
アッ フー の 宗 拝 に 熱心 ( に 取り 組み 、 アッ ラー を 恐れ て 涙 を 
流す 人 で す 。」 
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彼 は 次 の よう に 語っ て いま す 。 男 が 礼拝 を や め る と 、 彼 ら 
も そこ で 仕事 を 終え る 。 人 間 の すべ て の 欲望 を 真 に 捨て る 
者 は 、 ア ッ ラ ー OO 
A 喜び を 感じ な い 人 ( は 、 来世 で の その よう 
よ 宗 0 は あり ませ ん 。 受 け 入 れ の し る し は 
EO び だ か ら で す 。 神秘 聖 闘士 の 最終 段階 は 運命 
0 に 等 し い . 
彼 は 、「 ア ッ ラ ー は 、 敬 護 で な い 人 が 祈り の 中 で 見 つけ ら 
れ な v の 夢 の 中 で 敬 度 な 人 に 与え ます 。」 敬 
度 な 人 々 の 内 側 の 視力 が 働く と き 、 外 側 の 視力 は 止ま る 
で し ょ う 。 だ か ら 彼 は アッ ラー を 除い て 見 る こと は あり ませ 
ん 。 両 方 の 世界 を アッ ラー に 任せ れ ば 、 ア ッ ラ ー が 近く な 
る 可能 性 が あり ます 。 神 秘 的 な 知識 は ほとん ど 沈 黙 し て 
いま す 。 
彼 は 言い まし た 。 礼拝 の 困難 に 苦し お む 者 は 、 同 じ 源 が 彼 
の 救い と な る で し ょ う 。」 彼 は 言い まし た 。 持久 力 。 
耐性 に は 2 種類 あり ます 。 
1 つ は 自分 が 望ん で いな いこ と で 満足 し 、2 番目 は 自分 
PA と で 満足 する 必要 が あり ます 。 こ の アッ 
ー は 私 た ちの た め に 禁止 され て いま す 。 
第 は 言 いま し た 。 自 分 の 魂 を コン トロ ー ル で きる 人 
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そう すれ ば 彼 は アッ ラー に 近づき 、 天 に 召さ れる に 値する 
CE 

彼 は 言い まし た 。 

彼 は 弟子 に 、「 あ な た の 友人 が 怒っ て あな た に 対し て 何 
か を 言う な ら 、 あ な た は 彼 に 腹 を 立て て 上 厳し く 答 えて は い 
け ま せん 。 あ な た の 友人 が あな た より も 上 厳し く な る 可能 性 


が ある か ら で す .」 
弟子 は 彼 の 経験 に 基づい て 、 彼 の 言葉 は 正しく 、 実 際 的 
で ある と 彼 に 言い まし た 。 


は 、 神 秘 的 な 聖者 た ちの 言葉 を 聞く と き は 非常 に 注意 し 
て いた が 、 ク ルアー ン と 聖なる 預言 者 の 伝統 か ら の 2 つ 
の 言及 を チェ ッ ク し な い 限 り 、 彼 ら に 行動 を 起こ さ な い だ た 
ろう と 語っ た . 彼 は また 、 マ ズリ ヤッ ト か らい くら か の 知識 を 
得 ま し た 。 彼 は 空腹 で こう 言い まし た 。 アッ ラー の よう な 者 
は 、 あ な た の 戒め を 守ら な い 者 で な い 限 り 、 あ な た の 奉仕 
に ふさわしく あり ませ ん 。」 彼 の 死 の 時 、 人 々 は 彼 に こう 言 
いま し た 。 彼 は 「 私 た ちの 小さ な 罪 を 数 え 、 私 た ちの より 大 
き な 罪 の た め に 私 た ち を 六 す る アッ ラー に 会 うつ も り で 
す 」 と 言い 、 こ う 言 っ て 彼 は これ を 残し まし た 世界 。 

誰か が 夢 の 中 で 彼 に 、 ア ッ ラ ー が 彼 を どの よう に 祝福 し 
て くだ さっ た か 尋ね まし た か ? 彼 は 、 ア ッ ツラ ー が 彼 の 慈悲 と 
祝福 を 与え て くだ さっ た と 答え まし た が 、 そ の 世界 で の 私 
の 名 声 は 私 に と っ て 良く あり ませ ん で し た . 

24. ムハンマド ・ イ ブン サマ ッ ク 

彼 は 偉大 な 宗 拝 者 で あり 、 神 秘 的 な 聖人 で あり 、 偉 大 な 
説教 者 で も あり まし た 。 人 気 が あ っ た の 中 に プラ イベ ー 
ト な の で 良い の よう に 
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一 般 人 。 

Maruf Karqi は 、 彼 の 優れ た 説教 を 高く 評価 し て いま し 
76020 り 20/0 ル レー ツア ルル レック シ ツ ドド 6 作 の 大 / ア メン で し た 。 
彼 は 彼 に 言っ た 。 

彼 は 謙 導 の 意味 を 次 の よう に 言い まし た 。 「 そ の 人 は 自 
分 自身 を 低く 考え る べき で あり 、 世 を 去っ た 人 の 例 は 、 そ 
の 人 が 治癒 する た め に 使用 され た 楽 の よう な も の で ある 
が 、 現 在 の 人 の 例 は 、 健 康 な 人 を 作る 痛み の よう な も の で 
ある . 不 健康 で す 。」 

彼 は 次 の よう に 語 つ て いま す 。 現 在 で は 、 過 去 の 説教 者 
の 不足 と 同様 に 、 学 者 の 不足 が あり ます 。」 

アー メド ・ フ ワリ は 、 役 が 病気 で 、 医 者 が 火 の 宗 拝 者 だ っ 
た と き 、 私 が 彼 の 尿 を 医者 に 持っ て 行っ た こと が ある と 
言っ た . 私 が 彼 か ら 帰 る 途中 で 敬 度 な 人 に 会 い 、 い その 人 は 

私 が どこ か ら 戻 つ て き た の か 尋ね 
まし た か ? 私 が 彼 に すべ て の 詳細 を 説明 し た と き 、 そ の 

人 は 私 に 言っ た 。「 アッ ラー の 最愛 の 人 が 敵 か ら 
助け を 借り て いる と いう の は 非常 に 奇妙 。 で す 。 そ れ 
で 、 痛 み の あ る 場所 に 手 を 置き 、 こ の 聖和 名 を 暗唱 する よう 
に 彼 に 言い ます .「Awouzo Billahi Minash Shaitanir Raji 
m Wa Bilhaqqi Nazalna Wa Bilhaqqi Nazal.」 それ で 、 私 
が 彼 の と ころ に 戻っ てき て 、 途 中 で 起こ っ た すべ て の 詳細 
を 彼 に 説明 し た と き . 彼 は 団 名 を 暗唱 し 、 手 を 置い た 上 で 
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彼 は すぐ に 病気 か ら 回 復 し 、 自 分 が カイ ゼル (as ) で ある と 
彼 に 告げ まし た 。 彼 の 最後 の 時 、 彼 は こう 言い まし た 。 そ 
の 人 が 彼 に 結婚 する よう に 頼ん だ と き 、 彼 は 彼 
が 2 つの サタ ン ( 悪 魔 ) に 直面 する の は 難し いと 答え まし 
た . 彼 の 死後 、 人 々 は 夢 の 中 で アッ ラー が 彼 を どの よう に 
祝福 し た か を 尋ね 、 彼 は 彼ら に 答え まし た 。 
25 アベ アン ム 、 ア ルト ウン 
彼 は 有名 な 聖人 で あり 、 彼 は 偉大 な 崇拝 を 行い 、 彼 の 時 
代 ( OS 習 に 多く の 注意 を 払い まし た . 彼 は 伝統 
に 厳密 ( - 基 づい て 行動 し て いた の で 、 預言 者 の 舌 を 意味 
する リサ ン ・ ラ スー ル と 呼ば れ て いま し た 。 
彼 が ラク ダ と イサ ク ・ ビ ン に 乗っ て いた ら ザ ヘ リヤ は ラク 
ダ の 手綱 を 持っ て いて 、 そ の 状態 CO こ 到 
着 し まし た . 彼 は 毛糸 の シャ ツ を 着 て 、 頭 に は フェ ルト 帽 を 
被り 、 本 が 入っ た バッ グ を 背負 っ て いた 。 ショ ル ダ ー。 
彼 の 説教 は 非常 に 印象 的 だ っ た の で 、30,000 人 が 罪 の 
人 生 を 捨て て 正しい 道 を 歩み まし た 。 
0 コー ラン を 生き 物 と 言っ て いな いと いう 罪 で 、 A 
こ 2 年 間 投 獄 さ れ 、 数 回 前 せら れ ま し た 。 刑務 所 で は 
a こ 入浴 し 、 刑 務 所 の 門 ( < 行っ て いま し た が 、 
務 所 の 看守 に 戻さ れ た の で 、 戻 つっ た と き に 「 あ あ 。 アッ ラー、 
私 は 義務 を 果たし た の で 、 あ な た は 何で も し て くだ さい あ 
な た 


お 気に入り 。" 

彼 が 刑務 所 か ら 釈 放さ れ た と き 、 支 配 者 の アブ ドラ ・ ビ 
ン ・ ザ ヘル は ナイ シャ プー ル に いて 、 す べ て の 延 臣 が 彼 の 
法廷 に 出席 し て 彼 に 敬意 を 表し た 。 支 配 者 は 廷臣 た ち に 
彼 に 敬意 を 表す る た め に そこ に 来 て いな い 有 名 人 は いな 
いか と 尋ね まし た 。 そ の 人 た ち は 彼 に 、2 人 が 欠席 し て い 
る と 答え まし た 。 彼 ら は アフ メド ・ ハ ラブ と ムハンマド ・ ア ス 
ラム で す 。 ど ちら も 偉大 な 学者 で あり 崇拝 者 で あり 、 支 配 
者 に 硫 意 を 表す る た め に 宮廷 を 訪れ る こと は 決し て な い 
か ら で す 。 こ れ を 聞い た 支配 者 は 廷 臣 た ち に 、 彼 ら を 訪ね 
て 敬意 を 払う と 言い まし た 。 彼ら 。 

彼 が 最初 に アー メド ・ ハ ラビ の 家 を 訪れ た と き 、 彼 は 夢中 
に な っ て いま し た 。 彼 は 頭 を 上 げ て 彼 に 言い まし た 。 ア ッ 
ジー 

彼 は ムハンマド ・ ビ ン ・ ア スラ ム の 家 に 到着 し 、 金 曜 の 祈 
り の 準備 作業 の た め に 彼 を 家 に 呼び ませ ん で し た が 、 ア 
ブ ド ラ ・ ビ ン ・ ザ ハー は 家 の 外 で 馬 に 乗っ て 金曜 の 祈り が 
終わ る まで 彼 を 待つ て いま し た 。 

彼 が 家 の 外 に 出る と 、 ア ブ ド ラ ・ ビ ン ・ ザ ヘル は 馬 か ら 降 
り て 足 に キス を し 、 こ う 言 いま し た 。 私 は 非常 に 悪い の で 、 
あな た の 最愛 の 友人 は 私 の 敵 で す 。 彼 は 私 が 愛す る あな 
た の 最愛 の 友人 な の で 、 彼 の た め に 許し て くだ さい 自分 。 


彼 は トシ を 離れ て ナイ シャ プー ル に 定住 し 、 彼 が 崇拝 し 
て いた モス ク は 神聖 な も の に な り ま し た 。 と し て 
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彼 は 長年 トシ に 住ん で いた の で 、 こ の 理由 か ら 彼 は トシ と 
呼ば れ て いま す 。 し か し 、 彼 は アラ ビア 出身 で す 。 ロ ー マ の 
ある 敬 度 な 人 は 夢 の 中 で 、 サ タン が 空 か ら 落 ち て き て 、 彼 
が 落ち た た め に 彼 が 倒れ た 地 が 押し つぶ され る の を 見 ま 
らし た 

その 区 度 な 人 は サタ ン に 「 な ぜ 彼 に 起こ っ た の か 」 と 尋 
ね まし た 。 サ タン は 彼 に 答え た 、「 洒 浴 の 後に これ を 作っ た 
アス ラム ・ ト シ の 叶 療 と その 音 の 恐怖 の た め に 、 私 は 空 か 
ら 地 面 に 落ち た 」. 彼 の 家 の 前 に は 用 水路 が あり まし た が 、 
彼 は 公共 の 目的 の た め に 建設 され た も の だ と 思っ て いた 
の で 、 そ こ か ら 水 を 使う こと は あり ませ ん で し た 。 運 河 の 水 
が 遷 し た と き 、 彼 は 井戸 か ら 水 を 流 み 上 げ て 運河 を 満 
た し 、 彼 は そこ か ら 1 本 の 水 だ け を 集め まし た 。 そこ の 。 
彼 は 物 刀 い を 助け る た め に 、 他 人 か ら 借 り た お 人 金 を 受け 
取っ て いま し た 。 あ る ユダ ヤ 人 が 突然 ロー ン の 金額 を 要求 
し た こと が あり ます が 、 そ の 時 、 彼 は ロー ン の 金額 を 持っ て 
いま せん で し た 。 し か し 、 そ の 時 、 彼 は ペン を 研ぎ 、 そ の 一 
部 が 地面 に 落ち て いた の で 、 彼 は 同じ も の を ユダ ヤ 人 に 
渡し 、 彼 に 頼ん た だ 。 行く 。 

ユダ ヤ 人 が 同じ も の を 見 て 、 そ れ を 金 に 変え た と き 。 こ の 
よう な 理由 か ら 、 ユ ダ ヤ 人 は イス ラー ム の 宗教 に その よう 
な 偉大 な 聖者 が いる と 考え て いた の で 、 そ れ は 間違っ た 
宗教 で は な く 、 彼 は 上 記 の 考え の た め に すぐ に ムスリム に 
な り ま し た 。 

アブ ・ ア リ ・ フ ァ ル メデ ィ の 説教 の 時 間 に 、 学 者 は 聖なる 
預言 者 の 相続 人 な の で 、 そ の よう な 偉大 な 人 物 の 名 前 を 
挙げ て くだ さい 。 
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それ か ら 彼 は アス ラム ・ ト シ を 指さし 、 彼 ら が 彼 の よう だ と 
彼 に 言い まし た . 

彼 が ナイ シャ ブー ル で 病気 に か か っ て いた と き 、 隣 人 が 
夢 の 中 で 彼 を 見 て 、 彼 は 夢 の 中 で 彼 に こう 言い まし た 。 
悲し み 。" 

彼 が 目覚 め 、 夢 の 解釈 を 知る た め に 彼 の 家 に 行っ た と き 、 
それ まで 彼 は すでに この 世 を 去っ て いま し た 。 彼 の 死後 、 
人 々 は 彼 の 死体 を 毛布 で 覆い 、 彼 は 生前 に 体 を 覆っ て い 
まし た 。 同時 に 、 道 を 歩い て いた 2 人 の 女性 が こう 言い ま 
し た 。 圧し いり 今 仙 の パン マ ド アス ラム は この 民 を っ た , 
この 世界 は 彼 を 欺く こと は で き な か っ た 。 資質 。」 

31. ファ ッ ト アル ・ マ ワウ セリ 

彼 は 偉大 な 聖人 の 部 類 に 属し て お り 、 ア ッ ラ ー の 崇拝 を 
愛し 、 人類 を 憎ん で いま し た 。 あ る 聖人 に 、 フ ァ ー テ ・ ア ル ・ 
マウ セリ は 無知 だ と 誰か が 言い まし た 。 そ の 聖者 は 彼 に 答 
えた 、「 彼 は 世俗 的 な 問題 を 残し た の で 、 彼 の よう な 僅 大 
な 学者 は いな い 」. あ る 夜 遅く 、Siree Saqti が 彼 に 会 い に 
行っ た が 、 王 立 警 官 は 彼 を 泥棒 だ と 思っ て 捕まえ た 。 朝 、 
すべ て の 囚人 が 処刑 を 命じ られ まし た 。 処刑 の た め に 死 
刑 執行 人 に 近づい た が 、 死 刑 執 行人 が 手 を 止め 、 死 刑 執 
行 の 理由 を 問わ れ た と き 。 それ 。 

彼 は 彼ら に 、「 老 人 が 私 の 前 に 立っ て 、 こ の 件 で 私 を 禁 
止 し て いま す 。 彼 は ファ ス ・ ア ル ・ ム ー セ リ で す 」 と 言い まし 
た 。 シ リー・ サ クティ は そこ か ら 解 放さ れ 、 フ ァ テ ・ ア ル と 一 
緒 に 去っ て いき まし た 。 ムー セリ 。 
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か つて 彼 は 鍛冶 屋 の 炉 に 手 を 入れ 、 そ こ か ら 熱 い 鉄 片 を 
1 つ 取 り 、「 これ は 真実 と 呼ば れ て いま す 」 と 言い まし た 。 
夢 の 中 で 、 彼 は アリ ・ イ ブン ・ タ レブ (ラー) に アド バイ ス を 
求め た の で 、 彼 は こう 言い まし た 。 リ ッ チ 人 。" 

ある 貧し い 若 者 が モス ク で 彼 に 会 い 、 彼 は 彼 に こう 言い 
まし た 。 回復 期 の 風呂 に 入っ て 、 私 を これ ら の 古着 に 埋め 
て くだ た だ さい 

翌日 、 彼 は その 場所 に 行き 、 そ こ に 若者 の 死体 が あっ た 
の で 、 若 者 の アド バイ ス に 従っ て 彼 を 墓地 に 埋葬 し 、 そ の 
場所 を 出 よ うと し た と き 、 彼 は 電話 を 聞い た .「 あ あ 、 神 父 
アル ・ ム サリ が アッ ラー の 近く に いる な ら 、 私 へ の あな た の 
奉仕 に 対し て あな た に 報酬 を 与え ます 」 と 言わ れ た 墓 。 

彼 は また 、「 人 生 が 永遠 に な る よう な 方 法 で 世界 に 住む 
も ) 目 計 275 

か つて 彼 が 泣い て いた と き 、 涙 の 代わ り に 彼 の 目 か ら 皿 
が 流れ まし た 。 そ れ で 人 々 は 彼 に な ぜ そ ん な に 泣く の か と 
尋ね まし た 。 彼 は 彼ら に ! 罪 へ の 寺 れ の た め 」 と 言い まし 
た 。 誰 か が 彼 へ の プレ ゼン ト と し て 50 ディ イル ハム を 送り 、 
彼 に こう 言い まし た 。 
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恵み 。 

彼 は これ を 聞い て 、 恩 知ら ず に な ら な いよ うに 1 デイ ル ハ 
ム を 受け 取り まし た 。 彼 は 次 の よう に 語っ て いま す 。 の 
30 年 も の 間 、 彼 ら は 私 に 人 類 か ら 離 れ て 食べ る 量 を 減ら 
NO(6 告 し まし 7 

「 軒 者 が 死ぬ と き 、 私 た ち が 彼 に 食べ 物 と 水 を 与 
える の を や め れ ば 。 同じ よう に 、 知 識 、 知 恵 、 聖 人 の 助 
言 が な けれ ば 、 人 類 の 心 ! よ 死 ん で し まう で し よう 。 ] 彼 は 聖 
職 者 に 、 ど ちら の 道 が 神 ! < こ 行く の か と 尋ね まし た 。 彼 は 、 ど 
こ で も 注意 臣 し て 検索 する と 、 ど こ で も 見 つけ る こと が で きる 
と 答え まし た 。 神 秘 的 が 人 の すべ て の 話 と 行動 は アッ ラー 
か ら の も の で す . 彼 は アッ ラー の み に 助 け を 求め る で し ょ う 
自分 の 魂 に 逆らっ て 行動 する 者 は 、 ア ツラ ー の 友 と な る で 
し ょ う 。 アッ ラー を 求め る 者 は 、 神 を 求め る 者 に は な り ま せ 
ん 。 世界 。 

彼 の 死後 、 誰 か が 夢 の 中 で 彼 を 見 て 、 彼 に 尋ね まし た 。 
彼 は 、 は 彼 に 慈悲 を 与え 、 あ な た が 人 罪 を 恐れ 、 そ 
Pe に よく 泣い て いた の で 、 あ な た の 罪 を 何 も 書 か な い 

に 天使 に 命じ まし た 」 と 彼 に 言い まし た 。 

rt アフ マ ド ・ イ ブン ・ ア ビ 1- ハ ワリ 
彼 は イス ラム 法 と 神秘 主義 の 有名 な 聖人 で し た 。 彼 に は 
他 に も 多く の 資質 が あり 、 作 家 の 言 葉 に よる と 、 彼 は シリ 
7 の 由 い パパ ルル で し た 、 

彼 は スレ イマ ン ・ ダ ライ の 弟子 で あり 、 ス アフ ィ ア ン ・ ビ ン ・ 
アイ エナ か ら も 知識 を 得 まし た 。 彼 の 説教 に は 多く の 効果 
が あり まし た 。 彼 は 知識 を 得 た 後 、 使 用 済み 
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本 の 勉強 で 忙し い が 、 そ の 後 、 彼 は すべ て の 本 を 川 に 投 
け げ 捨 て 、「 目標 を 達成 し た 後 、 論 理 や ガイ ド は 必要 な い 」 と 
語っ た . 

し か し 、 彼 の 知識 は エク スタ シー に よる も の だ と 言う 人 も 
いま す 。 彼 は 教師 の スレ イマ ン ・ ダ ライ に 同意 し まし た 。 ス 
レイ マン が 慌 惚 の 状態 に な る と 、 彼 は 彼 の と ころ に 行き 
「 オ ー プ ン は 熱い の で 、 oO 0 
いま し た 。 し か し 、 ス レイ マン は エク スタ シー の 状態 に あり 、 
オー プン に 行っ て そこ に 座る よう に 彼 に 言い まし た 。 そ れ 
で 、 合 意 に 従っ て 、 彼 は そこ に 行き 、 オ ー プ ン に 座っ た 。 し 
ば らく し て 、 縮 了 の の ビグ の Nm ここ 
て 座る よう に 言っ た こと を 思い 出し まし た 。 そ れ で 彼 が 彼 
を 捜索 し た と き 、 人 々 は オー ブン で 彼 を 見 つけ まし た 。 ス レ 
イマ ン が 彼 に 出 て くる よう に 頼ん だ と き 、 彼 は その 場所 を 
去り まし た が 、 火 事 は 影響 し ませ ん で し た 彼 。 

彼 は 、「 心 に 後悔 し て いな い 人 で 、 口 頭 で あ れ ば 役 に 立 
た な い 。 礼 振 と 神秘 の 実践 に 努力 が な けれ ば 、 罪 か ら 逃 
れる こと は で きま せん 。」 こ の 行為 の 後 、 友 情 の 可能 性 が 
あり 、 ア ッ ラ ー の 姿 を 見 る こと が で きま す . 神 秘 的 な 知識 は 
知恵 に よっ て 増加 し ます 。 アッラー を 長 れ る 者 は 希望 に 頼 
る で あろ う 。 時間 の 無駄 で 泣く の は 良い こと で す . 神秘 的 
な 人 の 敵 は 世界 の 愛 で す . 彼 の 魂 を 知ら な い 人 は 、 誇 り に 
思う で し ょ う 。 油断 や つら いこ と ほど 大 き な 問 題 は な い 心 
の こも っ つた 。 

預言 者 た ち は 、 死 は アッ ラー の 記憶 を 止め る こと に な る 
の で 、 良 いこ と で は な いと 考え て いま し た 。 好 き な 人 
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近 拝 すれ ば 、 そ の よう な 人 は アッ ラー に 愛さ れ ま す 。 過 分 
の 恩 裕 を 得る た め に アッ ラー を 愛す る 者 は 、 多 神 教徒 に 
な り ま す 。 何 の 欲求 も な く ア ッ ラ ー を 愛す る 人 は 、 彼 の 最 
愛 の 人 に な り ま す 。 

34. アブ ・ ト ラブ ・ ア ル ・ ナ フシ ャ ビ 

彼 は ホラ ー サ ー ン 出身 の 非常 に 敬 度 な 性 格 で 、 こ れ だ け 
で な く 40 回 の メッ カ 巡 礼 を 行い 、 長 い 間 休む こと は あり ま 
せん で し た 。 ひ と た び ひ れ 伏 し た 状態 で 、 彼 は 聖なる ハレ 
ム ・ メ ッ カ (メッ カ の 大 モス ク ) で 眠り 、 夢 の 中 で 彼 に 興味 を 
持っ た 多く の 急い で いる の を 見 まし た が 、 彼 は 彼ら に こう 
言い まし た 。 そ れ ら を 見 て くだ さい 。 し か し 、 急 いで いる 人 
た ち は 彼 に 答え まし た 。 

この レッド ワン (天国 の 守護 者 ) は 彼ら に 、! 彼 は 今 あ な た 
方 全員 に 会 うこ と は あり ませ ん が 、 審 判 の 日 に 彼 に 会 うこ 
と が で きま す 」 と 言い まし た 。 イ ブン ・ ジ ャ ラ は 、「 彼 は 多く 
の 敬 虚 な 人 物 か ら 知 識 を 得 て 、300 人 の 敬 度 な 人 に 会 っ 
た が 、 そ の うち の 4 人 だ けが 偉大 な 敬 度 な 人 で あり 、 ア 
ブ ・ ト ラブ は その 頂点 に いる と 思う 」 と 語っ た 。 

彼 が 聖なる マッ ツ カ に 到着 し た と き 、 彼 は そこ で と て も 幸せ 
で し た 。 彼 は 、「 バ スラ や バグ ダッ ド で 食事 を する こと も あ 
れ ば 、 メ ッ カ で 食事 を する こと も あり まし た 」 と 答え まし た 。 

彼 は 友人 に 欠陥 が 見 られ る と 、 彼 ら の 悔い 改め を 祈り 、 
より 多く の 努力 を 始め て いま し た . 彼 は よく こう 言っ て いま 
し ただ 。 


105 


それ ら の 中 に 見 つか り ま し た 。」 彼 は 弟子 た ち に 「 偽 善 の 
仕事 を し て は いけ ませ ん 」 と 言い まし た 。 弟子 た ちら に 一 ケ 
月 の 人 角 僚 の 期間 が 過ぎ た と き 、 焦 り の 状態 で 、 弟 子 の 一 
人 が 瓜 の 皮 に 手 を 差し 伸 べ 、 彼 に 言っ た 。 私 は アッ ラー と 
約束 し た か ら で す 。 ハ ラー ム ( 違 法 な ) 事 に 手 を 差し 伸 べ る 
こと は あり ませ ん 。」 

ジャ ング ル で パン と タマ ゴ を 食べ た いと ずっ と 思っ て いた 
の で す が 、 道 を 忘れ て キャ ラバ ン の 人 々 が 泣い て いる 場 
所 に た どり 着き まし た 。 彼 ら は 私 を 見 た と き 、 私 を 捕まえ 、 
私 が 彼ら の 商品 を 次 ん だ と 言い まし た 。 ナイ フ 。 

し か し 、 そ こ に 一 人 の お じい さん が いて 、「 と て も 区 虎 な 
人 な の で 、 物 を 次 むこ と は あり ませ ん 」 と 言っ て くれ まし た 。 
彼ら が これ を 聞い た と き 、 彼ら 全員 が 私 に 彼ら を 許し て く 
れる よう に 頼ん だ . そ れ か ら 私 は 彼ら に 言い まし た 。 今日 。 

それ か ら 才 人 は 私 を 家 に 連れ て 行き 、 卵 と パン を 差し 出 
し まし た 。 上 記 の 食べ 物 を 食べ る の を た め ら っ て いた と き 、 
神 の 呼び か けが 聞こ えま し た 。 し か し 、 あ な た の 魂 の 願い 
は 、 処 久 さ れ た 後に 成就 する で し ょ う 。」 

か つて 、 彼 が 弟子 た ちと 一 緒 に ジャ ング ル を 旅 し て いた 
と き 、 彼 ら が 飲ん だ り 清 め た りす る た め に 水 が 必 要 で し た 。 
それ で 、 彼 ら 全員 が この 件 で 彼 に 要求 し まし た 。 し た が っ 
て 、 彼 は 地面 に 線 を 引き 、 そ の 場所 か ら す ぐに 運河 を 作り 
まし た 始め まし た 。 
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アッ バス は 、 砂 漠 で 彼 と 一 緒 に いて 、 和 弟子 の 一 人 が 飲み 
物 に 水 を 欲し が っ た の で 、 足 を 地面 に ぶつ けた と ころ 、 そ 
こ に 泉 が 現れ た と 報告 し まし た 。 別 の 弟子 が 、 水 を 飲む に 
は コッ プ が 必要 だ と 彼 に 言っ た の で 、 彼 は 手 を 地面 に ぶ 
つけ 、 そ こ に 白い コッ プ が 現れ 、 そ の コッ プ は 私 た ち が 到 
着 す る まで 一 緒 に いま し た マツ カカ 。 

彼 は アッ バー ス に 「 あ な た の 弟子 た ちの 啓示 と 奇跡 に 
いて どう 思い ます か ?」 と 尋ね まし た 。 彼 は 、 「 こ の 問題 を 信 
じ て い る 人 は ほとん どい ませ ん 」 と 答え まし た 。 彼 は さら に 

「 これ を 信じ な い 者 は 不信 者 に な る だ ろう 」 と 語っ つた 。 

彼 は か つて 暗い 夜 の ジャ ング ル で 危険 で 背 の 高い ジ プ 
シー を 見 て 、 あ な た は ジン で すか 、 そ れ と も 人 間 で すか ? 
し か し 、 そ の 人 は 私 に こう 言い まし た 。 私 が イス ラム 教徒 
だ と 彼 に 言っ た と き 、 彼 は 私 に 「 イ スラ ム 教 徒 は アッ ラー 
以外 を 恐れ な い の で す が ? 」 と 言い まし た 。 そ で それから 、 ア ッ 
ラー か ら の 警告 だ と 思い まし た 。 

ある 時 、 私 ! ょ ジャ ング ル で 、 何 の 乗り 物 も な く 、 何 も 伴わ 
ず に 旅 を し て いる 男 を 見 た こと が あり ます 。 私 は 、 ア ッ ラ ー 
へ の 完全 な 信仰 を 持っ て いる 彼 ほ ど 偉 大 な 人 物 は いな い 
と 思い まし た 。 私 が 彼 に 不足 し て いる も の に つい て 尋ね た 
と ころ 、 彼 は 「 ア ッ ラ ー を 信じ る 者 は 彼 に 何 も 要 求 し な い だ 
ろう 」 と 答え まし た 。 役 は 次 の よう に 語っ て いま す 。 体 。" 
人 々 が この 件 に つい て さら に 説明 を 求め た と き 、 彼 は 彼 
ら に こう 言い まし た 。 


107 


彼 の 招待 を 受け 入れ ず 、 こ の 六 の た め に 彼 は 14 日 間 何 
も 食べ ませ ん で し た 。」 

彼 は 「 真 の 人 間 と は 、 行 動 を 起こ す 前 に 行動 に 喜び を 感 

じ る 人 だ 。 誠 実 と は 喜び の ある 行動 崇拝 。" 

彼 は 次 の 3 つの こと を 愛す る こと は 良く な いと 言い まし た 。 
1. 魂 

EE 

私 た ち は 天 国 で の み 平 和 と 喜び を 得る こと が で きま す 。 

アッ ラー の 悟り に は 17 の 段階 が あり 、 高 い 段 階 は アッ 

ラー へ の 信頼 で あり 、 最 も 低い 段階 は 受容 で す 。 

アッ ラー へ の 信頼 の 意味 は 、 ア ッ ラ ー の 宗教 に 感謝 する 

こと で あり 、 何 か 得 ら れ な か っ た こと が あれ ば 、 感謝 すべ 

き で す 。 し か し 、 人 は 常に アッ ラー の 記憶 の 中 で 迷子 に な 

る べき で す 。 

彼 は 、「 ア ッ ラ ー は 人 類 を 導く た め に 学者 を 創造 し た 」 と 

語 つ た 。 

豊か さ の 意 ( 味 は 、 何 も 望ま なか いこ と で す 。 faqr Gndigenc 

e) の 意味 は 貧し い 人 で す 。 誰 か が 彼 に 、 あ な た に 何 か 欲 

望 が ある か どう か 尋ね まし た か ? 彼 ( よ 答 えま し た 。 

ダー ウェ ン シ ュ (神秘 主義 者 ) が 得る も の は すべ て 彼 の 食 

べ 物 で あり 、 彼 の 体 を 覆う も の は すべ て 彼 の ドレ ス で す . 彼 

の 居場所 は 彼 の も の 家 。 

彼 は バス ラ の 砂漠 で 亡くな り 、 何 年 も 経っ た 後 、 
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キャ ラバ ン が そこ か ら 通 り 過 ぎ 、 男 が 杖 を 持っ て 立っ て 
マッ カ の 方 向 を 見 て いて 、 彼 の 唇 は 乾き まし た が 、 彼 か ら 
動物 は 通り ませ ん で し た 。 

39. ハム ドゥ ウン ・ ア ルカ サー ル 

彼 は イス ラム 法 の 法学 者 で あり 、 預 言 者 の 伝統 の 学者 で 
も あり 、 神 秘 主 義 の 偉大 な 聖人 で も あり まし た 。 神 秘 主義 
に お いて 、 彼 は 偉大 な 地位 を 獲得 し まし た 。 彼 の 教師 は ア 
ブ ・ ト ラブ ・ ア ル ・ ナ クシ ャ ビ で し た が 、 彼 自身 は ス フ ィ ヤ 
ン ・ サ ウリ と アブ ドウ ラ ・ ビ ン ・ ム バラ ク の 教師 で し た 。 彼 の 
信者 は 呼ば れ ま す カサ リ 。 

彼 の タカ ワ (アッ ラー へ の 恐れ ) の 状態 は 良好 で 、 か つて 
友人 と 一 緒 に いた と き 、 彼 は 夜 に 死に か け て いま し た 。 彼 
が 死ん だ と き 、 彼 は ラン プ を 消し 、 こ う 言 いま し た 。 彼 の 死 
後 、 彼 の 相続 人 は 所 有 者 で ある た め 、 彼 ら の 許可 な し に 
ラン プ を 点灯 させ る こと は 良く あり ませ ん . 

ネ シ ャ プー ル で 、 彼 は サー レ と いう 名 の 若者 に 会 い 、 彼 
に 質問 を し まし た 。 そ れ で 彼 ( サ レ ハ ) は 彼 に 答え まし た 。 
あな た に 有 要求 され る 勇気 は 、 神 秘 主 義 の 服 を 脱ぐ こと で 
あり 、 こ の よう に し て アッ ラー を 想起 する こと に よっ て 、 あ な 
た は 良い 地位 に 達する こと が で きま す . 世 界 が あな た を 惹 
きつ け な い よう に 。」 大きな 名 声 を 得る と 、 人 々 は 彼 に 説教 
を 求め た の で 、 彼 は 彼ら に 答え まし た 。 彼 
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説教 する べき で す 。 彼 は 説教 に 順序 を 持た な けれ ば な ら 
ず 、 彼 の 状態 に は 神 の 助け が ある べき で す 。」 人々 は 彼 に 、 
「 世 を 去っ た 説教 者 の スタ イル が な ぜ そ れ ほ ど 効 果 的 
だ っ た の か 」 と 尋ね まし た 。 彼 は 、「 彼 ら は イス ラム 教 を 広 
め た いと 思っ て お り 、 説教 の 中 で 魂 を コン トロ ー ル し た い 
か ら で す 」 と 答え まし た 。 

彼 は 、「 ア ッ ラ ー の 愛 は 人 類 よ り も 優れ て いま す 。 機 密 事 
項 を 開示 し な いで くだ さい 。 いつ も 敬 虚 な 人 々 と 一 緒 に 
座っ て くだ さい 。 無知 な 人 々 の 仲間 か ら 離 れ 、 学 識 の ある 
人 々 の 仲間 に 座り な さい 。」 

彼 は 「 そ れ 以 上 求め る と 困難 が 生じ る 。 魂 を より 良い も の 
と 考え る と 、 誇 り が 生ま れ ま す 。 自 分 の 魂 に 従う 人 は 盲目 
に な り 、 正 し い 道 か ら 離 れ ま す 。 常 に 自分 自身 を 最悪 だ と 
考え 、 恐 怖 の た め に ソ テ ィ の 人 を 見 な いで くだ さい 。 彼 か 
ら 影 響 を 受け る か ら で す 。」 

常に 希望 と 恐怖 を 目指 し て くだ さい 。 謙 虚 さ を 持っ て い 
る と 、 あ な た は 貧し く な る で し ょ う 。 謙 虚 と は 、 他 人 を 自分 
まり 低く 思わ な いこ と で すず; 

食べ 過ぎ は 病気 の 原因 で あり 、 宗 教 的 行為 に 問題 を 引 
き 起こ し ます 。 彼 は 、「 世 界 が あな た を 尊重 する よう に 、 自 
分 自身 を 低く 考え る べき だ 」 と 語っ た 。 

アプ ドウ ッ ラ ー・ ビ ン ・ ム ブ ラク は 、「 世 界 の 問題 の た 
め に 、 彼 は いか な る 体 に 対し て も 怒っ て は な ら な い 」 と 
頭 を 悩ま せ た と 語っ た 。 ある 人 が 彼 に 尋ね まし た 。 彼 は 
| アッ ラー と その 宗 拝 を 愛す る こと 」 と 言い まし た 。zuhd 
(神秘 主義 ) の 意味 は 、 何 に 満足 する こと で す 。 こ れ ま で 
1 取得 と 行う いい え 欲望 も っ と より も それ 。 の 
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信頼 の 意味 は 、 人 類 以 外 の 負債 の 解決 の た め に アッ ラー 

ne と で すず す 。 じ が いじ 私 た ちの すべ て の 事柄 を アッ ラー 
に 明け 渡す 前 に 、 自 分 の レベ ル で 最善 を 尽く し 、 彼 の すべ 

て の 手段 と 情 報 源 を 調べ て 、 この 問題 を チェ ッ ク す る 必要 

が あり ます 。」 

サタ ン が 喜ぶ 次 の 3 つの こと 。 

1. 克 度 な 殺人 の た め に 人 。 

2. 不信 の 状態 で の イス ラム 教徒 の 死 の た め に 

3. から の 脱出 か ら ダル ウェ ン ( 神 秘 主義 )。 

アブ ダラ ・ ビ ン ・ ム ブラ ク は 、 彼 の 病気 で 彼 ( ハ ム ド ゥ ム ・ 

アル ・ カ サー ル ) の 子供 た ち に 助言 する よう に 頼ん だ と 言 

いま すか 7 そし て 彼 は 、「 彼 は 彼ら の ダル ウェ シン シ (神秘 主 

義 ) の 状態 を 恐れ て いる の で 、 彼 ら が それ を 適切 に 守っ て 

いる か 、 裕 福 な 状態 で な いか を 非常 に 心配 し て いま す 。」 
彼 は アブ ドウ ゥ ウッ ラ ー・ ビ ン ・ ム ブラ ク に 死 の 際 に 、 彼 を 女性 

た ちの 中 に 埋葬 する よう に 皿 告 し 、 彼 は こ れ を 言っ て 死に 

まま LX 

40. マン スー ル イブ ン アマ ー 

彼 は イラ ク 出 身 で 、 啓 示 と 説教 で 有名 な 偉大 な 聖人 で し 

た 。 こ の た め 、 多 く の 聖 人 が 彼 の 資質 を 説明 し まし た 。 彼 

の 名 声 の 理由 は 、 途 中 で 彼 が Bis Milla Hirrahman Hirra 

him と 書か れ た 紙 を 手 に 入れ た か ら で す 。 敬 意 を 表し て 、 

彼 は 紙 か ら 丸 薬 を 作り 、 そ れ を 飲み 込み まし た 。 同じ 夜 、 

彼 は 夢 の 中 で 、 ア ッ ラ ー が 彼 に 次 の よう に 語っ た の を 聞き 

まし た 。 名 前 。" 
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その 後 長 い 間 、 彼 ! ょ イス ラム 教 の 説教 と 布教 で 忙し か っ 
た . 容 福 な 人 が 奴隷 を バザー ル に 行か せ 、 そ こ か ら 何 か を 
CE その 奴 謙 ま 彼 が 説教 し て いた 

会 に 参加 し まし た 。 貧 し い ダル ウェ シュ (神秘 主義 者 ) 
1 マン スー ル は 集会 に その ダル ウェ シュ に 4 
デイ ィ イル ハム を 支払 う よ う ! 0 4 デイ ル ハ ム を 持っ 
て バザー ル に 行っ て いた 奴隷 は 、 そ の 4 ディ イル ハム を その 
ダー ウェ シュ ユ に 渡し まし た 。 こ の 時 、 マ ンス ー ル は 奴隷 に 

「 彼 は どの 祈り が 欲し か っ た の か 」 と 尋ね まし た 。 

2 ま 彼 に こう 言い まし た 。 第 4 の アッ ラー は 、 彼 と この 
会 議 に 出席 し た 人 々 を 祝福 し て くだ さい ます 。」 

し た が っ て 、 マ ンス ー ル は 奴隷 の 上 記 の 願い を 祈っ た . ? 
奴隷 が 主人 の 家 に 戻っ た と き , 彼 は 彼 に 非常 に 腹 を 立て . 
遅れ た 理由 を 彼 に 尋ね まし た . そ れ で 奴 款 は 彼 に すべ て 
の 詳細 を 話し 、 そ の 話 を 聞く と 彼 を 解放 し 、 彼 に も 400 
ディ ル ハ ム を 支払 い 、 彼 は 悔い 改め まし た . そ の 和 夜 、 マ ス 
ター は 夢 の 中 で アッ ラー が 彼 に 言っ た の を 見 まし た 。 彼 の 
説教 の 時 間 中 に 、 あ る 人 が 彼 に いく つか の 詩 を 提示 し ま 
し た 。 そ の 意味 ( よ 次 の と お り で す 。 

散 度 な 人 で | は あり ませ ん が 、 他 の 人 に アド バイ ス し て いる 
人 
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谷 度 な 道 は 、 目 分 は 忍耐 強く 、 他 の 愚者 を 治療 し て いる 
医者 の よう な も の で す 。 

ある 夜 、 彼 は 家 か ら 通 りか か っ て いて 、 賛 美歌 の 声 を 聞 
いた 。 彼 は これ を 聞い た と き 、 制 御 不能 な 状態 で 次 の クル 
アー ン の 一 節 を 読み まし た 。 

「 あ あ 、 信 仰 の 人 々 は あな た 自身 、 あ な た の 家族 、 そ し て 
NN 
料 で す 。」 
翌朝 、 彼 が その 家 か ら 通 りか か っ た と き 、 誰 か が 泣い て 

いる の を 聞い た の で 、 彼 は その 理由 を 尋ね まし た . 彼 ら は 
何者 か が 夜中 に ドア の 前 で 一 節 を 暗唱 し 、 少年 が 同じ こ 
と を 聞い た と き 、 ア ッ ラ ー へ の 恐れ の た め に 彼 は 死ん だ と 
言っ た . 彼 は これ を 聞い た と き 、「 彼 は その 殺人 者 だ っ た 」 

と 言い まし た 男の子 。" 
カリ フ の ハル ー ン ・ ア ル ・ ラ シッ ド は 彼 に 「 人 類 で 偉大 な 
学者 は 誰 で すか ?」 と 尋ね まし た 。 そ し て 、 誰 が 偉大 な 無知 
な 人 で すか ?」. 彼 は 答え まし た 。 最 も 無知 な 人 は 、 貧 し く 罪 
深い 人 で す 。」「 神 秘 的 な 聖人 の 心 は 、 ア ッ ラ ー の 記憶 の 
中 心 で す 。 世 界 を 愛す る 人 の 心 は 、 貧 欲 と 欲望 の 中 心 に 
AN の で し よう 。 」 

彼 は さら に 「 神 秘 的 な 人 に は 二 種 類 い る 」 と 語っ た 。 努 力 
と 神秘 的 な 運動 に 彼 自 身 が 興味 を 持っ た 最初 の 人 。 2 番 
目 は 、 ア ッ ラ ー の 喜び の た め に 正しい 道 に 参加 し 、 行 う 人 
で す 。 
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次 の 人 に 知恵 が どの よう に 作用 する か . 
1. 彼 は 、 知 恵 は 神秘 主義 者 の 心 の 中 で 育 定 の 言葉 を 
0 きき 

. は 修行 者 の 心 の 中 で 説明 の 言葉 を 話す 人 。 
8 崇拝 者 の 心 の 中 で 、 そ れ は 導き の 言語 を 話し ます 。 
4. フォ ロワ ー の 心 の 中 で 、 そ れ は 思考 の 言語 を 話し ます 。 
$. 学者 の 心 の 中 で 、 そ れ は 記憶 の 言語 を 話し ます アッ 
J 
最高 の 人 は 、 職 業 が 崇拝 で あり 、 彼 の 願い と 欲望 が ダル 
ウェ シ ( 神 秘 主 義 ) と 孤独 で あり 、 死 と 死後 の 人 生 に つい 
て 考え 、 常 に 悔い 改め を 考え て いる 人 で す . 
彼 は 、 時 は 光 の 源 で あり 、 世 界 の 欲望 が 心 に 入る と 、 そ 
の 光 は 彼 の 中 で 終わ り 、 痢 が それ を 覆う だ ろう 」 と 語っ た . 
彼 の 魂 に 従う 人 は 、 こ の よう に 自殺 し ます 。 自 分 の 困難 に 
耐え られ な い 人 (【 A こ 直 面 す る で し ょ う 。 
この 世界 を 去っ た 人 は 、 世 俗 的 な 事柄 を 意味 し 、 ア ッ ラ ー 
を 愛し て いる の で 、 i は 悲し み に に 直面 する こと は な く 。 深 
葵 し た 人 は 謝罪 に 直面 する こと は あり ませ ん . 
私 た ち は ど ん な 罪 に も 近づか な いよ うに し な けれ ば な り 
ませ ん 。 
彼 の 死後 、 ア ブ ・ ハ サブ ・ シ ェ ラ ニ は 夢 の 中 で 彼 を 見 て 、 
アッ ラー が 彼 を どの よう に 祝福 し た か 尋ね まし た . 彼 は 
「 アッ ラー は 彼 を 祝福 し 、 替 美 と 賛辞 を する よう に 彼 に 求 
WO ま ( だ 。 
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彼 が あの 世 で 彼 を 称賛 し 賛美 し た の と 同じ よう に 、 天 使 の 
前 で 彼 を 。」 

41. アー メド ・ ビ ン アル ・ ア ンタ キ 

彼 ( CN アッ ラー を 固く 信 

じ て い まし た 。 彼 の 長生 き の た め に 、 彼 は 多く の 聖人 と 出 

会 い 、 人 ED は 知恵 と 人 

相 で 有名 で し た 。 と て も 区 虚 な 人 物 で ある スレ イマ ン ・ ダ リ 

は 、 彼 を 心 の 探偵 と 呼ん だ 。 彼 は 多く の 名 言 を 残し まし た 。 
誰か が 彼 に 「 あ な た は アッ ラー を 愛し て いま すか 」 と 尋ね 

まし た 。 彼 は 、「 不 在 の 人 に は 愛情 が 必要 で す が 、 ア ッ 
ー は あら ゆる 瞬間 に 存在 し て いま す 」 と 答え まし た 。 彼 

は 、 知 識 に は 3 つの 段階 が ある と 言い まし た アッ ツラ ー」。 
まず 、 ア ッ ラ ー の 唯一 性 を 証明 する こと 

で す 。 2 番目 以外 の すべ て を 残す アッ 

ジン ズー。 

第 三 に 、 ア ッ ラ ー が 知識 の 光 を 与え な い 限 り 、 誰 も 知識 

の 光 を 得る こと が で き な い た め 、 誰 も アッ ラー の 義務 を 果 

た すこ と が で き な い と 考え る . 

へ の 愛 の し る し は 、 礼 拝 を 減ら し 、 ア ッ ラ ー の こと を も っ と 

考え 、 孤 独 の 中 で 静か に 座る こと で す 。 幸 せ に 喜び を 感じ 

ず 、 ど ん な 悲し み に も 落胆 し な いこ と 。 彼 は 、 「 預 言 者 ユ ヌ 

ス ( 彼 に 平安 あれ ) は 、 ア ッ ラ ー は 彼 に 腹 を 立て る こと は な 

いと 思っ て いま し た が 、 彼 の た め に アッ ラー は 彼 に 大 き な 

困難 を 与え まし た 。」 

谷 度 な 人 々 と の 交際 に は 、 大 き な 敬 意 を 払う べき で す 。 

彼 は | 神秘 主義 に 0 吾 つ た 。 

1. を 信じ る こと 。 

2. か ら 離 れる こと 人 類 。 
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3. 話す 心から 。 

本 に 忍耐 の 困難 に 耐え る こと 。 ア ッ ラ ー 
に 関す る 知識 の レベ ル に 応じ て 、 人 SM 

と 恥ず か し が り 屋 に な り ま す 。 沈黙 は 心 の 清潔 

の ツー ル で す 。 覧 明 な 人 と は 、 アッ ラー A 

人 で す 。 彼 は 、 「 信 仰 は アッ ラー の 光 の 賜物 で あり 、 3 

よっ て 来世 の 出来 事 を 観察 する こと が で きま す 。 彼 に 

が あり ませ ん 。」 彼 は 人 類 か ら 離 れ 、 2 ルキ 

えな が ら 、 ア ッ ラ ー を 崇拝 する よう に 思 告 し た 。」 心 の 清光 

に は 、 次 の 5 つの こと が 必要 で す 。1. 敬 庶 な 仲間 を 探す 


Ns 
人 所 な る も の を 説 む アポ ルス 


5 朝 泣き 時 間 。 正 義 の 名 は 便 


1 ee こ 対 し て 行わ れる 正義 で あり 、2 番目 は 私 た 
ち が ア ッ ラ ー に 対し て 行う 正義 で す 。 そ れ は 、 ア ッ ラ ー の 
命令 に 断固 と し て 従う こと を 意味 し ます 。 彼 は アッ ラー が 
「 あな た の 富 と 子供 た ち は あ な た に と っ て 問題 だ 」 と 言っ 
て いる と 言い まし た 。 し か し 、 富 や 子供 より も 、 私 た ち 自 映 
が 問題 を 引き 起こ し て いる の で す 。」 彼 は 信者 た らち に 品 
能 な 限り 最善 の 方 法 で 教え て いま し た 。 あ る 夜 、 突 然 、29 
人 の 弟子 た ち が 彼 の 家 に や っ て 来 ま し た 。 そ こ で 彼 は 、 当 
時 家 に パン が 不足 し て いた の で 、 彼 ら の た め に パン を 食 
べ る た め に 地面 に 布 を 置き 、 そ の 上 に パン を 置い て くれ る 

うに 頼み まし た 。 そ れ か ら 彼 は 彼ら に 座っ て パン を 食べ 
る よう に 頼み 、 そ こ か ら ラ ンプ を 取り 去り まし た 。 後 いく つ 
か 時 間 彼 持っ て くる の ラン プ と 銅 それ の 全て 
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パン 切れ は すべ て の 人 の 前 に あり 、 無 私 無欲 の た め に 誰 

も パン を 食べ ませ ん で し た 。 

42. ア ブダ ラ ・ イ ブン ・ ホ バイ ク 

彼 は コ フ ァ 出身 で し た が 、 ア ナ ト リ ア (トル コ ) に 定住 し まし 

た 。 彼 は 当時 の 偉大 な 敬 席 な 神秘 主義 者 の 一 人 で し た 。 

彼 は 彼 の 後に 多く の こと わざ を 残し まし た 。 ファー テ ・ ム ーー 
セリ は 、 彼 に 会 っ た と き 、「 アッラー の 祝福 に より 、 人 は 次 

の 4 つの も の を 得 た 」 と 言っ た と 言い ます 。 

1. 目 。 


4. 空気 
目 の お か げ で 、 私 た ち は ア ッ ラ ー が 私 た ち に 禁じ た も の 
を 見 る べき で は あり ませ ん 。 舌 の お か げ で 、 私 た ち は 何 も 
0 
よ 、 困 難 に 直面 する で し ょ う 。 アッ ラー は 礼拝 の た め に 心 
を 告 さ れ ま し た 。 ア ッ ラ ー を 恐れ る 者 は 、 自 分 の 魂 の 欲 
望 に 従わ ない 。 彼 は 、「 貧 A 傷 
* 和 生き る こと は 、 次 の た め に 良い で す . 世界 。" 
「 あ の 世に 良く な いも の を 手 に 入れ て も 無駄 だ 」 と 。「 最 
善 の 欲求 は 、 私 た ちの 問題 を 解決 し て くれ る も の で す 。」 
「 罪 を 捨て る 者 は 、 ア ッ ラ ー の 恩 祝 を 期待 する こと が で き 
ます 。 し か し 、 悔 い 改 め 、 罪 を 犯し 続け る 他 の 人 た ち は 、 
アッ ラー が 彼ら を 許し て くだ さる か どう か を 巡 訪れ て いま す 
か 2? し た が っ て 、 そ の よう な 希望 は 、 罪 を 犯し 続け 、 ア ッ ラ ー 
の 赦し を 求め る 者 に は 偽り で す 。 悪事 を 働く 者 は 、 希 望 よ 
り も 恐れ を 抱い て いる アッ ラー。」 
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真実 に は あら ゆる 条件 が な く 、 真 の 人 は すべ て の 性 質 を 
知っ つて いま す 。 彼 は 、 EE SN 
い の な ら 、 こ の こと の た め に すべ て を 残し て くだ さい . 
48. アブ ダラ ・ イ ブン アル ジャ ラ 
彼 は 神秘 的 な 人 物 の 偉大 な カテ ゴリ ー に 属し て いま す 。 
彼 は 、 ア ブ ・ ト ラブ や ザ ノ ン ・ マ スリ な どの 偉大 な 人 物 と 出 
会 いま じ た 。 令 は アブ プル ハサン A 
SS か つて 彼 は ダマ スカ ス の オメ ル に 、 両 親 に 

に 降伏 する よう に 頼ん だ と き 、 彼 ら は 彼 の 要求 る 受け 

入れ 、 彼 は 家 を 出 た と まじ た だ た.、 

久しぶり に 彼 は 家 に 戻り 、 ド ア を ノッ ク し て 自分 の 名 前 を 
告げ た が 、 家 の 中 か ら 両 親 か ら 息 子 が いる と いう 返事 が 
あり 、 彼 ら は 息子 を アッ ラー に 明け 渡し た の で 、 彼 は 連れ 
戻さ れ な か っ た . 彼 ら に よっ て 。 彼 ら は 彼 が 家 に 入る た め に 
ドア を 開け た の で 、 彼 は 家 を 出 まし た 家 。 

は 非常 に 魅力 的 で 、 同 時 に バグ ダッ ド の ジュ ナイ ド に 到 
達し た 若く て 頭 の 良い ユダ ヤ 人 を 見 て いま し た 。 CC 
アブ ドラ は 彼 に 、 そ の よう な 良い 性 格 が 地獄 の 燃料 に 
CC 
見 な され る の で 記 ける べき だ と 答え た 。 彼 が 警告 を 受け 取 
り た い 場 合 は 、 OO 
ある の で 、 必 要 に 応じ て それ ら を 見 る こと が で きま す . 
に ( 味 を 尋ね 、 彼 は その 場所 を 離れ 、 

し ば らく し て そこ に 戻っ て き て 彼 に 言っ た 
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彼 は いく ら か の 銀 を 持っ て いた の で 、 彼 は この トピ ッ ク に 
関す る 彼 の 議論 を 続け る こと が で きる よう に 慈善 団体 と し 
て 同じ も の を 寄付 し まし た . 彼 は 議論 を 続け 、 何 も 持っ て い 
な い 人 が 貧困 に 値する か どう か を 話し まし た . 
0 彼 【 A 者 の 零 刻 に 行き 、 
に 空腹 で 、 食 べ 物 が な いた め に 非常 に - 困 難 で あり 、 最 
も 制御 不能 な 状態 に あっ た と き 、 「 彼 は 彼 の ゲス ト で す 」 と 
言っ て そこ で 寝 ま し た 。 彼 は 夢 の 中 で 預言 者 を 見 て 、 務 言 
者 は 彼 に タブ レッ ト を 与え まし た 。 手 。 
彼 は 、 神 秘 的 な 人 は 、 賞 賛 と 悪 の 両方 を 同等 で 同じ と 考 
える 人 で ある と 語っ つた. 初期 に 祈り を 捧げ る 人 は 宗 拝 者 と 
呼ば れ ま す 。 す べ て の 行動 を アッ ラー の 目 か ら 見 る 人 は ユ 
ニテ リア ン と 呼ば れ ま す 。 アッラー 以外 に 注意 を 払わ な い 
人 は 、 神 秘 的 な 人 と 呼ば れ ま す 。 魂 の 助け を 借り て 得 た 地 
1 アッ ラー に よっ て 与え られ 
た 地位 は 永続 的 で あり 、 永続 。 
彼 は 笑顔 で この 世 を 去っ た の で 、 医 者 は 彼 が 生き て いる 
と 思っ た が 、 彼 の 脈 を 調べ た と ころ 、 彼 は すでに 死ん で い 
た . 
49. アブ ・ ム ハン マ ド ロー ワイ ム 
彼 は 有名 な 神秘 主義 者 の 信奉 者 で あり 、 彼 ら の 神秘 主 
義 の 秘密 を 知っ て いま し た 。 同じ 理由 で 、 彼 は この 点 で マ 
スタ ー と 呼ば れ て いま し た 。 彼 は バグ ダッ ド の ジュ ナイ ド と 
ダウ ッ ド ・ タ イ の 信奉 者 で あり 、 神 秘 的 な 知識 と 知識 に 関 
する 多く の 本 を 残し まし た 。 情報 。 
彼 は 、20 年 以来 、 彼 は その よう な 状態 に あっ た と よく 言っ 
て いま し た 
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彼 が 望ん で いた も の が すぐ に 手 に 入る と いう 状態 。 彼 は 、 
ある 日 の 午後 、 と て も 喉 が 湯 い て いて 、 家 に 水 を くれ る よう 
に 頼ん だ こと が ある と 言い まし た 。 ある 少年 が その 家 か ら 
水 を 持っ て き て 、 彼 は 同じ も の を 飲ん だ 。 神秘 的 な 

彼 は 昼間 に 水 を 飲ん で いる の で 、 彼 は 属し て いる 人 物 で 
す 。 そ の 日 か ら 、 彼 は 日 中 水 を 飲ま な く な り ま し た 。 誰か が 
條 に 調子 は どう 7 そし て 彼 は 、 彼 の 宗教 が 世界 の 願い で 
あり 、 デ ィ ナ ー ル が 好き で ある 場合 、 彼 の 状態 は どう な る 
oO 神秘 王 義 者 と 散 度 な 人 、 
お よび 他 の 宗 拝 者 の 状態 に つい て 尋ね まし た 。 
クア は 人 類 の 義務 と し て マラ ファ ト ( ア ッ ラ ー の 知 
識 ) を 作り まし た 存在 。 

聖 ク ルアー ン に は 、「 我 々 は 崇拝 の た め に ジン と 人 間 を 
創造 し た 」 と 述べ られ て いま す 。 彼 は アッ ラー が 彼 の 性 格 
以外 の すべ て の も の を 他 の も の に 隠し た と 言い まし た . 
アッ ラー の 了 臨 在 を 見 る こと が で きる 人 に は 3 つの タイ プ が 
あり ます 。 

1. を 目撃 で きる 人 は 、 常 に 恐れ 。 

2. アッ ラー の 約 東 を 目撃 で きる 人 は 、 常 に 次 の 状態 に 
な り ま す 。 不可 視 。 

3. を 目撃 で きる 人 は 、 常 に 幸福 。 

彼 は それ が 修道 院 の 付与 と 人 間 の た め の 行 為 に 対す る 
アッ ラー か ら の 祝福 で ある と 言い まし た . 

修道 院 の 押収 が あれ ば 良い が 、 行 為 は 
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左 。 し か し 、 証 書 の 差し 押さ え が あ り 、 修 道 院 が 残っ て いる 
場合 は 困難 で す 。 修 道 院 と 証書 の 両方 が 押収 され た 場 
合 、 最 も 危険 な 状況 に C に なり 、 そ れ を 制御 する の が 非常 に 困 
難 ( に な り ま す 。 

彼 は 、 他 の グル ー プ が 楽園 の 道 を 渡る の は 上 難し いこ と で 
は な いと 語っ た . 神 秘 的 な が グル ー プ は 彼ら の 最も 内 側 の 
条件 に 従っ て 説明 責任 を 負い 、 他 の グル ー プ は イス ラム 
教 に 従っ て 説明 責任 を 負う . 法 。 

その た め 、 神 秘 的 な 人 々 の 状況 は 厳し く 、 そ こ か ら 抜 け 
出す の は 非常 に 困難 で す 。 

誰か が 彼 に 、 旅 の ルー ル は 何で すか ? と 尋ね まし た 。 そ し 
て 彼 は 、 旅 人 に 道 の 危険 を 恐れ て は な ら ず 、 さ ら に 先 に 進 
むべ きだ と 言い まし た 。 旅人 が 心 の 安らぎ を 見 つけ た 場所 
は 、 旅 の 目的 地 と な る か ら で す 。 旅 。 

貧困 者 や 神秘 主義 者 と の 関係 に 基づく 神秘 主義 の 基 
礎 は 、 謙 虚 さ を も っ て 堅 園 で な けれ ば な り ま せん 。 神 秘 的 
な 人 は 、 寛大 さと 好意 に 文句 を 言う べき で は あり ませ ん 。 
善行 に 対す る 堅固 さ は 神秘 主義 と 呼ば れ ま す 。 

アッ ラー の 愛 に お ける 死 は 、 神 の 一 体 性 と 呼ば れ ま す 。 
敬 度 な 人 の 心 は 、 顕 現 の 反映 が 常に 利用 で きる 鏡 で す 。 

アッ ラー の 近 さ の し る し は 、 ア ッ ラ ー 以 外 の すべ て の も の 
か ら の 荒 々 し さ を 感じ る こと で す 。 神 秘 的 な 人 は 遠ざけ る 
方 が 良い 
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人 類 。 
貧困 の 名 は 、 人 が 魂 に 従わ ず 、 ア ッ ラ ー の 秘密 を 漏らし 
て は な ら な いこ と で す 。 忍 耐 の 名 は 、 不 満 を 残す こと で す 。 
アッ ラー の 前 で 低く 感じ る の は 謙虚 さ で す 。 本 当 の 欲望 
と は 、 善 行 の み を 明らか に すべ きも の で す 。 ほ の めか し に 
干渉 する の は 良く な い 。 し か し 、 危 険 と 啓示 の 状況 で は 
は 許さ れ ま す 。 世 界 か らら 遠ざけ る こと は 呼ば れ ま す 
神秘 主義 。 
お び え る 者 と は 、 ア ッ ラ ー 以 外 を 恐れ な い 者 で ある 。 條 は 
喜び と 呼ば れる 陽気 さ で アッ ラー の 戒め に 従う よう に 
いま し た 。 載 実 な 行為 に お いて 、 人 は 両方 の 世界 で 報酬 
を 求め る べき で は あり ませ ん 。 
バグ ボウ ツェ 0 こ ア ドバイ ス を 求め た と き 、 
彼 は 彼 に 「 ア ッ ラ ー の た め に 命 を 犠牲 に する こと 。 そ れ が 
で き な い の な ら 、 0 こ 従 っ て 行動 する 
た め に 去る 」 と 言い まし た 。 彼 の 最後 の 日 に 彼 は qazi( 裁 
判官 ) の ポス ト を 受け 入れ た の で 、 こ の よう に し て 彼 は 人 
類 を 助け る た め に 世俗 的 な 人 の ドレ ス を 着 ま し た . バ グ 
J は 、 私 た ち 全員 が 自由 で す が 、 私 た ち 
は 占領 され て お り 、 ル ウィ イム は 占領 され て いま す が 、 彼 は 
自由 だ と 言い まし た 。 
S1. イ ブラ ヒビ ム ・ ダ ウッ ド ・ ワ ルキ 
彼 は シリ ア の 聖人 の 有名 な カテ ゴリ ー に 属し て いま す 。 彼 
は 祉 拝 と 奇跡 に お いて 完全 な 地位 を 得 ま し た 。 彼 は バグ 
ダッ ド の ジュ ナイ ド の 時 代 に 生き て いま し た 。 彼 は イブ ン ・ 
アッ ツタ と アブ ドラ ・ ビ ン ・ ジ ャ ラ の 友人 で し た 。 
ある 神秘 的 な 人 の ドレ ス に パッ チ が あり 、 ジ ャ ング ル で ト 
ラ が その 人 を 攻撃 し よう と し まし た が 、 
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トラ は 彼 の 近く に 手 を 伸ばし 、 彼 の 足 に ひざ まず き 、 そ の 
神秘 的 な 人 に 害 を 及ぼ すこ と な く 立 ち 去 り ま し た 。 

彼 は よく 、 知 恵 に 従っ て 物事 を 調べ 、 生 き 物 の 存在 を 証 
明 す る こと は 、 ア ッ ラ ー の 知識 に 入る こと と 呼ば れる と 言 
いま し た . 彼 は 明らか に 目 は 開い て いる が 、 失 明 し て いる 
と 言っ た 。 

アッ ラー の 友情 の し る し は 次 の よう で ある と 語っ た 

続き ます 。 1. 服 従 

2. も っ と 崇拝 する 

3. に 従う こと (人 々 の 言動 に 従う こと ) 預言 者 )。 

彼 は 、 生 き 物 の 中 で 最も 弱い の は 、 生 き 物 を 離れ る コン 
トロ ー ル を 持っ て いな い 人 だ と 言い まし た 。 地 位 は 男気 に 
か か っ て お り 、 そ れ を 世俗 的 な 事柄 に 使う な ら 、 そ の 他 値 
は 無 意 味 で す 。 し か し 、 ア ッ ラ ー の 喜び の た め に それ を 利 
用 すれ ば 、 よ り 高 い 地 位 を 獲得 する の に 役立ち ます . 

役 は 、 質 問 を し な い 人 は 、 ア ッ ラ ー の 意志 と 喜び に 反 す 
る 私 た ちの ベニ ソン (呼び か け ) の 増加 に より 、 意 欲 と 傾 
向 の 状態 に な る だ ろう と 語っ た . ア ッ ラ ー の 約束 に 満足 す 
る こと は 、 信 頼 と 呼ば れ ま す 。 彼 は 、 誰 も 彼 の 運命 以上 の 
も の を 得る こと が で き な い の で 、 運 命 以 上 の も の を 要求 す 
る こと は 役に立た ず 、 良 く な いと 言い まし た . 

彼 は 金持ち に 彼 の 冨 で 十分 で ある と 言っ た の で 、 神 秘 
的 な 人 の アッ ラー へ の 信頼 は 彼 に と っ て 十分 すぎ る ほど 
で す . 神 秘 主義 者 は 、 現 実 か ら の 知識 に 興味 を 持っ た と き 
に 礼儀 正 し さ を 学び ます 。 の 気持 ち が あ る と き 
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アッ ラー の 近く に 危険 は あり ませ ん 。 ア ッ ラ ラー 以外 の 誰か 
が 賞 と 名 誉 を 授け る 権限 を 持っ つて いる と 考え る と き 、 そ の 
よう な 人 は 次 の よう な 状態 に が り ま す 。 不 名 蒼 。 

彼 は 次 の も の が 好き だ と 言い まし た 。 

1. 貧乏 人 の 会 社 人 。 

2. 敬 度 の 尊厳 人 
S2. ユ ス フ ・ ア スバ パット 
彼 は 偉大 な 崇拝 者 で あり 聖 人 で あり 、 世 俗 的 な 生活 と 喜 
び を 捨て た 敬 度 な 人 物 で も あり まし た 。 

彼 は 偉大 な 聖人 か ら 知 識 を 得 まし た 。 彼 は 遺産 か ら 70,0 
00 デイ ナー ル を 手 に 入れ まし た が 、 個 人 的 な 使用 の た め 
に 1 ディ ナー ル も 使い ませ ん で し た 。 彼 は ナツ メ ヤ シ の 葉 
を 売っ て 生計 を 立て て いま し た 。 彼 は 40 年 間 、1 つの 古 
いぼ ろ き れ の ドレ ス で 過ごし まし た 。 

は Huzefa Marshi に 次 の よう に 書い て いま す 。 お 店 の 人 
が 教え て くれ まし た 。 そ し て 、 あ な た の 威厳 の 高 さ か ら 、 
セー ルス マン は あな た の 発言 を 信じ て 、 よ り 安 い 価 格 で 商 
品 を 売り 払い まし た 。」 

この イベ ント は 、 他 の いく つか の 書籍 で は 異な る 方 法 で 
説明 され て いま す が 、 上 記 の 説明 は 多く の 参考 書 で 利用 
で きま す 。 彼 は 、「 世俗 的 な 利益 の た め に コー ラン を 学ぶ 
こと は 役に立た ず 、 非 常に 悪い こと で す . 

彼 は 、「 一 晩 の 誠実 な 崇拝 は 、 侵 和信 より も 優れ て いる 」 と 
述べ まし た 。 
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彼 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 」 
礼儀 正 し さ を 持っ て いる 人 は 、 イ スラ ム 法 の 命令 に 従っ 
et 礼儀 正 し さ を 持っ て 生き 物 と うま く 振 る 舞う べき 
彼 は 僅 大 な 聖者 た ち に 敬意 を 払い 、 あ ら ゆ る 損失 に 耐え 
アッ ラー か ら 与 えら れ た も の に 満足 し な けれ ば な り ま せん 。 
彼 は アッ ラー を 念じ 、 怒 り を 静め 、 金 持ち に 対し て 誇 ら し 
げに 振る 舞 わ な けれ ば な ら な い 。 
彼 は 次 の こと を 語っ た 。 10 の 兆 
候 が あり ます 悔い 改め 
. か ら 遠 ざけ る た め に 世界 。 
. 祭 止 事 項 を 避け る た め に も の 。 
. を 遠ざけ る た め に 人 。 
を 求め る 人 。 
. 谷 度 な 人 と の 関係 を 保つ た め に 人 。 
. 続 ける た め に 悔い 改め 。 
. 後に 罪 を 犯し て は な ら な い 悔い 改め 。 
8. を 満た す た め に 義務 。 
9. を 求め る に は 祝福 。 
10. 削減 する に は パワ ー。 
神秘 主義 の 10 の 兆候 が あり ます 
1. あな た の 中 に ある も の を 残す た め に 所 持 。 
2 を 果 だ すず だ の に サー ビス 。 
3. で お 金 を 使う に は 慈善 団体 。 
4. イン ナー の クリ アラ ンス を 取る た め に 多く の 。 
$. 親戚 に 敬意 を 表し ます 。 


ND トト. 
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6. を 払う た め に 友達 。 
7. 世話 を する の 許可 され た アイ テム を 知恵 
Cs 
8. を 求め る こと 世界 。 
9. 削減 する に は 快適 。 
10. 願い を 残す た め に 。 
禁欲 の 10 の 兆候 が あり ます 
1. 知恵 の 助け を 借り て 、 疑 わし いも の か ら 遠 
ざけ る も の 
2. を 避け る た め に 疑問 。 
3. 良し け 方 行為 。 
4. か ら 遠ざかり 、 悲し み 。 
5. を 遠 ざ は Se 
7 志 | 9 チョ 信和 
8. の 困難 か ら 遠 ざけ る た め に 時 間 。 
9. 危険 な も の か ら 遠 ざけ る た め に も の 。 
10. 誇り を 残し 、 誇り 。 10 の 兆候 
が あり ます 忍耐 
1. を 制御 する に は 魂 。 
2. 世話 を する た め に レッ スン 。 
3. 世話 を する た め に 平和 。 
4. を 残す 。 
$. を 求め る た め に 信仰 心 。 
6. He +。 
7. 世話 を する た め に 義務 。 
8. 誠実 さ を 辿 玉 す る た め に 取引 。 9 世話 を 
の タカ しじま すず 
ざけ る 罪 。 
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上 虹 想 に は 6 種類 あり ます 

1. 好き な も の を 好き に な る アツ ラー。 

2. 良い 希望 を 持ち 続け る た め に アッ ラー。 

3. 少な いか 多い か を 考え る アツ ラー。 

4. 快適 さ を 感じ る た め に アッ ラー。 

$. か ら 遠 ざけ る た め に 生き 物 。 

6. アッ ラー を 愛す る こと 。 

6 種類 の 真実 が ある 

1. 舌 の ケア と 心臓 。 

2. を 大 切 に し 、 や っ て いま す 。 

3. を 望ま な いこ と 賞賛 。 

4. を 望ま な いこ と 政府 。 

$. この 世界 以外 の 世界 を 大 切 に する た め に 世界 。 
6. に 対抗 する 。 十 種類 あり 

ます 信頼 

1. され た も の に 安らぎ を 感じ る アッ ラー。 

2. 利用 可能 な も の に 満足 する も の 。 

3. 我慢 する こと 困難 。 

4. の 基本 的 な 柱 に 基づい て 行動 する イス ラム 教 。 
$. を 奴隷 と し て 過ごす 。 

6. か ら 遠 ざけ る た め に 誇り 。 

7. 削減 する に は パワ ー。 

8. 期待 を 裏切ら な いた め に 生き 物 。 

0 ブイ ロー する に は 真実 。 

10. を 取得 する に は 情報 。 

それ な し に は 救い が な いこ と を 考え 、 そ れ に 基づい て 行 
動 す る こと 。 

信頼 を 考え て 従う こと は 、 私 た ちの 運命 以上 の も の を 
手 に 入れ る こと は で きま せん 。 
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愛 に は $ つ の 種類 が あり ます 。 
1. に 住 0 め に 孤独 。 
2. か ら 遠 ざけ る た め に 人 類 。 
3. 常に 覚え て お く こ と グッ グー 
4. 我慢 する こと 努力 し ます 。 
3. 行動 する 心から 。 
彼 は その 結果 が どう な る か を 話す 前 に 考え る よう に 言 
た . 物 事 に は 、 心 と 知恵 が な けれ ば 良い 結果 は 得 ら れず 、 
無駄 な も の と な り ま す 。 
彼 は 、 悪 いこ と を 舌 で 言う な 、 悪 いこ と を 耳 か ら 聞く な と 言 
いま し た 。 
不倫 を 遠ざけ る た め に 。 法 定食 品 
を 使用 する こと 。 
世界 を 去る こと 。 
常に 死に つい て 考え る こと 。 欲望 
に は 五 つ の 種類 が あり ます 。 
1. 安らぎ と 安らぎ を 忘れ て は な り ま せん 死 。 
2. 幸福 の 期間 中 、 私 た ち は 人 生 を 敵 。 
. を 思い 出し て いつ も 忙し くし て いる こと アッ ラー。 
4. を 後悔 する 恵み 。 
$. その 状態 で 幸せ に な る た め に 面前 。 
彼 【 定期 的 に 議会 の 祈り に 加え て 特別 な 祈り を 増やす 
よう に 言い 、 法 的 規定 を 要求 する こと は 義務 で ある . 
S3. ヤク ファ ロビン アイ ザ サック > ネル シャ ッ ン 
彼 は と て も 区 上 度 な 人 で 、 と て も ハン サム な 人 で し た の 中 
の スー フィ ー 聖人 。 彼 得 た 知識 の の 
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Omer Bin Osman の 会 社 。 彼 は 長年 、 聖 な る ハー レム 
(メッ カ の 大 モス ク ) の 管財 人 を 務め 、 そ こ で 亡くな り ま し 
7 

アッ ラー の 賛美 歌 の 時 に 彼 が 悲し み の 状 態 に あっ た と き 
彼 が 聞い た 神聖 な 呼び か けが あり まし た 。 

断食 を 続け て 旅 を 続け る よう に 勧め られ た が 、 私 は これ ら 
の 恩恵 を 受け る こと が で き な か っ た と 不平 を 言う 人 人 も いま 
し た 。 そ れ で 彼 は 彼 に 、「 礼拝 中 は 、 あ な た が それ か ら 利 
益 を 得る こと が で きる よう に 、 よ り 注 意 を 払っ て くだ さい 」 と 
言い まし た . 

ある 体 は 、 祈 り の 間 に 喜 び を 見 つけ られ な か っ た と 不平 
を 言っ た の で 、 彼 は 自分 の 心 に 注意 を 向け る よう に 言い ま 
し た (も っ と 注意 を 払っ て くだ さい )。 こ の 行為 に よっ て 、 そ 
の 人 の 不平 は 終わ り ま し た 。 

彼 は 、 メ ツ カ で の (宗教 的 儀式 と し て の 聖なる カアバ の ) 
巡回 中 に 、 目 の 見 えな い 人 が 「 あ あ 、 ア ッ ラ ー、 私 は あな た 
に 救い を 求め ます 」 と 祈っ て いた と よく 言っ て いま し た 。 そ 
の 方 に な ぜ こ の よう に 祈っ て いる の か と 聞く と 、 彼 は ハン 
サム な 人 を 見 て 、 心 の 中 で ハン サム な 人 だ と 思い 、 そ の 人 
を 見 た 目 は 風 の 流 れ で 終わ っ た と 思っ た と 言い まし た 。 そ 
し て 彼 は 神 の 呼び か け を 聞い た 。 六 。" 

彼 は 、 こ の 世界 の 例 は 川 の よう な も の で あり 、 そ の 終わ り 
は 死後 の 別 の 世界 の よう な も の だ と よく 言い まし た . の 信 
仰 心 は お 気に入り a ボー ト の どれ の の 旅行 者 カ 
パー の 
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人 生 の 旅 。 

お 腹いっぱい 食べ る 男 は 、 い つも 空腹 の まま 。 金 持ち は 
自分 の 欲望 を 満た す た め に 生き 物 を 見 る の で 、 常 に 貧し 
いま まで す 。 

アッ ラー の 助け を 求め な い 者 は 、 常 に 不 名 誉 に 直面 する 
で し ょ う 。 恩 祝 へ の 感謝 が あれ ば 、 そ れ で 終わ り で は あり 
ませ ん 。 彼 が 現実 の 信念 の レベ ル に 達する と き 、 そ の 人 に 
と っ て 恵み は 不 名 准 に な り ま す . 

彼 は 、 奴 隷 が 自分 の 献身 に 喜び を 感じ ず 、 破 壊 と 存在 の 
間 に 奴 隷 状態 を 確立 し な い の で 、 こ の 問題 で は 誤り で あ 
| 胡 

こ は 3 種類 あり ます 。 

1. 1 の 人 宗 拝 。 

2. 思い 出 の 中 の 幸せ アッ ラー。 

3 幸せ を 身近 に アデ アッツ プー 

上 記 の 3 つ を 手 に 入れ た 人 は 、 社 拝 に 身 を 投じ て 世 を 去 

り 、 人 類 は 彼 を 悪い 人 だ と 考え る で し よう 。 

彼 は 、 最 良 の 行為 と は 、 知 識 と の つなが り が ある 行為 で 
ある と 語っ た. 

最高 の 神秘 主義 者 と は 、 恵 み を 求め 、 威厳 

ジッ ツジ デー の )。 

神秘 的 な 人 は 、 次 の 3 つの こと を 残す べき で は あり ませ 
ん 。 


1. 知識 


の ンク ンコ ング 

3. 孤独 

上 記 の 3 つの こと を 放棄 する 人 は 、 ア ッ ラ ー の 近く に い 
る こと は あり ませ ん 。 

アッ ラー 以外 を 観察 し な い 神 秘 的 な 人 は 、 他 の こと を 慈 
し むこ と は あり ませ ん 。 

0 育 定 的 な 知識 に は 注意 が 必要 で あり 、 す べ て が そ 

に 依存 し て いる と き ちっ つっ た. 

MN \ て 、 す べ て が 偽 で す 。 真 の 知識 と は 、 ア ッ ラ ー 
が 預言 者 アダ ム に 教え られ た も の で す (平安 あ れ ) 彼 )。 

アッ ラー は 、 信 頼 で きる 人 た ち に 何 の 源 も な し に 生計 を 
立て ます 。 

生き 物 の 悲し み と 幸 せ か ら 離 れ て いる 人 は 、 信 頼 で きる 
人 で も あり ます 。 

し か し 、 本 当 の 信頼 は 、 預 言 者 イブ ラ ヒ ム ( 彼 に 平安 あ 
れ ) が ネム ロッ ド の 火 の 中 で 持つ て いた も の で あり 、 彼 は 
天使 ガブ リエ ル か ら の 助け を 拒否 し まし た 。 そ し て 彼 は 
アッ ラー だ け を 望ん で いる と 彼 に 答え まし た 。 彼 。 

イス ラー ム へ の 道 は 次 の と お り で す 。 

1. を 遠ざけ る た め に 人 。 

2. 学ん だ 仲間 を 探す 人 。 

3. に 基づい て 行動 する 知識 。 

4. に 従事 する アッ ラー。 

SS. 人 
彼 は シ ニ ジ ア 出 身 で 、 バ グ ダ ッ ド で 亡くな っ た 。 彼 は 有名 
な 神秘 的 で 禁欲 的 な 人 物 で あり 、 
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アブ ドウ ゥ ・ オ マー ン と バグ ダッ ド の ジュ ナイ ド か ら の 神秘 主 
義 の 知識 。 彼 は よく 次 の よう に 言っ て いま し た 。 そ し て その 

命令 は 私 に と っ て 不快 で し た 。 で すか ら 、 私 の メッ カ 巡 礼 
は すべ て 心理 的 な 欲求 か ら 解 放さ れ た も の で は な か っ た 
と 思い ます 。」 

に 出 よ うと 決心 し た が 、 そ の 時 は 何 も 持 っ て いな か っ た と 
語っ た 。 そ こ で 彼 は アブ ー・ ム ハン マ ド ・ モ ー テ ィ ツ シュ に 
お 金 を を うこ と に し た 。 バグ ダッ ド 。 

そこ で 彼 は 、 靴 と 水差し を 購入 する た め に 15 ディ イル ハム 
を 要求 し それ か ら 巡 礼 の 旅 に 出る こと に し まし た 。 こ の 考 
え が 頭 に 浮か ん だ と き 、 彼 は 外 か ら の 電話 を 聞い て 、 ア 
アム ハバ ンマ ドモ ー デ テイ ィ イッツ シ ョ が そこ に いる こと に 気づき 、 
彼 に 15 デイ ル ハ ム を 渡し 、 私 に 彼 に 渡さ な いよ うに 言い ま 
し た 問題 。 

彼 が バグ ダッ ド の ある 地域 か ら 通 りか か っ た と き 、 喉 が 潟 
MN GC 

一 人 の 素敵 な 女の子 が いて 、 の 
の け ま し た 。 彼 が その 女の子 を 見 て 、 彼女 の 恋 に 
ち た と き 。 彼 は 娘 の 父親 に 自分 の 魂 の 状態 を 説明 し 、 = 
の 男性 は 娘 を 彼 と 結婚 させ る こと に 同意 寺 し た . 彼 は 立派 な 

ドレ ス を 与え られ 、 ぼ ろ き れ の ドレ ス が 取り 出さ れ ま し た 彼 
が 花嫁 の 部 屋 に 到着 し 、 そ こ で 祈り を 始め た と き 、 彼 は 結 
婚 す る と 突然 、 ば ぼろ きれ の ドレ ス を 返す よう に 叫び 、 素 晴 ら 
し い ド レス を 取り 出し まし た . その 上 
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彼 が 家 か ら 出 て きた 女の子 に 離婚 を 与え る 。 人 々 が 彼 に 
何 が 問題 な の か と 尋ね た と き 。 そ れ か ら 彼 は 彼ら に 、 次 の 
よう な 神 の 呼び か け を 聞い た と 説明 し まし た 。 も う 一 度 間 
違え た ら 、 あ な た の 一 番 奥 の ドレ ス も 取り 返し ます 。」 
誰か が 彼 に 、 あ る 人 は 水 の 上 を 歩き 、 あ る 人 は 空 を 飛ん 
で いる と 言い まし た 。 そ れ か ら 彼 は 、 彼 の 弄 に 反し て 行動 
する 人 は 、 そ れ ら の 人 より も 優れ て いる と 言い まし た . 

ある 時 、 彼 は ある 病気 に か か り 、 健 康 に 害 を 及ぼ す 定 期 
的 な 入浴 を 避け る よう 医師 に 言わ れ ま し た 。 小 浴 の 習慣 
が あっ た の で 、 そ の 病気 で 死ん で も や め な いと 言い まし た 。 
か つて 彼 は ある モス ク で ムタ カフ (継続 的 な 祈り の た め 
の 引退 ) を し て いま し た が 、3 日 以内 に その 場所 を 去り 、 
「 こ こ で 私 は クル アー ン の 朗読 と 礼拝 スタ イル が 私 の も の 
と は 異な っ て いる の を 見 つけ まし た 」 と 言い まし た 。 標準 。 

自分 の 行為 で 地獄 か ら 遠 ざけ る こと が で きる と 考え る 人 
は 、 魂 の 支配 下 に あり ます 。 

アッ ラー の 慈しみ と 恵み に 目 を 向け る 者 は 、 天 の 報酬 。 
手段 と 資源 を 探す 者 は 、 ア ツラ ー を 見 捨て る で し よう 。 
彼 は 、 魂 と 世 を 去っ た 者 に アッ ラー の 友情 を 得る こと が 
で さる と 言い ま よら 6X た 。 

アッ ラー の 統一 の 基礎 は 、 次 の 事柄 に 依存 し ます 。 
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1. 団結 へ の 信念 を 受け 入れ る た め に アッ ラー。 

2. を 知る に は 摂理 。 

3. 禁止 事項 を 避け る た め に も の 。 

彼 は 、 貧 し い 人 々 の 会 社 は 良い 会 社 で あり 、 貧 し い 人 々 
が その よう な 会 社 を 去る と き 、 そ こ に は いく つか の 欠陥 が 
ある と 思う . 

何人 か の 人 々 が 彼 に 最後 の 願い を 尋ね た と き 、 彼 は 彼ら 
に 、 彼 より も 優れ た 他 の 人 敬 度 な 人 々 の 仲間 を 探し 、 ア ッ 
ラー の 恵み の た め に 彼 を 去る よう に 言い まし た . 

S6. アブ ・ ア ブダ ラ ・ ビ ン ・ フ ァ デ ル 

彼 は アー メド ・ ハ ゼル ウィ ヤ の 弟子 で し た 。 彼 は ホラ ー 
サー ン 出 身 の 有 名 な 敬 虚 な 人 物 の 1 人 で し た 。 ア プ ブ ・ オ 
スマ ン ・ ハ リリ が 彼 に 送っ た 手紙 の 中 で 、 シ ャ カワ ッ ト ( 不 
幸 ) の 兆候 は 何で すか ? そ し て 、 こ れ に つい て 彼 は 、 次 の 
3 つの 兆候 が ある と 答え まし た それ 。 

1. 行動 し な い 知識 それ 。 

2. な し の 行為 誠実 さ 。 

3. 克 度 な 人 に 克 意 を 払わ な い 人 。 

アブ ・ オ スマ ン ・ ハ リリ は 返信 の 中 で 、 彼 が 可能 で あれ ば 、 
彼 の 会 社 か ら 利益 を 得る た め に 常に 彼 と 一 緒 に 暮らす だ 
ろう と 彼 に 書い た . 

バル フ の 人 々 が 彼 に 多く の 危害 を 加え た 後 、 そ こ か ら 彼 
を 連れ 去っ た と き 、 彼 は 彼ら を 呪い 、「 あ あ 、 ア ッ ラ ー が バ 
ルフ か ら の 誠実 な 人 々 を 終わ ら せ て くだ さい 」 と 祈っ た 。 そ 
の 後 、 敬 上 庶 な 人 は 生ま れ ま せん で し た 。 

彼 は よく 、 胸 を 清め れ ば 区 度 な 知識 が 得 ら れ 、 そ の 後に 
説得 力 の ある 知識 が 得 ら れ 、 そ の 後に 育 定 的 な 知識 が 得 
られ る と 言っ て いま し た 。 納得 の いく 知識 は 起源 
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胸 を きれ い に し ま す 。 

彼 は 、 真 の ダー ウェ シュ と は 、 罪 か ら 解放 され 、 人 賞賛 と 名 
声 か ら 遠 ざか る 者 で ある と 語っ た 。 

彼 は 、 魂 を 離れ る こと に よっ て 、 安 ら ぎ と 平安 を 得る こと が 
で きる と 五 っ た 。 

、 イ スラ ム 教 に と っ て 4 つの 有害 な も の が ある と 語っ た . 

1. 行動 し な い 知 識 それ 。 

2. な し の アク ショ ン 知識 。 

3. 私 た ちの 知ら な いこ と を 探す こと 。 

4. 私 た ち を 知識 か ら 遠 ざけ る も の 。 

Elm (知識 ) に は 次 の 3 つの アル ファ ベッ ト が あり 、 ア ラ 
ビア 語 の アル ファ ベッ ト Ain、Lam、Mim で 構成 され て い 
ま 9 。 

し た が っ て 、 ア イン アリ ム か ら は 知識 を 意味 し 、 ラ ム アマ 
昌 は 行動 を 意味 し ます 。 Fom Mim mukhlis は 、 ア ッ 

に 対し て 誠実 で ある こと を 意味 し ます 。 

和 は 、kowledge の 人 々 に 、 以 下 に 述べ る これ ら の こと に 
従う べき だ と 言い まし た 。 

1. に 基づい て 行動 する アッ ラー。 

2. の スン ナ に 従っ て 行動 する こと (聖なる 預言 者 の 言葉 

と 行為 に 従う こと ) 預言 者 )。 

彼 は 、 愛 の 名 前 は 無 私 無欲 と 呼ば れ 、 そ れ に は 4 つの 
種類 が ある と 語っ た 。 

0 MS Vb 

を 思い い 出 す 傾 向 が ある の ツアー 

2 は 世界 。 

4. か ら 遠 ざけ る アッ ラー。 
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コー ラン の 教え と その 解釈 に よる と 、 次 の と お り で す 。 
あな た の 父 、 あ な た の 息子 、 あ な た の 上 兄弟 、 あ な た の 配偶 
者 、 ま た は あな た の 親族 で ある な ら 、 あ な た が 得 た 富 : あ な 
た が 衰退 を 恐れ る 商売 。 アッ ラー や その 使徒 より も 、 あ な 
2 EN に し 、 あ る い は アッ ラー の 目的 
の た め に 春闘 する の で あれ ば 、 ア ッ ラ ー が 決定 を 下 し 、 
アツ スー CCC 
ルアー ン 9:24) 

アッ ラー の 愛 の し る し は 次 の と お り で す 。 


4 尊 散 する 。 

時 に 神秘 的 な 人 の 無 私 無欲 を 、 必 要 な 時 に 勇敢 な 人 の 
無 私 無欲 を 見 つけ る こと が で きる と 彼 は 語っ た 。 世 界 か ら 
京 さ ける こと は 呼ば れ ま す 神秘 主義 。 
57. シ ェ イ ク ・ ア ブル ・ ハ サン ・ ボ ー・ シ ャ ンジ 
艇 は 次 の 有名 な 敬 度 な 人 で し た 。 啓 示 

奇跡 と 硫 度 。 

彼 は 彼 の 時 代 の 多く の 僅 大 な 人 敬 度 な 人 物 に 会 いま し た 。 
彼 は 生ま れ 故 郷 の 釜山 地 を 離れ 、 長 年 イラ ク に 住ん で い 
まし た 。 し か し 、 彼 が 自分 の 場所 に 戻っ た と き 、 彼 の 場所 
の 人 々 は 彼 を 偽善 者 と 呼ん だ の で 、 彼 は ニシ ャ プー ル に 
行き 、 そ こ で 死ぬ まで そこ に 住ん で いま し た . あ る 村人 が ロ 
バ を な くし た の で 、 盗 まれ た と 言い まし た 彼 の 
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ロバ を 返し て くれ と 頼み まし た 。 し か し 、 彼 は ロバ を 連れ て 
行か な か っ た と 彼 に 言い 、 最 後に 彼 を その 問題 か ら 解放 
し C く れる よう に アツ ラー に 物 り まし た 。 

祈り の 直後 、 村 人 は 彼 の ロバ を 手 に 入れ 、 こ の 間 題 で 彼 
を 悩ま せ た こ と を 後悔 し まし た . 村 人 は 彼 に 言っ た . 私 の 祈 
り を 受け 入れ て 、 あ な た に 迷惑 を か けた それ 。" 

途中 、 あ る 人 が 彼 を いた ずら に 殴り 、 彼 が アブ ル ・ ハ サン 
で ある こと を 知っ た と き 、 彼 は 自分 の 過ち を 後悔 し まし た 
が 、 彼 は 彼 に こう 言い まし た 。 間 違い 。 だ か ら 私 は あな た に 
2 つり 、 こ の 凍 米 事 に つい 沈 アッ アー に 炭 角 を 
言っ た り し ませ ん 。 それ 。" 

ある と き 、 彼 は 入浴 中 に 使用 人 に 古い ドレ ス を ダル ウェ ッ 
シュ に 渡す よう に 言い まし た が 、 使 用 人 は 彼 に 、 入浴 が 終 
わっ た ら ド レス を 渡す と 答え まし た が 、 彼 は 入浴 時 間 中 に 
サタ ン が し よう と する だ ろう と 彼 に 言い まし た 彼 の 考え を 
変え て 、 こ の 問題 を 遅らせ な いで くだ さい 。 

ハラ ム ( 違 法 な ) も の か ら 遠 ざけ る こと は 、 ナ キラ イン ( 二 
人 の 天使 が 彼 の 墓 で 彼 の 信仰 に つい て 人 間 に 質 問 する 
こと ) か ら の 勇気 で す . 行 動 を 続け る こと は 神秘 主義 と 呼 
ば れ ま す . 彼 は 善 と 善行 を 愛し 、 魂 に 反対 する こと は 男気 
の 行為 と 呼ば れ て いま し た 。 

誠実 な 行為 と は 、 天 使 ( ナ キ ライ ン ) が 書く こと が で きず 、 
サタ ン が 破壊 で き な か っ た り 、 
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生き 物 は それ を 知る こと が で きま し た 。 

彼 は 、 誰 も が 彼 の 運命 より も 摂理 を 得る こと が で き な い 
と 信じ る よう に 言い まし た 、 そ し て これ は アッ ラー へ の 信頼 
を 呼び まし た . 

自分 は アッ ラー が 恥 を か か せる 尊敬 すべ き 人 物 だ と 考 
える 人 。 彼 は 、 人 は あら ゆる 種類 の 苦難 を 調べ る べき だ と 
言い まし た 。 

ある ダー ウェ シュ が 彼 の 慕 を 訪れ 、 世 界 の 利益 を 要求 し 
まし た 。 彼 は 愛 の 中 で 彼 を 見 まし た 。 彼 は 、 世 俗 的 な 利益 
の た め に 王 の 慕 に 行き 、 も し 彼 が 他 の 世界 の 成功 を 望む 
な ら 、 そ こ に 来る よう に 彼 に 言い まし た . 我 ら 。 

S9. アブ ・ ワ ラク 
彼 は 有名 な 敬 度 な 人 物 で あり 、 次 の こと に 精通 し て いま し 
7 こら 

1. 孤独 。 

2. 個別 化 。 

3. 良い マナ ー 

me 信徒 た ち は 彼 を 克 度 な 敬 度 の 称号 で 呼 
ん だ 人 。 

彼 は モハ メド ・ ア リ ・ ハ キー ム か ら 知 識 を 得 まし た 。 彼 は バ 
ラク に 住み 、 神 秘 主 義 に つい て 多く の 本 を 残し まし た 。 彼 
は 献身 の 状態 に つい て 、 忍 面 が 恵み の 鍵 で ある と 語っ た . 
責 身 の 後に アッ ラー の 恩 鶴 の 可能 性 が あり ます 。 彼 は 毎 
日 ジャ ング ル に 行っ て キ デ ー ル ( 命 の 泉 に よっ て 不死 化 さ 
れ た 聞 言 者 の 名 前 ) に 会 い 、 行 っ た り 来 た り し な が ら 聖 な 
る 言葉 を 唱え て いま し た 。 コー ラン 。 

ある と き 、 彼 は ジャ ング ル に 行き 、 一 人 も 彼 に 同行 し 、 二 
人 と も ジャ ング ル に た どり 着き まし た 。 
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途中 で し ゃ べり な が ら ジ ャ ング ル 。 そ こ か ら 戻 る と 、 そ の 人 
は 彼 に こう 言い まし た 。 し か し 、 今 日 、 あ な た は 一 人 の 仲 
間 の た め に 、 聖 な る ク ォ ー ン の 衣 読 を 忘れ て いま す . 私 の 
会 社 で は アッ ラー を 見 落と し て いた よう に 、 他 の 会 社 で は 
あな た も アッ ラー を 無視 し て いま す 。 で すか ら 、 最良 の 条 
件 は 孤独 で す 。 」 そ う 言 っ て その 場 を 立ち 去っ た 。 

彼 の 息子 が 聖 ク ルアー ン を 読ん で いて 、 次 の 聖 句 に 到 
達し た と き 、 そ の 意味 は 次 の と お り で す 。「 い つの 日 か 子 
供 た ち は 老 人 ( こ な る 。 」 そ の 後 、 少 年 は アッ ラー へ の 恐れ 
か ら 突 然 死に まし た 。 

それ で 彼 は 涙 を 流し な が ら こ う 言 いま し た 。 アッラー を 恐 
れ て いる た め 、 彼 は 定期 的 な 祈り の 後 、 モ スク に 長く 滞在 
する こと は あり ませ ん 。 

誰か が 彼 に 0 彼 は 「 富 の 不足 は 
両方 の 世界 で 役に立ち 、 そ の 増加 は 両方 の 世界 で 有害 
で ある 」 と 彼 ( a 

ハッ ジ の 旅 の 途中 、 一 人 の 女性 が 彼 に あな た は 誰 で す 
か ? と 尋ね まし た 。 そ し て 彼 ! 0 は 旅行 者 で す 」 と 答え ま 
し た 。 彼 女 は あな た が アッ ラー に 不平 を 言っ て いる と 彼 に 
言い まし た 。 

だ か ら 私 は 彼女 の アド バイ ス が 好き で し た 。 

彼 は 、 ア ッ ラ ー が 彼 に 「 あ な た は 私 に 何 を 求め て いま す 
か 」 と 尋ね た と 言い まし た 。 私 は 答え まし た 。 私 に は 聞 言 
者 た ちの その よう な 困難 に 耐え る 力 が な いか ら で す 。」 

彼 は 魂 が すべ て の 悪行 の 根源 で ある と 言い まし た 。 ミ ー 
テディ ジグ 
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大 き な 問題 の 理由 で す 。 だ か ら こ そ 
孤独 は より 良い 。 

彼 は 次 の こと を 語っ た 。 

大 で 悪い こと を 言っ て は いけ ませ ん 。 

悪い こと を 耳 で 聞く な 、 超 いこ と を 目 で 見 る な 。 

徒歩 で 悪い 場所 に 行か か いで くだ さい 、。 

手 で 悪い も の に 触れ な いで くだ さい 。 

アッ ラー の 上 崇拝 に 常に 忙し い 。 

預言 者 の 後に は 、 知 恵 の 地位 が あり ます 。 

知恵 の し る し は 、 必 要 な 場合 を 除い て 、 常 に 沈黙 を 保 


つこ と で す 。 

彼 は アッ ラー が 人 類 に 次 の 8 つの こと を 要求 され る と 言 
まし / そ 。 

心から の ふた り 


1. の 戒め を 重視 する アツ ラー。 

2. 生 き 物 に 優し く 。 舌 か ら 2 つの 

Ne 

1. 団結 を 受け 入れ る アッ ラー。 

2. 親切 に 相手 と 話す こと 人 類 。 の 句 官 か 
ら の 2 つの こと 体 。 

1. 奴隷 状態 

2. 助け る た め に 人 類 。 

人 類 か ら の 2 つの こと 

1. 我慢 する こと 人 格 。 

2. 親切 に 振る 舞う こと 人 類 。 

彼 は 、 魂 を 愛す る 人 に は 、 高 慢 、 食 欲 、 慣 慌 が アッ ラー に 
よう て 課さ れる だ た ろう と 語 つ た 。 

彼 は サタ ン が 次 の よう に 言う と 言い まし た 。 
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EE 信者 に 変え る こと が で きま 

す 。 そ の た め に 、 私 は 彼 を ハラ ー ム (違法 ) な も の に 食欲 

し 、 の 災 還 を 慕 延 させ ます 。 そし て 彼 は 罪 を 犯し ます 。 

彼 は アッ ラー、 魂 、 サ タン 、 生 き 物 、 そ し て 世界 を 知る 者 に 

救い を 得る だ ろう と 言い まし た . 上 記 の こと を 認識 し な い 

人 は 死ぬ で し ょ う 。 

人 か ら 愛 され な いよ うに 人 類 を 愛す る 人 アツ ラー。 

彼 は 、「 男 は 多く の も の に よっ て 創造 され まし た が 、 水 と 

土 の 2 つの アイ テム が 彼 の 中 に あり ます . 人 に 水 が 多 い 場 
合 は 優し く 扱い 、 土 が 多い 場合 は ほとん ど 扱 いま せん 。 こ 

れ は 、 イス ラム 教 の 知識 を ほとん ど 教 えな いこ と を 意 [ 床 し 

ます 

水 の 中 に は さま ざま な 色 や 味 が あり 、 そ の た め 、 そ の 味 を 

知る こと は 困難 で す 。 人類 の 生活 は 水 に 依存 し て いま す 

が 、 体 は 水 が 生 命 に と っ て 不可 欠 で ある こと を 知り ませ ん 

で に つ MYC ア ウラ ーー は 思 ク ルアー ン で 次 の よう に 流 べ て 

いま す 。 続き ます 。 

「 私 た ち は 水 の そば で すべ て の も の に 命 を 吹き 込み まし 

71 と 彼 は 言い まし た 。 彼 は 次 の よう ( 語ら 

陰口 や 悪口 は 違法 食 と 同じ 。 

アッ ラー の 記憶 と アッ ラー か ら の 許し を 求め る こと 
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合法 的 な 食品 の よう な も の で す 。 彼 は 真実 の 名 前 は 、 男 
と アッ ラー の 間 に あ る も の の 世話 を する こと で ある と 言い 
まし らん: 

彼 は 、 忍 面 と は 人 間 と 魂 の 間 ! こ あ る も の の 名 前 だ と 言い 
まし た 。 彼 は 言 念 は 信者 を 献身 的 な 人 に する 光 で ある と 
譜 っ うた 

彼 は 、 アラ ビア 語 の ザ ヒ ー ド ( 郊 度 な ) に は 、 ザ 、 ハ 、 ダ ル 
の 3 つの アル ファ ベッ ト が ある と 語っ た 。 za か ら zenat へ 、 
ショ ー を 去る こと を 意味 し ます 。 ha 和 0 hawas へ 。 欲 を 捨 
Mi 0 dal か ら duniya は 、 世 界 を 去る こと 

意味 し ます 。 

Py こ は 3 つの 種類 が あり ます 。 

報 を 信じ る こと を 意味 する Yaqin khaber。 証拠 の 信念 

意味 する Yaqin dalalat。 観察 の 信念 を 意味 する ヤキ ン ・ 
rt 

彼 は 忍耐 強い 男 に 、 す べ て の も の は 自分 の も の だ と 思っ 
て いる 人 だ と 言い まし た 。 メー 

私 た ち は 合 法 的 な 食べ 物 を 避け 、 悪 いも の も 人 避け な けれ 
ば な り ま せん 。 行為 。 

彼 の 死後 、 誰 か が 彼 の 夢 の 中 で 彼 を 見 て 、 彼 8 
いた の で 、 彼 は 彼 に な ぜ そ うな の か と 尋ね まし た . 彼 は 
地 に は 他 に も 10 人 が 埋葬 され て いる が 、 そ の 中 ( 2 洛 
ム 教 徒 は いな いと 語っ た 。 全て 。 

別 の 人 が 夢 の 中 で 彼 に 、 ア ッ ラ ー が 彼 に 何 を し た の か と 
尋ね まし た 。 彼 は アッ ラー が 彼 を 祝福 し 、 私 の 行為 の 記録 
を 与え た と 言い まし た . それ を 読ん で 、 私 の 罪 が 一 つ あ り 、 
それ が 私 の すべ て の 善行 を 覆っ て いる こと を 知り まし た . 
自分 
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60. ア ブダ ラ ・ マ ナジ ル 
彼 は 有名 な シェ イク で 敬 度 な 人 物 で あり 、 マ ラマ ティ と 呼 
ば れる 宗派 の スピ リ チ ュ アル ガイ ド で し た 。 彼 は ハム ドウ 
ン カサ ー ル の 弟子 で あり 、 一 生 を 独身 で 過ごし まし た 。 
彼 が アブ ・ ア リ ・ シ ャ ク フ ィ に 死 の 準備 が で き て いる と 
言っ た こと が あり ます 。 そ れ で アブ ・ ア リ は 彼 に 、 こ の 間 題 
に つい て は あな た が 最初 に 試し て みる べき だ と 言い まし 
た 。 
この 事件 に より 、 アブ ・ ア リ ・ シ ャ ク フ ィ は 後悔 し 、 大 家族 
の 長 で あっ た ほど の 力 を 持つ て いま せん 。 彼 は よく 彼 に こ 
う 言 いま し た 。 他 の 人 。 
義務 を 放棄 し 、 NE 
者 の 言葉 と 行為 に 従う た め ) と 、 ス ン ナ を 離れ る 人 は 
し い 道 か ら 離 れ ま す 。 彼 は 、 人 が 殊 の 不安 か ら 安 全 Td 
人 類 が あな た の 不信 か ら 解 放さ れる べき 時 が 来 た と 語っ 
た . 彼 は その 男 が 彼 の 不幸 を 引き 起こ す よ うな こと を 要求 
し て いる と 言い まし た . 
彼 は 慎み 深 さ を 考え て いる が 、 ア ッ ラ ー と 一 緒 に それ を 
NN 
こ 言 つっ た . 彼 は 1 つ を 愛す る よう に 言っ た 、 そ うす れ ば 彼 も 
5 慎み 深 さ の 意味 は 、 ア ッ ラ ー の 存在 を 
考え る こ SR アッ ラー は それ を 観察 し な けれ ば な り ま 
せん 。 沈黙 
散 度 な 人 | は 、 自分 の 魂 を 自分 の 支配 下 に 置か な けれ ば 
な り ま せん 。 神 聖 な 事柄 は 、 世 界 の いか な る 組織 に も 開示 
され て いま せん 。 
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その よう な 者 は 偽者 で す 。 人 類 の 中 で 敬 虚 な 人 は 、 自 分 
の 魂 を 不 名 準 に 扱う べき で す 。 強 制 的 に 貧困 を 受け 入れ 
る 人 は 、 真 の 貧困 の 地位 を 得る 資格 が あり ませ ん 。 真 の 
貧困 者 と は 、 他 の 世界 の 世話 を し な けれ ば な ら な い 人 で 
ある と 同時 に 、 そ の こと を 思い 出し て 忙し くし な けれ ば な ら 
NN の ツラ テム 

彼 は 、 過 去 に つい て 考え る の は 無 意 味 で 時 間 の 無駄 だ 
と 言い まし た 。 彼 は 、 奴 隷 制 は オプ ショ ン で は な く 、 強 制 の 
条件 で ある と 語っ つた. 奴隷 を 好む 人 は 、 平 和 と 快楽 を 求め 
ませ ん 。 役 は 、 本 当 の し も べ と は 、 自 分 の 奉仕 の た め に し 
も べ を 維持 し な い 人 で ある と 言い まし た . そ れ を 守れ ば 、 天 
職 の 男 よ り も 摂理 を 主張 する 男 に な る 。 奉仕 。 

彼 は 、 ア ッ ラ ー は その 人 に 宗 拝 の 種類 を 思い 出さ せ 、 最 
後 の 種 類 は 許し を 求め る こと で ある と 言い まし た アッ ラー。 
アッ ラー が 聖 ク ルアー ン の 中 で 次 の 人 物 に 言及 され て 
いる よう に 、 続き ます 。 

1. 患者 人 。 

2 真実 : 火 。 

9 コン チン シン ツ の 人 。 

4. の 支払 者 慰謝 料 。 

$. を 請う 人 朝 。 

彼 は 魂 の 味 を 終え た 人 に 成功 を 収め る と 言い まし た 。 
彼 は 、 アッ ラー の 戒め に 従っ て 生計 を 立て て 
いる 人 に 、 孤 独 で 生計 を 立て る こと を 人 避け て いる 人 よ 
り も 優れ て いる と 語っ つた. 偽善 を 残す 1 つの 動き は 、 よ り も 
優れ て いま す の 


144 


一 生 の 礼拝 。 
アリ フ ( 神 秘 家 ) は 、 何 を 見 て も 和 驚か な い 人 で す 。 

誰か が アッ ラー か ら の 役 の 願い が 叶う よう こ 彼 の た め 
祈っ た . そ れ か ら 彼 は 、 希 望 の 状態 は アッ ラー の 知 王 の 後 
で あり 、 彼 は まだ 彼 に よっ て 見 つ けら れ て いな いと 言い ま 
し た . 彼 は Nishapur で 亡くな り 、 彼 の 墓 は イラ ン の Mushe 

に あり ます 。 
61. アリ ・ ソ ハイ ル ・ ア ス フ ァ ハニ 
彼 が 目 に 見 えな いも の の 知識 を 知っ て いる こと は 有名 で 
し た 。 彼 は バグ ダッ ド の ジュ ナイ ド の 時 代 に 生き 、 ア ブ ・ ト 
ラブ の 会 社 で 訓練 を 受け まし た 。 

Omer Bin Osman は 、30.000 デイ ル ハ ム の 借金 を 抱え て 
いた と き に 彼 に 会 い に 来 て 、 借 金 を 完済 し まし た 。 彼 は よ 
く 、 礼拝 へ の 関心 は 神 の 助け の し る し で ある と 言っ て いま 
し だ 。 

恩 祝 の し る し は 反対 派 を 去る こと で あり 、 目 覚め の し る し 
は 恵み を 受け 入れ る こと で す 。 無 知 の し る し は 、 何 か を 主 
張 す る こと で す 。 最 初 に 自分 の 献身 が 修正 され な い 場 合 
彼 【 I 終わ り 。 

彼 は 自分 が アッ ラー に 非常 に 近い と 思っ て いる 人 に 言 

いま し た が 、 実 際 に は アッ ラー か ら 非 常に 離れ て いま す . 

彼 は 、 ア ッ ラ ー と の 存在 は 彼 の 信念 より も 優れ て いる と 
語っ つた. 存在 は 魂 の 中 で 生き て お り 、 不 注意 の 可能 性 は な 
いい . 

信念 の 条件 は 、 そ れ が し ば らく の 間 堅 固 で あり 、 し ば らく 
の 間 不 固 で ある と いう こと で す 。 し か し 、 法 廷 に 住む 地位 
の ある 人 々 と 、 そ の (法廷 ) ド ア に 住む 信仰 の ある 人 々 。 
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彼 は 、 賢 者 は アッ ラー の 戒め に 従っ て 人 生 を 過ごす が 、 
神秘 的 な 人 々 は アッ ラー の 近く で 人 生 を 過ごす と 語っ た . 
彼 は 、 ア ッ ラ ー を 知っ て いる 人 に 、 他 の すべ て を 無視 する 
と 言い まし た も の 。 

0 上 知識 に は 豊か さ が あ り 、 貧 困 に は 誇り が あり 、 神 秘 

に は 安全 が ある と 語っ た . 6 より 少な く な 

り ます 

説明 責任 と 幸福 に は 失望 が あり ます 。 

彼 は 、 預 言 者 アダ ム ( 平 安 あ れ ) の 時 代 か ら 裁 き の 日 ま 
で 、 心 に つい て の 議論 が ある だ ろう と 語っ た が 、 彼 ら は そ 
の 現実 と 性 質 を 見 つけ る こと が で き な か っ た . 

彼 は 、 人 々 が 彼 を 訪ね る 病気 で 死ぬ こと は な い が 、 ア ッ 
ラー が 彼 を 呼ぶ と き 、 彼 は この 世 を 去る だ ろう と 言い まし 
た . Shaikh Abul Hasan は 、Labbaik (あな た の サー ビス で 
ある ) を 伝え る 途中 で 一 度 言 っ た の で 、 私 は 彼 に Kalima 
(イス ラム 教 の 信条 ) を 暗唱 する よう に 頼み まし た が 、 彼 は 
彼 に 言い まし た 。 私 た ちの 間 に は 、 彼 の 尊厳 以外 に 何 も な 

い 」 と 言っ て 、 彼 は この 世 を 去り まし た 。 

63. アプ ブ ・ ハ ム ザ クラ サ ニ 

彼 / 生生 Mutawakkil (アッ 

ラー の 意志 に 辞任 ) 

2WaE22 ツ ウド (見 突 ) 多 リ 
カッ ツ ト ( 神 秘 の 道 ) 

彼 は 彼 の 地位 の 偉大 な が シェ イク で あり 、 彼 の 資質 、 崇 
4 は 非常 に 多く 、 そ れ ら すべ て を カバ ー す る こと は 困難 
で 

彼 は アッ ラー の 信頼 の も と に 旅立ち 、 
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どん な 体 に も 何 も 求 め な いと 決心 し た 。 彼 が 家 を 出る と き 、 
彼 の 妹 は ぼろ きれ の ドレ ス の ポケ ッ ト に 何 枚 か の デイ ナー 
ル を 入れ て いた が 、 彼 は それ を 捨て た 。 

途中 、 彼 は 井戸 に 落ち まし た が 、 ア ッ ラ ー を 信頼 し て いた 
の で 怪我 は あり ませ ん で し た 。 魂 の 要求 を 避け る こと に 
よっ て 、 彼 は 魂 を コン トロ ー ル する た め に 井戸 で 崇拝 に 従 
事 し て いま し た 。 旅 人 が 井戸 に 落ち な いよ うに 、 井 戸 の 表 


面 を と げ で 和 覆っ た 人 も いま す 。 
これ ら の 状況 を 見 て 、 a RI 彼 
は 落ち 着い て 平和 に そこ に 座っ て いま し た 。 し ば らく する 


と ど ド パラ は と げ を 取り 除き 、 足 を 井戸 の 中 に 降ろ し 、 足 を 
持っ て 井戸 の 表面 に 出る こ と が で きま し た 。 し か し 、 彼 は 
猫 の 好意 を 受け 入れ る つも り は な いと 彼 に 言い まし た . し 
か し 同時 に 、「 虎 を 送っ た の で 、 虎 の 足 を 持っ て 井戸 か ら 
出 て くる よう に 」 と いう 啓示 が あり まし た 。 そ し て この 理由 
で 彼 は 井戸 を 去り まし た 。 彼 は 神聖 な 呼び か け を 聞き まし 
a i 

バグ ダッ ド の ジュ ナイ ド は 、 サ タン が 裸 の 状態 で 男性 の 
頭 に 乗っ て いる の を 見 て 、「 こ の 行為 を 後悔 し て いま せん 
か ?. 彼 は 、 こ れ ら の 人 々 は 残念 で は な いと 彼 に 答え まし た 
が 、 残 念 な こと に シュ ニ ザ の モス ク に 座っ て いる 人 が 一 人 
いま す . そ し て 、 バ グ ダ ッ ド の ジュ ナイ ド が その モス ク に 到 
着 し 、 そ こ に 座っ て いた と き 、 ア ッ ラ ー の 近く で は 敬 虚 な 人 
物 の 地位 が 高く 、 敬 度 な 人 物 に サタ ン の 手 が 届 か な いた 
め 、 彼 は 自分 が 偽物 (サタ ン ) で ある と 言い まし た 。 
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彼 は 一 年 中 巡礼 者 の ロー ブ を 着 て いま し た が 、 人 類 と 一 
緒 に 暮らす の が 難し く な る と 、 ア ッ ラ ー の 愛 が 生ま れる と 
言っ て いま し た 。 真 の ダー ウェ シュ と は 、 自 分 の 親戚 を 嫌 
い 、 ア ッ ラ ー を 愛す る 人 で す 。 

死 を 好む 者 は 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 者 を 好ま な い 。 

信頼 と は 、 夕 方 か ら 朝 の こと を 考え 、 夕 方 か ら 朝 の こと を 
考え て 終わ ら せ る こと で す 。 

彼 は 、 こ の 世 か ら の 最後 の 旅 の 準備 の た め に 常に 忙し く 
し な けれ ば な ら な いと 言い まし た 。 

彼 は Nishapur で 亡くな り 、 役 の 葛 は Abu Hafz の 墓 の 
近く に あり ます 。 

64. アー メド マス ルク 
彼 は 当時 の 非常 に 敬 虎 な 性 格 で あり 、 ホ ラー サー ン の 偉 
大 な シェ イク で も あり まし た 。 

彼 は 当時 の クト ゥ プ ブ ( 霊 的 枢軸 の 最高 幹部 ) で あり 、 ク 
トゥ ブ マダ ー ル ( 軸 の 精神 的 枢軸 の 最高 幹部 ) に よっ て 訓 
練 を 受け まし た 。 何 人 か が 彼 に この 時 代 の クト ウゥ ブ は 誰か 
と 尋ね まし た が 、 彼 は 黙っ て いま し た 。 彼 は トゥ シン で 生ま れ 
まし た が 、 住 ん で いま し た バグ ダッ ド 。 

ある 年 配 の 人 が 彼 に 自分 の 意見 を 述べ て くれ る よう に 頼 
ん だ の で 、 彼 は 彼 を ユダ ヤ 人 だ と 思い 、「 あ な た は ユダ ヤ 
人 コミ ュ ニ ティ の 出身 だ と 思い ます 」 と 言い まし た 。 こ の 奇 
跡 に より 、 彼 は イス ラム 教 を 受け 入れ まし た 。 

そし て 彼 は 、「 彼 は イス ラム 教 よ り も 優れ た 宗教 を 見 つけ 
て いま せん 」 と 言い まし た 。 

彼 使用 済み に 教え て 1 誰 意思 得る 幸福 か ら 他 

の 
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アッ ラー より も 、 彼 は 本 当 の 幸せ を 得る こと が で きま せん 。 
アッ ラー を 愛さ な い 者 は 荒野 の 状態 に 陥り ます 。 

アッ ラー に 傾倒 し た 者 は 、 アッ ラー の 恩 祝 に より 、 体 の す 
べ て の 臓器 が 罪 を 犯さ な いよ うに 守ら れ ま す 。 

克 度 な 人 は 世 を 去る べき で す 。 真 の 敬 庶 と は 、 世俗 か ら 
離れ る べき も の で す 。 

彼 は 、Momin (イス ラム 教徒 ) を 尊重 する こと は 、 ア ッ ツラ ー 
を 尊重 する こと と 同じ で あり 、 こ の よう に し て 交 度 に 達する 
こと が で きる と 言わ れ ま し た 。 

彼 は 、 マ ラフ ァ ト (アッ ラー の 知識 ) の 知識 か らし て 、 人 が 
偽物 を 見 る べき で ある と は 考え に くい と 言い まし た 。 彼 は 、 
誰 も アッ ラー の 友 に 打ち 勝つ こと は で き な い と 言い まし た 。 

誠実 な 人 は アッ ラー を 愛す る 人 で あり 、 彼 は 世界 を 見 渡 
し 、 ア ッ ラ ー の 友情 を 得る で し ょ よう . 

私 た ち は 地獄 を 通り 抜け て 楽園 に た どり 着く の で 、 恐 れ 
は 希望 より も 多く ある べき だ と 言い まし た 。 神 秘 的 な 人 は 
2502 
彼 は 言っ た : 

1 (アツ ラー の ) 知識 は 考え 
2. 無知 の 助け を 借り て 、 不 注意 を 克服 する こと が で き 


ます 。 

3. 後悔 の 助け を 借り て 得る こと が で きる 悔い 改め 。 

4. アッ ラー の 愛 は 、 快 適 な 状態 の 助け を 借り て 発展 し 
ます 。 

より 多く の 許し を 求め る 培 度 な 人 に と っ て は 非常 に 
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必要 。 悔 いい 改め が な けれ ば 、 献 身 は あり ませ ん 。 彼 は 、 ア ッ 
ラー 以外 の 奴隷 に な る こと は 神秘 主義 に 反する と 言い ま 
し た 。 彼 は 、 自 分 の 人 生 は 不 必要 な こと に 浪費 され た と 言 
いま らら た 。 
65. ア ブダ ラ ・ ア フ メ ド ・ マ グラ ビ 
彼 は 次 の 点 で 完璧 で し た 。 

1. 外装 状態 で は 

2. 最 奥 で 調子 。 

従 は 首長 の 教師 だ っ た の で 、 人 々 か ら 尊 人 敬 され て いま し 
た 。 彼 の 2 人 の 弟子 は 次 の と お り で す 。 

1. イブ ラ ヒ ム カワ リス 

A EELS 

いつ も 交 装 を 着 て 、 草 な ど を 食べ て いた の が 習慣 で 、 人 
が 触れ る も の は 一 切 食 べ ま せん 。 彼 は いつ も 髪 や 爪 、 清 
湊 さ に 気 を 配っ て いま し た 。 彼 は きれ いな 服 を 着 て いま し 
PR 

彼 は 実家 を 50 ディ ナー ル で 売り 払い 、 メ ッ カ 巡礼 の 旅 
に 出 ま し た 。 途 中 、 あ る ベ ド ウィ ン が 彼 に 何 を 持つ て いる の 
か と 尋ね まし た 。 彼 は 彼 に 50 ディナール を 持っ て いる と 答 
え 、 役 の 要求 に 応じ て その 人 金額 を ベ ド ウィ ン に 手渡 し まし 
た 。 彼 の 誠実 さ に より 、 彼 は その 金額 を 返還 され 、 ラ クダ に 
乗 つ て メ ツ カ に 連れ て 行か れ 、 彼 は 長い 間 彼 の 会 社 に い 
て 、 後 に 有名 な シェ イク に な り ま し た 。 砂漠 で 、 彼 は 動揺 し 
た 状態 の 奴隷 を 見 て 、 彼 に 尋ね まし た 。 そ し て 彼 は あな た 
が 変 だ と 答え た 敬 度 な 人 
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アッ ラー 以外 を 見 て いる 者 。」 彼 は 4 人 の 息子 を 訓練 し 、 
一 生 懸 命 働い て 生計 を 立て る こと が で きる よう に し 、 体 の 
前 で 物 如 い を し な いよ うに し まし た 。 

彼 は 、 本 当 の 人 間 と は 自分 の 望み を 捨て て アッ ラー の 宗 
拝 に 専念 する 者 で ある と 言っ て いま し た 。 

偉大 な 人 は 、 人 類 に 対し て よく 振る 舞う 人 で す 。 彼 は 敬 
度 な 人 々 が アッ ラー か ら の 世界 の 平和 の 使者 で ある と 言 
いま し た . そ し て 彼ら の 存在 に より 、 アッ ラー の 恵み が あり 、 
災害 を 制御 し ます . 

孤独 な 人 々 の 宗 拝 の ほん の 一 部 は 、 そ の よう な 人 々 の 生 
涯 に わた る 崇拝 より も 優れ て いる と 述べ まし た 。 生き 物 。 
を 愛し 、 次 に 世界 を 愛す る 人 が 彼 を 愛す る こと が 世界 の 
ルー ル で ある と 語っ た . 世 界 を 去る 者 は 、 世 界 も 彼 を 去る 。 
最も 賢明 な 人 は 敬 度 な 人 で あり 、 彼 ら は 愛 の 火 の 中 で 
自分 自身 を 終わ ら せ 、 永 遠 に な り ま す . 彼 は シナ イ 山 で 亡 
く な り 、 彼 の 墓 は そこ に あり ます 。 

66. アブ ・ ア リ ・ ジ ャ ジャ ニ 

彼 は 、 宗 派 と 学識 者 の リー ダー に 属し て いま す 。 彼 は た く 
さん の 本 を 残し た 。 彼 は モハ メド ・ ア リ ・ ハ キー ム の 弟子 で 
し た 。 

彼 は 、 以 下 が ア ッ ラ ー の 真 の (トウ ウィ ッ ド ) 統一 で ある と 
語っ た . 

1. ビー ム (恐れ ) 

2. ラージャ (希望 ) 
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3. 愛す る 。 

beem を 使え ば 罪 を コン トロ ー ル で き 、ra'ja を 使え ば 善行 
を 行う こと が で き 、 愛 を 使え ば た くさ ん の 礼拝 を 行う こと が 
で きま す 。 恐 れ を 抱く 人 は 、 困 難 や トラ ブル を 心配 し ませ 
ん 。 

ラー ジャ の 人 々 は 、 よ り 多 く の も の を 要求 し ます 。 愛 の 
人 々 は 、 ア ツラ ー へ の 記憶 を 減ら さ な い で し よう 。 

ビー ム は 火 の よ うな も の で あり 、 ラ ジャ は 光 の よう な も の 
で あり 、 愛 は 明る い 光 の よう な も の で す . 

従順 な 人 々 の し る し は 、 彼 ら が 礼 振 を と て も 簡単 だ と 考 
え 、 い つ で も 預言 者 の スン ナ を 難し く 難 し いと は 考え な い 
と いう こ に と で す 

彼ら は 貧し い 人 々 と 一 緒 に 暮らし 、 可 能 な 限り 最高 の マ 
ナー で 人 類 と 共に 行動 し 、 貧 し い 人 々 に 施し を し 、 イ スラ ム 
教徒 の コミ ュ ニ ティ を 助け 、 毎 日 の 祈り の ルー チン を 守り 、 
礼拝 に 従う べき で す . スケ ジュ ー ル 。 

人 類 が 知ら な い 罪 を 人 類 に 明らか に する の は 正しく あり 
ませ ん 。 

谷 度 な 人 は 、 自 分 の 仕事 を 終わ ら せ 、 真 実 の 前 で 自分 
自身 を 生き る 人 で ある と 彼 は 言い まし た . 真 の 神秘 主義 
者 と は 、 ア ッ ラ ー の 記憶 に 心 を 委ね 、 人 類 へ の 奉仕 の た め 
に 体 を 預け る 人 々 で す 。 

彼 は 、 ア ッ ラ ー に 希望 を 持ち 続け な けれ ば な ら な いこ と が 
神秘 的 な 知識 の 必要 条件 で ある と 語っ た . 神 秘 的 な 知識 
の 基礎 は 、 魂 。 

彼 は 、 主 の 扉 の 上 に 住む 人 に 、 そ の 扉 は いつ か 人 確実 に 
開か れる だ ろう と 言い まし た 。 


152 


彼 は 、 魂 も 奇跡 を 要求 する が 、 ア ッ ラ ー は 堅 さ を 必要 と し 
て いる の で 、 奇 跡 の 人 々 の 代わ り に 堅固 の 人 々 に な る よう 
に 言 つ た. 

彼 は 、 承 認 は 奴隷 の 忍耐 の 家 で あり 、 そ の 鍵 は すぐ に 受 
け 入 れ ら れる サー ビス で あり 、 死 が その 扉 に 座っ て いる と 
語っ つた. 

彼 は 。 ブ ハル (ケチ ) は 次 の 3 つの アラ ビア 語 の アル ファ 
ベッ ト か ら 作 られ て いる と 語っ た 。 

バ 、 カ ー、 ラ ム か ら 。 ba、bala か ら 派 生 し 、 そ の 意味 は 災 
害 で す 。 

kha, khasra に 由来 し 、 そ の 意味 は 喪失 で す 。 lam、lom 
か ら 派生 し 、 その 意味 は salamti また は 安全 で す 。 

69. ア ブ ・ ム ハン マ ド ・ ジ ャ リリ 

彼 は 敬 度 の 有名 な カテ ゴリ ー に 属し て いま す 人 。 

彼 は 次 の 点 で 完璧 で し た 知識 。 

1. 目 に 見 える 知識 

2 に 最 奥 只 ( の 知識 

3. 神秘 主義 の ルー ル 

彼 は 、「 ア ッ ラ ー の 尊敬 の お か げ で 、 孤 独 の 中 で 足 を 伸 
ば すこ と は あり ませ ん で し た 」 と 語 つ た . 

彼 は アブ ダラ ・ タ スタ リ か ら 知 識 を 得 ま し た 。 

谷 意 を 表し て メッ カ に 洛 在 し て いる 間 、 彼 は 決し て 背中 
を 悦 に 支え られ ず 、 誰 と も 話 を せ ず 、 そ こ で 眠る こと も あり 
ませ ん で し た 。 

アン ペイ カー ルル タニ が 彼 に 、 ど の よう に し で その よう な 
すべ て の 困難 に 耐え る こ と が で きる か を 尋 \ ね た と き 、 彼 は 
彼 の 内 な る 真実 が 彼 に すべ て の 困難 に 耐え る 力 を 与え た 
と 答え た . 苦難 。 

バグ ダッ ド の ジュ ナイ ド が この 世 を 去っ た 後 、 彼 が 後継 
者 に な っ た の は 事実 で す 。 


153 


が な く 、 髪 の 状態 が 良く な か っ た た め 、 適 切な 状態 に な 
か っ た ある 人 が そこ に 来 た と 話し て いま し た 。 洒 浴 の 後 、 
その 人 は Assar Namaz( 夜 の 祈り ) を 祈り まし た 。 私 が マグ 
リブ ・ ナ マズ (日 濃 の 祈り ) を 祈っ た と き 、 彼 も 祈っ て そこ に 
座っ た 。 た また まそ の 日 の 晩 響 会 に 領主 か ら 招 待 が あっ 
た の で 同行 を 頼ん だ が 、 領 主 は 関係 な いと の こと だ っ た 。 
彼 は 私 に 、 そ こ か ら 何 か 甘い も の を 持っ て き て くれ る よう 
頼ん だ 。 私 は 彼 が 非 イ スラ ム 教 徒 だ と 思っ て いた の で 、 彼 
の 要求 を 気 に し ませ ん で し た 。 甘い 。 
私 が 戻っ て きた と き 、 私 が 前 に 彼 を 残し た の と 同じ 状態 
で 彼 が そこ に いる の を 見 た . 
に 座っ て いま し た 。 そ の 夜 、 夢 の 中 で 聖なる 預言 者 を 見 ま 
し た 。 彼 の 右側 と 左側 に は 預言 者 イブ ラ ヒ ム ( 彼 に 平安 あ 
れ ) と 預言 者 モー セ ( 彼 に 平安 あれ ) が 立っ て いて 、 そ こ に 
も そこ に いま し た 。 他 の 預言 者 も そこ に いま し た 。 聖なる 預 
言 者 の 前 に 近づい て 見 よう と し た 時 、 頭 を 後ろ に 向け た の 
人 ほ ね た 。 彼 は 、「 私 た ちの 最愛 の 人 が あな た 
に 甘い も の を 持っ て くる よう に 頼ん だ が 、 あ な た は 彼 の 要 
求 を 無視 し た . 
その 夢 の 後 で 目 が 覚め る と 、 そ の 人 が 神社 を 出 て いま し 
5 で DC 2 
きる よう に 、 彼 に そこ に と ど ま る よう に 頼ん だ 。 し か し 、 彼 は 、 
20.100 人 の 預 Ne 甘い も の を 持っ て くる と 答え 
た の で 、 あ な た は 今 、 こ の 問題 に 気 を 配っ て いま す 。 と 
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な ぜ あ な た は 前 に 無視 し 、 こ れ を 言っ て 彼 は その 場所 を 
去っ た . 一 生 懸 命 探し て 試し て も 、 一 生 彼 を 見 つけ る こと 
が で きま せん で し た 。 
バグ ダッ ド の ジャ マ ( グ ラン ド ) モ スク で 、 私 は 敬 度 な 人 が 
常に 1 つの ドレ ス し か 着 て いな か っ た の を 見 た の で 、 そ の 
理由 を 彼 に 尋ね た と ころ 、 彼 は 夢 の 中 で 、 晴 れ た 日 に 人 々 
の グル ー プ を 見 た こと が あっ た と 説明 し て くれ まし た 。 ド レ 
ス と 彼ら は 食卓 に あっ た の で 、 私 も そこ ( CO 
緒 に 座っ て いま し た が 、 ア ング ル は 私 に に 座っ て 一 緒 
に 食事 を する 資格 が な い の で 、 その 場所 を 本 れる よう に 
頼み まし た . ワ ン ピ ビー ス し か 着 な い の で 、 そ の 日 か ら ワ ン 
ビー ス も 着る よう に な り ま し た それ だ け 。 
説教 の 時 間 中 、 一 人 の 若者 が 彼 に 心 の 注意 が 戻っ て く 
る よう ( に 祈っ て ほし いと 頼ん だ た 。 調子 。 

過去 に は 、 物 事 は 宗教 に 依存 し 、 第 二 段 階 で は 忠実 さ 
に 依存 し 、 第 三 段 階 で ! こ 依 存 し て いま し た . 第 4 段 
階 で は 、 そ れ は 慎み 深 さ に 依存 し て いま し た 。 恐れ 。 
A 
1 の 近 さ アッ フー。 
2. 属性 を 見 る に は アッ ラー。 
自分 の 魂 に 従う 者 は 、 囚 人 の よう な も の で す 。 魂 の 安 ら 
ぎの 場合 、 恵 み と 勤勉 を 区 別 す る こ と は 困難 で す 。 信 念 
の 助け を 借り て 、 誠実 さ を 得る こと が で きま す 。 
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使者 の せい で 、 偽 善 を 得る こと が で きま す 。 最 高 の 感謝 
を 与え る こと は 、 こ の 感謝 を 与え る こと に 関し て 自分 は 無 
力 で ある と 考え る べき こと で す 。 
| は 魂 と の 戦い で あり 、 ア ブダ ル ( 聖 人 の 

修道 人 ) の 戦い は 思考 と の 戦い で す 。 神 秘 的 な 人 々 の 戦 

0 0 は 伝票 を 戦 人 で 
SS 串 子 た ち I 
彼 ( は 、 信 仰 の 安全 は 完全 に 右 の 体 に か か っ て いる と 

語っ た . 
宗教 の 利益 は 、 次 の 3 つの 要素 に 依存 し ます 。 
1. を 大 事 に する た め に 対策 。 
2. か ら 遠 ざけ る た め に 禁止 事項 。 
3. を 減ら す 食物 。 
し た が っ て 、 経 済 的 な 方 法 は 、 最 も 内 側 に ある も の を 助け 
禁止 事項 か ら 遠 ざけ る の に 役立ち 、 最 も 内 側 の 光 に 役 立 
ち ま す . 
食物 の 不足 は 、 魂 が 人 生 の 苦難 に 耐え る の を 助け ます 。 
彼 は 、 ムシ ャ ハー ダ ( 神 性 を 目下 撃 す る こと ) は 、 和 聴聞 会 の 
規則 と その 副 次 的 な 開発 に 依存 し 、 副 次 的 な 開発 の 進 
行 は 、 基本 の 一 致 の 規則 に 依存 する と 述べ まし た 。 
私 た ち は 、 ア ッ ラ ー か ら 受 け 入 れ ら れ な いも の を 尊重 す 
べき で は あり ませ ん 。 そ の た め 、 基 本 的 な こと や 観察 ( 神 
性 を 目撃 する こと ) へ の 道 を 見 つけ る こ と が で きま せん 。 
その よう な 人 に 死 は あり ませ ん 。 
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2 の プー の 6 

アリ フ ( 敬 虚 な 人 ) は 最初 か ら ア ッ ラ ー を 覚え 、 一 般 の 人 
は 困難 な 時 期 に 覚え ます 。 預 言 者 が アッ ラー の 助け を 借 
り て 神 性 を 目撃 し た と き 、 彼 は 言い まし た 。 そ れ で 、 
ラー の 助け と アッ ラー を 通し て 、 彼 は 時 間 と 空間 か ら 永 
性 を 得 ま し た . スペ ー ス 
クッ ペク 0 コーク ステ 。 

彼 は 、 次 の 点 で 優れ て いた た め 、 当 時 の 他 の すべ て の マン シュ 
カイ ン (学識 の ある 人 ) より も 優れ て いま し た 。 も の 。 

1. ト ウ ヒ ド ( 団結 の 神 ) 。 

2. タ ジリ ド NM 

Haqiqat (真実 ) と Marifat (アツ ラー の 知識 ) に は 、 彼 の 時 代 に 
は その よう な 人 は いま せん で し た 。 和 柔軟 で 柔軟 性 の な い 問題 へ 

の 影響 力 に より 、 彼 は 世界 の 極 枢機卿 (A 
の 最 計 8 HD) と し て 知ら れ て いま す 。 彼 は 、Wilayat (聖職 、 アッ 
ラー が その 恩 籠 を 通じ て 愛す る し も べ の 何人 か を 祝福 する 親密 
さ の 地位 ) と Wahdaniat ( 神 の 一 体 性 へ の 信仰 ) の 議長 で し た 。 
彼 は バグ ダッ ド の ジュ ナイ ド の 信奉 者 の 間 で 有名 で し た 。 

彼 の 出身 地 は ファ ル ガ ナ だ と 言わ れ て いま す が 、 彼 は 決着 
ワー シッ ト の 街 で 。 彼 の 謙虚 さか ら 、 彼 は その 都市 の 人 々 の 間 で 
非常 に 人 気 が あ り ま し た 。 彼 は 、 ア ッ ラ ー の 注目 を 集め た 多く の 
努力 と 神秘 的 な 演習 を 行い まし た . そ し て 、 ア ッ ラ ー の 法廷 で は 
誰 も そこ か ら 承 認 の よう な 素晴らし い 地 位 を 得る こと が で きま せ 
ん で し た . こ の た め 、 ト ウ ヒ ー ド ( 神 の 統一 ) に つい て の 彼 の 言葉 
は 誰 に も 理解 され ず 、 言 葉 は 彼 の 性 格 に よっ て 制限 され 続け ま 
し た 。 ま た 彼 の 
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礼拝 の スタ イル と 彼 の 言葉 は 非常 に 厳し く 、 一 般 の 人 々 に と っ 
て 理解 が 困難 で あり 、 こ の た め 、 人 々 は それ ら を 理解 し て 従う こ 
と の が で きま せん で し た た 

70 都市 を 追放 。 彼 が どこ か の 都市 に 入る と 、 そ こ か ら す ぐに そ 
の 都市 か ら 追 放さ れ た が 、 つ い に 彼 は マル 市 に 定住 し 、 彼 の 人 
生ま で そこ に いて 、 こ の 場所 の 人 々 は 彼 の 言葉 を 理解 し 、 彼 ら は 
大 き な 利 益 と 助け を 得 ま し た 彼ら 。 

彼 は 弟子 た ち に 、 若 者 の 年 齢 に 達する と 、 日 中 は 食べ 物 を 食 
べ ず 、 夜 も 休む こと は な か っ た と 語っ た . 彼 は ある と き 、 仕 事 で 庭 
に 行っ た と き 、 頭 の 上 を 飛ん で いる 小さ な 鳥 を 見 つけ た の で 、 そ 
の 鳥 を 手 で 捕まえ た と 話し まし た 。 そ の 上 に 別 の 小鳥 が 頭 の 上 
に や っ て き て 、 泣 き 始め まし た 。 だ か ら 彼 は 彼ら の 間 に 関 係 が あ 
る と 思っ た 妻 。 

彼 の 優し さと 憐れみ に より 、 彼 は 人 和 鳥 を 解放 し まし た 。 こ の 出来 
事 で 、 彼 は 1 年 間 重 病 に な り ま し た 。 あ る 夜 、 彼 は 夢 の 中 で 聞 言 
者 を 見 て 、 病 気 と 衰弱 の た め に 1 年 前 か ら 座 っ て 祈り を し て いる 
と 彼 に 話し まし た 。 預言 者 は 彼 に 、 彼 の 病気 と 悪い 状態 は アッ 
ラー の 宮廷 で の 小鳥 の 不平 に よる も の だ と 言い まし た 。 し た が っ 
て 、 彼 と の この 件 で の 彼 の 言い 訳 は 役に立た ず 、 結 果 に は な り 
ませ ん 5 全て 。 

一 度 その 間 それ 病気 彼 だ っ た 座っ て いる と の ヘル プ 

の の 
枕 を 見 て いて 、 大 き な へ ビ が 小さ な 子猫 を 口 に くわ えて そこ に 来 
る の を 見 た の で 、 木 の 棒 で へ ビ を 叩 いた と ころ 、 子 猫 は へ ヘビ の 日 
か ら 解 放さ れ 、 猫 が 突然 そこ に や っ て 来 て 、 子 猫 を 通り 過ぎ まし 
た ホー ルディ ング 彼女 の 中 
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口 を 開け て 彼女 と 一 緒 に 立ち 去り まし た 。 

彼 は アッ ラー の 上 恵み に よっ て 猫 が 去っ た 直後 に 病気 か ら 回 復 
以 、 立っ た 姿勢 で 祈り を 行う こと が で きる よう に な り ま し た . そ の 夜 
彼 は 夢 の 中 で 預言 者 を 見 て 、 今 は 元気 に な っ た と 言い まし た 。 そ 
れ か ら 預 言 者 は 、 そ れ ! は アッ ラー の 宮廷 に いる 猫 の お か げ で あ 
る と 彼 に 言い まし た 。 病気 。 

ある 日 、 彼 は 弟子 た ちと 一 緒 に 家 に いて 、 家 の 穴 か ら 太 陽光 
線 が 出 て いま し た 。 そ の 太陽 光線 に は 、 9 の 何 千 も の 粒 
時 それ か ら 彼 は 弟子 た ち に 、 こ れ ら の 粒子 の 振 
動 の た め RE まね まし た 。 弟子 
た ち は 、 こ れ ら の 粒子 の 振動 に よる 問題 は な いと 彼 に 答え まし た 。 
彼 は 、 こ れ は ユニ テリ アン の し る し で あり 、 も し 彼ら が 2 つの 世界 
が 揺れ る の を 見 た と し て も 、 彼ら に 影響 は な い は ず で あり 、 彼 ら 
の 心 に この A れれ は な い . 

覚え て いな い 人 より も 、 ア ッ ラ ー を 覚え て いる 人 の 方 が 不 注意 
で ある と 言い まし た 。 ハ ク (真実 ) の 人 が アッ ラー の 記憶 を 減ら す 
と し た ら 、 こ れ は ハク (真実 ) を 忘れ る 人 々 より も 大 き な 不 注意 の 
問題 で す . ハ ク ( 上 真実 ) の 前 に いる と いう 感覚 が な いか ら で す 。 し 
か し 、 ハ ク ( 上 真実) の ジ カ ル ( ア ッ ラ ー を 覚え て いる ) の 人 々 、 そ し 
て 彼ら が アッ ラー の 存在 の 状態 に な いと 彼ら が 考え る な ら 、 そ れ 
は また 、 よ り 過 失 と 不 注意 の 問題 で す . ハ キ カ ッ ト ( 真 実 ) の 学生 
の 死 は 彼ら の 誤っ た 考え に あり 、 こ れ ら の 考え が 増え る と 、 宗 教 
の 働き は 減り 、 世 界 の 働き が 増え る か ら で す 。 そ し て 、 思 考 の 現 
実は 、 男気 
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知恵 の 探求 と 知恵 の 探求 は 勇気 に か か っ て いま す . 

彼 ( お その 人 が 内 し て いも か 不作 で ある か る 請 じ まし じ だ が 。 
ジン カー ニール の 直実 (プッ フラー 0 は 、 役 は 自分 の 存在 
か ら 離 れる べき で す が 、 ハク 人 ほ 実 ) の 法廷 に 出席 する 必要 が あ 
る と いう こと で す . そ の 意味 は 、 彼 が いな い 場 合 ジ クル の 状態 
(アツ フー を 覚え る た め ) で す が 彼 は 彼 の 法廷 で アッ ラー の 観 
察 の 状態 に ある 必要 が あり ます 。 人 が 自分 け の 人 格 を 持つ て 存在 
し て いて も 、 ハク (真実 ) を 持っ て いな い 場 合 、 ジ キル (アッ ラー の 
記憶 ) の 状態 と 彼 の ジ カ ー ル (アッ ラー の 記憶 ) の 価値 は 役 に 立 
た ず 、 無 意味 で あり 、 こ れ に は まっ た く 価 値 が あり ませ ん 案件 。 こ 
の 状態 は 、 上 記 の 不 注意 や 怠慢 と 呼ぶ こと が で きま す 理由 。 

ある 日 、 彼 は 病院 で 狂っ た 人 が 騒い で いる の を 見 まし た 。 そ 
れ か ら 彼 は 、 足 に 重い 鎖 を つけ て いる の に 、 な ぜ 大 き な 音 を 立て 
て 騒い で いる の か 、 そ し て な ぜ 病 院 で 黙っ て いな か っ た の か を 
彼 に 話し まし た . そ の 人 は 彼 に 、 自 分 の 足 で は な く 足 に 鎮 が か 
か っ て いる と 言い まし た 心臓 。 

ある 日 、 彼 は ユダ ヤ 人 の 墓地 か ら 通 りか か っ た と き に 、 こ の 共 
同体 は ガレ ・ マ カル フ ( 義 務 を 負わ され て いな い 、 ま た は 無責任 
な ) で あり 、 彼 ら は 身体 障害 者 で ある と 語っ た . そ の た め 、 人 々 は 
彼 を 捕まえ て カジ (裁判 官 ) の 前 に 連れ て 行き 、 カジ (裁判 官 ) は 
この 間 題 で 彼 に 非常 に 腹 を 立て まし た 。 し か し 彼 は 、 こ の 共同 体 
は ガイ レ ・ マ クラ フ ( 義務 を 負わ な い 、 ま た は 無責任 ) で あり 、 身 
体 障害 者 で ある と アッ ラー か ら 言 われ て いる と 語っ た 。 

ある 時 、 彼 の 弟子 は 急い で 風呂 に 入り 、 急 いで 金曜 の 礼拝 
の た め に モス ク に 行っ た が 、 そ れ が 原因 で 途中 で 倒れ 、 顔 に 重 
傷 を 負い 、 擦 り 傷 が で きた の で 家 に 帰っ た 。 と 
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再び 風呂 に 入っ た 。 そ れ で 彼 は 、 彼 (アッ ラー) が 彼 に 満足 する 
よう に 、 こ の 間 題 は アッ ラー に よっ て 彼 に 送ら れ た の で 、 彼 は 自 
分 の 問題 に 満足 すべ ベ べき で ある と 彼 に 言い まし た 。 彼 が 彼 に 対し 
て その よう な 行為 を し な い の で あれ ば 、 彼 は アッ ラー の 注意 が な 
いと 考え る べき で す 彼 。 

か つて 彼 は ネ シ ャ ブ プール に 行き 、 ア ブ ・ オ スマ ン の 弟子 た ち 
あな た の 師 は 彼ら ( こ 何 を 教え た か 時 ほ まね まし た 。 1 
彼 が 不 従順 と 罪 を 見 る こと に つい て 彼ら に 教え た と 彼 に 話し まし 
た 。 そ れ で 彼 は 彼ら に 、 こ れ ら の 教え は 誇り に 思っ て いる こと だ と 
言い まし 大 。 アツ フー。 

Abu Saeed Abul Khair が Maru で 彼 を 訪問 する こと を 決め た 
と き 、 彼 は 弟子 た ち に トイ レ の 土塊 を 集め る よう に 言っ た の で 、 使 
用 人 は 彼 に I まね まし た か 7? それ と 
も 何 か 秘密 が ある の で すか ? 彼 は 、 シ ェ イ ク ・ ア ブ ・ ベ イカ ー が そ 
の 場所 に 住ん で いて 、 彼 の 時 代 の 偉大 な が ユニ テリ アン で あり 、 て 
の 理由 で マル 市 の 地球 が 生き て いる と 彼ら に 話し まし た . で すか 
ら 、 生 きた 土 を イス タン ジャ (自然 避難 後 の 掃除 ) に 使っ て 汚す 
の は 良く な いこ と で あり 、 正 し く な いこ と で も あり ます 。 彼 の 黄金 
の 言 は 次 の と お り で す 。 

こ は 創造 物 は 存在 せ す 、 創造 の 道 に は ハク (真実 ) も な い 
8 は 語っ た 。 彼 は 自分 自身 に 向き を 変え る 人 に 言っ た の で 、 
彼 【 ょ 宗教 か ら 郊 れ ます 、 | + 彼 が 上 記 の 反対 の こと を し た 場 
合 、 そ の 場合 、 彼 は 彼 の 損失 に 値 し 、 不 運 。 

彼 は 、 シャ リア ッ ト (イス ラム 法 ) は Touhid ( 神 の 統一 ) に 従っ 
て お り 、Touhid ( 神 の 統一) の 法律 は 預言 者 の 偉大 な 知識 を 通 
じ て 伝え られ て いる と 語っ た . 彼 は Touhid (団結 ) の 法則 を 語っ 
6 MA は お 気に入り a すご い 海 と の 方 法 の シャ リ 
2 
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(イス ラム 法 ) に は 次 の よう な こと が 満載 で す 。 

1. 様 ( ヒア リン グ ) . 

2. バサー ル ( 見 る ) 。 

3. シナ クト ( 識別 ) . 

そし て 、 上 記 の すべ て の こと は 、 シ ャ ー ク (多神教 ) が 存在 す 
る 方 向 を 示し て いま す 。 し か し 、 シ ュ リ ッ ク ( 多神教 ) か ら 離 れ 、 自 
由 で ある ワー ダニ ヤッ ト ( 神 の 一 体 性 へ の 信仰 ) は エマ ン ( 信 仰 ) 
と 呼ば れ ま す 。 ア ッ ラ ー と 直接 関係 する エマ ー ン (信仰 ) で ある な 
ら ば 、 こ の こと は 非常 に 大 きく 、 そ の 価値 は あま り に も 高く 、 実 際 
問題 と し て 、 シ ュ リ ッ ク (多神教 ) の 肖像 は 拒絶 され て いま す 。 . 

彼 は 、 次 の よう な も の は 創造 の 海 に 湧 れ て いる と 叶っ た 。 そ 
れ ら に 到達 する た め の ガ イダ ンス と 情報 源 は 、 次 の こと に つい て 
預言 者 を 通じ て 入手 で きま す 。 

1. マリ ファ ト (の 知識 の 神 ) 。 

2.Elim (知識 ) 。 

3. 生き 物 。 

これ ら の 理由 か ら 、 彼 ら は 創造 の 川 と 人 間 の 本 性 か ら 離 れ 、 
ワ ヒ ダニ アト の 海 ( 神 の 一 体 性 へ の 信仰 ) に 湧 れ 、 そ こ で 死に ま 
す 。 Tauhid ( 神 の 団結 ) の 法則 MS 
太陽 は その ベー ル を 終 い 隠 すこ と に よっ て 世界 に 光 を 与え 、 ラ ン 
プ の 光 の 例 ( SNE 導き 、 物 質 と し て 実際 、 ラ ン 
プ の 存在 は そこ に あり ます が 、 その 存在 の 価値 よ 何 も な く 、 ま っ 
時 SU で すか ら 、 ラ ンプ の 光 と 太陽 の 光 と の つ 
な が り は あり ませ ん 。 そ し て 同じ よう に 、 タ ウ ヒ ー ド の 法則 ( 神 の 統 
ー) と 最 奥 の 言語 は 、 夢 中 に な る こ と を 受 ! け 入 れ ま せん 。 

その 人 が 自分 の 心 を コン トロ ー ル で きる よう に な る と 、 震 
口 が きけ な く な り 、 そ の 状態 で 身 も 心 も 夢中 に な る 。 そ し て 、 そ れ 
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その 人 の 舌 で 語ら れる こと は 何で も 、 アッラー か ら の も の で ある 
こと を 条件 と し て くだ さい 。 し か し 、 物 事 は 性 格 に よる の で は な く 、 
属性 に よる も の で す 。 な ぜ な ら 、 属 性 に 変化 が あっ て も 性 格 に は 
変化 が な いか ら で す 。 同様 に 、 太 陽 A ( 品 

IA その 組成 と 性 質 は 変化 させ ませ ん 。 自 


" は アッ ラー が 聖 ク ルアー ン で 彼 の 敵 に CI 次 の まう に 
語っ た と 語っ た 。「 個 性 で 生き て いる けど 、 実は 属性 で 死ん で い 
る 」 . そ し て 、 そ の 別 の 意味 は 、 表 が この 世界 | に 住ん で いる が 、 別 
の 世界 の 要件 に 従っ て 死ん で いる と いう こと で す も の 。 
Momins (イス ラム 教徒 ) に つい て は 、 ア ッ ラ ー は 上 記 に 反対 し 、 
その 詳細 は 次 の よう に 述べ られ て いま す 。「 彼 ら は 彼ら の 主 
(アッ ラー) と 一 緒 に 住ん な で いま す 。」 で すか ら 、 そ の 人 は 自分 が 
アッ ラー の 道 に いる マダ ム ( 死 ん だ ) の よう で ある と 、 献 身 的 に 考 
えな けれ ば な り ま せん 。 スー フィ ー の 人 々 の 一 部 の グル ー プ は マ 
ダム (死ん で いる ) で あっ て も 生き て お り 、 他 の グル ー プ は 生き て 
いる が 実際 に は マダ ム で ある . ( 死 )。 
生か す 者 は 永遠 に 生き られ る こと が 明確 に 証明 され て いま す 。 
体 の 死 は 無 と は 言え な いか ら で す 。 し か し 、 身 体 が 存在 し な いこ 
と を 死 と 呼び ます 。 存 在 が ある 場所 で は 、 魂 は ナム ハラ ム ( 非 親 
上 1 体 に つい て 言及 する 必要 は あり ませ ん 。 彼 は 、 人 
ー の 存在 を 特定 する 力 は 誰 に も な く 、 神 の 統一 の 存在 の 砂 
に 足 を 踏み 入れ る 勇気 を 持っ て いる 人 ! Dal 吾 つ た . 
の 葉 に よる と 、 そ れ を 証明 する た め に タウ ヒド 
( 神 の 統一 ) も 問題 で あり 、 2 の (の の 日 の こす る 
の も 同じ で す 。 し か し 、 アッラー の 存在 より も 自分 の 存在 を 好む 
人 は 、 自 分 の ク フ ァ ル ( 不貞) の サイ ン を する 人 に な り ま す 。 の 人 
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彼 自 身 の 存 在 を 見 て 、 そ の 存在 の た め に 彼 は カフ ィ ー ル (異教 
徒 ) に な り ま す 。 

彼 の 人 格 を 見 て 、 0 ) の 人 格 を 無視 する 者 は 、 彼 の 身 
元 が 不明 に な り ま す 。 自 分 自身 を 見 る 者 ( は 彼 ( ア ッ ラ ー ) を 見 る こ 
と が で きず 、 役 (7 ア ッ ラー) を 見 る 者 は 自分 自身 を 見 る こと が で き 
な い . 彼 (アッラー) の た め に 自分 の を 欄 和 すぐ る 人 を くそ で し で 
彼ら の 献身 と 偉大 な レベ ル の 愛 の た め に 、 尊 人 敬 と 偉大 な 地位 と 
地位 が 報 わ れ ま す 。 名 准 。 

それ で アッ ラー は 、 彼 ら が 世界 で 彼 の 副 王 に な る こと が で きる 
和 に 、 彼 の 法廷 か ら 彼 ら に キラ ー フ ァ ト ( 副 王 ) を 与え まし た 。 
| 

1 

A A CE RR 


i 
O 


ー ト 。 
ルフ ァ ベ ッ ト 。 _ 


NO の NR oO) い 
台 Sa 
な 


8. 凍 二 あま 

彼 が イシ ャ ラッ ト ( こ と わざ ) を 使っ て 仕事 を する と 、 そ れ は 
シャ ー ク (不貞 ) に な り ま す 。 誰 か が 彼 を 認識 で きる と 言う な ら 、 
彼 の 言葉 は 間違っ て いて 誤解 を 招く も の に な り ま す 。 誰 か が 彼 を 
特定 し た と 言う な ら 、 そ れ は 愚か さと 虚偽 の 問題 と 呼ば れる で 
2 誰か が 彼 を 認識 し て いな か っ た と 言う 場合 、 そ の 場合 、 そ 

は 次 の 人 間 の せい で 恥ず べき 者 と 呼ば れ ます 特徴 。 

6 J 

2 クビ アリ ツク グ 。 

EC 
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イジ ツラ ト ( こ と わき ) 。 

5. 顔 _ 

6. 見 て ます 。 

そし て 、 タ ウ ヒ ー ド ( 神 の 一 体 性 ) の 識別 は 自由 で あり 、 人 間 の 
本 性 か ら 離 れ て いま す 。 Waha Dahu La Shrike Lahu (仲間 を 持 
た な い 唯 一 の 人 ) の 要求 に 従っ て 、 神 性 は 、 預 言 者 モー サ ( 彼 に 
平安 あれ ) の スタ ッ フ が ファ ラオ の 魔術 師 に し た の と 同じ 行為 を 
人 間 の 本 性 で 行い ます 。 彼 は 、 ア ッ ラ ー の 光 が す べ て を 彼 の 支 
配 と 世話 の 中 に 置い て いる と 言い まし た 。 そ れ は 、 存 在 の 砂漠 
に 来 な いで くだ さい 、。 彼ら 。 

アッ ラー は 、 彼 自身 が あな た 方 全員 に 食糧 を 提供 し て いる と 
言っ て いま す 。 彼 は 、 学 者 の 秘密 は トウ ヒー ド の 庭 ( 神 の 団結 ) 
で ある が 、 正 確 な タウ ヒー ド ( 神 の 団結 ) で は な い 、 と 語っ た 。 ア ッ 
ラー の 偉大 さと 素晴らし さ が あ る と ころ に は そこ に あり 、 そ の 場 
所 で は 創造 物 の 存在 と 非 存 在 は 同じ で あり 、 ま っ た く 違 い は あ 
り ま せん . タ ウ ヒ ー ド ( 神 の 団結 ) の 存在 が ある と ころ に は 、 男 性 
は それ を 拒む こと は で き な い は ず で す 。 な ら ば それ は 神 の 力 の 
拒絶 と 呼ば れる だ ろう . 

そし て 、 男 性 の 宣言 が この 件 に 関し て 育 定 的 で ある 場合 、 
も し そう な ら 、 タ ウ ヒ ー ド ( 神 の 団結 ) に 問題 が ある で し ょ う 。 こ の 
こと か ら 、 人間 が この 問題 に 関し て 償 定 的 また は 育 定 的 な 能 
を 持っ て いな いこ と は 明らか で す 。 彼 は 地球 と 空 に タス ビー( 神 
の 賛美 ) と タ ヒ リ ル ( ラ ・ イ ル ハ ・ イ ラッ ラー( ア ッ ラ ヌー 以外 に 神 は 
いな い ) と 発音 する こと に よる 団結 に よる 神 の 宣言 ) の 言語 が あ 
り 、 そ こ に は 心 の 存在 は な いと 語っ た 。 心 は 預言 者 アダ ム ( 彼 に 
平安 あれ ) と 彼 の 息子 た ち を 除い て 誰 に も 与え られ ませ ん で し 
た . そし て 心 は 、 人 間 の た め に 物事 に 従う 方 法 を 提供 する よう な 
も の で あり 、 し た が っ て それ は 人 間 に な り ま す . ガイ ド 。 
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トン ウッド (ラズ スズ ド )。 
2 秋 マ ツ ド ( グレ ラース ) 
3. 必要 性 。 

4. オジ ション 。 

で すか ら 、 彼 の 注意 を 引く に は 、 言 葉 よ り も 心 の 言葉 が 必要 で 
す 。 彼 は 、 そ の よう な 人 は 勇気 の ある 人 と 呼ば れ 、 そ の 心 と 魂 に 
は アッ ラー の 和 愛 が 存在 する だ ろう と 語っ た . こ れ と 比較 せ ず 、 サ タ 
ン の せい に せ ず 、 自 分 の 魂 を 制御 し 、 こ の 中 で 苦難 を 経験 する 

の は 良い こと で す 案件 。 

サタ ン が 言う よう に 、「 あ あ 、 私 の 顔 は 鏡 に され て あな た の 前 

に 提示 され 、 あ な た の 顔 は 鏡 に され て 私 の 前 に 提示 され まし た . 
私 が あな た に 会 うと 私 は 泣き 、 あ な た が 私 に 会 うと あな た は 彼 笑 
む で し ょ う 」 で すか ら 、 ア ッ ラ ラー 以外 に サジ ダ せ ず 、 世 の 非難 を 
受け 入れ て その 道 に 従っ た サタ ン か ら 神 秘 主義 を 学ぶ の は 良い 
こと で す 。 こ の よう な 理由 か ら 、 私 た ち は 彼 が 本 当 に 勇敢 だ っ た 
こと を 知る べき で す 人 。 

で すか ら 、 両方 の 世界 が あな た ( こ 非 難 を も た ら す と し た ら 、 そ 
の 状況 で の あな た の 状態 は どう な る で し ょ うか ? で すか ら 、 こ の 
道 で は 、 こ の 問題 ( < 細心 の 注意 を 払い な が ら 、 ゆっ くり と 通過 す 
る 必要 が あり ます 。 世 界 の 非難 が あな た に と っ て 意味 が な いと 
確信 し て いる な ら 、 ワ ヒダ ナー ト ( 神 の 一 体 : 吐 へ の 信仰) の ワイ ン 
を 味わっ て くだ さい 。 彼 は 、 あ な た が 承認 を 得 て 世 界 の 最も 低い 
も の を 見 る な ら 、 あ な た が 行為 に 反対 し た こと を 注意 深く 理解 し 
て くだ さい 。 創造 。 

あな た が 小さ な 不服 従 と 過失 を 犯し た 場合 、 君 の 
友情 と Velayat ( 加 人 ) は アッ ラー と 完全 で は あり ませ ん 。 彼 は 
例え ば 天国 の よう に 自分 ) 自 身 を 要求 する よう な も の を 決し て 要 
求 し て は な ら ず 、 そ れ 自 体 が あな た を 無視 し た いも の か ら 逃 れ よ 
うと する べき で は な いと 言い まし た 。 例 
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地獄 。 だ か ら ア ッ ラ ー に その よう な こと を 要求 し 、 そ の よう な も の 
が あな た と 一 緒 に 利用 で きる な ら 、 す べ て の も の は あな た の 手 の 
届く と ころ に あり 、 あ な た の コン トロ ー ルト ( こ あ り ま す . 彼 は あな た 
の 体 の 一 部 が 失わ れ 、 他 の 部 分 と 混ざり 合っ て 、 ア ッ ラ ー の 道 に 
2 つの 疑い が な いよ うに すべ きだ と 言い まし た . シ ャ ー ク (不貞 ) と 
呼ば れ て し まう か ら で す 。 そ れ は 、 あ な た の 舌 が あな た の 目 で 見 
た も の を 認識 し て は な ら ず 、 ま た 目 も 舌 が 語っ た こと を 認識 し て 
は な ら な いと いう こと で す 。 そ れ は あな た の 体 の すべ て の 部 分 が 
失わ れ 、 (2 
真実 の 砂漠 に 足 を 踏み 入れ る 人 は 、 す べ て の ベー ル が 彼ら か ら 
離れ 、 他 の 存在 と は 異な る 自分 ) の 存在 を 感じ な けれ ば な り ま せ 
ん 。 も の 。 

彼 は 、 適 切な 人 物 と は 
聖なる 預言 者 の 教え に よれ ば 、 彼 の 言葉 に よっ て 誰 に も 害 が 
あっ て は な ら ず 、 彼 の 正反対 で 好意 的 な 人 々 は 彼 の 0 
と 慰め を 感じ る べき で す . そ の 意味 は 、 彼 の 言葉 が 神 の 戒め に 
ら さ れる べき で ある と いう 時 ラー 

NA こよ っ て 語ら れ 、 誇 らし げに 見 える アッ ラー に 関す る 
知識 は そこ に あり 、 その よう な 知識 を 聞く 人 々 は 、 胞 か ら 流れ 出 
る 生命 の 流れ が この 理由 で 枯 潟 する で し ょ う . そ の 流れ の 中 に 

こ に 知恵 が 利用 で きる よう に は 見 えな いで し ょ よう 。 . 

そし て 、 家 を 出 て 、 家 に 戻る 方 法 も 知っ て いる よう な 人 は 、 神 
秘 的 な 方 法 の 規則 と 要件 に 従っ て 正しく あり ませ ん . 敬 上 庶 な 人 は 
心 の 光 で 歩き 、 一 般 の 人 は 失明 の た め に スタ ッ フ の 助け を 借り 
て 歩く の で 、 彼 ら は 自分 が 言っ て いる こ SNR 
す 。 と また 行う いい え 知る の ソー ス の お し ゃ べり は 到来 
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その た め 、 彼 ら の 言葉 は 神秘 主義 の 規則 に 従っ て 正しく あり ま 
せん 。 

彼 は 、 シ ュ リ ッ ク (多神教 ) の 名 誉 の ロー ブ が 毒 を 混ぜ た 
ジュ ー ス の よう に 送ら れ 、 あ る 体 に は 奇跡 が 与え られ 、 あ る 人 に 
は 知性 が 、 あ る 人 に は 知恵 が 、 そ し て ある 人 に は 身分 証明 書 が 
与え られ た と 語っ た 。 し か し 、 真 の 目標 か ら 離 れ て 、 名 誉 の ロー 
ブ の 報酬 が 好き な 人 は 、 こ れ ら の 段階 は すべ て シャ リア ッ ト ( イ 
スラ ム 法 ) に 属し て いる た め 、 そ の よう な 場合 、 彼 ら は 真 の 目標 
か ら 遠 ざか り ま す . 次 の こと に 従う 者 は 、 神 秘 の 道 を 歩み ます 。 本 

1. ズ スハ ド (宗派) . 

2. わ ら ( 敬 度 さ ) . 

3. タワ カル (信仰 ) . 

4. タス リム ( 承諾 ) . 

5. タフ ウィ ズ ( 委任 の 力 ) 。 

6. レ ザ ( 意 志 _)。 

7. イク ラス (誠意 ) o 

8. ヤ キン (信念 ) 。 

紗 の 伝達 で 旅 を し 、 次 の よう な も の を 持っ て いな い 人 も の 。 

1. ズ スハ ド ( 宗派 ) 。 

2. わ る ( _ 敬 度 さ ) 。 

3. タワ カル ( 信仰 )。 

4. タス リム ( 受け 入れ ます ) 。 

彼 は 奴隷 状態 に 湧 れ て いる すべ て の 創造 物 に も か か わら ず 、 
彼ら は その 深 さ に 到達 する こと が で きず 、 誰 も 奴隷 状態 の 海 に 
覆 わ れ て いな い . こ れ を 知っ た と き 、 奴 隷 制 の ルー ル を 知る こと 
が で きま す 。 ハ キア の 道 (真実 ) は 死 の 中 に 隠さ れ て いる か ら で 
す 。 で すか ら 、 死 が その 人 を 導 か な い 限 り 、 彼 は その 人 を 見 つけ 
2 の の の (は で きま ん 。 仙 方 。 

し か し 、 A (イス ラム 法 ) の 人 々 の や り 方 は 認識 の 中 に 隠 
され て いま す 。 宣言 する 
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彼 の 性 格 に 反対 する と 、 彼 は これ を 信じ な く な り ま す 案件 。 
a NRN Es は 承認 の 存在 は な く 、 彼 の 承 
言 す る 人 は 恥 と 罰 に 直面 する で し ょ う . 彼 は 、 マ ニ フ ェ スト 
の SS フェ スト 以外 | は 見 え ず 、 属 性 の 目 は 属性 の み を 観察 
する と 言い まし た 。 し か し 、Zikar 9 (真実 の 記憶 ) で は 、 個性 の 
観察 が 行わ れ ま す 。 2 よ 、 あ な た の 心 に 川 が な けれ ば 
な ら ず 、 そ の 川 か ら ワ ニ が そこ 世界 に 存在 する 属性 と 形 
を 食い 尽く す 必 要 が あり ます . で すか ら 、 幸 福 の 富 が 死 の 中 に 隠 
され て いる こと は 明らか で す それ だ け 。 
そし て サハ カワ ッ ト ( 惨 め さ )。4。 異 世 界 に 行く 途中 の 呪い の 
よう な も の で す 。 彼 は 、 あ る も の を 存在 と 考え 、 実 際 に は 存在 で 
は な く 、 実 際 に は 別 の 世界 で ある と 考え て いる 人 に 語っ た 。 そ し 
て 、 彼 ら が 別 の 世界 に つい て 考え て いる こと は 、 実 際 に は 別 の 
で 92 
そし て 、 没 頭 の 状況 は その 論 識 を 示し 、 そ の 両端 に は 限界 や 
境界 が まっ た く あ り ま せん 。 彼 は 弟子 に 、 最 初 の 段階 で は 力 の 
状態 に ある が 、 最 後 の 段 階 で は 慎重 ( こ な り 、 彼 の 知識 は 彼 の 過 
ちと 無知 を 観察 する よう に な る だ ろう と 語っ た . そ し て 、 彼 の 人 格 
は 彼 の 消 減 を 見 て 、 彼 の 裁量 は 彼 の 非 裁量 を 見 る で し ょ う . 彼 は 、 
0 と わざ は その 意味 を 明確 か つ 正 確 に 説明 する の が 非 
に 難し いた め 、 上 記 の こと わざ を さら に 説明 する こと は で き な 
es 言い ます . 
彼 は 、 あ な た が 努力 に つい て 知り た いな ら 、 あ な た は あな た に 
言い まし た 
それ に つい て 知る こと が で きま せん で し た 。 そ の 例 は 、 尿 を きれ 
い に す る こと で きれ い に な る と 言う 人 も いま す 。 そ れ を きれ い に 
する こと に よっ て 、 そ の 汚物 は そこ に は あり ませ ん が 、 そ れ は 純 
粋 で ある と は 言え ませ ん 。 掃除 。 
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彼 は 、 宇 宙 の あら ゆる 名 前 で 存在 する も の は 、 自 然 の 働き の 
小さ な 粒子 に 過ぎ な いと 語っ た . 彼 は 実際 に 私 た ち は 創 造 と 永 
遠 の 日 か ら 来 て お り 、 創造 と 永遠 が 自然 の 働き の し る し で ある こ 
と は 間違い な いと 言い まし た . 彼 は ハク (真実 ) の 啓示 の 際 に 知 

恵 が 減少 し 、 OO 
げ る だ ろう と 8 0 知恵 は 無能 で あり 、 そ れ か ら は あら ゆる こと 
の 知識 も 無能 \ 彼 は 、 最 高 の 崇 拝 の 形 は スケ 
ジュ ー ル を 欠席 する こ と だ と 語っ つた 。 役 は 、 次 の 4 つの こと が 属 
性 で ある と 述べ た 心臓 。 

1. ズ フッ ド (宗派 ) . 

2. セイ バー ( 忍耐 ) 。 

3. タワ カル ( 信仰 ) 。 

4. レザ ( 意 意志 ) o 

し か し 、 心 の 属性 は 魂 の 属性 に は な り ま せん 。 イ ン ャ ラッ ト の 心 
(こと お ねぎ ざ ) が な く な る の で 、 ド 記 の オイ つ の こと は 一 炊 じ な く な り 
ます 。 彼 は 、 次 の 4 つの こと を 気 に す る より も 、 創 造 の 日 と 永遠 を 
気 に か けた ほう が よい と 語っ た . 

1. 誠意 。 

2. サ ファ ( 清潔 感 ) 。 

32 計 実 。 

. 早 (謙虚) 。 

彼 は 、 ワ ヒダ ニア ッ ト ( 神 の 一 体 性 へ の 信仰 ) を 理解 する 人 に 
彼 は 自分 の 目標 に INN BA 0 
が 小さ いか 大 きい か の いずれ か で ある 場合 、 罪 に 恩恵 と 恵み を 


終わ ら せ る と 言い まし た 。 

彼 は 、 ア ッ ラ ー は 奴隷 が 物事 ( a 
態 ( 人 と を 好む だ ろう と 語っ た . 

1. 誇り に 思い ます 。 


2. 知識 
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3. 尊重 し ます 。 

彼 は 、 ワ ヒダ ニア ト ( 神 の 一 体 性 へ の 信仰 ) 以 外 を 見 る 人 に 
途方 に 暮れ 、 ゴ ー ル か ら 遠 ざか る と 言い まし た 。 彼 は 、 ハ ク i 
実 ) の 途上 で 自分 自身 を 終わ ら せ る 者 は 、 彼 の 舌 か ら 制 御 不能 
な 状態 で アフ ド (1) を 宣言 し 、 ハ ク (真実 ) に 対し て アヘ へ ド (1) と 
言う 資格 が ある と 語っ た 。 9 

方 法 と 適切 な 方 法 で ハク (真実 ) の 現実 を 説明 する こと が で 
きま せん で し 

彼 は 、 世 界 で 最悪 の 創造 物 は 、 彼 の 運命 と 戦う も の で ある と 

語っ た . そ の 意味 は 、 上 こ 反 し て 何 か を 欲し が り 、 
この 理由 で それ が 不可 能 | 、 そ れ は 運命 に 逆らっ て い 
る と いう こと で す . 彼 は 、 男性 に は 次 の 4 種類 が ある と 語っ た 。 

1. 誰が 認識 され た と 要求 され た 。 

2. 誰が 要求 され た し か し いい え 得 た それ 。 

3. 誰が 探す それ し か し いい え 恩恵 を 受け た か ら それ 。 

4. 誰が 認識 され た し か し いい え 要求 され た それ 。 

彼 は 忠実 に 従う 人 に 、 世 界 の 変化 を 気 に か け な い だ ろう と 言 
いま し た 。 彼 は 次 の よう な 2 種類 の マラ ファ ト (アッ ラー の 知識 ) 
が ある と 語っ た 。 続き ます 。 

1. マラ ファ ト _ クシ シ ( 特別 な 知識 の アツ ラー、) 。 

2. マラ ファ ト _ イス バッ ト ( 誰 識 _ の 知識 
マラ ファ ト クシ シ (アッ ラー の 特別 な 知識 ) は 、 次 の 点 で 共通 し 
で いま す 。 

1. イ スマ と サファ ト (名 前 と 属性 の アッ ラー_ ) 。 

2.Daail ( 証明 ) と 兆候 。 

3. 証明 と ベー ル 。 

彼 は 、 マ ラフ ァ ト イス バー ス (アッ ラー の 名 前 と 属性 ) は その よう 
な も の で あり 、 こ の 理由 か ら 、 探 す その 通り そし て そ の 
方 向 は と て も 
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難し く 茂 し い 。 そ し て その 象徴 は 、 そ れ が 男 の 知 識 を 終わ ら せ る 
どい うこ と て 

彼 は 、 す べ て の 危険 を まとめ て みて 、1 MA 
が よい と 言い まし た 。 彼 は 、 利 用 可能 な すべ て の も の の 観察 
1 つの サイ ト か ら の み 見 られ る べき で ある と 語っ た . で の よう な も 
の を 見 る すべ て の 人 々 は 、 ア ッ ラ ー の 言葉 に よる と 、 私 た ち 全 
の 人 死後 の 出産 と 再生 は 非常 に 簡単 な こと で す 。 人 。 

彼 は 魂 が 世界 (存在 ) か ら 出 て こない と 言い まし た 
ヴェ ー ル 、 そ ん な こと が で きる な ら 心 も 外 へ 。 し か し 、 こ の こと わ 
ざ の 意味 は 、 す べ て の 人 に 理解 され る わけ で は あり ませ ん 。 彼 は 
すべ て の 人 に と っ て 、 そ の 偉大 な ベー ル は その 存在 で ある と 
語っ た . 彼 は 心 に ハク (真実 ) が 明らか に な る と 、 巡 怖 と 希望 は な 
ぐ な る た だ ろう と 語ら た た 

一 般 人 は 属性 を 特定 し な い 
奴 緑 状態 。 し か し 、 摂 理 の 属性 を 知っ て いる 特別 な 人 々 は 、 ア ッ 
ラー を 観察 ほす る こ と に 専念 し 、 ア アッラー 以外 の こと に は 目 を 向け 
ませ ん 。 一 般 人 の 神聖 な 秘密 は 弱い の で 、 彼 ら は ハク (真実 ) の 
源 か ら 遠 ざか り 、 こ の 理由 で 彼ら は アッ ラー の 属性 に 耐え る こと 
さえ で きま せん で し た . 彼 は 、 心 臓 に プロ ビデ ンス の 現れ が あれ 
ば 、 それ は 世界 の すべ て の 源 を 終わ ら せ る と 言い まし た . 彼 は 次 
の こと は 電気 の よう な も の で あり 、 そ の 意味 は 、 こ れ ら すべ て が 
非常 に 重要 で あり 、 最も 重要 で ある と いう こと で す . パワ フル 。 

1. ベッ ド ( 創 造 の 日 ) 。 

2. マル (証書 ) . 

3 ワ ツ トド カッ トド (スケ ジョー ル ) 

4. ダ フー ル (時 間 ) . 

と 、 彼 は アッ ラー と 約束 され た 時 間 を 得 ま し た 。 入 日 
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彼 ( アッラー) 以外 の 人 の た め に そこ に いま す 。 彼 は 、 人 間 関 係 
の 中 で 最も 良い の は 、 そ の 人 が 人 間 の まま で あり 、 奴 隷 の 関係 
を 模索 する こと で ある と 語っ た . 彼 は 、 最 も 偉大 な 創造 物 で さえ 、 
アッ ラー の 宮廷 に た どり 着い た 途 端 ( に 終わ り 、 無 に な る と 語っ た 。 
彼 は 、 自 然 と 戦争 を する べき で は な いと 言い まし た 。 

彼 は 、 天 の 望み の た め に 崇拝 を 行い 、 自 分 は アッ ラー の 働き 
を し て いる と 思 + っ て いる が 、 実 際 に は アッ ラー の 働き を する 者 に 
は 属さ な い だ ろ うと 語っ た . 実 際 、 彼 ら は 魂 の 働き を し まし た 。 彼 
SN ジウ クー を 覚え る 者 は 、 か れ か ら 遠 く 離 れ て 生き る だ ろう と 言 
いま し た 。 アッ ツラ フー の 御 言葉 に に よる と 、 グン クー を 設 識 する 者 は 口 
が きけ な く な り ま す 。 彼 は 、 ア ッ ラ ー へ の 敬意 の 意味 は 、 す べ て の 
源 を 離れ る こと に よっ て の み 彼 (アッ ラー ) を 見 る こ と で あり 、 そ の 

意味 は 両方 の 世界 を 去る こと で ある と 語っ た . 彼 は 、 す べ て の 人 
の 休 の 色 | は 暗い 色 で あり 、 そ の 光 【 ょ その 色 で ある と 言い まし た 
八 

自分 の 心 に 従わ な い 人 は 、 暗 闇 の 中 で 不思議 に 思う で し ょ う 。 
友人 は 創造 の 日 か ら 友 人 で あり 続け 、 敵 は 創造 の 日 か ら 英 の ま 
まで ある た め 、 彼 の 宗 拝 に 満足 し 、 彼 の 不 従順 に 不満 を 感じ な 
いよ うな 神 に は 満足 し て いな いと 彼 は 語っ た . 創造 。 

彼 は 、 彼 と 他 の すべ て の も の は アッ ラー の 所 有 物 で ある と 考 
える な ら 、 そ の よう な 人 々 は 他 の すべ て の も の に 無関心 で ある と 
呼ば れる だ ろう . 彼 は 心 の 存在 は アッ ラー の 人 格 に 依存 する と 
語っ た . で すか ら 、 ア ッ ラ ー の 人 格 を 消滅 させ る の は 良い こと で 
す 。 彼 は 魂 の 過ち に つい て 語り 、 魂 を 叱る の は シル ク ( 多 神 教 ) 
で す 。 彼 は 、 魂 に 過失 が ある 場合 、 そ れ は アッ ラー の 監視 の 地位 
を 得る こと は る なく この 理由 で アッ ラー の 愛 は 守ら れ な い だ ろ う 
と ど と 語っ つた. 正しい 。 

真 の 愛 の た め ( こ は 、 
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彼 は すべ て の こと を 忘れ 、 ア ッ ラ ー の 愛 の 中 で 迷子 に な る よう な 
方 法 で 観察 し ます 。 彼 は 、 2 の すべ て の 属性 に は 慈悲 が 
あり ます が 、 彼 の 愛 に は 慈悲 は まっ た く な く 、 アッラー の 愛 に は 閑 
悲 の 代償 【 ま 死 で あり 、 愛 の 中 で 殺害 する と 身代金 が 要求 され る 
語る だ 。 税 さ れ た だ 。 

彼 【 行動 を 控え る よう に 言わ れ 、 平 和 は 奴隷 制 と 呼ば れ ま す 
. そ し て 、 こ れ ら の 2 つの 属性 か ら 遠 さ か る 者 は 、 奴 隷 の 真実 を 
知る こと に な り ま す 。 彼 は 、 受 け 入 れ ら れ た 悔い 改め と は 、 人 が 
俳 を 犯す 前 に アッ ラー の 許し を 求め る も の で ある と きっ た . 彼 は 
希望 と 恐怖 を 得る 者 は 無礼 で 無礼 な 行為 を し な いと 語っ た . 

彼 は 、 真 の 悔い 改め と は 、 悔 い 改 め た 人 の 明白 で 最も 深い と 
ころ に 罪 の 影響 が 及 ( ば な いこ と で ある と 言い まし た 。 真 の 悔い 改 
め を 得る 人 は 、 何 に 対し て も 恐れ を 抱か な いで し ょ う 。 彼 は 、 彼 の 
苦行 の た め に 世界 に 誇り を 示す 修行 者 に 言っ た の で 、 彼 は 修行 
の 唯一 の 主張 者 で あり 、 彼 の 心 の 中 ( 世界 の 価値 が な けれ ば 
彼 は 世界 に 誇り を 示す こと A 彼 は 、 何 か が 良く な い 
の で 、 こ れ は 非常 に 悪い と 宣言 する 修行 者 に 言い まし た 。 彼 は 
スー フィ ー は 情熱 を 持つ べき 人 物 で あり 、 彼 の 言葉 は 信頼 で き 、 
正しい も の で ある べき だ と 語っ た . 

彼 は 、 そ の 人 の ハク の マラ ファ ト ( 上 真実 の 知識 ) は 、 彼 に 謙虚 
さ の 属性 が な けれ ば 正しく な いと 言い まし た . 彼 は 、 ア ッ ラ ー を 知 
る 人 に 、 創 造物 と の 接触 や つなが り を 維持 し た り 、 誰 と も 話し た り 
し な いと 言 a | 、 誠 実 さ に 従い 、 報 酬 を 期待 し 続け る こ 
と は アッ ラー の 慈悲 に 反する と 吾 つ た . 彼 は 次 の 2 つ を 語っ た も 
の 。 

1. 運 は 運命 。 
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2. サ ファ ト (属性 _) それ は 作成 され まし た 。 

運 が 運命 に よる も の で ある 場合 、 こ の 問題 で の 努力 の 必要 性 
は 何で すか 。 の は 敬 度 な 人 は アッ ラー の 近く に 到達 し 、 こ の 状態 
で 彼ら の 人 生 は 彼 に 依存 し て いる と 言い まし た . 彼 は 、Touhid Sh 
anas ( 神 の 一 体 性 を 知る 者 ) は 、Touhid ( 神 の 一 体 性 ) の 鏡 で 地 
球 か ら 空 まで の すべ て の も の を 見 守る 者 で あり 、 アッ ラー の ワ ヒ 
ダニ アト (一 体 性 へ の 信仰 ) の 秘密 を 探る べき だ と 語っ た 。 神 の 
)。 彼 は 、 そ の よう な 人 は 次 の こと か ら 遠 ざけ られ て いる た め 、 可 

衣 な 限り 最善 の 方 法 で 傾向 を 持っ て 仕事 を し な いよ うに 言い ま 
2 

1. 視覚 の 喜び . 

2. 観察 の ハ キ カ ッ ト ( 真実 ) 。 

の 意味 は 、 傾 向 に よっ て 快楽 を 見 出す と 、 神 の 遍 在 
か ら 離 れ て し まう と いう 人 ある 。 彼 は 、 誠 実 さ と 崇拝 に 喜 
び を 感じ 、 誠 実 さ と 宗 拝 の 恋 に な る こと ほど 毒 1 まこ の 世に な い 

語っ た . 彼 は, 奇跡 に 6 の を 感じ る の は 誇り と 愚か さ の 
し る し だ . 彼 は 、 アッ ラー の 恵み が あな た の 誠実 さ の 報酬 で ある 

と は 思わ な いで くだ さい . 彼 は 、 自 分 の 誠実 さ が 低 いと 感じ る こ 
人 : 自 邊 を で きる だ け 任 く 考 える よう に 言 つ だ そし 

に 対し て 、 アッ ラー の 報奨 は 恩 編 で ある と 考え る べき で あ 
SY 

彼 は 、 心 臓 の 働き は 他 の 器官 の 働き より 優れ て いる と 言い ま 
し た 。 ア ッ ラ ー と 共に 行動 する 価値 が ある な ら 、 預 言 者 は 40 年 
間 行 動 せ ず に は いら れ な いか ら で す 。 し か し 、 そ の 意味 は 、 何 も 
せ ず に 座っ て いる と いう こと で は な く 、 そ の 意味 は 、 その よう な 制 
限 を 設 け て 行動 の 必要 が な く な る と いう こと で す 。 彼 は 、 そ の 人 
が アッ ラー アク ベル ( 神 は 偉大 で ある ) と 言う と き 、 ア ッ ラ ー は 自 
分 より も 偉大 で ある と 宣言 する と 言い まし た 。 そ し て 彼 は 彼 の 行 
為 に よっ て アッ ラー に 到達 する こと が で きま す . と も し も 彼 葉 
彼 の 行為 それ か ら 彼 意思 な れ あちら へ か ら アッ ラー。 彼 
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言わ れ た 出会い 、 別 れ は 、 行 動 や 行為 に 依存 する の で は な く 、 
カ ザ イ イズ リ (創造 の 日 に 書か れ た 運命 ) に 従っ て つなが っ て 
お り 、 そ れ は その 記述 に 従っ て 起こ る で し ょ う 。 

彼 は 、 II に 生ま れ 、 同じ よう に 
人 間 の 幸福 の 富 が 裁き の 日 に 安全 で 健全 に 保 た れる と 語っ た . 
I 純粋 で 清らか な 形 で 、 何 
の 欠陥 も 過ち も な くそ こ に ある で し ょ う 。 彼 は 次 の よう な 3 種類 
の モメ ン (イス ラム 教徒 ) が ある と 語っ た 。 

1. 第 一 に 、 ア ッ ラ ー が 祝福 の 光 を 与え 、 こ の 助け に よっ て 

シル ク ( 多 神 教 ) か ら 解 放さ れる 人 々 。 と 不貞 か ら だ け で 

な く 、 罪 。 

2. 第 二 に 、 ア ッ ラ ー が 祝福 の 光 を 与え 、 こ の 助け に より 、 彼 ら 

は 小さ な も の か ら 解 放さ れ 、 大 き な も の か ら 解 放さ れる 人 々 


3. 第 三 に 、 ア ッ ラ ー が 彼 の Kifayat (十分 性 ) を 与え 、 こ れ の 

助 け を 借り て 、 彼ら は 不 注意 な 人 や 悪い 人 か ら 解 放さ れ ま す 

アデ イデ テア 

ダー ウェ シュ (神秘 主義 者 ) の 人 を 低く 考え 、 す ぐに 怒る よう に 
な る の は 、 魂 の 追随 に よる も の だ と 彼 は 言い まし た 。 彼 は 、 彼 の 
魂 に 従う 人 が 奴隷 に な る こと は な い の で 、 摂 理 を 主張 する だ ろう 
と 言い まし た . ア ッ ラ ー を 知っ て いる 人 は 、 常 に この 問題 で 迷子 に 
な り ま す 。 ア ッ ラ ー の 愛 の 海 に 湧 れ る 者 は 、 そ こ で 生涯 を 終え ま 
す 。 天 地 を 考え ず に 善行 を 行う 者 に は 、 そ の 功績 の 報 

を 受け る 資格 が ある と 言わ れ た そし て 怒る 人 は 人 証 を 
受け る 。 

彼 は 、 私 た ち に と っ て アッ ラー へ の 恐怖 の 最大 の 高 さ は 、 ア ッ 
ラー が 彼 の 見 る 
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か れ は アッ ラー か ら 上 厳し い 懲罰 を 受け る で あろ う 。 こ の 記 れ を 
も っ て 、 彼 は 心 と 魂 を アッ ラー の 崇拝 に 捧げ る べき で す 。 そ の よう 
な 状況 で は 、 彼 (アッ ラー) の 顔 が ある か どう か を 考え る べき で は 
あり ませ ん . 彼 は 、 死 ぬ 時 の 恐怖 の 現実 を 知る べき だ と 言い まし 
た 。 彼 は 、 創 造物 と の 関係 を 明確 に 保つ べき で ある と 述べ まし た 
が 、 最 も 内 側 で は アッ ラー と の 関係 を 持つ べき で す . 彼 は 、 最 大 
の 態度 は 、 そ の 人 が いか な る 人 と も 敵意 を 持っ て は な ら ず 、 他 の 
人 も 彼 と 敵意 を 持っ て は な ら な いと いう こと で ある と 語っ た 。 彼 
は 召使 い の 体 か ら 汗 が 出る だ ろう と 言い まし た 、 そ し て 彼 の 立 
場 は 彼 の 立場 以上 の も の で す 後悔 。 


彼 は その よう な 善行 が 隠さ れ 、 そ れ が すべ て の 善行 の 結果 を も 
た ら す と 固く 語っ た . 堅 固 な 気持 ち が な けれ ば 、 す べ て の 善行 は 
完了 せ ず に 残り ます . 彼 は あな た の 魂 の すべ て が カ ザ と カ ダ ー 
ル か ら 送 られ て いる と 言い まし た (運命 )。 

彼 は 、 鶴 智 は 非常 に 軽く く こ れ で 世界 の 枢機卿 の 極 に 到達 で 
きる と 語っ た 。 (スピ リ チ ュ アル ピボット の 最高 幹部 )。 そ し て 、 こ 
れ は 私 た ち を 目 に 見 えな い 方 向 に 導き 、 目 に 見 えな いも の の 助 
け を 借り て 、 目 に 見 えな いも の の ベー ル に ある も の を 観察 で きる 
よう な マラ フト (アッ ラー の 知識 ) で す 。 彼 は アッ ラー が 心 の 状態 
を 明らか に する こと が で きる 知恵 の 人 々 に 力 を 与え る だ ろう と 言 
いま し だ 

彼 は 、 国 が 誠実 さと し て 悪い マナ ー の 名 前 を 与え られ 、 儲 欲 な 
欲望 に 幸福 の 名 前 が 与え られ た 日 、 こ の 理由 の た め に 、 国 は 正 
し い 道 か ら 離 れ 、 間 違っ た 道 に 向かっ て いる と 語っ た . こ れ ら の こ 
と を 見 る こと に よっ て 、 人 生 は 最悪 に な り 、 魂 は 乾い て 役に立た 
な く な り ま し た 。 こ の 国 の 状態 は 、 怒 りな し に は 語ら ず 、 誇 りな し 
に は 語ら な い 。 
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彼 は アッ ラー が 私 た ち を イス ラム 教 、 マ ナー、 誠 実 さ の な い 時 
代 ( 1 理 つ た. 彼 は 、 ア ッ ラ ー が この 世界 を 創造 し た の 
は 、 そ こ に た くさ ん の 大 が いて 、 刑 務 所 に いる 天使 の 数 が 少な く 、 
解放 し た いと いう 願望 ( 0 そこ か ら 解 放さ れ な か っ 
た と 語っ た . そ の 意味 は 、 ア ッ ラ ー は 少数 の 善人 と 多数 の 悪人 を 

創造 し 、 CN < 保 た れ て いる と いう こと で す 。 
善良 な 人 々 は 、 多 く の 悪 人 が 慣れ 親しん で いる この 世界 を 去り 
た いと 願っ て いま す が 、 彼 ら は この 世界 を 去る こと が で きま せん 
で し た 。 彼 は 、40 年 間 火 の 崇拝 に 信仰 を 捧げ る べき で ある と 言 
まじ だ なさ 。 信州 

と き 人 この 言葉 は と て も 難し いと 彼 に 尋ね た 
彼ら が 理解 で きる よう に 、 彼 ら は この 問題 に つい て 明確 な 説明 を 
求め て いる の で 、40 歳 に な る まで 、 聖 な る 預言 者 と その 意味 に 
つい て の ワ ヒ (アン グル ガブ リエ ル を 通じ て 最後 の 預言 者 に 送ら 
れ た アッ ラー の 戒め ) の 啓示 は な か っ た と 彼 は 彼ら に 言い まし 
た . 四 十 歳 まで 信仰 を 持つ て いた と いう こと で す 。 彼 は 最後 の 預 
言 者 だ っ た の で 、 彼 は 生ま れる 前 に 完全 に 達し 、 彼 自身 が 最後 
の 預言 者 で し た 。 完璧 。 

彼 【 は あな た が あな た の 魂 に 責任 が ある と 言っ た . そ し て 、 聖 な 
る 預言 者 の 言葉 に よる と 、 魂 は プラ イド な の で 、 魂 の プラ イド か ら 
解放 され る べき で す 。 そ し て 、 そ れ か ら の 自由 が な けれ ば 、 真 の 
信仰 の 識別 は あり ませ ん 。 

人 々 は 彼 に 他 の 人 が そこ に いて 、 聖 な る 疾 言 者 より も 高い 地 
位 を 得 て い る と 尋ね た . こ の 問題 で は 、 よ り 高い 高 さ は 発生 し ま 
せん 。 彼 は 、 聖なる 預言 者 より も 高い 地位 を 主張 する 者 に は 、 間 
違い な く 不 信者 に か る だ ろう と 語っ た . 敬 上 庶 な 人 の 高い 身長 は 
最も 低い ラン ク ! < 等 し いか ら で す 。 預言 者 


ツク ジグ ーー の 2 

人 々 は 彼 に 世界 で 最高 の 食べ 物 は 何かと 尋ね 、 彼 は ハク の 
ジ シカ ル の 有三 回 (アウ ラー の 記憶 ) こ て の 人 は アッ ラー の マラ ッ ト 
(アッ ラー の 知識 ) の テー ブル クロ ス か ら そ れ を 取り 、 彼 は 健康 を 
保つ べき だ と 答え た . 最 も 慈悲 深き アッ ラー と 慈悲 深い 。 

時 、 人 々 は 彼 ( - 彼 の 最後 の 原 い を ほ ね まし た 、 そ し て 彼 は 彼ら 

に アッ ラー の イラ ダー ト ( 信 念 ) に 従い 、 タ イミ ング 、 魂 を 支配 し 続 
MS 言い まし た 、 そ し て これ を 言っ て 彼 は この 世 を 去り まし 
72. アブ ・ オ メル ナ キ ル 
彼 は 偉大 な 首長 で あり 、 ス ー 0 の 周 0 
彼 の 禁欲 と 神秘 主義 の た め に 、 彼 は 当時 の 有名 な 聖 
と 呼ば れ て いま し た 。 彼 ! EE 
に 生き まし た 。 彼 は アブ ・ オ スマ ン の 弟子 で 、 ネ イシ ャ プー 
ル 出 身 で し た 。 
彼 は シェ イク ・ ア ブル ・ カ シム に 「 な ぜ 彼 は 音楽 に よる エ 
クス タ シ ー を 聴い て いた の で すか ?」 と 尋ね た こと が あり ま 
す 。 そ し て 彼 は 彼 に 答え まし た 。 彼 は 、 そ れ が 背中 の 噛み 
つき を 聞い た り 話し た りす る より も 優れ て いる と 考え て い 
ます 。 音 楽に よる エク スタ シー の 最 中 に 違法 行為 が 行わ 
れ た 場合 、 そ れ は 背中 を 噛む お より も 悪い こと で す . 年 。" 

は 40 年 間 、 ア ッ ラ ー の 意志 以外 に は 何 も 要 求 し な いと 
アッ ラー に 約束 し まし た 。 

彼 の 娘 が 深刻 な 病気 こ な り 、 定 期 的 な 治療 を 受け て も 、 
彼女 の 健康 状態 は 改善 され ず 、 悪 化し まし た . こ の た め 、 
夫 の アブ ドゥ ル ラー マン サラ ミ は 彼女 に こう 言い まし た 。 
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40 年 間 、 彼 の 意志 以外 に は 何 も 要 求 し ませ ん が 、 彼 の 約 
束 の 20 年 は 終わ り ま し た 。 彼 が 約束 を 破り 、 あ な た の 健 
康 を 祈る な ら 、 あ な た は この 深刻 な 病気 か ら 回 復 し ます . . 
約束 を 破る の は 罪 で す が 、 そ れ が 失わ れ た 健康 を 取り 戻 
す 唯 一 の 方 法 で あり 、 そ うす る こと で あな た は 再び 普通 の 
療 良 な 人 間 に 戻 る こと が で きま す 。」 彼 女 は これ を 聞い て 、 
すぐ に 健康 を 回 復 す る た め に 父親 に 会 うた め に 急い で 真 
夜中 に 家 を 出 ま し た . 彼 女 の 父親 が 彼女 の 家 で 彼女 を 見 
て 、 彼 女 に 「 な ぜ 彼 女 は 20 年 も の 間 彼 の 家 に や っ て 来 た 
の か 」 と 尋ね た . 結婚 ? 

彼女 の 娘 は 彼 に こう 答え まし た 。 あ な た は 、 世 界 で 人 生 
より も 重要 な も の は 何 も な いこ と を よく 知っ て いる の で 、 私 
は 自分 の 人 生 が 好き で す 。 あ な た が アッ ラー と 約束 し た こ 
と を 知っ て いま す 。40 年 間 、 ア ッ ラ ー の 意志 以外 は 何 も 求 
め な いと いう こと で す 。 だ か ら 私 は アッ ラー と の 約束 の た 
め に あな た に お 願い し ます あな た の 約 東 を 破り 、 私 の 健 
康 を 祈っ て くだ さい . す べ て の 詳細 を 聞く と 、 彼 は 娘 に 次 の 
よう に 言い まし た 。 私 が アッ ラー と の 約束 を 破り 、 あ な た の 
健康 を 伯 る な ら 、 あ な た が 決し て 死な な いこ と を 保証 する 
も の は 何で し ょ うか も ちろ ん 。 
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で すか ら 、 私 は アッ ラー と の 約束 を 破っ た こと で 罪人 に な 
る こと は あり ませ ん 。 」 彼 の 娘 が この 返事 を 聞い た と き 、 
彼女 は 自分 の 死 が 非常 に 近い と 思っ た が 、 彼 女 の 死後 4 
0 年 間 生 き て いた . お 父さん 。 

彼 の 教え は 次 の と お り で す 。 

1. 偽善 か ら 自 分 の 善行 を 遠ざけ な けれ ば 、 そ の 人 は 、 

秦 仕 。 

2. 知識 の ステ ー タ ス は 素晴らし いで す が 、 危害 を 与え る 。 

3. アッ ラー が その 人 か ら の 義務 の 喜び か ら 彼 を 遠ざけ る 

よう に 、 時 間 通 り に 義務 を 果たさ な い 人 。 

4. 乱暴 に 従う の は 大 問題 食欲 。 

$. 見 た 目 に 良識 が な けれ ば 下がら な い 賛辞 。 

6. 多く の 悪行 が 発生 し ます が 、 そ れ ら は 最初 か ら 接続 さ 

れ ま す 。 段階 。 

7. 土台 が し っ か り し て いな けれ ば 、 建 物 は 良く あり ませ ん 

で すか ら 、 悪 いこ と か ら 離 れる こと は 良い こと で す 。 始ま 

り 。 

8. を 捨て る こと が で きる 人 は 、 ア ッ ラ ー の た め に この 世 を 

去る こと が で きる 簡単 に 。 

9. アッ ラー の 近く に いる 者 は 悪い も の を 採用 し な い 行 

10. を する 人 は 近づか な い アッ ラー。 

11. 正 し い 考 え を 持つ て いる 人 は 、 彼 の 言葉 は 真実 で あり 、 

彼 の 行動 は 下 に あり ます . コン トロ ー ル 。 
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12. アッ ラー 以外 の 愛 と 愛情 を 持つ こと は 荒野 で す 。 
13. 以下 の 点 で は 、 忍 耐 と 規律 は 良い こと で す 。 
A. 善 の 説教 の た め i 
B. 悪い こと の 禁止 の た め に 行為 。 
C. スー フィ ー で は 注文 。 
73. ツ ャ ノア アー シル ディ 
條 は は バグ ダッ ド の ジュ ナイ ド の 有名 な 友人 で し た 。 彼 は 可 
能 な 限り 最善 の 方 法 で イス ラム の 法学 と 神秘 的 な 方 法 に 
いい 
彼 は 真理 の 知識 に お いて も 完璧 で し た 。 彼 は 、 ス ー 
衝 且 の 知識 に 関す る 本 を 持っ て いる と 言い 、 そ れ ら の 本 
に ハ キ ム ・ テ イリ ミディ の 本 が ある か どう か 尋ね られ た と き 、 
彼 は 言い まし た 。 そ し て 彼 は 、「 ハ キム ・ テ ィ ル ミディ は 当 
時 人 気 の あ る 首長 だ っ た の で 、 ス ー フ ィ ー の グル ー プ に 
属し て いる と は 思わ な い 」 と 答え た 。 
彼 の 最も 親愛 な る 弟子 の 名 前 は ハム ザ ・ ア ラウ ィ で 、 彼 
は いつ も 彼 に 仕え て お り 、 あ る 夜 、 ス ー フ ィ ー の 師匠 に 家 
に 行く 許可 を 求め まし た が 、 彼 は その 夜 一 緒 に いる よう に 
言い まし た 。 そ の 時 、 弟 子 は この 件 に つい て は 何 も 言 わ ず 
命令 I 実は その 夜 は 家 で 用 事 が あり 、 家 に 
帰っ て 家族 の た め 0 A 
思っ て いま す 。 彼ら は 次 の た め に 日 。 
し か し 、 彼 が そこ ( 0 を 聞い た と 
き 、 彼 が そこ に と ど ま る な ら 、 彼 の 家族 は その 夜 彼 を 待っ 
て いる の で 空腹 の まま に な る だ ろう と 思っ た . 
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この た め 、 彼 は 再び 、 家 で の 上 記 の 緊急 の 仕事 に 出席 
する た め に 彼 を 離れ る 許可 を 求め まし た 。 し か し 、 彼 の 主 
人 は し ぶし ぶ 彼 に 、 彼 か ら 離 れ た い の な ら 、 彼 は 彼 の 家 に 
行く こと が で きる と 言っ た . 家 。 

家 に 帰っ て チキ ンカ レー を 作り 、 出 来 上 が っ た ら 娘 に カ 
レー 鍋 を 台所 か ら 持 っ て くる よう に 頼ん だ が 、 娘 は カレ ー 
鍋 を 床 に 置い た まま 倒れ 、 カ レー と チキ ン の か けら は すべ 
て 床 に 落ち た 。 床 。 そ こ で 彼 は 娘 に 、 床 か ら カ レー と チキ ン 
の か けら を 集め る よう に 頼み 、 ま た 翌朝 家族 が これ ら の か 
けら を 食べ られ る よう に チキ ン の か けら を 洗っ て も らい まし 
た 。 し か し 、 そ の 時 、 犬 が そこ に 来 て 、 床 か ら カ レー と チキ ン 
の か けら を 食べ て 去っ た . 

彼 は これ を 見 た と き 、 カ レー を 失っ た こと に ショ ッ ク を 受 
け 、 彼 も 自分 の 人 生 を 失う だ ろう と 思っ た . 主人 。 

彼 が 主人 の 面前 で 戻っ て きた と き 、 首 長 は 彼 に 言い まし 
た 。 鶏 肉 を 食べ な さい 。」 彼 は これ を 聞い た と き 、 深 く 影 響 
を 受け 、 主 人 に 不 従順 の 許し を 請 い 、 生 涯 彼 の 真 の 信奉 
者 に な り ま し た 。 

彼 は 夢 の 中 で 疾 言 者 を 見 て 、 ス ー フ ィ ズ ム と は 何かと 尋 
ね まし た 。 す る と 預 言 者 は 彼 に 答え まし た 。 奉仕 。 」 

彼 は 言っ た 「 タ ルウ ィ ン は どこ か ら 来 た 聖人 の (地位 ) で 
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彼ら は より 高い 地位 と ラン ク を 獲得 し 、 タ クウ ィ ン の レベ ル 
NN 0 0 
ステ ー タ ス の プロ セス に も 進む こ と は あり ませ ん . 

食べ 過ぎ の ダー ウェ ッシュ を 見 つけ た 場合 、 彼 に 欠陥 が 
な いわ け で は な いか 、 明世 で 食べ 過ぎ て いた か その 後 
その よう な 習慣 を 身 に つけ 、 こ の 理由 で 彼 は 地球 か ら 離 
れ て いる こと ( RE 右 道 。" 

彼 は 、「1 分 間 の 忍 周 が あれ ば 、 そ の よう な 人 は 両方 の 
世界 の 恩恵 を 受け る 資格 が ある で し ょ う 」 と 語っ た . 彼 は 
次 の よう に 述べ て いま す 。 彼 と 一 緒 ( こ 利 用 で きる も の が あ 
れ ば 悲し み ま す 。 し た が っ て 、 彼 は 両方 の 状況 で 同じ 状態 
に あり 、 違 い を 感じ かい は ず で す 。 全て 。" 

彼 は 1 つの 宝石 を 持っ て お り 、 か つて チ グ リ ス 川 に 落ち 
た こと が あり ます が 、 彼 は 1 つの 祈り を 知っ て お り 、 祈る と 
本 に 戻っ つて きま し た 。 

彼 は 、「 自 分 の 魂 を 下劣 だ と 考え な が ら 、 イ スラ ム 教 徒 の 
コミ ュ ニ ティ を 尊重 する こと は 勇気 で す 」 と 語っ つた. 

「 エ マン (信仰 )! に と っ て 危険 な も の か ら 遠 ざけ る こと が 
知恵 で す 。」 

彼 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 ブラ ザー ズ 。*" 

「 真実 の 人 た ちの 仲間 が 必要 な ら 、 
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それ が な けれ ば 、 彼 の 努力 で 地位 を 得る こと が で き な い 
の で 、 あ な た は 上田 逆 な 人 に な る で し よ ょ よう. 

自分 の 魂 に 従う 人 は 、 自 分 の 魂 の 喜び を 得 ら れず 、 自 分 
の 地位 の 喜び も 得 ら れ ま せん 。 こ の た め 、 真 実 の 人 々 は 、 
心配 。 

魂 の 知識 を 得 よ うと 努力 し な い 人 は 、 奴 隷 と し て 受け 入 
れ ら れ ま せん 。 

どん な 状況 で も 、 正 し い 人 の 魂 は 真実 を 要求 し ます 。 そ 
し て 彼ら の 魂 は 知識 の 媒介 と な り 、 彼 ら の 心 も ま た 秘密 の 
場所 と な り 、 魂 は この 段階 で 目撃 し 、 イ ンス ピ レ ー シ ョ ン の 
知識 を 得る こと が で きる よう に な り ま す . 彼 は ショ ー ネ ジ ー 
市 の 墓地 に 埋葬 され 、 彼 の 墓 は サッ ツリ ・ サ クティ と バグ 
ダッ ド の ジュ ナイ ド の 墓 の 近く に あり ます 。 

74. アブ ドウ ル ・ カ ー タ ー 

彼 は 完全 な 聖人 で あり 、 ア ッ ラ ー の 意志 へ の 服従 と 奇跡 、 
そし て 神秘 的 な 実践 で 知ら れ て いま し た 。 彼 は 、 野 生 動 物 
で さえ 彼 の 上 に や っ て 来 て 、 彼 の 周り に 座っ て いた ほど の 
素晴らし い 地 位 を 得 ま し た . 彼 の 多く の 奇跡 の 詳細 を カ 
バー する こと は 非常 に 困難 で す . 

彼 は モロ ッ コ 出身 で 、 ア ブダ ラ ・ イ ブン ・ ジ ャ ラ か ら ト レー 
ニン グ を 受け まし た 。 彼 が レバ ノン の 山 に いた と き 、 彼 の 伝 
統 に 従っ て 地元 の 王 が 山 を 訪れ 、 慈 問 と し て 1 ディ ナー 
ル を すべ て の ダー ウェ シュ に 分 配 し まし た が 、 彼 は ディ 
ナー ル を 受け 入れ ず 、 こ の 金額 を 別 の ダー ウェ シュ に 与え 、 
山 を 離れ て 山 に 到着 し まし た 。 街 。 

偶然 、 彼 は 誤っ て 清め ず に 聖 ク ルアー ン に 触れ て し まい 
この 間違い の た め に 彼 は 心配 し て いま し た と 
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と て も 悲し か っ た 。 そ の 問題 と 不安 な 状態 で 、 彼 は 市 内 の 
バザー ル に 行き 、 そ こ で 何人 か の 人 々 が 市 内 の 商品 の 次 
難 の 罪 で 人 々 に 捕まり まし た . 何 人 か の スー フィ ー( 神 秘 
主義 者 ) は 、 彼 が 心配 し て 困っ た 状態 に ある の を 見 た と き 、 
市 内 で 商品 を 盗ん だ 罪 で 彼 を 捕まえ る よう に 頼ん だ . そ の 
時 、 彼 は 彼ら に 、 彼 が ギャ ング の 頭 で あ る の で 、 彼 
を 一 人 で 逮捕 し 、 他 の すべ て の 被告 人 
を 解放 する よう に 言い まし た . こ の た め 、 他 の すべ て の 被告 
人 は 刑 務 所 か ら 釈 放さ れ 、 彼 の 手 を 切り 落と し まし た 。 彼 
が シェ イク ・ ア ブル ・ カ イル で ある こと 次 
彼ら が 知っ た と き 、 すべ て の 人 は 彼ら の 偉人 の 
た め に 許し を 請 い まし た 。 間違い 。 
彼 の 家 に 着く と 、 家 族 全 員 が 彼 の 切断 され た 手 を 見 て 、 
この 大 き な 問 題 と 事件 の た め に 泣き 叫び まし た 。 し か し 、 
彼 は 、 こ の 間 題 の た め に 泣い た り 泣 いた りす る の は 良く な 
いと 彼ら に 言い まし た 。 な ぜ な ら 、 手 が 切り 落と され な か っ 
た 場合 、 手 を 清め ず に 聖 ク ルアー ン に 触れ 、 デ ィ ナ ー ル を 
別 の ダー ウェ シュ に 返し た と いう 彼 の 手 の 間 違い の た め 
に 心臓 が 切り 落と され た か ら で す 。 . 
ある と き 彼 の 手 に 炎症 が 起こ り 、 彼 の 手 を 切り 落と す 以 
外 に 治療 法 が な か っ た の で 、 彼 の スー フィ ー の 友人 た ち 
は 医者 に 彼 の 祈り の 時 間 に 彼 の 手 を 切り 落と すこ と に 
よっ て 傷 を きれ い に す る よう に 言い まし た 。 ア ッ ラ ー へ の 崇 
拝 の 要求 以外 に は 何 の 認 識 も あり ませ ん 。 
彼 は 、「 意 図 が 正しく な けれ ば 、 心 臓 は 適切 に 機能 し ませ 
ん 。 一 人 一 人 が 誠意 を 持っ て 奉仕 すれ ば 
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そう すれ ば 、 彼 の 体 は 適切 に 機能 し ます 。」 

心臓 に は 2 つの 場所 が あり 、 そ れ ら の 名 前 は 次 の と お り 
で あり 、 そ の 機能 も 次 の と お り で す 。 

1. エマ ン (( 信 仰 ) 

2. 三 ファ ク ( 英 斉 ) 

1. の 場所 か ら 、 人 々 の た め に 奉仕 と 善行 を 行う こと が で き 

ます 。 イス ラム 教徒 。 

A. 福祉 イス ラム 教徒 

B. ムスリム を いつ で も 助け る 準備 が で き て いる コミ ュ ニ 
7 

2. の 場所 か ら Nifad.( (敵意 ) 

ま 和 第 に 瑞 意 や 違い 、 そ の 他 の 卑劣 な 行為 に 従事 し 

ま 

彼 は 、「 挑 戦 す る こと は 、 高 い 山 で さえ それ を 容認 し な い 
誇り ( に 思う こと で す ]」 と ちっ た 。 

彼 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 そ し て 、 ア ッ ラ ー の 完全 
た す た の の 入っ て お く 人 放 が あ 
り ま す 。」 

谷 度 な 人 た ちと 一 緒 に 暮らす こと で 、 悪 い 人 た ちか ら 離 
れる こと が で きま す 。 
7S.Abu Abdallah IMohammed Bin Hussein lrugand 
彼 は トー セ 出 身 の 有 名 な 首長 の 1 人 で あり 、 立 派 

な 地位 を 獲得 し 、 ア ッ ラ ー の 偉大 な 恋人 で も あり まし 
2 

彼 は 多く の 首長 に 会 い 、 い アプ ・ オ スマ ン ・ タ ブリ の 会 社 で 
訓練 を 受け まし た 。 

彼 は よく こう i は 問題 の 中 に いる だ け で 
な く 、 常 に 悲し み 、 困 難 の 状態 に ある べき で す 。 
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幸福 か ら 遠 ざか る べき で す 。」 

彼 は 、「 自 分 の 魂 に 反対 する こと で 、 ス ー フ ィ ズ ム と 神秘 
的 な 方 法 で 地位 を 得る こと が で きる 」 と 語っ た . 

彼 は 、1! す べ て の 個人 は 、 能 力 に 応じ て アッ ラー か ら 知 識 
を 与え られ 、 ま た 、 ア ッ ラ ー の 知識 の 方 法 で 困難 が 与え ら 
れる の で 、 そ の よう な 困難 が アッ ラー の 知識 の 方 法 で 彼 を 
助け る こと が で きま す 。」 

彼 は 、| 若 い 頃 に アッ ラー の 宗 拝 か ら 離 れ て いる 人 は 、 こ 
の た め 、 ア ッ ラ ー は 彼 の 老年 に 恥 を か か せる で し よう 。」 

真 に 時 HH 人 に も 一 日 で も 仕え た 者 は 、 そ の 日 の 奉仕 
の た め に 、 生 涯 に わた っ て 恩 鶴 を 与え られ る で あろ う 。」 こ 
の こと か ら 、 一 生 を スー フィ ー の 聖人 や 神秘 主義 者 へ の 
奉仕 に 費やす よう な 人 々 の 立場 を 想像 する こと が で きま 
す 。 彼 は 次 の よう に 語っ て いま す 。 世界 の 食欲 な 人 々 の 。」 
76. アプ ブ ・ イ シャ ク ガル ゾー ニ 

彼 は 敬 度 な 人 々 の 世界 の 極 枢機卿 (精神 的 が ビ ボ ッ ト の 最高 
幹部 ) と し て 知ら れ て いま し た 。 彼 は 次 の こと で 有名 な スー 
フィ ー の 聖人 で し た 。 生活 
).2.Shariat (イス ラム 法 )。 彼 の 偉大 さと 彼 の キャ ラク ター の 詳細 
を 文章 で カバ ー す る こと は 困難 で あり 、 不 可能 で も あり ます . 彼 
は 次 の 点 で 完璧 で し た .1. ア ッ ラ ー の 戒め 。 2. ス ン ナ (聖なる 預 
言 者 の 実践 ) の の 過去 預言 者 の アッ ラー。 為 に の その 
上 理由 彼 の 
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霊 遍 は 、 欲 望 を 満た す た め の 最良 の 解決 策 と し て よく 知ら れ て 
いま す 。 な ぜ な ら 、 そ こ で 彼 の 名 前 の た め に 願い を 祈る 人 々 は 
アッ ラー の 上 恵み に よっ て すぐ に 彼ら の 願い が 受け 入れ られ る か 
ら で す 。 彼 の 祖父 は 火 の 崇 拝 者 で し た が 、 両 親 は イス ラム 教徒 
で し た 。 彼 が 家 で 生ま れ た と き 、 そ の 夜 、 大 地 か ら 空 へ と つ な 
が っ て いる 光 の 柱 が 1 本 見 られ 、 そ の 柱 に は 多く の 枝 が あり 、 そ 
の 枝 か ら の 光 も た くさ ん あっ た こと は よく 知ら れ て いま す 。 子 供 
の 頃 、 彼 の 両親 は 彼 を 学校 に 行か せ た い と 思っ て いま し た が 、 
祖父 は 息子 に 、 学 校 に 通わ せる 代わ り に 職業 を 教え る よう に 指 
示し まし た 。 し か し 、 彼 は 他 の 職業 に は 興味 が な く 、 学 校 教 育 で 
MM 彼 は この 件 で 許 
可 さ れ 、 一 人 の 教師 か ら 学ぶ た め に 学校 に 行く よう に 頼ま れ ま し 
た 。 彼 は 学校 教育 に 非常 に 興味 を 持っ て いた の で 、 彼 は 毎日 他 
の 生徒 か ら 先 に 学校 に 通 つ て いま し た 。 彼 。 

彼 は 他 の 人 か ら 最 初 に 毎日 の レッ スン を 完了 し て いま し た 学 


その た め 、 彼 は 学校 で 最高 の 成績 を 収め 、 最 高 の 生徒 に な り ま 
Ne よ す ぐに 多く の 知識 、 芸 術 、 EN お いて 完璧 

に な り ま し た 。 彼 は 、 青 年 期 に アッ ラー に 近づく 者 は 、 そ の よう な 
状態 で 、 DC 彼 の 慈悲 に より 、 彼 の 舌 
か ら 知 恵 の 流れ が 流れ 、 子 供 時 代 と 青年 期 を 過ごす 人 に な る と 
よく 言い まし た 。 ア ッ ツラ ー の 不 従順 の 中 で 、 そ し て 彼 が 年 老い て 
アッ ラー に 近づく な ら ば 、 た と え 彼 が 誠実 な 人 と 呼ば れ て も 、 彼 
の 知恵 の 成就 は 得 ら れ な い 、, 幼 少 期 に 学校 教育 で 忙し さ に 慣れ 、 
その 頃 か ら 興 味 を 持っ て いた と 語っ た 。 の 仕方 の 神秘 主義 
と で それ 時間 の 続く 
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聖人 は 非常 に 有名 で よく 知ら れ て いた 1. アブ ドラ ・ カ フィ フ . 2. 
ハリ ス ・ マ ハン シビ . 

それ で 彼 は アッ ラー に 祈り 、 イ スタ カラ ( 夢 占 い の 予 言 ) の 祈り 
の 後 、 ひ れ 伏 し て 、 上 記 の 偉大 な 教師 の 一 人 か ら 教 育 を 受け る 
よう に 彼 を 導い て くれ る よう アッ ラー に 求め まし た 。 こ の 祈り の 後 
彼 は ひれ 伏し て 眠り 、 夢 の 中 で 敬 虚 な 人 が ラク ダ に 関す る 本 を 
た くさ ん 持つ っ て や っ て 来る の を 見 まし た 。 彼 は これ ら の 本 は すべ 
て アブ ドラ ・ カ フィ フ の も の で ある と 言い 、 こ れ ら すべ て の 本 と こ 
の ラク ダ を 彼 に 送り まし た 。. こ の た め 、 彼 は アブ ドラ ・ カ フィ フ の 
弟子 に な る こと を 知り まし た 。 そ の 後 、 シ ェ イ ク ・ イ カー ル が 彼 に 
会 い に 来 て 、 彼 は アブ ドラ ・ カ フィ フ の 多く の 本 を 彼 に 与え られ ま 
し た 。 こ れ ら の 出来 事 で 、 彼 は アプ ドウ ラ ・ カ フィ フ の スタ イル に 
従っ て 礼拝 を 始め る べき だ と いう こと を よく 理解 し て いま し た . 彼 
の 両親 は 、 彼 が ダル ウェ ン 制度 を 採用 し た た め 、 彼 の 貧困 の た 
め に 、 ゲ スト と し て 彼 を 訪ね る 他 の 人 の お も て な し を する こと が で 
き な い と 彼 に 言い まし た 。 神 秘 主 義 の 専門 は も て な し で ある た め 
この 欠陥 に より 、 彼 は すぐ に 彼 か ら ダ ルウ ェ シ を 離れ る こと に な 
り ま す 。 彼 の 両親 か ら の 上 記 の 発言 を 聞い て 、 彼 は 彼ら に 何 も 
言え な か っ た が 、 彼 は これ に つい て 上 黙っ て いた . 案件 。 

ラマ ザン の 月 に た また ま 一 組 の 
旅行 者 は 彼 の 家 を 訪れ 、 彼 と 一 緒 に 滞在 し まし た 。 当時 、 家 に は 
旅行 者 に 提供 する も の は 何 も あ り ま せん で し た 。 し か し 、 そ の 時 、 
一 人 の 人 が 2 袋 の パン を 持っ て き て 、 多 く の 種 類 の 食料 品 も そ 
の 人 と 一 緒 に 持っ て き て 、 こ れ ら すべ て の アイ テム を 大 き な 敬 意 
と 名 誉 を も っ て 彼 に 贈り まし た . こ の 出来 事 が 彼 の 両親 に 知ら れ 
た と き 、 彼 ら は 後悔 し た 為 に 彼ら の 違う 考え 約 彼 と 彼 の 
神秘 主義 
. そ れ か ら 彼 ら は 彼 に アッ ラー の 創造 物 の た め に 彼 の 奉仕 を 続 
ける よう に 言い まし た 、 そ し て この 理由 で アッ ラー は 成功 の た め 
に 彼 を 助け 続け ます . の これ 案件 。 後 それ 日 彼ら や り ま し 
た いい え 干渉 し た の 


190 


彼 の 問題 。 

彼 は モス ク の 建設 を 計画 し て いた と き 、 夢 の 中 で 預言 者 が 聖 
な る 手 で モス ク の 建物 の 礎石 を 置い て いる の を 見 まし た 。 夢 か ら 
覚め る と 、 預言 者 が 夢 の 中 で 土台 を 築い た の と 同じ 場所 に 、 彼 
は モス ク の 建物 の 土台 を 据え まし た 。 彼 は 大 き な モ スク を 建設 し 
そこ で は 祈り の じゅ うた ん が 3 列 並 ん で いま し た 。 . 

彼 が 夢 の 中 で 預言 者 を 見 た と き 、 彼 は 彼 の 聖なる 仲間 と 一 緒 
に モス ク の 建物 の 拡張 を 行っ て いま し た 。 そ れ で 、 彼 は モス ク の 
建物 を その サイ ズ と 寸法 に 従っ て 拡張 し まし た 。 夢 。 

彼 が ハッ ジ 巡 礼 の た め に 聖なる メッツ カ を 訪問 する こと を 決め 
た と き 、 バ スラ の 学識 ある 人 々 が 彼 を 夕食 に 招待 し まし た 。 し か 
し 、 彼 は マト ン に 触れ な か っ た の で 、 学 者 た ち は 彼 が マト ン を 食 
べ な か っ た と 思っ た . そ れ で 彼 は 彼ら の 考え を 理解 し 、 あ な た 方 

CO # っ て いる が 、 そ れ は 正しく な いと 彼 

言い まし た 。 し か し 、 そ の 日 以降 、 彼 ら の 考え を 正しく 保つ た 

、 彼 は 決し て マト ン を 食べ ず 、 彼 の 人 生ま で マト ン に 触れ る 
の の バス ラ の 夕食 で 彼 が 言っ た こと に 基づい て 行動 し ま 
し た . ま た 、 砂 精 や ナツ メ ヤ シ は 絶対 に 食べ な いと 約束 し た こと も 
あり 、 死 ぬ ま で その 言葉 を 守り 結 ナ + まし た 。 病 気 の と き 、 医 者 は 彼 
< こ 砂糖 を 食べ る よう に 忠告 し た が 、 彼 は その 指示 に 従わ な か っ 
ka 

NE は 、 公 共 の 目的 で そこ に 

運河 を 建設 し まし た が 、 敬 度 の た め に その 運河 を 使用 し ませ ん 
で し だ 水 。 

彼 は いつ も 素子 た ち に 、 客 の 前 で 食事 を し な いよ うに と 教え 
て いま し た 。 彼 の 弟子 が 彼 に 別 の 場所 で 彼 の 親戚 に 会 うた め に 
彼 を 去る 許可 を 求め た と き 
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そし て そこ に 到着 する と 、 彼 は ゲス ト の 立ち 会 いな し で 親戚 と 食 
事 を し 、 そ の 場所 を 去り 、 途 中 で 別 の ダー ウェ ッシュ 人 と の 戦い 
が あり 、 そ の 貧し い 人 は 彼 に 対す る 告発 を 組み 立て 、 そ の よう な 
告発 は 正しい こと が 証明 され まし た 。 ダ ー ウ ェ ッ シュ は 服 を 脱が 
され 、 裸 に され た 。 そ れ で 、 こ の 出来 事 で 、 彼 は 人 々 に 、 ゲ スト の 
存在 な し で 食べ 物 を 食べ る 人 は その よう な 重大 な 結果 に 直面 す 
る の で 、 そ の 人 は この 問題 を 悔い 改め 、 ゲ スト の 存在 な し で は 決 
し て 食べ な か っ た ゲス ト 。 

彼 の 禁欲 主義 と 敬 度 さ に より 、 彼 は 違法 な 食糧 供給 に 決し て 
触れ ず 、 常 に 合法 的 な 収入 か ら ド レス を 使用 し て いた た め 、 彼 の 
ドレ ス は 常に 品質 が 非常 に 低かっ た . 彼 は 家族 の メン バー を 維 
持 す る た め に 農業 の 職業 を 採用 し まし た 。 彼 の 最初 の 頃 、 彼 は 
貧困 が 多 す ぎ た の で 、 食 料 の 代わ り に 草 を 食べ すぎ て 、 空 腹 を 
満た し て いま し た 。 草 を 食べ すぎ た せい で 、 彼 の 体 に は 緑色 が 
見 えま し た 。 彼 は 体 を 覆う た め に 古い 布 切れ か ら ド レス を 作っ て 
いま し た 。 彼 は 8 ゼ ク ア ダ の 日 曜日 に 叶 去 り ま し た 。 年 
72 歳 か 73 歳 で 446AH。 

集まり に は 、 ク ラサ ン か ら 学 ん だ 一 人 の 人 物 が そこ に いま し た 。 
その 時 、 ク ラサ ン の 首長 は 、 自 分 の 知識 は 自分 より も 優れ て いる 
と 心 の 中 で 考え て いま し た 。 し か し 、 彼 は 多く の 種類 の 知識 に 精 
通し て いる に も か か わら ず 、 そ の よう な 人 気 と 名 声 を 手 に 入れ る 
こと は で きま せん 。 同時 に 、 彼 の 最も 深い 性 質 の た め に 、 彼 は 自 
分 の 考え を 知る よう に な り 、 彼 は スピ ー チ を 続け 、 一 緒 に 話し て 
いる ラン タン の 油 と 水 に つい て 話し まし た -.. 水 言っ た それ アッ 
ラー だ っ た 与え られ た 彼 パワ ー の 上 全て も の な ぜ な ら 
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も し 彼 が 存在 し な けれ ば 、 創 造物 は 喉 の 潟 き で 死ん で いた で 
し ょ う 。 だ か ら 、 彼 の よう な 地位 は 得 ら れ な か っ た 。 し か し 、 そ れ に 
も か か わら ず 、 あ な た は 彼 と 競合 し て いま す が 、 そ れ は 間違っ て 
いて 正しく あり ませ ん 。 

油 は 彼 に 、 彼 は 謙虚 な 性 質 を 持っ て いる が 、 あ な た は 誇 
ショ ー の 性 質 を 持っ て いる と 答え た . 最 初 に 私 の 種 は 大 地 に 
か れ 、 植 物 が 成長 する に つれ て 、 植 物 の 種子 は 砕 か れ 、 SN 
油 を 搾り 出す た め に 搾油 機 に 入れ られ た か ら で す 。 彼 は 自分 自 
身 を 燃やし な が ら 世 界 に 光 を も た らし 、 こ の 問題 で 彼 に 与え られ 
た すべ て の 困難 と トラ ブル を 無視 し まし た . 以 上 の こと を 述べ て 、 
彼 は 演説 を 終え た 。 ク ラサ ー ン の 学者 は 彼 の 意味 を 明確 に 理解 
し 、 彼 に 触れ な が ら 許 し を 請う よう に フィ ー ト 。 

施し を 集め て は な ら な いと いう 考え が 頭 に 浮か ぶ と 、 貧 し い 
人 々 の 慈善 活動 の た め に これ ら の 集め た 金額 を 使う べき で あり 、 
この 慈善 活動 の た め に 彼 と の た め に 何 か 間 違い が ある か も し れ 
な いと 言っ て いま し た . 5 = の 前 で の 裁き の 日 に 
責任 を 負い ます 。 こ の 考え の た め に 、 彼 は すべ て の 貧し い 人 々 に 
彼 を 離れ て 彼ら の 場所 に 戻り 、 . ミ 拝 を 続け る よう に 
言い まし た . し か し 、 同じ 夜 、 彼 は 夢 の 中 で 聖なる 預言 者 を 見 て 、 
貧し い 人 々 の た め の 慈 善 事業 に つい て 心配 する 必要 は な いと 
彼 に 言い まし た 。 

時 、 彼 の 説教 の 時 間 に 二 人 の 人 が そこ に や っ て 来 て 、 喜 びと 
尉 め の た め に 世界 で 成功 する た め の 彼 の 祈り を 彼 に 依頼 する 
つも り で し た . し か し 、 彼 ら を 見 て 、 彼 は 人 々 に 、 ア ッ ラ ー の た め だ 
け に 彼 を 訪ね る べき で あり 、 こ の 世界 の 要求 を 意図 し て そこ に 来 
る 人 々 は 彼 を 訪ね る べき で は な く 、 こ の 件 に 関し て 彼ら は 何 の 報 
酬 も 受け な い だ ろ うと 言い まし た この 中 で 案件 。 
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アマ ル と ナ ヒ (アッ ラー の 戒め と 禁止 ) に 完全 に 基づい て 行 
動 し て いる と 宣誓 し て 宣言 し た と 言 われ た こら が の リキ その 
時 、 カ ジ ( 裁 判官 ) タ ヘル が その 集まり に 出席 し 、 結 婚 し な いこ と 
は アッ ラー の 戒め に 反する と 考え て いま し た 。 彼 は 結婚 し て いな 
か っ た の で 、 ア ッ ラ ー の すべ て の 戒め に 従っ て 行動 し て いる と ど 
うし て 言え る の で し ょ うか 。 で は 、 彼 の 主張 は どの よう に 正しい の 
で し ょ うか ? そ の 時 、 彼 は 彼 に 宛て て 、 アッ ラー が この 件 に 関し て 
彼 の 許可 を 与え た と 言っ た 。 そ し て 、 彼 が ジャ ング ル で 崇拝 し て 
いた と き 、Subhana Rabi Aala (私 の 偉大 な 支持 者 に 栄光 が あり 
ます よう に ) と ひれ 伏し て 言っ て か ら 、 す べ て の 粒子 は Tasbe ( 神 
の 栄光 ) を 続け る た め に 使わ れ た と 言い まし た 。 彼 。 

ある ユダ ヤ 人 が 彼 を 訪ね て き て 、 彼 が イス ラム 教徒 で ある と 彼 
に 話し 、 し ば らく の 間 彼 の 家 に ゲス ト と し て 滞在 し まし た 。 彼 は 自 
分 の 宗教 を 明らか に する こと を 恐れ て 、 家 の 柱 の 後ろ に 身 を 隠 
し まし た が 、 毎 日 定期 的 に 食料 を 提供 し て いま し た 。 彼 と 数 日 間 
滞在 し た 後 、 彼 は 尋ね た 彼 の 許可 に 離れ る 彼 の 場所 それ 
で 彼 言っ た 彼 "お 一 
: ユダ ヤ 人 は その 場所 が 気に入ら な か っ た . そ の 男 は 彼 に 、 自 分 
人 NSR の し て 知ら た の か 、 そ し て この 事 

に も か か わら ず 、 な ぜ 彼 は 彼 の 家 で 親切 な ゲス ト と し て 扱わ 
DO ほ ね まし た . 彼 は 彼 に 、 世 界 で は アッ ラー が イス ラム 
教徒 と 非 信 者 に 差別 や 違い な し に 規定 を 提供 し て いる と 語っ た 。 
CC 

、 大 臣 の 友人 で 酔っ ぱら い の ミ ル ・ ア ブ ・ フ ァ ザ ル が 家 を 訪れ 
た と き 、 彼 は ワイ ン を 飲む 習慣 を や め る よう に 彼 に 言い まし た 。 彼 
は 彼 に この 習慣 を や め る と 言い まし た が 、 ワ イン が 無料 で 提供 さ 
れる 大 臣 の 宮殿 に 彼 が いる た め 、 大 臣 の グル ー プ で ワイ ン を 飲 
むこ と が 義務 付け られ て いま す 。 そ れ か ら 彼 は 宮殿 で 人 々 が 彼 

に ワイ ン を 飲む よう に 強要 し た と き 彼 に 言っ た . し た ほう が いい 
( 彼 。 そう 為 に これ 理由 彼 だ っ た 悔い 改め た の 
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この 件 で 彼 の 家 を 出 て 彼 の 住居 に 着く と 、 す べ て の グラ ス の ワイ 
ン が 粉々 に 砕 か れ 、 ワ イン が 地面 に 流れ て いま し た 。 彼 は 自分 の 
大 き な 奇 跡 を 見 て 驚き 、 牧 師 か ら 尋 ね られ た と ころ 、 上 記 の 奇跡 
に つい て の 詳細 を 彼 に 伝え まし た 。 そ の た め 、 牧 師 は 彼 に 他 の 
廷臣 た ちと 一 緒 に 彼 の 宮廷 で ソリ イ ン を 飲む が よう に 頼ま な か っ た . 

ある 人 が 息子 と 一 緒 に 彼 の 家 を 訪れ 、 悔 い 改 め た の で 、 彼 は 
彼 に 、 悔 い 改 め の た め に 彼 を 訪ね る 人 々 、 そ し て 彼ら が 悔い 改め 
か ら 離 れる な ら ば 、 そ の よう な 場合 、 そ の よう な 人 々 は 重大 な 結 
果 に 直面 する だ ろう と 彼 に 言い まし た . 悔 い 改 め を 残し ます 。 し か 
し 、 彼 の 明確 な 警告 に も か か わら ず 、 二 人 は 約束 を 破り 、 こ の 理 
由 で 両方 と も 火災 事故 で 死亡 し た . 

一 羽 の 鳥 が や っ て き て 彼 の 手 に と まっ た の で 、 彼 は 彼 を 恐れ 
て いな いと 言わ れ ま し た 。 あ る 時 、 一 匹 の 鹿 が 彼 に 近づき 、 彼 の 
近く に 立つ っ た の で 、 彼 は 親切 に 彼 に 手 を 戻し 、 彼 は 彼 を 訪ね る た 
め に そこ に 来 た と 言い 、 彼 の 使用 人 に 鹿 を ジャ ング ル に 連れ 戻 
す よ うに 頼み まし た 。 彼 の 場所 に 戻っ た . 

一 度 彼 彼 は その よう な こと に 人 筑 い た と 言い まし た 人 誰が 
彼ら の 色 悦 法 で 清 釘 で 合法 的 が ドレス 青い そ 
の 時 彼 は 青い 色 の 掛け 布団 を 着 て いた どれ の キル マン か ら と 送 
られ て きま し た 。 彼 は ある 人 に 言っ た 意思 の 件 で チェ ッ ク し 


な い 彼 の 食糧 供給 は 動物 の よう な も の で す 。 
彼 言っ た 世界 を 去り 、 ア ッ ラ ー の 記憶 を 続け る こと 。 彼 アッ 
クー の 6 に 請 つ た 人 ほ の ソー ス 識別 力 な ぜ な ら 光 と 


死後 の 世界 それ は 両方 関連 と 目 に 見 えな いも の と 目 に 見 
えな いも の の 観察 は 、 助 け を 借り て 可能 で す 見 えな い それ だ け 。 
彼 言っ た の た め に 敬 虚 な 人 は 最低 の 久 為 に 彼 が 取 
る あちら へ 甘 さ 思い 出 の アッ ラー。 彼 世界 の 人 々 に 、 
マニ フェ スト と 意志 の 信念 を 見 る よう に 言っ た 宣言 する 
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ある 人 は 悪い と 思い ます が 、 ア ッ ラ ー は その 人 の 最も 内 側 の 欠 
陥 を 見 て 、 そ の よう な 人 を 悪い と 宣言 し ます . 彼 は 、 世 界 の すべ て 
の も の を 残し て 、 私 た ち は ア ッ ラ ー に 近づく べき だ と 言い まし た 。 


彼 は 、 ガ ル ゾ ン 市 に は 現在 、 イ スラ ム 教 徒 の 人 は ほとん ど お ら 
ず 、 火 の 崇拝 者 も た くさ ん いる が 、 い ずれ この 場所 に は 多く の イ 
スラ ム 教 徒 が いて 、 火 の 宗 拝 者 は ほとん どい な い だ ろ うと 語っ つた 。 
そこ この;。 

後 、 彼 の 布教 と 努力 に より 、24.000 人 の 火 の 上 崇拝 者 が イス ラ 
I け 入 れ ま し た 。 彼 は 、 ある 人 が 何 か を 取り 、 他 の 人 に 同 
じ も の を 与え 、 半 分 死ん で いる 人 が 何 か を と ら ず 、 何 か を 与え る 
こい う の は 男気 の 問題 で ある と 叶っ つた. その よう な 人 は 、 何 か を 

受け 取 ろ うと せ ず 、 何 か を 与え よう と し な い 悪 い 人 で す 。 彼 は 、 夢 
の 中 で 空 か ら 彼 の モス ク に ぶら 下がっ て いる は し ご が あり 、 彼 の 
モス ク か ら そ の は し ご を 通っ て 空 に 到達 し て いる 多く の 人 が いる 
と 言い まし た 。 そ し て 彼 ( ア ッ ラ ー) は 役 の モス ク に 偉大 さ を 与 え 、 
それ を 訪れ る 人 々 は 両方 の 目的 を 達成 する で し ょ う 。 世界 。 

彼 は 、 こ の 世界 の 問題 に 忍耐 を 持っ て いる 人 は 、 別 の 世界 で 
成功 する だ ろう と 言い まし た . こ の 世 を 去っ た 人 と 同じ に な り た い 
の な ら 、 同 じ よ うに な れ な い の な ら 、 さく と も 彼ら の 次 達 に な り 
な さい と 彼 ( Si アッ ラー が 人 類 に 恩恵 を 与え られ た 
こと 、 そ し て 彼 の 恩恵 に より 、 葵 美歌 の 癌 び が アッ ラー に SI て 
彼ら に 与え られ た と 語っ た . アツ フー は 全 | こ 愛 を 
授け まし た 。 し か し 、 彼 の た め に アッ ラー は 彼 の 愛 を 与え まし た . 
彼 は 、 す べ て の イス ラム 教徒 が 夜中 に 目 を 覚まし 、4 つの ラ カ ッ ト 
( 立 位 、 膝 関節 、 膝 関節 の 1 セッ ト ) を 祈る べき だ と 言 いま し た 。 
青 弱 の 祈り ) その 上 注 浴 と も し も それ は いい え 
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可能 な 場合 、 彼 は 2 つの Rakat を 祈る 必要 が あり ます (1 セッ ト 
の 立 位 、 膝 届 、 ひ れ 伏し の 祈り )。 そ れ が 不可 能 な 場合 は 、 イ スラ 
ム 教 の 信条 を 唱え ます (アッ ラー 以外 に 神 は あり ませ ん )。 

ある 人 が 虎 を 捕まえ 、 神 社 か ら 虎 と 一 緒 に 通り か か っ た の で 、 
彼 は 席 に 彼 が 何 の 間 違い を し た か を 尋ね た の で 、 こ れ ら の 人 々 
は 彼 を 捕まえ て 連れ 去り まし た 。 サ タン の わな が 仕掛 けら れ て い 
る と ころ は どこ で も 準備 が で き て いる の で 、 自 分 の 行動 に 自信 を 
持つ べき で は な いと 彼 は 人 々 に 言い まし た 。 こ の た め 、 神 秘 的 な 
生き 方 に 従う 多く の 人 が サタ ン の 罠 に 陥り ます 。 こ の 説教 の 時 
点 で 、 彼 の スタ イル は 集会 に 非常 に 効果 的 で 印象 的 で し た 。 こ 
の た め 、 し ば らく の 間 人 々 に 大 き な 影 響 を 与え まし た . 

彼 は 言い まし た 。 そ し て 、 も し 私 が あな た の 恩恵 を 受け る に 値 し 
な いな ら 、 誰 も 私 を 見 る こと が で き な い よう な 方 法 で 私 を 地獄 に 
送っ て くだ さい 。「 

彼 は 、 セ ックス の 感情 を コン トロ ー ル で き て いな い 人 に 、 こ の 問 
題 を スム ー ズ に コン トロ ー ル で きる よう に 、 す ぐに 結婚 する べき だ 
と 言い まし た . そ し て 人 彼 に と っ て 、 壁 と 女性 の 違い が な けれ ば 、 彼 
は 何人 か の 女性 と 結婚 し た で し ょ う . し か し 、 彼 の 状態 は 、 川 の 
水 に 湧 れ て いる 人 に 似 て お り 、 そ こ か ら 輝 げ る こと は で きま せん 。 
彼 は 、 そ の 人 は 死 の 時 が 最も 不運 で あり 、 ア ッ ラ ー の 愛 を 持た な 
い 人 は 、 こ の 理由 で アッ ラー の 賛美 歌 の 喜び を 得 ら れ な か っ た 

語っ た . 彼 は 、 そ の 人 は アッ ラー の 愛 を 得る 最も 幸運 な 人 で あ 
り 、 彼 の 人 生 と その よう な 状態 で 賛美 歌 の 喜び を 得る だ ろう と 言 
いま し た . 彼 意思 左 の 世界 。 彼 言っ た の 財産 と 品 
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王 に 反旗 を 革 す よう な 者 は 、 王 室 の 警官 に よっ て 止め られ る だ 
同じ よう に 、 散 度 な 人 々 ( 0 アツ ラー 
に よっ て 滅 ! まさ れ ま す 。 彼 は な ぜ 男 が 恐れ て は な ら な い の か を 
語っ た . 片 方 に は 魂 が あり 、 も う 片 方 に は サタ ン が いて 、 そ の 間 に 

スル タン ( 王 ) が いて 、 無力 で 無力 な 男 が そこ に いる . . 

彼 は 、 お べ っ か の 人 か ら !( は 遠ざけ る よう に と 言わ れ ま し た 。 彼 は 
アッ ラー の 道 で お 金 の 袋 を 開け る 人 の た め に 、 そ し て その よう な 
人 の た め に NN は 天国 の 扉 を 広げ 、 彼 ( ア ッ ラ ー) の 道 で 、 
けち ( < 従う 人 た ち に は 、 天 国 は アッ ラー に よっ て 閉じ られ ます 。 彼 
は 、 ア ッ ラ ー は 一 般 の 人 々 に 六 を 与え 、 彼 の 特別 な 人 々 に 不快 
感 を 与え 、 不 快感 が な く な る まで アッ ラー の 和 愛 も 彼ら に 与え られ 
る と 語っ た . 彼 は 、 次 の 4 人 の 前 に 手ぶら で 行く べき で は な いと 
計 ま し た 。 

ジミ ルリ 。 ジン パテ 。 

2. の 患者 。 

3 スー プイ ィ イー 

4 の キン クシ 。 
スー フィ ズム の 神秘 的 な 生き 方 を 採用 し た い 人 た ち に 、 非 常に 
困難 で 困難 な 仕事 で ある と 言っ て いま し た . 人 々 は 彼ら を 物 ぢ ちい 
と 呼ん で いま し た 。 し た が っ て 、 上 記 の すべ て の こと に 対し て 準 
備 が で き て いる 人 は 、 神 秘 的 な 生き 方 を 採用 する 必要 が あり ま 
す 。 さ も な けれ ば 、 こ の 点 で 彼 の 決定 を 無視 し 、 可 能 な 限り 最善 
の 方 法 で 、 ア ッ ラ ー の 記憶 に 忙し くす る 必要 が あり ます 。 こ の 種 
の 崇拝 は 足り る 
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彼 の た め に 。 彼 は 、 誰 に 対し て も 悪い 行い を する と き は 気 を つけ 
な けれ (! ば ぱな ら な いと 言い まし た 。 な ぜ な ら 、 あ な た が 誰か に その よ 
うな こと を し た 場合 、 ア ツラ ー は て その 人 の た め に 一 人 の 人 を 作 命 
し 、 聖 クル アー ン の 堂 葉 と その 意 味 に 従っ て 、 こ の 問題 で 復讐 を 
続 ! ける で し よう : で す 続き ます 。 

「 他 人 の た め に 善行 を する な ら 、 そ れ は 自分 自身 の た め の 善 行 
で あり 、 誰 か に 対し て 悪行 を 行っ た と し て も 、 そ れ は あな た が 自 
分 自身 に 対し て 行っ た 悪行 で ある 。 」 彼 は 、 ア ッ ラ ー の 宝物 に 
は ワイ ン が あり 、 彼 (アッ ラー) は 毎日 朝 の 時 間 に 敬 度 な 人 々 に 
それ を 提供 し 、 i CN 
解放 され る と 語っ た 。 彼 は 、 ア ッ ラ ー の 恋人 は 決し て 神 の 恋 
は な ら な いと 言っ た 。 世界 。 

と き 、 彼 が どこ か へ 行く 途中 、 多 く の 老 人 や 子供 た ち が 彼 を 訪 
ね る た め に 集まっ て きま し た 。 人 々 が 彼 に 子供 た ち が ど の よう に 
0 に な っ た の か と 尋ね た と き 、 彼 は 
彼ら が 彼 を よく 知っ て いる と 答え た . . 

彼 は よく 、 努力 の 終わ り と は 、 私 た ちの 努力 と 努力 を 、 す べ て の 
努力 と 努力 か ら 解 放さ れ た 方 (アッ ラー) に 引き 渡す と き で ある 
SA 員 味 は 、 私 た ちの すべ て の 事柄 を アッ 

に 引き 渡さ な けれ ば な ら な いと いう こと で す 。 国王 また は 大 
臣 が 彼ら の 合 法 的 な 情報 源 か ら 何 か を 彼 に 与え た いか どう か 
人 々 が 彼 に 尋ね る と 、 彼 は その 申し 出 を 受け 入れ る か どう か を 
決め る で し ょ う ? 
. 彼 は 彼ら に 、 こ れ ら の 人 々 は 彼ら の 便宜 を 無視 し 、 彼 ら の 便宜 を 
放棄 し 、 こ の 過ち の た め に 彼ら は 世界 で 恥 を か か せる 資格 が あ 
る の で 、 彼 は 申し 出 を 受け 入れ な い だ ろ うと 答え た 。 彼ら 。 

彼 は シャ リー ア (イス ラム 法 ) の 知識 を 得る こと は 毎 分 必須 で 
ある と 言わ れ ま し た 。 
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Haqiqat (真実 ) 知識 の 例外 は あり ませ ん 。 知 識 を 習得 し た ら 、 
ショ ー を 放 け 、 創 造物 か ら 知識 を 秘密 に せ ず 、 知 識 に 基づい て 
行動 する こと で 、 ハ ク (真実 ) の 意欲 を 求め 続け な けれ ば な り ま 
せん 。 知 識 に 基づい て 行動 し よう と し な い 学 者 の 例 は 、 魂 の な い 
肉体 と 同じ だ か ら で す 。 人 。 

彼 は 、 聖 な る 預言 者 の 言葉 に よる と 、 あ な た の 知識 の 助け を 借 
り て 世界 を 獲得 し な いで くだ さい と 言 いま し た 。 地獄 に 値する 
人 々 の 。」 そ し て 彼 は また 、 こ の 世界 の 出来 事 か ら 別 の 世界 を 要 
求 す る 人 々 は 、 こ の 理由 で 別 の 世界 で は 何 も 得 ら れ な いこ と を 
覚え て いる だ ろう と 語っ た . 彼 は 、 知 識 を 得 た 上 で 法 的 な 規定 を 
求め る よう に 言い まし た 。 法 的 な 規定 を 要求 し な い 者 は 、 彼 ら の 
祈り と 行為 が アッ ラー に 受け 入れ られ な いた め 、 こ れ よ り 良 いこ 
と は あり ませ ん 。 彼 は 、 あ な た が 上 記 の すべ て の こと に 従っ て 行 
動 す る な ら 、 あ な た の 人 生 を すべ て の 奉仕 の た め に 予約 する と 
言っ た . 作品 。 

時 、 彼 は 弟子 た ち に 、 彼 が も うす ぐ こ の 世 を 去る こと に な っ て い 
る の で 、 彼 ら が 聞い て 行動 する よう に 次 の こと を アド バイ ス し た 
いと 言い まし た . 彼ら 。 

1. 彼 に 従う こと 後継 者 。 

2. に 読ん だ コー ラン の の 朝 時 間 。 

3. に 見 る 後 の 旅行 者 。 

4. に 住む と 愛 と 協力 と すべ て 。 

生前 、 彼 は すべ て の 弟子 と 宗 拝 者 の 名 前 を 1 つの 登録 筐 に 
記入 し 、 最 後 の 助 言 で 、 そ の 登録 筐 を 自分 の 墓 に 保管 し て お く 
よう に 言い まし た 。 藝 。 
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何人 か の 人 々 は 、 夢 の 中 で 彼 を 見 て 、 ア ッ ラ ー が 彼 を どの よう 
に 扱っ た か を 彼 に 尋ね まし た .? 彼 は アッラー が 私 の た め に 小さ な 
恩恵 を 与え た と 言い まし た 私 の 死後 、 彼 (アッ ラー) は 、 彼 の 名 
洛 に 名 前 が 書か れ た すべ て の 弟子 た ちの 救い を 受け 入れ まし 
た 。 彼 は 、 自 分 の 願い と 欲望 を 満た す た め に 彼 を 訪問 する 人 々 
の 願い と 欲望 を 受け 入れ る よう に アッ ラー に 祈っ て いま し た . 
77. ア ブル ・ ハ サン ・ カ ルカ ル ニ 。 

彼 は 次 の 点 で 完璧 で し た 。 
1.Tariqat (神秘 的 な 方 法 の 生活 )。 
2.Haqiqat ( の 親密 な 知識 アッ ラー)。 

彼 は マリ ファ ト (アッ ラー の 知識 ) の 偉大 な 情報 源 で あり 、 宝 物 
で も あり まし た 。 彼 の 敬 度 さと 偉大 さ は 、 す べ て の 学者 に 受け 入 
れ ら れ ま し た 。 バ ヤジ ッ ド ・ ブ スタ ミ は 毎年 疾 教 者 の 慕 を 訪れ て 
いま し た 。 彼 が カル カン に 到着 し た と き は 、 空 を 見 て 深呼吸 し 、 そ 
こ で 香り を 喝 い だ も の で し た 。 弟子 た ち が 彼 に 尋ね た ら 、 そ こ で 
彼 は 何 の に お い が し まし た か ? 彼 は 彼ら に 、 カ ルカ ン の 地 か ら の 
偉大 な か スーフィー マス ター の 1 人 の 香り を 嘆 ぎ 、 彼 の 愛称 は ア 
ブル ハサン 、 彼 の 名 前 は アリ と し て 知ら れる よう に な る だ ろう と 
答え まし た 。 彼 は 農業 の 職業 を 採用 し て 家族 の 生計 を 立て 、 彼 
の ラン ク と ステ ー タ ス は 彼 の 3 倍 に な り ま す 。 . 

20 年 間 、 彼 (アブ ル ハサン ) は ブス タム の バ ヤ ジッ ド ブス タ ミ 
の 慕 を 訪れ 、 エ イサ ー の 祈り ( 夜 の 祈り ) の 後に カル カン を 離れ 、 
彼 の 場所 に 戻り 、 そ こ で 祈り を 捧げ まし た 。 続き ます 。 

ああ : アッラー は あな た が 与え た の と 同じ 地位 を 私 に 与え て く 
だ さい バ ヤ ジッ ド ・ ブ スタ ミ へ 」 そ し て この 祈り の 後 、 彼 は カル カ 
ン に 戻り 、 フ ァ ジ ャ ー ル の 祈り ( 朝 の 祈り ) に 出席 し ます そこ の 。 
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彼 は か つて バス タム で 細心 の 注意 と 敬意 を 払い 、 そ こ か ら 逆 
足 で 戻っ て きた の で 、 そ こ に ある ベイ ジッ ド の 墓 を 軽視 する こと 
は あり ませ ん 。 上 記 の ルー チン を 12 年 間 行っ た 後 、 彼 は バ ヤ 
ズ イ ッ ド の 墓 か ら 、 彼 (アブ ル ハサン ) の 時 が 来 た と いう 神聖 な 
呼び か け を 聞い た の で 、 ま っ た く 教 育 を 受け て いな いた め 、 シ ャ リ 
ア 法 の 知識 を 得 て い な いと 彼 に 話し まし た 。 (イス ラム 法 ) そ の 
た め 、 彼 は この 問題 に つい て 彼 に 助け を 求め 、 彼 の 人 生 で 得 た 
も の は すべ て 彼 の た め だ け に ある と 言わ れ た 電話 を 聞い た . 彼 は 
彼 に 、 あ な た は 彼 よ り 39 年 前 に この 世 を 去っ た の で 、 彼 は 正しく 、 
それ が 現実 で ある と いう 神聖 な 呼び か け を 再び 聞い た と 答え ま 
し だ 、 る の 

彼 が カル カン の 地 を 通過 する と き は いつ で も 、 そ の 地 か ら 空 へ 
OB 彼 (Bayazid) は 、 彼 の 願望 の 1 つの た 

こ 30 年 間 祈 り ま し た が 、 0 に よっ て 認め られ ず 、 
際 の 法廷 で の 承認 の た め の 63 に 彼 の 要求 を 
DC 命じ られ まし た 。 それ で 、 ア ッ ラ ー の 上 記 の 戒め 

に 従っ て 行動 し た と き 、 彼 の 望み は 満た され まし た 。 

後 、 彼 は カル カン に 戻り 、 聖 クル アー ン の 暗記 を わずか 24 日 
1 か し 、 他 の 参考 文献 で は 、 彼 は バ ヤ ジッ ド 
1 ファ ティ イハ ( 聖 ク レア ー ン の 冒頭 の 章 ) を 読む よ 

0 け を 聞い た こと が 言及 され て お り 、 彼 が そ 

を 読み 始め た と き 、 カ ルカ ン に 戻る と 彼 ! RN 
ある と き 、 彼 は 自分 の 庭 を 掘っ て いて 、 そ こ に 銀 を 見 つけ 
た の で 、 そ の 場所 を 平ら に し 、 別 の 場所 を 掘り 始め 、 そ こ で 人 金 を 
見 つけ 、3 番目 に 真珠 を 見 つけ 、4 番目 に 宝石 を 見 つけ まし た が 、 
彼 は 上 記 を 取り ませ ん で し た 。 そ こ か ら 4 つの こと が あり 、 ア プ ブ 
ドウ ル ・ ハ サン は これ ら す べ て を 気に入ら な い だ ろ うと 彼 は 言い 
まし た 。 彼 | よ は 言っ た 彼 だ ろう 得る の 宗教 と 世界 それ か ら 
彼 意思 いい え 見 る で 
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彼 か ら 離 れ て は な ら な い 。 和 祈り の 時 が 来る と 、 彼 は 雄 牛 を 畑 に 耕 
し た 状態 の まま に し て 、 ア ッ ラ ー の 祈り を する の に 慣れ て いま し 
た . 祈 りか ら 戻 る と 、 彼 は 耕作 の 準備 が で き て いる 土 を 見 つけ る 
で し よう 3: 

か つて 偉大 だ っ た シェ イク ・ ア ブル ・ オ メル アッ パー ス 彼 に 
言っ た 私 た ち 二 人 と も 木 に 登る と か ら ジ ャ ンプ し ます そ 
この 。 彼 は 答え た 彼 は 天国 を 去る と 地獄 私 た ち は 
ジャ ンプ し ます か ら それ に よっ て ホー ルディ ング の 手 の アッ 
ラー . 一度 アブル アッ パ バス ディ ッ プ 彼 の 水 に まず を 入れ る と 
ン と か ら 生 きた 魚 を 捕まえ た そこ の そし て 彼 の 前 に 同じ も 
の を 提示 し た それ で 彼 は 入れ た 彼 の 手 の の 火 場所 を 
提示 し 、 魚 そこ か ら 彼 の 前 で 彼 に 言っ た それ 暖炉 
か ら 魚 を 連れ CN a ot Os 
意味 が あり 、 重要 で す 。 アブ ル アッ バス は 彼 に 
ン に 飛び 込む よう に 頼ん だ 一 緒 そし て それ を 見 る た め に | 
て きま す 生き て いる そこ か ら 。 だ か ら 彼 は 言っ た 彼 は 好き で 
は な いこ れ が 私 た ら は 両方 と も 消滅 に 0 
両方 見 る べき 誰 意思 来 て アウ ト か ら アッ ラー の 人 格 。 

の 上 この シェ イク を 聞い て 、 役 は 沈黙 し 、 そ れ 以 上 何 も 言 2 
か っ た これ 案件 。 Sheikh Abul Omer は 、 彼 の (アブ ル ハサン 
の ) 恐 怖 は 、 彼 が 20 年 間 眠 る こと が で き な か っ た . 彼 言っ た 彼 
は あら ゆる 場所 で 意思 先 に アブ ル ・ ハ サン を 見 つけ る の (0 
と の すべ て の 場所 彼 だ っ た 左 後ろ に の 彼 為 に 
ステ ッ プ と 彼 _ は 試し た 彼 の 前 に バ ヤ ジッ ド の 慕 に i 
る た め に 10 回 、 し か し いつ も 彼 は この 問題 で 成功 し な か っ 
た な ぜ な ら アッ ラー は 与え られ た 條 ・ で の よう な が と な 
ワー vf と の ヘル プ の それ 彼 意 志 忌 使用 済み カバ ー す 
る た め に の 距離 の 三 マイ ル の 1 分 と それ で と 彼 が バス 
トム ( | け と て も 
速い 。 

彼 は 4 本 の 指 を 見 せら れ た 後 、 そ の うち の 1 本 の 指 を 指さし 、 
その 方 向 が キ ブ ラ (イス ラム 教徒 が 祈り の 中 で 向き を 変え る 方 
向 ) に 向かっ て いる こと を 説明 し まし た 。 
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聖 マ ッ ツ カ に 向かっ て )。 そ の 年 、 ハ ッ ジ 巡礼 の た め の メ ッ カ へ の 道 
は 閉鎖 され 、 こ の た め 、 何 人 か の ハッ ジ 巡 礼 者 が 途中 で 死亡 し 、 
何人 か の ハッ シ 巡 礼 者 が 戻っ つて きま し た 。 そこ の 。 

その た め 、 人 々 は 非常 に 多く の メッ カカ 巡礼 巡礼 者 の 死 の 責任 
者 で ある シェ イク ・ ア ッ バ ー ス に 尋ね た と ころ 、 彼 は 、 ゾ ウ が 自分 
の 体 を 地面 に 触れ させ る と 、 非 常に 多く の 人 が 死亡 する 可能 性 
が ある と 語っ つた. 収 。 

ある グル ー プ が 危険 な ルー ト を 通り 抜け た いと 思っ た と き 、 こ 
の 理由 か ら 、 危 険 な ルー ト を 安全 に 通り 抜け る こと が で きる よう 
に 、 祈 り を 捧げ る よう 求め られ まし た 。 ルー ト 。 

それ で 彼 は 彼ら に 、 彼 ら が 困難 や 問題 に 直面 し た 場合 、 そ の 
状況 で 彼 を 覚え て お くべ きだ と 言い まし た . し か し 、 人 々 は 彼 の 教 
え を 重要 視 せ ず 、 彼 ら は 旅 を 始め まし た 。 途 中 で 強盗 に 襲わ れ 、 
その 中 に は 大 量 の 商品 と 荷物 を 高額 で 持っ て いた 人 が いて 、 そ 
の 状況 で 彼 は そこ で 自分 の 名 前 を 正直 に 覚え て いた た め 、 商 品 
と 荷 物 を 持っ て 姿 を 消し まし た 。 強 盗 は そこ か ら 和 荷物 を 持っ てい 
た の で 、 た くさ ん の 商品 と 荷物 を 持っ た 男 が いな いこ と に 人 穫 い た 
CE 

彼 の 名 前 を 覚え て いな い 他 の 旅行 者 は 、 高 速 道路 の 強盗 に 
略奪 され まし た 。 強 盗 団 が 戻っ て くる と 、 そ の 場 か ら 姿 を 消し て 
いた 男 が 荷物 と 荷物 を 持っ て 再び 現れ た 。 そ こ で 他 の 人 々 が 彼 
に どこ へ 行っ た の か 、 な ぜ 彼 の 多く の 商品 や 人 荷物 が 強盗 に 略 礁 
され な か っ た の か を 尋ね た と ころ 、 彼 は 首長 の 名 前 を 正直 に 覚 
えて いた の で 、 ア ッ ラ ー は 彼 を そこ か ら 消 し 去り 、 彼 は 無事 で 、 彼 
の 財産 は 無事 だ っ た と 言い まし た 。 人 荷物 も 次 まれ ませ ん で し た 
強盗 。 
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その 旅行 者 の グル ー プ が カル カン に 戻 つ て きた と き 、 彼 ら は 首 
長 に 、 彼 ら は 正直 に アッ ラー を 覚え て いた と 言い まし た が 、 こ の 
事実 に も か か わら ず 、 彼 ら の すべ て の 商品 と 荷物 は 強盗 に よっ 
て そこ で 略奪 され まし た が 、 あ な た を 覚え て いた 一 人 の 人 は 彼 の 
商品 で 安全 で 安全 で し た . あ な た の 名 前 を 覚え る た め の 荷 物 と 、 
この 件 の 理由 は 何で すか .? 彼 は 彼ら に こう 言い まし た 。 ア ブル 
ハサン は あな た の た め に アッ ラー を 覚え て いる の で 、 あ な た は ア 
ブル ハサン を 覚え て お く 必 要 が あり ます 。 それ 。" 

ある 弟子 が 、 レ バ ノ ン の 山 に 行っ て クト ウゥ ブ ・ ア ラム に 会 い に 行 
く 許可 を 彼 に 求め た の で 、 彼 は 許可 を 与え まし た 。 そ の 人 が レバ 
ノン の 山 に 到着 し 、 そ こ で 葬式 の 準備 が で き て いて 、 す べ て の 人 
が クト ウブ ・ ア ラム を 待っ て いる の を 見 た と き 、 そ の 競 子 は そこ で 
NO i 彼ら は クト ゥ ウブ ・ ア ラム が そこ に 来 

、 会 衆 は 毎日 5 回 祈り を ささ げた の で 、 彼ら は 彼 の 到着 を 待っ 

0 よ ょ そこで すぐ クト ゥ プ ・ アデ スム に 会 える こと を と 
て も 喜ん で いま し た 。 し ば らく し て 、 人 々 は 会 衆 の 祈り の 準備 を 始 
め 、 す ぐに 葬式 の 祈り が 始ま り ま し た 。 始め まし た 。 

RR ) の 主人 で ある の を 見 
た と 人 に 弟子 が 意識 を 失い 、 正 常に な っ た と き 、 彼 
は ビー ル が そこ に 埋葬 され て いて 誰 も いな か っ た こと に 気づき 
まし た 。 ア ラム も いな く な り まし た 。 そ れ で 、 彼 の 満足 と 確認 の た 

こ 、 第 子 は 何人 か の 人 々 に 、 最 後 の 祈 り の た め に ここ ( 
- ム の 名 前 は 何で すか と 再び 尋ね まし た 。 そ れ 彼 の 名 前 は 
クト ウゥ ウブ アラム アブ ル 持っ て いま す カル カニ と 彼 
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次 の 祈り の た め に また 来 ま す 。 そ の 弟子 は 、 次 の 祈り で 彼 に 会 え 
る の を 待っ て いた の で す 。 

次 の 祈り が 終わ っ た 後 、 ク トウ ゥ ウブ ・ ア ラム が 祈り を 終え た と き 、 
弟子 は 彼 に 近づき 、 彼 の ロー ブ を つか み ま し た 。 そ れ で 彼 ( ア ブ 
ル ・ ハ サン ) は 彼 に 話し 、 こ こ カ ルカ ン で 彼 が 見 た も の は 何で も 
開示 し て は な ら な いと いう 指示 を 与え られ た . 彼 の 後に 生き て い 
る バス タ ミ 死 。 

? ある 弟子 は 、 ハデ ィ ー ス (聖なる 預言 者 の 伝統 ) を 学ぶ た め 
に イラ ク に 行く 許可 を 彼 に 与え る よう に 彼 に 要求 し た の で 、 彼 は 
彼 に の と の ス (聖なる 預言 者 の 伝統 ) の 良い 教師 は こ 0 

用 で き な いと 尋 ほ ね まし た . そ れ で 弟子 は 彼 に 、 有 名 な 師 は そこ 
いな いと 答え た 。 そ こ で 彼 は 、 そ こ で ハデ ィ ー ス (聖なる 預言 
の 伝承 ) を 教え て くれ る と 言い まし た 。 アッ ラー は 基礎 教育 を 受 

け て いな い に も 関わ ら ず 、 彼 の 恵み と 憐れみ に より 、 彼 に すべ て 
の 知識 を 与え まし た 。 そ し て 、 預 言 者 は 彼 に ハデ ィ ー ス (聖なる 
預言 者 の 伝承 ) の 知識 を 個人 的 に 教え まし た 。 し か し 、 そ の 人 は 
彼 の こと を 信じ て いま せん で し た と 言っ て いま す 。 

, 彼 が その 人 夜 眠っ て いた と き 、 男 敢 な 人 の 言葉 は 正しい と 彼 に 

告げ た 預言 者 を 見 まし た 。 そ れ で 翌朝 か ら 、 彼 は 彼 と 一 緒 に 
な る 預言 者 の ハデ ィ ー ス ( 聖 な る 預言 者 の 伝統 ) の 授業 ( 0 
し まし た 。 彼 の ハデ ィ ー ス (聖なる 預言 者 の 伝承 ) を 教え て いる 
間 、 彼 は この ハデ ィ ー ス は 正しく な く 、 預 言 者 の も の で は な いと 
言い まし た 。 そ れ で 、 そ の 人 は 彼 に この 問題 に つい て どの よう に 
知っ て いる の か 尋ね られ まし た . そ れ で 彼 は 、 あ な た が 彼 と 一 緒 
に バテ デ ティー RR 者 の 伝承 ) を 和 勉強 する と き 、 彼 は 預言 
者 の 観察 に 忙 く し て いま し た 。 あ な た が 正しい ハデ ィ ー ス ( 聖 
な る 預言 者 の 伝承 ) を 勉強 する と 、 な れ 
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預言 者 の 額 に 幸福 の 兆候 が あり 、 間 違っ た ハデ ィ ー ス (聖なる 
預言 者 の 伝統 ) に つい て は 、 預 言 者 の 額 に 心配 の 兆候 が 見 ら 
れ ま す 。 こ の た め 、 彼 は 正しい ハデ ィ ー ス と 間違っ た ハデ ィ ー ス 
(伝統 聖なる 預言 者 ) 簡単 に 。 

Abdullah Ansari は 、 王 立 警 宮 に 逮捕 され 、 バ ルフ 市 に 連行 さ 
れ た と き 、 自 分 が どん な 犯罪 を 犯し た か を 考え て いた の で 、 鉄 の 
鎖 が 足 に か けら れ た と 言い まし た 。 彼 が バル フ 市 に 着く と 、 人 々 
が 家 の 屋 根 の 上 に 石 を 手 に 持っ て お り 、 彼 に 石 を 投げ る 準備 が 
で き て いる の を 見 た . . 

その 時 、 彼 に は イル ハム (啓示 ) が あり 、 ア ブル ・ ハ サン の 祈り 
の マッ ト を 床 に 広げ な が ら 足 を 置い た こと が あり 、 こ れ が その 間 
NA i 自分 の 過ち を 悔 
い 改 め 、 こ の 理由 の た め に 人 々 は 彼 ( 0 と が で きず 、 
人 鎖 は 自動 的 に 壊れ 、 支 配 者 は 王立 警官 に それ 以上 何 も せ ず に 
彼 を すぐ に 表 放 する よう 命じ られ まし た . 遅れ 。 

i アブ ・ サ イー ド が 弟子 た ちと 一 緒 に ゲス ト と し て 彼 の 

に 来 た と き 、 家 に は パン が いく つか あっ た 以外 は 何 も あ り ま せ 
ん で し た が 彼 は 妻 に パン の 切れ 端 を 布 で 和 覆い 、 パ ン を 渡す よう 

に 命じ られ まし た 布 の 内 側 か ら お 客 様 の ご 要望 に 応じ た 作品 を 
制作 いた し ます 。 こ の 行為 に より 、 す べ て の 人 が 自分 の 欲求 に 
従っ つっ て パン を 食べ 、 要求 す る 。 

当時 の 別 の 参考 文献 に よる と 、 非 常に 多く の 人 が 食用 布 で パ 
ン を 食べ て いて 、 使 用 人 は 布 カ バー か ら パ ン を 与え な が ら 提 供 
し て いま し た 。 彼 の 韻 跡 に より 、 A 
きま し た が 、 実 際 に は パン の 切れ 端 は ほとん ど あ り ま せん で し た 。 
て で うた だ うた 
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家 の 布 カバ ー で 利用 で きま す 。 使 用 人 は パン の 位置 を 確認 し よ 
うと 布 カ バー を 外し た が 、 布 カバ ー に は 何 も 入 っ て いな か っ た 。 
それ で 彼 は し も べ を 叱り まし た 、 も し 彼 が パン か ら 布 を 取り 除 か 
な けれ ば 、 裁 き の 日 まで その 供給 源 か ら パ ン を 手 に 入れ る こと 
が で きる か ら で す . 全て 。 

後 、 ア ブ ・ サ イー ド は 彼 に サマ (音楽 に よっ て 引き 起こ され る エ 
クス タ シ ー) を 要求 し まし た 。 カ ワル (聖歌 隊員 ) が 指 を 鳴ら し て 
詩 の セリ フ を 歌っ て いた と き 、 ア ブ ・ サ イー ド は 彼 に 、 今 は そこ に 
立つ て サマ (音楽 の エク スタ シー) を 聞く 時 だ と 言い まし た 。 立 っ 
た まま 袖 を ひき つら せ 、 足 で 力いっぱい 地面 を 押す と 、 そ の せい 
で 神殿 の 璧 が 動き 始め 、 ア ブ ・ サ イー ド は 建物 が 落ち る 可能 性 
が ある の で 止め て ほし いと 頼ん だ 。 エ クス タン シー 状態 で 彼 。 

それ か ら 彼 は 、 サ マ (音楽 に よっ て 引き 起こ され る エク スタ 
シー) は 、 空 か ら 天 界 、 地 か ら 冥 界 ま で の 広 さ を 見 る こと が で き 
る 人 に と っ て 合法 で あり 、 彼 に と っ て ベー ル は な く 、 そ の 意味 は 
ベー ル が クリ ア さ れ た こと で ある と 彼 に 言い まし た . 彼 の た め に 。 
それ か ら 彼 は 人 々 に 話し か け 、 グ ルー プ の 何人 か が あな た が な 
ぜ こ の よう に 踊る の か と 尋ね た ら 、 私 た ち は ア ブル ・ ハ サン の よう 
な 偉大 な 敬 度 な 人 々 の 伝統 に 従っ て いる と 答え て くだ さい . その 


か つて 、 ア ブ ・ サ イー ド と アブ ル ・ ハ サン は 、 和 柔軟 で 柔軟 で な い 
事柄 を 交換 し た か っ た の で 、 お 互い に 抱き 合い 、 こ の た め 、 両 方 
の 状態 が 即座 に 変更 され まし た . ア ブ ・ サ イー ド は 彼 の 家 に 行き 、 
頭 を 足 に 乗せ て 一 晩 中 泣き 始め まし た 。 ア ブル ・ ハ サン は 、 彼 が 
いた 夜 の 間 、 完 全 な 悦 惚 状態 に あり まし た 。 
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一 晩 中 泣い て いた 。 朝 、 ア ブサ イー ド は 家 に 行き 、 力 が な く 、 困 難 
や トラ ブル に 耐え る こと が で き な か っ た た め 、 聖 衣 を 返す よう に 
彼 に 要求 し まし た 。 そ こ で アブ ル ・ ハ サン は ビス ミッ ラー( ア ッ 
ラー の 名 に お いて ) と 言い 、 彼 ら は お 互い に 抱き 合い 、 以 前 の 状 
態 を 取り 戻し まし た 。 

彼 は 彼 に こう 言い まし た 。 彼 が 最初 に そこ に 到着 し 、 審 判 の 日 
の 騒動 を 止め る と き 、 彼 は そこ に 進む お べき で す . こ の 本 の 著者 は 、 
誰か が この 問題 で アブ ル ・ ハ サン が 審判 の 日 の 騒動 を 止め る 方 
法 に つい て 異議 を 唱え る な ら 、 そ し て この た め に 、 ア ッ ラ ー が 預 
言 者 モー セ に 山 を 投げ つけ よう と し た 不信 者 に 力 を 与え た と き 、 
彼 に 答え る だ ろう と 言っ て いま す 彼 か ら 4 マイ ル 離 れ た と ころ に 
あり まし た 。 同 じ よ うに 、 ア ッ ラ ー は イス ラム 教徒 に その 日 の 騒ぎ 
を 止め る 力 を 与え る こと が で きま す 。 判定 。 

と き 、 ア ブ ・ サ イー ド は 敬意 を 表し 、 彼 が 彼 と 同等 で は な く 、 彼 
の アス タン ・ ブ プン (敬意 を 表し て ) に キス する こと を 誇り に 思っ て 
いる こと を 彼 に 示す た め に 、 彼 の ドア の 敷居 に キス を し まし た 。 そ 
れ か ら ア ブ ・ サ イー ド は 人 々 に 敷居 石 を 窓 に 置い て そこ に 固定 
する よう に 頼ん だ が 、 夜 に そこ か ら 逃 し 、 ド ア の 敷居 石 に その 場 
所 に 到達 し 、 こ の 行為 は 3 日 間 行わ れ た . そ れ で 彼 は 人 々 に そ 
れ を で の まま に し て お く よ う に 頼み まし た だ た 、 そ し て アブ プ ・ サ イード の 
克 意 の た め に 彼 は 神社 の 上 の 扉 を 閉め られ まし た 、 そ し て 神社 
の 別 の 扉 は これ で 開か れ ま し た 案件 。 

は アブ ・ サ イー ド に 彼 を 当時 の 敬 虚 な 人 物 と し て 任命 し た と 
語っ た あな た 。 ア ブ ・ サ イー ド は 首長 の 前 で 話し た こと が な か っ 
た の で 、 そ の 人 物 は 尋ね た 
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彼 は この 問題 の 理由 を 説明 し た の で 、 海 の 前 に 川 の 価値 は な 
い の で 、 シ ェ イ ク の 前 で 話さ な い の は 善行 で ある と 彼ら に 言い ま 
し た 。 彼 は 、 カ ラン に 来る 前 は 石 だ っ た が 、 今 で は 洗練 され て い 
る と 彼ら に 話し まし た 。 パー ル 。 

か つて アブ ・ サ イー ド は 、 ア ブル ・ ハ サン の 息子 も そこ に いた 大 
規模 な 集まり で 話し まし た . 彼 は 、 自 己 装 飾 か ら 解放 され た 人 は 、 
母親 の 子宮 か らき れい で 澄ん だ も の と し て 出産 する 子供 の よう 
な も の で あり 、 そ の よう な 人 は 地球 か ら 魂 の 世界 に 移る と 言い ま 
し た . そ れ か ら 彼 は 息子 を 指 差 し て 、 詳 細 を 知り た い 人 は 彼 の お 
父さん 。 

Abul NM Tastasri は 、 彼 が Qarqan を 訪問 する と き 、 彼 に は 
Abul Hasan に 対す る 大 き な 恐 怖 が あ る だ ろう と 言い まし た 。 こ の 
理由 に より 、 彼 は ウィ ラー ヤッ ト の 地位 か ら 降 格 す る だ ろう と 考え 
て いま し た (聖人 は 、 ア ッ ラ ー が 彼 の 恩 鶴 を 通じ て 彼 の 愛す る し 
も べ の 何人 か に 祝福 し た 親密 な 地位 で す )。 

名 声 に より 、 プ アリ セナ が カル カン に 到着 し 、 彼 の 家 を 訪れ 、 妻 
に シェ イク が どこ に 行っ た の か 尋ね られ た と き 。 そ し て 彼 の 妻 は 
彼 が ジン ディ ク ( 不 信者 ) と 嘘つき に シェ イク に 話し て いる と 彼 に 
答え まし た 。 こ の ブ ・ ア リ ・ セ ナ は 、 彼 の 偉大 さと 敬 度 さ に つい て 
多く の こと を 聞い て いた に も か か わら ず 、 彼 の 妻 が と て も 失礼 な 
と き 、 彼 の 立場 は どう な る の だ ろう と 考え まし た 。 だ か ら 、 彼 の 立 
場 は 決し て 低く は な いよ うだ 。 彼 が 彼 を 探す た め に ジャ ング ル に 
到達 し た と き 、 彼 は トラ の 背中 に 新 を 積み 込ん で ジャ ング ル か ら 
Ss と に 気づき まし た 。 彼 は その 光景 を 見 た と き 、 こ の 件 

に 非常 に 驚き 、 克 意 を 表し て 彼 の 足 に キス を し 、 ア ッ ラ ー は 彼 に 
高い 地位 と 高い 地位 を 与え た が 、 あ な た の 妻 は 多く の 悪い こと 
を 言っ た と 言い まし た 。 約 あな た それ で 何 は の 理由 の これ 
案件 。? 彼 


210 


ヤギ の 体重 に 耐え られ な い の な ら 、 ト ラ は どう や っ て 体重 を 支え 
られ る の だ ろう と 彼 に 答え た ?. 

それ か ら 彼 は ブ ア リ セナ を 家 に 連れ て 行き 、 し ば らく 話し 合っ 
た 後 、 彼 は すでに 土 を 混ぜ て いた の で 、 家 で 壁 を 作る 仕事 を 続 
けた い の で 、 去 る よう に 頼み まし た 。 彼 は そう 言っ て 壁 に 腰 を 下ろ 
し た 。 そ の 時 、 レ ン ガ の 人参 が 手 か ら 床 に 落ち た の で 、 ブ ・ ア リ ・ セ ナ 
は レン ガ の 人 を 集め て 彼 に 渡 そ うと し た 。 床 。 ブ ア リ セナ は この 
奇跡 を 見 て 、 そ の 時 か ら 彼 の 弟子 に な り ま し た 。 

か つて バグ ダッ ド の 大 臣 の 胃 に 激痛 が あり 、 す べ て の 医師 は 
彼 の 死 が その 激痛 の た め に 確実 で ある と 知ら され まし た . し か し 、 
何人 か の 人 々 が アブ ドウ ゥ ル ハサン の 履物 を 彼 の 家 に 持っ て 行き 、 
それ を 牧師 の お 腹 に 履か せ た の で 、 彼 は すぐ に 回 復 し まし た 。 

着る よう に 彼 に 要求 し た の で 、 男 性 の ドレ ス を 着る と 女性 は 男 
性 に な る と 彼 は 言い まし た 。 そ し て 、 彼 は この 間 題 に つい て 、 も し 
それ が 不可 能 な ら 、 ど うす れ ば 自分 の ドレ ス を 着 て 偉く な る こと 
が で きる か と いう 議論 を 続け まし た . そ の 人 が 彼 の 発言 を 聞い た 
と き 、 そ の 人 は 非常 に 申し 訳 な く 、 こ の 件 で の 自分 の 過ち を 後悔 
まし た 

アッ ラー へ の 招待 の 必要 性 に つい て 会 衆 に 説教 する 許可 を 与 
える よう に 彼 に 要求 し た 人 が いた の で 、 彼 は あな た が 人 類 に 説 
教 す る と き は 自分 自身 を 説教 し な いで くだ さい . そ れ で 、 そ の 人 
は 彼 に 尋ね られ まし た 。 そ れ で 彼 は 確か に 言っ た 、 そ し て その 条 
件 は 、 他 の 人 が あな た に 説教 する と き 、 あ な た は それ が 好き で は 
な いと に うこ と で あり この よう に し じ て あ な だ は 男 だ な る で し じ 4 5 
誰 
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自分 自身 を 説教 し ます が 、 あ な た は アッ ラー の た め に 読 教 者 に 
な る こと は あり ませ ん . 

ガ ズ ニ の マフ ムー ド が 召使 い の ア ヤズ に 、 彼 に ドレ ス を 渡し て 
彼 の 代わ り に 座ら せる こと を 約束 し た 後 、 彼 (マフ ムー ド ) は アヤ 
ズ か ら ド レス を 交換 し 、 彼 は 彼 の 代わ り に 座る . そ れ で 、 マ フ ム ー 
ド ・ ガ ズ ニ が アブ ル ・ ハ サン に 会 うた め ( 0 こ 行 き 、 彼 が そ 
こ に 到着 し て 彼 に 使者 を 送っ た と き 、 彼 は そこ に 来 て 、 彼 が この 
件 で と て も 親切 に 好意 を 示し 、 の 
来 ま し た 。 そ し て 彼 は メッ セン ジャ ー に 、 彼 が 拒否 する な ら 、 次 の 
クル アー ン の 分 を 読む べき で あり 、 2 [ 味 は 次 の と お り で ある 
と 言い まし た 続き きま すず 。 

「 アッ ラー と その 使者 、 そ し て あな た の 国 の 支配 者 に 従う こ 
と 。」 メ ツ ッ セ ンジ ャ ー が 彼 の メッ セー ジ を 伝え た と き 、 彼 は この 件 
2 
読み まし た . し か し 、 彼 は メッツ セン ジャ ー に 、 彼 は アッ ラー の 従順 

で 忙し い の で 、 A こ 思っ て いる と 言 いま し 
た . ガ ズ ニ の マハ ム ド は 彼 の 返事 を 聞い た と き 、 自 分 は 普通 の タ 
イプ の スー フィ ー マス ター だ と 思っ て いた が 、 彼 は 非常 i 
し く 、 今 回 の スー フィ ー マス ター で ある と 語っ た 。 そ れ で 、 彼 は 彼 
の 家 で 彼 を 訪問 し 始め ます 。 マ フ ム ー ド は アヤ ズ の ドレ ス を 着 て 
お り 、 ア ヤズ は マフ ムー ド の ドレ ス を 着 て お り 、10 人 の メイ ド が 紳 
士 服 を 着 て お り 、 マ フ ム ー ド は その 間 に あ り 、 彼 ら は 彼 の 住居 で 
アブ ル ・ ハ サン に 会 い 【 DO 2 ング は の クル ム へ に 
答え た が 、 王 を 歓迎 する た め に 立っ て お ら ず 、 奴 隷 の 制服 を 着 た 
マフ ムー ド の 方 を 向い た が 、 A 
要 視 し な か っ た . マ フ ム ー ド が な ぜ 王 を 歓迎 し な か っ た の か と 尋 
ね る と 、 彼 は そこ で は すべ て が 偽り で あり 、 真 実は 何 も な いと 答 
えま し た 。 そ れ で マフ ムー ド は 彼 に 、 こ の 詐欺 な ら あ な た は シャ パ 
ズ ( ハ ヤブ プ サ ) の よう で あり 、 だ まさ れ な い だ ろ うと 言い まし た の 
これ 案件 。 そ う 彼 つか まっ た マフ ムー ド 手 と 言っ た 


212 


彼 は 、 彼 ら が 議論 を 続け られ る よう に 、 そ こ か ら す べ て の Na-mah 
rums ( 非 初心 者 ) を 削除 し ます 。 そこ の . マ フ ム ー ド の 指示 に より 、 
すべ て の メイ ド が そこ か ら 去 り 、 マ フ ム ー ド は 彼 に NZ 
ジッ ド の 話 を する よう に 頼ん だ . バス タ ミ 。 
そこ で 彼 は 、 次 の よう な バ ヤ ジッ ド ・ ブ スタ ミ の 言葉 を 語っ た 。 
「 彼 を 訪問 する 人 は 、 不 運 と 逆境 か ら 解 放さ れ ま す 。」 そ こ で マハ 
ム ド は 、 バ ヤジ ッ ド ・ ブ スタ ミ の 地位 と 階級 が 聖なる 預言 者 より も 
優れ て いる か どう か を 尋ね られ まし た 。 アブ ・ ラ ハブ と アブ ・ ジ ャ 
ハル は 預言 者 を 見 まし た が 、 彼 ら の 不幸 は 彼ら か ら 消 えま せん 
で し た . そ れ で 彼 は 彼 に 、 こ の 件 に 関し て 敬意 を 払い 、 彼 の ウェ イ 
ルト (聖人 と し て の 地位 、 ア ッ ラ ー が 彼 の 恩 鶴 を 通じ て 彼 の 愛す 
る し も べ の 何人 か に 祝福 され た 親密 さ の 地位 ) を 超え な いよ うに 
言い まし た 。 な ぜ な ら 、4 人 の カリ フ と 仲間 の 誰 も 預言 者 を 見 た こ 
と が な く 、 こ の 時 点 で 彼 は 聖 ク ルアー ン か ら 次 の 節 を 参照 する こ 
と が で き 、 そ の 意味 は 次 の よう に 述べ られ て いま す . "お 一 : 務 言 
者 は 、 あな た を 見 る 人 た ち に 見 える で し ょ う が 、 彼ら は あな た を 
まつ た だく 見 る こと が で きま せん で し た で れ で 、 マ フラ ムー ド は この 
聖 句 を 聞い た と き 、 こ の 問題 に と て も 満足 し 、 さ ら に 親切 な アド バ 
イス を 求め られ た の で 、 彼 は 悪い 行い を 避け 、 会 衆 の 祈り を 欠か 
さ ず 、 親 切 と 寛大 さ に 従う よう に 彼 に 言い まし た . 彼 が 祈り を 求め 
た と きき 彼 は イス ラム 教徒 の 男性 と 女性 の た め に 、 アッ ラー の 慈 
悲 と 親切 を 常に 祈っ て いる と 言い まし た . 彼 が 彼 に 個人 的 な 祈り 
を 求め た と き 、 彼 は アッ ラー の 慈悲 と 優し さ の た め に 彼 の 人 生 の 
良い 終わ り を 祈っ た . マ フ ム ー ド が 彼 に 一 連 の 金貨 を 差し 出し た 
と き 、 ア ブル ・ ハ サン は 彼 に 大 麦 の タブ レッ ト を 与え られ 、 そ れ を 
食べ る よう に 頼ま れ ま し た . マ フ ム ー ド は それ を 取り 、 そ れ を 細か く 
砕い て 口 に 入れ 、 し ば らく 噛ん だ が 、 そ れ は 彼 の 喉 に 渡さ れ ま せ 
AG で し で で こ 0 ア ノル ハサン は 、 大 麦 の 錠剤 が 彼 の 忠 に ぶら 
下がっ て いる と 彼 に 言い まし た 。 メ フ ム ド 
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答え た 。 そ れ で 彼 は 同じ よう に 彼 に 金貨 の ひも が 彼 の 喉 に ぶら 
下がっ て いる の で それ を 取り 戻し て くだ さい 、 彼 は すでに 世界 の 
富 と 宝物 を 離婚 し て いた . Mehmud の いく つか の 要求 に 対し て 、 
彼 は 彼 か ら 何 も 受け 取り ませ ん で し た 。 再び メ ハ ム ド は 、 彼 へ の 
祝福 と し て 何 か を 与え る よう に 彼 に 要求 し た の で 、 彼 は 彼 の 古 
い ド レス を 彼 に 与え まし た . 彼 を 離れ る 間 、 メ フ ム ー ド は 彼 の 神社 
が と て も 美しい と 彼 に 言っ た の で 、 彼 は アッ ラー が 彼 に 広大 な 王 
国 を 与え た と 答え まし た が 、 そ れ に も か か わら ず 彼 に は 人 欲 が あ 
る の で 彼 は 彼 の 小屋 を 要求 し て いま す 。 マ フ ム ー ド が 彼 の 発言 
を 聞い た と き 、 彼 は 貧 欲 と 欲望 の 行為 を 気の毒 に 思い まし た 。 マ 
フ ム ー ド が 神社 を 去る と き 、 彼 は 彼 に 別れ を 告げ る た め に 立っ て 
いた の で 、 メ フ ム ー ド は 彼 を 歓迎 せ ず 、 彼 の 住居 に 到着 し た と き 
に 立っ て いた の で 、 な ぜ 彼 が 彼 か ら 離 れる と き に 立っ て いた の か 
と 彼 に 尋ね まし た 。 彼 は 、 当 時 彼 に は 王室 の 誇り が あっ た の で 、 
彼 の 敬 庶 さと 地位 を 確認 し た いと 答え まし た が 、 今 は 謙虚 さと 
神秘 的 な 考え を 持っ て 戻っ て き て お り 、 慎 慌 の 太陽 が 彼 の 額 に 
輝い て いま す . 彼 の 最後 の 発言 を 聞い て 、 マ フ ム ー ド は 彼 の シャ 
イダ を まり まし た 。 

戦争 兵器 を 持っ た 多数 の イン ド 軍 を 見 た と き 、 イ ンド の ソム 
ナー ト 寺 院 を 攻撃 し て いる 間 、 彼 は 非常 に ひど く < 敗北 す る だ ろう 
と 確信 し て いた の で 、 浴 の 後 、 彼 は 祈り 、 アッラー に 助け を 求 
め ま し た アブ ル ・ ハ サン ・ カ ルカ ニ の 服装 の た め の 勝 利 の 付与 と 、 
戦争 で 利用 で きる あら ゆる 戦争 戦利 品 は 、 慈 善 団 体 と し て 貧し 
い 人 々 に 与え られ ます . ア ッ ラ ー は 彼 の 祈り を 認め 、 敵 同士 の 違 
い の た め に 彼ら は 互い に 戦い 、 最 後 の ガ ズ ニ の メ フ ム ド は イン ド 
で の この 偉大 な 歴史 的 戦争 で 勝利 し 、 イ スラ ム へ の 門戸 が 開か 
れ ま し た 。 イン ド 。 
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メ フ ム ー ド が 夢 の 中 で 見 た 夜 、 ア ブル ・ ハ サン ・ カ ルカ ニ は 彼 に 
こう 言っ た 。 そ うす れ ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 の 要求 を 認め 、 ア ッ ラ ー の 
慈悲 な し に 不信 者 は この 世に 残さ れ ま せん 。」 あ る 夜 、 彼 は 人 々 
に 、 今 度 は ジャ ング ル で 泥棒 が キャ ラバ ン を 略奪 し 、 キ ャ ラバ ン 
の 何人 か を 負傷 させ た と 話し まし た 。 し か し 、 そ の 夜 、 誰 か が 候 
子 を 殺し 、 家 の ドア に 頭 を ぶつ けた と いう 奇妙 な こと が 起こ り ま し 
RE 4 


彼 の 妻 が これ ら の 2 つの こと を 聞い た と き 、 彼 女 は 彼 の Waliy 
at (聖人 と し て の 地位 、 ア ッ ラ ー が 彼 の 恩 鶴 を 通じ て 彼 の 愛す る 
し も べ の 何人 か に 祝福 され た 親密 さ の 地位 ) に つい て 拒否 し 、 彼 
女 は 彼 に つい て 話さ な いよ うに 言い まし た 。 遠方 の 出来 事 だ が 、 
彼 は 自分 の 家 で 起こ っ た 出来 事 に 気づい て いな い ドア 。 


それ で 彼 は 、 A CN 彼 の 前 に は ベー ル 
は な く 、 そ の 時 に 息子 が 家 で 殺さ れ た と き 、 ベ ー ル は 彼 の 前 に 
あっ た と 言い まし た 母親 が ドア に 少年 の 頭 を 見 て ショ ッ ク を 受け 
た と き 、 彼 女 は 大 泣き し 、 頭 か ら 髪 を 切り 取り 、 少 年 の 頭 を か ぶり 
まし た 。 人 間 と し て 、 ア ブル ・ ハ サン も この 大 き な 殺 人 事件 に 
ショ ッ ク を 受け まし た 彼 は また 彼 の 愛す る 息子 の 髪 を 切り 、 男 の 
子 の 頭 を か ぶり 、 彼 は 妻 に 言い まし た 。 彼 の あご ひげ の 毛 を 取り 、 
少年 の 頭 に つけ た の で 、 私 た ちの 行為 は 同じ で 、 似 て いる 。" 


ある 時 、 彼 と 弟子 た ち に 7 日 間 の 深刻 な 信 え が あ り 、7 日 目 に 
一 人 が 袋 0 の 
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彼 の 家 の ド ア に 小麦 粉 と 1 頭 の ヤギ が いて 、 彼 は これ ら の 物 は 
神秘 主義 者 の た め の も の だ と 言い まし た 。 そ れ で 彼 は 弟子 た ち 
に 、 彼 に は 神秘 的 な 人 の 能力 が な か っ た の で 、 あ な た 方 全員 の 
誰か が 神秘 的 な 人 の 資質 を 持っ て いる な ら 、 彼 ら は ドア の 男 が 
持っ て きた も の を 取る こと が で きる と 言い まし た . し か し 、 神 秘 的 
な 人 物 で ある と 主張 し 、 錠 僚 を 好む 人 は 誰 も いま せん で し た . 


ある 女性 に は 2 人 の 息子 が いて 、 ど ちら か が 夜 に 礼拝 を 行い 、 
も う 1 人 の 上 兄弟 が 母親 に 仕え る こと に 合意 し て いま す 。 あ る 夜 、 
ある 上 兄弟 が 別 の 兄弟 に 、 あ な た が 今夜 彼 の 代わ り に 母親 に 奉仕 
する な ら 、 彼 は アッ ラー の 崇拝 に 従事 する だ ろう と 言い まし た 。 
彼 の 兄弟 が 礼拝 を 始め た と き 、 最 初 に 「 私 た ち は あ な た の 見 弟 
に 慈悲 を 与え 、 彼 の た め に あな た に も 慈悲 を 与え まし た 」 と いう 
神聖 な 呼び か け を 聞き まし た 。 彼 は この 呼び か け を 聞い た と き 、 
同じ こと を 聞い て 驚き 、 祈 り ま し た 。 彼 に 。 そ し て 、 彼 は 再び 神聖 
な 呼び か け を 聞き まし た 。 そ の 中 で 、「 私 た ち は あ な た の 崇拝 を 
望ん で お ら ず 、 母 親 に 仕え て いる 人 の 誠実 さ を 好み 、 気 に 入っ て 
いま す 。」 40 年 間 、 彼 は 1 分 も 休む こと な く 、 フ ァ ジ ャ ー ル ( 朝 ) 
の 祈り に 出席 し 、 エ イシ ャ ( 夜 ) の 祈り を 清め て いま し た 。40 年 
後 、 彼 は 弟子 た ち に 、 彼 が 休む こと が で きる よう に 枕 を 与え る よう 
に 頼ま れ ま し た 。 彼 は 彼ら に 、 今 日 、 ア ッ ラ ー の 無関心 と エス ター 
ニャ ( 不 注意 を な くす 能力 ) を 観察 し た と 言い まし た 。 a 
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アッ ラー へ の 恐れ を 除け ば 、 彼 の 心 に は 何 も あ り ま せん で し た 。 


スー フィ ー の 人 が 空 を 飛ん で 彼 に 会 い に 来 て 、 彼 の 前 に 着陸 
し 、 地 面 に 触れ て いる 間 、 彼 は 彼 が 彼 の 時 代 の ジュ ナイ ド で ある 
と 言い まし た 。 ア ブル ・ ハ サン が これ を 聞い て 立っ て 地面 に 触れ 
た だ とき NS NAC 
後 の 預 言 者 の 名 前 ) で ある と 彼 に 言い まし た . 本 の 著者 は 
出来 事 は 彼 の 没頭 状態 の た め に 起こ っ た と 説明 し た の で 、? 
状態 で の イス ラム 法 に 反する 敬 度 な 人 々 の 行為 は 注目 SW きま 
せん 。 逆 に 。 

の 何 は 考慮 の 多く の 説得 力 の ある エン トリ の これ 本 、 ア 
ター 関連 する の 話 の の 実行 の ハラ ジ 、 の 神秘 的 な 悦 惚 と 
し た 熟考 の 状態 で 「 私 は 真実 で す 」 と いう 言葉 を 発し た 人 . 聖 な 
る 預言 者 の 言葉 に よる と 、 次 の と お り で あり 、 こ こ で は その 翻訳 
が 次 の よう に 言及 され て いま す 続き ます 。 


「 私 は 右側 か ら ラ ー マ ン (アッ ラー) の ナ フ (soul) を 見 つけ ま 
が el 


か つて 彼 は 、「 あ あ 、 ア ブル ・ ハ サン 、 な ぜ あ な た は ナカ リン を 恐 
れ な か っ た の で すか (2 人 の 天使 が 墓 の 中 で 彼 の 信仰 に つい て 
質問 し て いる )」 と いう 神 の 呼び か け を 聞い た こと が あり ます 。 そ 
れ で 彼 は 、 勇 者 は ラク ダ の 鐘 を 恐れ な い の で 、 死 ん だ 人 も 恐れ 
な いと 言い まし た 。 再 び 彼 は 、「 な ぜ 彼 は 日 の 審判 と その 困難 を 
恐 れ な か っ た の か 」 と いう 神 の 呼び か け を 聞い た 。 ワ ヒダ ニッ ト 
( 神 の 唯一 性 へ の 信仰 ) の 海 に 湧 れ 、 ワ ヒダ ニッ ト 以 外 に は 何 も 
存在 し な く な る 。 信念 の の 団結 の 神様) と の これ 仕方 彼 
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天使 が 彼 に どの よう に 罰 を も た ら す か は そこ に あり ませ ん 。 


ある 夜 の 祈り の 時 間 に 、 彼 は 神聖 な 呼び か け を 聞き まし た 。 そ 
の 中 で 、 あ な た に つい て 私 た ち が 知 っ て いる こと を 人 類 に 開示 す 
る こと を 望ん で いま すか ? そ し て 彼 は こう 答え まし た 。 人 類 。? 


私 の 魂 を 取り 出す た め に 死 の 天使 を 送ら な いで くだ さい 。 魂 
は 死 の 天使 に よっ て 与え られ て お ら ず 、 私 は それ を 死 の 角度 に 
届け る 準備 が で き て いま せん 。 魂 は あな た の 託さ れ た も の で あり 、 
だ か ら 私 は あな た の 元 に 戻り た い の で す 。」 


「 信 仰 ( エ マン ) と は 何 か 」 と いう 神 の 呼び か け を 聞い た と 言い 、 
信仰 と は あな た が 彼 に 与え た えも の で ある と 答え まし た 。 彼 は 、「 あ 
な た は 私 の も の で 、 私 は あな た の も の で す 」 と いう 神聖 な 呼び か 
け を 聞い た と 言い まし た 。 し か し 、 彼 は この 問題 で 「 あ な た は 全 
能 で あり 、 私 は 無力 で す 」 と 答え まし た 人 。" 


彼 は 、 彼 が 天界 の 近く に 到達 し た と き 、 グ ルー プ の 天使 た ち が 
彼 を 歓迎 し 、 彼 ら は 天使 で ある と 彼 に 話し 、 あ る グル ー プ は 私 た 
ち が 空 に 住む 天使 の 創造 物 で ある と 言い 、 他 の グル ー プ は 私 た 
ち が 精 神 的 で ある と 言い まし た . 彼 ら は 彼 が イラ ヒヤ ヤン ( 神 ) で 
あり 、 天 使 た ちら が これ を 聞い た と き 、 彼 ら は この 間 題 に つい て 非 
常に 残念 に 思い まし た 。 彼 。 


彼 は 今日 まで 、 預 言 者 の 地位 と アッ ラー( マ リフ ァ ト ) に 関す る 
彼 の 知識 を 知る こと が で き な か っ た と 言っ て いま し た が 、 そ れ は 
これ ら の こと に 終わ り が な いこ と を 意味 し ます . 彼 は アッ ラー が 彼 
に その よう な 足 を 与え た と 言っ た . 帝国 人 
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ネ ザ ー 地 域 に 行き 、 そ こ か ら 再 び 天 界 に 戻り まし た 。 し か し 、 彼 は 
自分 が どこ に 行っ た の か 、 そ の 方 向 を 知る こと が で きま せん で し 
PR 


、 誰 の 歩み な が この よう に な る と 、 彼 は どこ まで 到達 で きる か と い 
う 神 の 呼び か け を 聞い た . そ れ で 彼 は 、 こ の 旅 が どれ ほど 遠く 、 
同じ 場所 で 行っ て 戻っ て くる よう な 旅 が どれ ほど 短い か を 考え ま 
し た 。 彼 は 、 ア ッ ラ ー か ら 4000 の こと を 聞い た と 言い まし た 。 も し 
彼 が アッ ラー か ら 10,000 の こと を 聞い た と し た ら 、 彼 に 何 が 起こ 
る か わか り ま せん か ? 彼 は 、 ア ッ ラ ー の ご 慈悲 に より 、 黒い ぼろ き 
れ を ロー マ の ブロ ケー ド に 変え る 決心 を する な ら 、 す ぐに それ を 
変え る こと が で きる よう な 力 が 彼 に 与え られ た と 言い まし た . そ し 
て 、 ア ッ ラ ー の ご 慈悲 に より 、 そ の よう な 力 は 今 も 健在 で す 彼 。 


彼 は 基礎 教育 を 受け て いま せん で し た が 、 ア ッ ラ ー の 優し さと 
慈悲 の お か げ で 、 す べ て の 知識 を 学ん だ と 言っ て いま し た 。 彼 は 、 
彼 の ハ キ カ ッ ト ( 真実) で 迷子 に な っ た の を 助け て くれ た アッ ラー 
に 感謝 し まし た 。 彼 の 見 か け の 体 は 、 そ の 個人 的 な 存在 が す で 
に 終わ っ て いる の で 、 現 実 の も の で は あり ませ ん . 彼 は 、 ア ッ ツラ ー 
が 彼 に その よう な 痛み を 与え た の で 、 そ の 部 分 の 一 部 が 外 に 出 
る と 、 ノ ア の 大 洪水 より も 危険 な 大 洪水 が 起こ る だ ろう と 言い ま 
し た . 彼 は 自分 の 死に 際 し 、 弟 子 た ちの 死 の 時 に 彼ら を 助け る と 
言い まし た 。 死 の 天使 が 彼ら と 共に いる と き 、 彼 は 自分 の 墓 か ら 
手 を 伸ばし 、 死 に ゆく 人 々 の 唇 と 歯 に アッ ラー の 慈悲 の 水 を 注ぎ 、 
彼ら が その 深刻 で 困難 な 時 に アッ ラー を 忘れ な いよ うに し ます 。 
時 間 。 


彼 は 言い まし た 。 」 そし て 再び 彼 は 弟子 た ちら に 、 ア ッ ラ ー が 承 
話す る 
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は 他 の すべ て の 神秘 主義 の 首長 に 与え られ た すべ て の 因 鶴 を 
あな た の 先生 だ け に 与え まし た . 彼 は エイ シャ の 祈り ( 夜 の 祈り ) 
の 後に 、 彼 の 日 々 の 行為 の 記録 を アッ ラー に 提示 し な い 限 り 、 休 
むこ と は な か っ た と 言い まし た . 彼 は 審判 の 日 に 言っ た . ア ッ ラ ー 
が 彼 の た め に すべ て の 人 類 を 許す な ら 、 彼 は 彼 の 法廷 で 彼 と 一 
緒 に 持っ て いる 彼 の 崇高 さ の た め に そこ を 見 な い . アツ ラー。 


彼 は 人 々 に 、 人 里 離れ た 場所 や 人 里 離 れ た 場所 を 好ま ず 、 
アッ ラー が 彼 に その よう な 偉大 な 地位 と 地位 を 与え 、 そ の 人 の 
地位 の た め に 大 き な 光 が ある こと を 忘れ な いで くだ さい . 審 判 の 
日 に は 、 人 里 離 れ た 場所 や 人 里 離 れ た 場所 が 啓 宜 さ れ 、 そ の 地 
位 と 地位 の た め に 、 ア ッ ラ ー は すべ て の 被 道 物 を 赦し ます 。 の 判 
定 。 


彼 は 孤独 な 場所 で 、 い つか アッ ラー が 彼 に その よう な 力 を 与え 
て くれ る だ ろう と 彼 が 望む な ら 、 彼 は 空 を 捕まえ て 奪う こと が で き 、 
彼 が 望む な ら 、 数 秒 以 内 に 地獄 の 地域 に 旅行 し て それ を 見 る こ 
と が で きる と 語っ た . そ この 。 彼 は 自分 の すべ て の 行動 が 奇跡 だ 
と 言い まし た 。 も し 彼 が 手 を 伸ばせ ば 、 彼 は 空気 を 見 つけ 、 そ れ 
は 金 の 粒子 に 変わ り ま す 。 彼 の 奇跡 を 示す た め に 、 ア ッ ラ ー は 彼 
の た め に 奇跡 の 扉 を 閉め の ます. 彼ら が 死ん だ ら 、 あ な た の 心 に 平 
和 は な い だ る ろう と 彼 は 言い まし た . 彼 は 、 奇 跡 の 意味 は 、 ダ ー 
ウェ ッシュ が 石 に 何 か 質 問 を し た 場合 、 石 は それ に 答え る は ず 
だ どい うこ と だ と 言い まし た 、 彼 。 
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再び 彼 は 人 々 に 、 人 生 の 目標 を 達成 する た め に 昼夜 を 問わ ず 

断食 と 崇拝 を 行っ て いた 人 々 に 、 アッラー 半生 に Sd 
彼 は 目標 に 到達 する だ ろう と 語 EF っ た 彼 は 、 母 親 の 胎内 で 生後 4 
か 月 の と き に 、 そ の 時 か ら 現 在 ま で の すべ て の 出来 事 の 詳細 を 
思い 出す こと と が で き 、 こ の 世 を 去っ た と き 、 そ の 日 の 出来 事 の 詳 
細 も 話す と きつ た 。 に 対す る 判断 人 。 


彼 は 、 ア ッ ラ ー が これ ら す べ て の も の を 彼 の 前 に も た らし 、 上 記 
の こと を 明確 に 示し た の で 、 ジ ン 、 人 間 、 動 物 、 鳥 より も サイ ン を 
うま く 説 明 で きる と 言い 、 世 界 の この 終わ りか ら 他 の 終わ り ま で 
の 領域 に つい て よく 知っ て いる と 言い まし た も し 誰か の 指 に 破 
片 が あれ ば 、 彼 は それ に つい て も 知っ て いる で し ょ う 。 彼 が 彼 と 
アッ ラー の 間 の 秘密 を 明らか に する な ら 、 人 々 は この 問題 を 信じ 
な いで し ょ う . 彼 が 彼 に 対す る アッ ラー の 恩 鶴 の 詳細 を 説明 する 
な ら 、 そ の 状況 で は 人 類 の 心 は 縄 の よう に 燃え る だ ろう . . 


彼 は アッ ラー の 前 に 立ち 、 意 識 の ある 状態 で アッ ラー と 話す の 
は 残念 で あり 、 預 言 者 が キャ ラバ ン の 頭 で は な い キ ャ ラバ ン に は 
近づか な いよ うに する と 言い まし た . 彼 は 、 ア ッ ラ ー が 生き 物 の 始 
まり と 終わ り を 守っ て お られ 、 その 始ま り は 生き 物 が 世界 で 行う 
行為 で あり 、 そ の 終わ り は 生き 物 が 裁き の 日 に 得る 報酬 で ある 
と ョ 結っ た . 彼 は 、 A 2ALU 
が 彼 に 与え た と 言い まし た 。 彼 は 、 地 獄 と 天国 を 気 に せ ず に 
ラー の た め に 崇拝 し 、 常 に 恐怖 の 状態 に ある と 言い まし た . 
a 
彼 は アッ ラー の 特別 な 事柄 を 特別 な 人 々 に 説明 する こと は 決 
し て な いと 言い まし た 。 彼 ら は その 秘密 を 理解 する こと が で き な 
いか ら で す 。 彼 の 
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その 場 時 この 件 で 詩 り と ショ ー の 可能 性 が ある か ら で す 。 彼 は 
アッ ラー は 自分 の 舌 に アッ ラー の 秘密 を 説明 する 力 を 与え て い 
な いと 言 いま し た 。 彼 は 母 の 胎内 で 火 人 を 負っ た と っ た の 

で 、 彼 が 生ま れ た と き 、 彼 は 適切 に 火傷 を 負い 、 溶 け て 生ま れ 、 
若い 頃 よ り も 年 を と っ て いま し た 。 彼 は 、 す べ て の 生き 物 は ボー ト 
の よう な も の で あり 、 彼 は その 船乗り で あり 、 彼 は 常に 生き て いる 
ど 言 いま し た . それ 。 


彼 は 、 ア ッ ラ ー が 人 彼 に その よう な 考え を 与え 、 人 類 全体 を 観察 
で きる 彼 の 優し さ の お か げ で ある と 言い まし た . 彼 は 昼夜 を 問わ 
ず こ の 仕事 に 費やし た の で 、 彼 の 思考 は 視覚 に 変わ り 、 次 に 光 
に な り 、 次 に 幸せ に な り 、 そ の 後 恐怖 に 変わ り 、 こ の 後に 彼 の 思 
考 が その よう な 場所 に 到達 し た と 言い まし た . 彼 の 注意 が 知恵 に 
変わ り 、 愛 情 が 人 類 に 向け られ た と き 、 彼 は 人 類 に 対す る 愛情 
が 他 の 人 より も 大 きい こと に 気づき 、 可 能 で あれ ば 人 類 の 代わ 
り に 死ぬ と 言い まし た 。 審 判 の 日 に 、 彼 は 人 類 と 前 の た め に 拘束 
され る 人 々 の 会 計 を 清算 し 、 その よう な 罰 は 彼 に 与え られ る べき 
で す 。 その 他 。 


彼 は 、 ア ッ ラ ー は 人 類 が 彼ら に 到達 で き な い よう な 場所 に 彼 の 
SA いま し CAR 

ょ 恩 角 を 説明 する な ら 、 人 々 は 彼 を 狂気 で 正気 で は な い 
人 彼 が 食べ る も の 、 飲 む も の 、 見 る も の 、 開く も の 、 そ 
し て アッ ラー が 宇宙 で 創造 し た も の は 何で あれ 、 ア ッ ラ ー が これ 
ら す べ て の 事柄 を 彼 に 開示 され た の で 、 彼 に と っ て 秘密 の 問題 

は あり ませ ん 。 彼 は 敬 上 庶 な 人 々 に 会 うこ と を 許さ れ 、 不 圭 な 
人 々 を 見 る こと は 許さ れ な いと いう アッ ラー の 合意 が あり ます 。 
で すか ら 、 彼 は 裁き の 日 に 、 こ の 世 で すでに 会 っ た 人 た ちと 幸せ 
に 会 う で し ょ う 。 彼 は か つて アッ ラー に 彼 を 連れ 去る よう に 祈っ た 
と 言っ た 世界 
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そし て 、 彼 は 神聖 な 呼び か け を 聞い た 。 . 汚 れ た 人 々 が あな た に 
会 つっ た り 会 っ を た りす る こと が で き な い よう に 、 私 は あな た を 私 の 清 
潔 さ で 創造 し まし た 。」 彼 は 、 すべ て の 上 岩 拝 に こ は そ れ に 対す る 報 
酬 が ある が 、 敬 上 庶 な 人 々 の 報酬 ( 2 ら ず 、 知 られ て 
いな い 、 そ し て アッ ラー は 彼 の 意志 と 喜び に 従っ て 彼ら の 報酬 を 
与え る だ ろう と 語っ た . で すか ら 、 0 の 振 の 報酬 は 偉 
大 で あり 、 そ れ に 了 克 敵 する 崇拝 は な いこ と は 明らか で す 。 こ の た 
め 、 人 々 は アッ ラー の 最愛 の 人 と な り 、 アッラー の 崇拝 に 従事 す 
る べき で す いつ も 。 


年 前 か ら ア ッ ラ ー と 話し て いる と 語っ た が 、 彼 の 心 と 舌 は この 問 
題 を 認識 し て お ら ず 、73 年 間 、 イ スラ ム の 規則 や 規則 に 決し て ひ 
れ 伏 し た り 、 従 っ た りす る こと は 決し て な か っ た 。 彼 の 魂 は 一 上 騰 
で も . 


彼 は 自分 の 人 生 を 、 彼 の 一 歩 が 天界 か ら 冥 界 へ 、 次 の 一 歩 が 
冥界 か ら 天 界 へ と いう よう な 方 法 で 過ごし た と 語っ た 。 彼 は アツ 
ラー が 彼 に 、 彼 が 悲し み と 悲 し み を 持っ つて アッ ラー の 宮廷 に 行く 
な ら 、 アッ ラー は 彼 ( こ < 慈悲 を 与え る だ ろう と 言っ た と 言い まし た 。 
彼 が そこ に 謙虚 さと 謙虚 さ を 持 っ て 現れ る な ら 、 彼 は 彼 を より 裕 
福 に し 、 彼 が 診 きり を 持た ず に そこ に 現れ る な ら 、 彼 は 彼 の 魂 を 彼 
の 支配 下 に 置く で し ょ よう 。 . 


彼 は 、 ア ッ ラ ー が 世界 の すべ て の 宝物 を 彼 の 前 に 提示 し た 後 、 
アッ ラー に これ ら の も の を 好ま な いと 言っ た . そ れ で アッ ラー は 彼 
に 言い まし た 。 の 彼ら .「 彼 言っ た その 上 去る の 世界 彼 
や り ま し た いい え 見 る 
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アッ ラー と 話し た 後 、 彼 は 誰 と も 話し ませ ん で し た 。 


彼 は 、 人 類 は アッ ラー が 彼 に 与え た 彼 の 地位 を 認識 し て いな 
いと 言い まし た . 彼 は ある 人 に キ ゼ ル ( 合 の 泉 に よっ て 不死 化 さ 
れ た 預言 者 の 名 前 ) に 会 いた いで すか と 尋ね た と ころ 、 そ の 人 
は イエ ス と 答え た の で 、 彼 は 60 年 の 人 生 を 無駄 に し た の で 、 礼 
拝 に も っ と 時 間 を 費やす べき だ と 言い まし た . 細 心 の 注意 を 払い 、 
この 問題 で の 損失 を カバ ー す る た め に 一 生 懸 命 働き ます 。 ア ッ 
ラー は カイ ゼル (生命 の 泉 に よっ て 不死 化 さ れ た 預言 者 の 名 
前 ) と あな た を 創造 し た の で 、 あ な た は アッ ラー を 去る こと に よっ 
て その 生き 物 に 喜ん で 会 いま し た 。 全 て を 捨て て 近づく の は 人 
類 の 義務 アツ ラー。 


私 の 状態 は 、 私 が 彼 の 仲間 を 得 た と き 、 私 は 生き 物 の 仲間 を 
望ん で いな いよ うな も の で す . 彼 は 生き 物 が 彼 を 賞 替 する こと は 
で き な い と 言い まし た 。 それ 。 


彼 は 、 自 分 の 人 格 を 見 た と き 、 自 分 の 消滅 に つい て 知る よう に 
な り 、 消滅 を 見 た と き 、 ア ッ ラ ー 村人 1 
言い まし た . こ の 出来 事 の た め に 、 役 は 驚き の 状態 に あり 、 そ の 
後 、 彼 は 人 格 の 宣言 の た め に 問い た 神 虹 な 呼び か け み 問い た . 
2 di oO 誰 も あな た の 性 
格 に つい 言 す る どど は で きま せん で し た コー ラジ ンジ の 0 の 0 こと ね 
ざと その 意 | は 次 の と お り で す 。 


「 Shahad Allah inhawu La-Ilaha Allah Alhu 」( 証 人 で ある 彼 以 
外 に 神 は あり ませ ん アツ ラー) 

アッ ラー が 道 を 広げ た と き 、 彼 は 道 を 歩み 、 そ の 光 の 中 を 何 年 
に も わた っ て 歩み 、 不 信心 か ら ア ッ ラ ー の 証明 に 達し まし た 。 彼 
は アッ ラー に 言っ た 彼 に 認め た 
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角度 で さえ 到達 で き な か っ た 場所 に 一 歩 で 到達 で きる よう な 力 
と 能力 。 

彼 は 、 プ ライ ド の た め に うん ざり し て いた の で 、 水 に 湧 れ た が 、 
湧 れ る こと は で き な か っ た と 言い まし た 。 そ の 後 、 彼 は 火 の 中 に 
飛び 込み まし た が 、 火 の 影響 は あり ませ ん で し た 。 彼 は 自分 自 
身 を 終わ ら せ る た め に 、4 か 月 と 10 日 間 の 負 館 を 始め まし た が 、 
死ぬ こと は で きま せん で し た . 彼 が 謙虚 さ に 従っ た と き 、 ア ッ ラ ー 
は それ を 受け 入れ 、 こ の 理由 で 彼 に 高い 地位 を 与え まし た が 、 
彼 は 彼 の 地位 に つい て 説明 する こと が で きま せん で し た 言葉 。 


彼 は 途中 で 止め られ 、 地 球 と 空 の すべ て の 生き 物 の 行為 を 
調べ 、 行 為 の 所 有 者 に つい て 知ら され た の で 、 す べ て の 行為 が 
彼 に と っ て 役に立た な いこ と を 発見 し た . 


その 時 、 彼 は 神 の 呼び か け を 聞い た 。 

: ア ブル ハサン 、 す べ て の 生き 物 の 行為 は あな た の 観察 で は 役 
に 立た な い の で 、 同 じ よ うに 、 あ な た の すべ て の 行為 の 価値 は 役 
に 立た ず 、 私 た ちの 前 で は 何 の 価値 も あり ませ ん 。」 

彼 は 彼 の 賛美 歌 で 祈っ て いま し た 。 あ あ : アッラー あな た は 一 
人 で 、 あ な た の 王国 で は 私 は あな た の すべ て の 生き 物 の 中 で 低 
いで す 」 

彼 は 、 ア ッ ラ ー の 前 に 大 地 、 空 、 山 の よう に 沈黙 し て 具体 的 に 
立つ こと が で き な い 人 は 、 そ の よう な 人 は 勇敢 な 人 と は 呼ば れ 
な いと 言い まし た . し か し 、 実 際 に は 、 彼 ら は 自分 自身 を 終え 、 彼 
(アッ ラー) の 人 格 を 覚え て いる の で 、 死 ん だ と 呼ば れ て いま す . 
彼 は 、 敬 上 庶 な 人 は 、 美 徳 の 属性 で ある た め 、 彼 を 敬 度 な 人 と 決し 

宣言 し て は な ら な い 人 で ある と 言い まし た アッ ラー。 


人 に な り た いな ら 、 一度 食 べ て 、 一 定期 間 人 負え させ る べき だ と 
言い まし た . の 
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ぶ 目 で し て 再び 彼 は = 0 4 ヶ月 間 魚 僚 を し な けれ ( ば な り 
ませ ん 。 再 び 一 度 食 べ る た め に 、 彼 は 一 年 間 錠 僚 を し な けれ ば 
な り ま せん 。 i その よう な 人 の 目 に 見 え 
な い 力 に よっ て 、 口 の 中 に へ ビ の よう な も の が 現れ 、 そ れ が 口 に 
移さ れ 、 そ の 後 、 食 糧 へ の 欲求 は な く な り ま す . に 必要 と され る 
彼 。 


が ん ば っ て 角 え 死に 、 腸 が 乾い た ら そ こ に 蛇 が 現れ る 。 そ れ で 
彼 は アッ ラー に 、 い か な る 情報 源 も 必要 と せ ず 、 ア ッ ラ ー が 彼 に 
与え た いと 望む も の は 何で も 、 そ し て それ は いか な る 情報 源 も な 
く 彼 に 与え られ る べき で ある と 祈っ た . だ か ら 彼 が 望む も の は 何 
で も 彼 に 直接 与え て くだ さい 。 こ の 祈り の 後 、 彼 の 胃 に は 香り の 
よう な 甘 さ が あり 、 散 香 より も 良く 、 蜂 密 よ り も 甘い . そ れ か ら 彼 は 
神 の 呼び か け を 聞い た .「 私 た ち は 彼 の 空腹 に 食物 を 提供 し 、 喉 
が 湯 い た と き に 水 が 利 用 で きる よう に し ます . 肝臓 。" 


上 記 の よう な 命令 が な か っ た 場合 、 彼 は 食べ 物 を 食べ 、 人 類 
が 知ら な い 水 源 か ら 水 を 飲み ます 。 彼 は 、 アッ ラー 以外 に 信頼 を 
赴 い て いる と 、 自 分 の 行い に 誠実 さ を 持 て な く な る と 言い まし た 。 


彼 が 人 類 を 離れ て 彼 ( ア ッ ラ ー) を 見 た と き 、 彼 の 努力 な し に 
誠実 さ を 発見 し まし た . 彼 の 無関心 と 観察 に より 、 彼 は すべ て の 
生き 物 の 知識 は 何 も な く 、 アッラー の 前 で は 一 粒 に 等 し い . 彼 の 
憐れみ を 観察 する と 、 彼 は 人 類 の すべ て の 罪 が 彼 の 慈悲 と 壮大 
さ の 前 に 何 も な いと いう 偉大 な 慈悲 深い こと を 発見 し まし た . 彼 
は 何 年 も の 間 、 ア ッ ラ ー の 事 に 驚い て 忙し か っ た と 言い まし た 。 
彼 の 
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知恵 は 取っ た アッ ラー か ら 離 れ た が 、 こ の 事実 に も か か わら 
ず 、 人 類 は 彼 を 賢い と 思っ た 人 。 


彼 は 地獄 が な く 、 天 国 は アッ ラー に よっ て 作ら れ 、 そ こ に アッ 
ラー の 愛好 家 が 何人 いる か を 調べ 、 地 獄 か ら 解 放さ れる た め に 
アッ ラー を 宗 拝 する 人 の 総数 を 調べ る こと が で きる と 語っ た . 彼 
は 人 類 を 心配 事 や 困難 か ら 解 放し 、 彼ら の 心配 事 や 困難 を 永 
遠 に 彼 に 与え 、 上 こそ の よう な 大 き な 重 荷 を 負う 力 を 与え て くれ 
る よう に アッ ラー に 祈っ て いた と 語っ た 。 彼 。 


彼 は 、 帽 子 は 天界 に あり 、 足 は 地下 に あり 、 片手 は 東 に あり 、 
も う 一 方 の 手 は 西 に ある と 語っ た . そ の 意味 は 、 ア ッ ラ ー が 地球 、 
空 、 東 西 の す べ て の 出来 事 を 彼 に 知ら せ 、 彼 (アッ ラー) が 彼 の 
に すべ て の ベー ル を 取り 除い た と いう こと で す . 彼 は アッ 
ー に 手 を 差し 伸 べ る よう に 言い まし た 。 多 く の 生 き 物 が いる よ 
に 、 彼 (アッ ラー) に 手 を 差し 伸 べ る 方 法 は た くさ ん あり ます 。 す 
べ て の 生き 物 は 、 能 力 と 力 に 応じ て 独自 の 道 を た どり ます 。 彼 は 
すべ て の 道 を た どり 、 す べ て の 道 が その 生き 物 で 忙し いこ と を 発 
見 し た と 言い まし た 。 彼 は 、 ア ッ ツラ ー と 彼 自 身 以 外 に 他 の 人 を 見 
うつ ける こと か で さき さ な い よう な 方 決 を 彼 に 示す よう に テツ フー に 
祈っ た と 言い まし た 。 そ れ で アッ ラー は 彼 に その よう ! に 示さ れ た 。 
し か し 、 彼 ら に は カバ ー す る 力 が な い の で 、 誰 も その 道 を た どる 
こと が で きま せん で し た それ 。 


常に 誠実 に 従う ベ べき だ と いう こと で す 。 そ の よう な 状態 で は 、 誠 
実 な 人 | よ 他 の 人 より も アッ ラー の 近く に いる こと が わか っ た か ら 
で す . 彼 は 、 勇 敢 な 人 は 、 世 界 が 彼 を 勇気 が な いと 思っ て いる 人 
だ と 言い まし た . 世 界 の た め に 勇敢 な 人 は 、 実 了 只 に は 勇敢 な 人 で 
は あり ませ ん 。 神 の 呼び か け を 聞い た と き 、 彼 は 言っ た の どれ 
の 彼 聞い た それ 「 お 一 : アブ ル 持っ て いま す 従う じ ぶ ん の 
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私 ( アッ ラー ) は 独り で あり , 常に 生き , 死 に 直面 する こと は 
な い . 私 の 王国 は 非常 に 強力 で あり 、 決 し て 終わ り を 迎え る こと 
は な い の で 、 私 の (アッ ラー の ) 禁じ られ た も の か ら 遠 ざけ る こと 。 
彼 は ワー ディ ニヤ ッ ト ( 神 の 一 体 性 へ の 信仰 ) に つい て 話し た と 
き 、 生 き 物 が 気づい て いな い 彼 の 周り の 地球 と 空 が 一 周 し て い 
る の を 見 た と 理 つ た 。 彼 は 神聖 な 呼び か け を 聞き まし た 。 そ の 中 

、「 生 き 物 は 彼 ( ア ッ ラ ー) か ら 天 国 を 求め て いま す が 、 実 際 の 
9 ろ 、 彼 ら は 信仰 の 付与 0 ) に 感謝 し て いま 
人 牙 味 は 、 恩 航 の お か げ な くし て 、 被 造物 ! ネネ アツ 

に 天国 を 要求 し て は な ら な いと いう こと で す 。 


彼 は 毎日 、 学 者 は より 多く の 知識 を 要求 し 、 神 秘 主 義 者 は よ 
り 多 く の 神 秘 主義 を 要求 する だ ろう と 語っ た . 彼 は 、 裁 き の 日 に 
彼 が 最初 に イス ラム 教徒 に 地獄 か ら の 救い を 和 勧め 、 そ の 後 彼 が 
天国 に 向かっ て 進む こと を 知っ て いる べき で ある その よう な 人 だ 
けが 彼 と 会 う ベ べき で ある と 言い まし た . こ の 問題 に 信仰 を 持た な 
い 者 は 、 彼 の 方 に 来 て サラ ー ム を 伝え る べき で は あり ませ ん 。 彼 。 


を 死な せ た よ うな も の を 彼 に 与え た と 言い まし た 。 そ し て この 後 、 
アッ ラマ ラー は 彼 に 死 の 疑い の な い 人 生 を 与え る で し ょ う 。 彼 は 、 ネ 
イシ ャ ブー ル の 学識 ある 人 々 の 前 で 何 か を 言う な ら 、 彼 ら は 説教 
を や め て 説教 壇 を 去る だ ろう と 言い まし た 。 彼 は 生き 物 と 創造 主 
と 休戦 協定 を 結ん で お り 、 戦争 は な い だ ろ うと 言い まし た 彼ら 。 
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彼 は 、 生 き 物 の 危険 を 感じ な いな ら 、 バ ヤジ ッ ド の 地位 と レベ 
ル に 達し た と いう 事実 を 表明 し 、 バ ヤジ ッ ド が アッ ラー に 言わ れ 
i 言い まし た . 彼 は さら に 、 バ ヤジ ッ ド の 考え が 
名 達し た 場所 に も 到達 し た と 語っ た . 


彼 は アッ ラー が 彼 に 多く の 地位 を 与え た と 言い まし た バ ヤ ジッ 
ド 


. バ ヤジ ッ ド が 言う よう に 、 彼 は 旅行 者 で も 地元 の 居住 者 で も あり 
ませ ん 。 し か し 、 彼 ( ア ブル ・ 2N サ ジョ カル クニ) し は 、 條 は アウ ラー 
の ワ ヒ ダニ アト ( 神 の 統一 へ の 信念 ) の 居住 者 で あり 、 彼 は 一 体 
と な っ て 旅 を する と 語っ た 。 彼 は 、 ア ッ ツラ ー が 彼 を 彼 の 虚栄 心 か 
ら 博 ざけ た 日 か ら 、 そ の 時 か ら 天 国 が 彼 を 望ん で いて 、 地 獄 が 彼 
か ら 遠 ざか っ て いる と 語っ た . 


に 与え られ た 地位 と 地位 ( こつ いて 話し まし た 。 そ こ か ら 地 獄 と 
天国 が 通過 する 場合 、 彼 ら は 両方 と も そこ で 住民 と 一 緒 に 終わ 
り ま す 。 彼 ( は 生き 物 が 創造 者 と 創造 物 と 相互 に に 関連 する も の を 
表現 する だ ろう と 言い まし た . し か し 、 彼 は アッ ラー と 話し た いこ 
と を 表現 し て いま す 。 彼 は 両親 が 預言 者 アダ ム ( 彼 に 平安 あれ ) 
の 種族 に 属し て いる た め 、 彼 ら は 人 間 ま た は アド ミ と 呼ば れ て い 
る (その 意味 は 預言 者 アダ ム ( 彼 に 平安 あれ ) か ら の も の で あり 、 
彼 の 地位 と 地位 は アダ ム ( 彼 に OC 
人 こい る ) そ し て 男 は そこ に 見 つか ら な い . 彼 は バ ヤ ジッ ド 

こ 、 彼 が あら ゆる 状況 で 生き て いる の を 見 つけ た と 語っ た . 彼 が 
ラン か ら 次 の 節 を 読ん だ と き 、 そ の 意味 は 次 の と お り で す . 
続き ます 。 


(っ sm y タツ 私.(") ロ | た し ゃ れ 


ーー $a あな た 主 よ 
£ a Ri 


厳し いで す 。 (スー ラ ・ ア ル ・ ブ ル ジ ュ の 第 11 節 ). こ の 点 で 、 彼 
は アッ ラー の 六 は 生き 物 に 対し て 上 厳し い が 、 の 衣服 の アッ 
ラー は また より 強く より も 船尾 の アッ ラー 。 彼 
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彼 の 心 の 中 で 、 世 界 の 誰 も が そこ に 到達 で きず 、 そ の 深 さ を 発 
見 で きず 、 II 
配 が ある と 語っ た そこ の 


彼 は 審判 の 日 に 、 ア ッ ラ ー は 彼 を 呼ん で 役 に 近づき 、 役 が そこ 
で 何 を 要求 する か を 尋 4 る だ ろう と 彼 は 言い まし た . 彼 の 死 の 際 
に 彼 の 墓 を 訪れ た 人 々 、 そ し て 彼 の 名 前 を 聞い た か どう か に か 
か わら ず 人 々 の た め に 。 そ の 時 、 彼 (アブ ル ・ ハ サン ) は 世界 で 彼 
の 命令 に 従っ た の で 、 ア ッ ラ ー 0 0 
それ か ら ア ッ ラ マラー の 命令 に より 、 そ れ ら の 人 々 は 皆 そ こ に 連れ て 
行か れる で し ょ う 。 . 


その 瞬間 、 預 言 者 は 彼 に 、 望む な ら 彼 の 前 に 場所 を 提供 する 
だ ろう と 彼 に 言う だ ろう が 、 彼 ! は 彼 に 答え る だ ろう 、 彼 は 世界 で 
彼 に 従っ た よう に 、 こ こ で も 彼 に 従い 、 従 順に な る だ ろう そこ の 。 


それ か ら ア ッ ラ ー A こよ り 、 天 使 た ちら は 彼 ( ア ブル ・ ハ サ 
ン ・ カ ルカ ニ ) が そこ に 立っ た 光 の 床 を 広げ ます . 預 言 者 は その よ 
I その 記録 破り 者 は 世界 に 
生ま れる こと は で きま せん で し た 。 あ な た の ゲス ト で す が 、 彼 は 
(アブ ル ・ ハ サン ・ カ ルカ ニ ) 私 の 名 誉 の ゲス ト で す . 彼 は 、 彼 の 
言葉 を 聞い た 人 、 ま た は 後 で 聞く 人 に 、 そ の よう な 人 の 最低 の 立 
場 は 、 彼 ら が 何 の 責 任 も 負わ ず に 裁き の 日 に アッ ラー に よっ て 
許さ れる こと で ある と 言い まし た . . 
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彼 は 、「 あ あ 、 あ な た の 預言 者 アッ ラー は 彼 に 説教 し まし た が 、 
彼 は 聖なる 預言 者 以外 の すべ て の 創造 物 を 説き まし た 。」 彼 は 
審判 の 日 に 、 被 造物 間 の 関係 は 絶た れる が 、 ア ッ ラ ー と の 関係 
は 断 た れ な いと 語っ た 。 


審判 の 日 に は 、 す べ て の 聞 言 者 が 光 の 説教 台 に 座り 、 敬 虚 な 
人 が 光 の 椅子 に 座り ます 。 


し か し 、 ア ブル ・ ハ サン は ワン ネス の 床 に 座り 、 そ こ か ら ア ッ 
ラー を 見 ます 。 彼 は 、 ア ッ ラ ー の 近 さ は 場所 を 覆う こと に よっ て 発 
見 され ず 、 奴 隷 は 彼 が アッ ラー か ら 得 た も の は 何で も 返還 する 
べき で ある と 語っ た . そ の 意味 は 、 こ の 状況 で アッ ラー の 個性 が 
彼ら に 知ら れる た め 、 自 分 自身 を 終わ ら せ る こ と で す . 役 は , 彼 
の ( アッ ラー) 以 外 に 彼 の 謙虚 さ が 存在 し な い 立場 を 彼 
に 与え な い よう に アッ ラー に 祈っ た と 言っ た . 面 前 。 


、 苦 痛 に 従事 する その よう な 人 か ら 生 き 物 が 遠ざかる と 言い ま 
し た 。 彼 は 、「 あ あ 、 ア ッ ラ ー は いつ も あな た (アッ ラー) を 苦し め て 
いま し た が 、 あ な た は 彼 の 近く に いる の で 、 彼 は この 件 で 感謝 の 
気持 ち を 表す こと が で きま せん で し た 」 . あ あ : アッ ラー、 彼 は あ 
な た の 道 で 彼 の すべ て の も の を 犠牲 に し 、 ま た あな た (アッ ラー) 
に 属す る も の を 使い 果たし まし た 。 ああ : アッ ラー、 あ な た だ けが 
残る よう に 、 私 の 存在 を 終わ ら せ て くだ さい 。」 彼 は 40 歩 を 通過 
し 、 彼 の 最初 の 一 一 歩 は 空 か ら 冥界 へ の 移動 で あり 、 こ の 件 に 関 
し て 彼 が 知ら な い 他 の 残り の 歩数 に つい て 語っ た 。 彼 は こう 言 
いま し た 。 あ あ : アッ ラー の 多く の 人 は 、 和 祈り と 誠実 さ 、 メ ッ カ 巡 
礼 (マカ と マデ ィ ナ の 巡礼 ) と ジハード (宗教 戦争 )、 知 識 と 聖職 
を 好み ます が 、 他 の 人 を 好き で は な く 、 あ な た の よう な 人 を 好き 
に させ て くれ ます 。 (アッ ラー) 
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それ だ け 。 あ あ : ア ッ ラ ー は 私 が あな た の (アッ ラー) の 名 前 を そ 
の 必要 性 を 持っ て 呼ぶ よう な 人 に 会 うこ と を 許し て くれ ます 。 人 。 


、 ア ッ ラ ー の た め に 命 を 落と し た 列 教 者 の グル ー プ が ある だ ろ 
うと 理 つ っ た . し か し 、 彼 は そこ で 狗 教 者 と し て 育て られ 、 彼 の 地位 
と 地位 は 上 記 の 痢 教 者 グル ー プ 以上 の も の と な る で し ょ う 。 情 
熱 の 剣 で 殺さ れ た か ら アッ ラー。 


彼 は 、 彼 の 痛み は 彼 の 人 生 の 終わ り ま で 生き 続け る ほど の 痛 
み の 人 で ある と 言い まし た . 彼 は 、 祈 り と 断食 を 厳守 する 人 は た く 
さん いる が 、 田 敢 な 人 は 、 彼 の 行為 の 本 に 何 も 書か れ て いな い 
よう な 方 法 で 60 年 間 の 人 生 を 過ごし 、 そ の よう な 僅 大 な 地位 を 
得 て 、 ア ッ ツラ ー を 悔やみ 、 努 力 を 尽く すべ き 立 場 謙虚 。 


彼 は 、 イ スラ エル の 共同 体 に は 2 人 の 人 が いて 、1 人 は 1 年 
間 ひ れ 伏 し 、 も う 1 人 は 2 年 間 ひ れ 伏 し て いた と 語っ た 。 し か し 、 
預言 者 ムハンマド ( 彼 に 平安 あれ ) の ウン マト ( 国 ) で の 1 分 間 の 
思考 と 観察 は 、1 年 と 2 年 の 衰弱 より も 優れ て いま す 。 


彼 は 、 あ な た の 心 が 世 界 の 潮流 に 向かっ て 動い て いる こと に 
| そこ か ら 火 が 発生 し 、 そ の 中 に 入る と あな た は 灰 
に な り 、 そ の 灰 か ら 一 本 の 木 が 生え 、 そ の 木 の 上 に 存在 の 果実 
で あり 、 そ れ を 食べ る と 、 ワ ヒダ ニア ト ( 神 の 一 体 性 へ の 信念 ) で 
全滅 し ます 。 彼 は 、 ア ッ ラ ー が その よう な 人 々 を 創造 し 、 そ の 心 が 
Touhid( 神 の 団結 ) の 光 で 盛 発 され て いる こと 、 そ し て 空 と 地球 
Oo 合格 か ら それ ライ ト 仕方 それ か ら そ 
ES RE その よう な 
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その 意味 は 、 ア ッ ラ ー は 、 ア ッ ラ ー の 上 大 振 に 忙し く 、 他 の こ 
に まっ た く 関 心 の な い 人 々 を 創造 し た と いう こと で す 。 


彼 は 、 敬 上 庶 な 人 の 心 の 中 に ある 秘密 が そこ に ある と 語っ た . も 
し 彼ら が それ を 明らか に する な ら 、 | は この 問 
題 に 直面 する だ ろう . 彼 は また 、 ア ッ ラ ー が その よう な 人 ん 々 を 創造 
し た と 言い まし た . 彼 ら が 毛布 で 寝 て いて も 、 月 と 星 の 動き を 見 る 
こと が で きま す . 天 使 た ち は 、 生 き 物 の 善行 と 悪行 の 記録 の 詳細 

空 に 持っ て 行き 、 そ の た め に 毛布 か ら 見 る こと が で きま し た 。 
アッ ラー は その 優し さと 憐れみ に より 、 彼 ら の た め に すべ て の 
ベー ル を 取り 除い た か ら で す 。 


彼 は 、 彼 の (アッ ラー) 友 人 に 到達 する と 、 夢 中 の 世界 で 迷子 
に な る だ ろう と 友人 に 言い まし た 。 彼 は 、 魂 の 例 は 雄鶏 の よう な 
も の で 、 そ の 片 翼 は 東 に あり 、 も う 片 謀 は 西 こ あ り 、 そ の 階段 は 
地下 に ある と 語っ た . 彼 は 、 心 に 救い を 求め る 人 は 友情 に は 向い 
て いな いと 言い まし た 。 それ 。 


彼 は 、 敬 度 な 人 々 の 秘訣 は 、 彼 ら が 両方 の 世界 で 自分 自身 を 
明らか に し て は な ら ず 、 ま た アッ ラー が 彼ら を 誰 に も 明らか に し な 
いこ と で ある . 彼 は 、 ア ッ ラ ー が 預言 者 モー セ ( 彼 に 平安 あれ ) に 
あな た は 彼 に 会 う ベ き で は な いと 言っ た と 言っ た の で 、 こ の 間 題 
で 彼 ( ア ッ ラ ー) を 見 る こと を 敢えて し 、 ラ ン ・ タ ラニ (預言 者 モー 
セ へ の 神 の 応答 ( 彼 に 平安 あれ ) ) こ れ ら の 言葉 と その 意味 は 
次 の と お り で す : あな た は 私 を 見 る こと は あり ませ ん (コー ラン 7: 
143 )、 そ の よう な 人 々 の 舌 は 、 彼 (アツ ッ ラー) を 見 た いと 思っ て い 
ぬ の で 、 邊 (アッラー) に よう て 目 め られ まし た 。 


彼 は アッ ラー が 敬 上 庶 な 人 々 の 心 ! 0 
と 言っ た それ も し も いく つか の 小さ な 粒子 の それ 意思 
れ 開示 され た に 


233 


クリ エー ショ ン は それ を 見 て 完成 し ます 。 アッラー ご 自身 が 彼ら 
の 面倒 を 見 て くだ さる の で 、 彼 ら は その よう な 重い 負担 に 耐え る 
こと が で きま す . ア ッ ラ ー が 彼ら の 面倒 を 見 て くれ な いな ら 、 彼 ら 
の 体 の 部 分 は 粉々 に な り 、 彼 ら は その よう な 重 人 荷 に 耐え る こと が 
で き な く な り ま す . 


彼 は 、 ア ッ ラ ー の 敬 度 な 人 が 彼 ( ア ッ ラ ー) を 呼ぶ と き 、 烏 や 動 
物 は この 間 題 で 沈黙 し 、 鳥 や 動物 が アッ ラー の 記憶 に 忙し か っ 
た 時 は 、 宇 宙 Ml この 理由 に より 、 宇 宙 は 揺れ 始め ま 
す 。 敬 上 度 な 人 に は 、 次 の 事柄 で 天使 が 恐怖 に 直面 する こと が 3 
回 あり ます 。 


1 オン の 天使 の 死 そ の 上 取る 魂 の の 人 類 。 


2 天使 キラ マン と カテ ィ ビ ー ン に よる 人 類 の 行為 の 当時 の 
エン トリ ー。 行為 )。 

3 天使 ナ キ リー ン に よる 墓 で の 尋問 時 。 ( 二 人 の 天使 が 墓 の 
中 で 男 に 彼 の 信仰 に つい て 質問 し て いる . )。 


彼 は 、 ア ッ ラ ー の 慈悲 と 憐れみ に より 、 預言 の 声 が 彼 ( ア ッ 
ラー) に よっ て 彼 の 奴隷 に 与え られ る の で 、 彼 ら が 何 か を 言う と 
すぐ に 起こ る と 言い まし た 。 彼 は 、 ア ッ ラ ー と の 共存 と いう 彼 の 信 
念 が 彼 と 共に 完成 され る まで 、 彼 の 努力 を 止め な か っ た と 言い 
まし た . 彼 は 創造 物 か ら 遠 ざけ られ た と 言い まし た が 、 創 造物 は 
無力 で 何 も で き な い こと を 知り まし た 。 


彼 は 、 天 使 キ ラマ ン と カテ ィ ビ ー ン (男性 の 善 と 行い を 記録 す 
る 2 つの 角度 ) が 無力 に な り 、 人 々 の 行為 が 人 類 
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アッ ラー 以外 に 開示 し て は な り ま せん 。 も し あな た が この よう に 
人 生 を 過ごさ な い の で あれ ば 、 天 使 キ ラマ ン と カテ ィ イィ ビーン ( 男 
性 の 善 と 行い を 記録 する 二 つ の 角度 ) が 夜 と 終始 義務 か ら 解 
放さ れる よう に 、 夜 は アッ ラー を 崇拝 する こと に 忙し く 過 ご し て く 
だ さい 。 ア ッ ラ テー 以外 の 誰 も あな た の こと を 知ら な い 夜 . 彼 は 、 角 
度 キ ラマ ン と カテ イィ ビー ン (男性 の 善 と 行い を 記録 する 2 つの 
角度 ) が アッ ラー の 法廷 に 現れ 、 そ の 人 が 悪い こと を し て 良い 行 
い を し た と 報告 する の は 、 最 も スタ イル の 悪い こと だ と 言い まし 
た 。 行為 。 


彼 は 、 敬 度 な 人 々 の 幸福 と 悲し み は ア ッ ツラ ー か ら の も の で ある 
と 語っ た 。 彼 は 人 類 以 外 の アッ ラー と 関係 を 持つ よう に 言い まし 
だ 、 が せ ぜ な ら 、 ア ッ ツラ ラー 以外 に 天 き な 友人 は いない の で 、 友 人 
(アッ ラー) と の 関係 だ けが 保 た れ て いる か ら で す 。 彼 は アッ ラー 
が 何人 か の 人 々 に 彼ら が メッ カ を 訪問 し 、 そ こ か ら 一 晩 だ け で 
戻っ つて くる 力 を 与え 、 何 人 か の 人 々 が この 距離 を た っ た 1 分 で カ 
バー する と 語っ た . 彼 は 、 ア ッ ラ ー が 人 間 を 創造 物 か ら 引 き 離 す 
と き 、 人 間 は 創造 物 に つい て 自由 に 考え る こと が で き 、 そ の 状況 
で は アッ ラー は 人 彼 CT i 
アッ ラー が 何人 か の 人 に 素晴らし い 位 置 を 与え て 、 その 位置 か 
ら す べ て の 場所 を 観察 050 こし 、 何 人 か の 人 が 素晴らし い 
位置 を 得 て 、 タ ブレ ッ ト の 詳細 を 見 る こと が で きる と 言い まし た . 
彼 は 人 生 を 多く の 学識 ある 人 々 に 奉仕 し て きた が 、 私 の ムル 
シッ ド ( 霊 的 指導 者 ) は アッ ラー で ある た め 、 誰 の 弟子 に も な れ 
な が っ うっ た と 語っ た 。 

何人 か の 賢明 な 人 が 彼 に 、 知 恵 と 信仰 と マリ ファ ッ ト ( ア ッ ラ ー 
の 知識 ) の 違い は 何 か を 説明 する よう に 頼ん だ の で 、 彼 は その 
人 に 、 最 初 に これ ら の 色 を 知ら せ て も ら う よう に 頼ん だ 
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彼 を 可能 に する も の に を 説明 する この 件 で の 立場 。 だ か 
ら あ の 人 が 始め た 鳴 咽 する 。 


何人 か の 人 々 は 彼 に アッ ラー の 方 を 向く 人 に つい て 尋ね まし 
た 。 彼 は 預言 者 の 後に 、 こ の 地位 は 預言 者 以外 に 与え られ な い 
の で 、 誰 も この 地位 に 就く こと が で き な い と 語っ た . アッ ラー。 


彼 は 、 敬 上 度 な 人 々 は 、 こ の 問題 に つい て 世界 が 知ら な いよ うな 
方 法 で 世界 を 去る べき で ある と 語っ た . 彼 ら ( 創 造物 ) が 知っ て い 
る 創造 物 へ の 愛着 の た め に 彼ら 。 


彼 は 、 区 上 庶 な 人 は 自分 の 地位 や 立場 に 従っ て 人 類 と 話 を する 

6 は な く 、 人 類 の 立場 に 従っ て 話す べき だ と 言い まし た 。 彼 

は 、 一 部 の 人 は 何 か を 知っ て いる と 言う が 、 実 際 に は 知ら な いと 
それ 。 


NN と き 、 ア ッ ラ ー は 慈 韻 に よっ て 彼ら に 
すべ て を 明らか に し 、 ア ッ ツラ ー は 彼ら に マラ ファ ト の 高 さ を 与え ま 
すす (知識 デア ツラ フス =)。 


彼 は 、 誰 も 彼 の 知恵 と 思考 に よっ て アッ ラー を 知る こと は で き 
な いと 言い まし た . 彼 の 既知 の 知識 の た め に 、 彼 の 知識 が これ 。 


彼 は 敬 度 な 人 は 死ぬ 前 に アッ ラー に 近づく べき だ と 言い まし 
た 。 彼 は 心 の 最高 の 患者 と は 、 ア ッ ラ ー の 記憶 の 中 で 忍耐 強く 
な る 人 で あり 、 彼 (アッ ラー) の 記憶 の た め に 彼 ( ア ッ ラ ー) の 愚 
者 に な る 人 で あり 、 そ うす れ ば 彼 は 健康 ( ON 真 の 
崇拝 者 に 対し て 、 アッ ラー は 観察 の た め に 予約 され て いる すべ 
て の も の の 観察 を 許可 し 、 彼 (アッ ラー) は また 、 聞く の に 良い も 
の を 彼ら に 提供 する と 言い まし た . 彼 は 言っ た アッ ラー の 道 で 
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神秘 主義 の 勇敢 な 人 々 の バザー ル と 呼ば れる バザー が あり 、 そ 
0 その よう な 場所 で は 神秘 的 な 人 々 が 

こ に 到達 し 、 そ の 場所 に と どまり ます . 美 し い 個 性 の 詳細 は 以 
DD 続き ます 。 


1. カ ラマ ッ ト (奇跡 )。 
2. ア タッ ト (誠意 )。 

3. リ ヤ ザ ッ ト ( 神 秘 的 な エク 
ササ サイ)。 4 エバ ダッ ド ( 守 
拝 )。 

5. ズ ハー ド ( 神秘 主義 )。 


彼 は 世界 に 向け て 、 宗 教 と 天国 の 次 沢 は その よう な も の で あ 
り 、 こ れ ら の こと を 好む 人 は アッ ラー か ら 離 れ 、 そ の た め に アッ 
ラー の 近く に いる こと は 決し て な い だ ろ うと 語っ た . で すか ら 、 人 
は 人 里 離 れ た 場所 で アッ ラー を 崇拝 し 、 人 類 を 離れ て ひれ 伏し 、 
慈悲 の 海 を 覆う べき で す 。 彼 は アッ ラー 1 
彼 の ワ ハ ダ ニア ト ( 神 の 一 CE こ 迷 い 込 み 、 彼 の 存 
在 を 終わ ら せ る べき で す . 彼 は 、 知 識 に は 次 の よう な 2 つの 名 前 
が ある と 言い まし た 。 続き ます 。 


RA コラ ェ AR) 。 
2. バテ ィ ー ニ ( 最も 内 側 )。 


ザ へ ヘリ (マニ フェ スト ) 知識 は ザ ヘ リ ( マ ニ フ ェ スト ) の 学識 者 に 
関連 し 、 バ ティ ー ニ (内 奥 ) 知 識 は バテ ィ ー ニ (内 奥 ) の 学識 者 に 
関連 し ます 。 し か し 、 最 も 内 な る 知識 より も 優れ た 別 の 知識 が あ 
り 、 こ の 知識 は アッ ラー の 隠さ れ た 秘密 に 関連 し て いま す 為 に 
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人 類 と 被 造物 は この こと に つい て 全く 知ら な い 案件 。 


彼 は 、 世 界 を 要求 する 人 、 そ し て その よう な 人 に と っ て 、 世界 は 
彼 の 支配 者 に な る だ ろう と 言い まし た 。 世 を 去る 者 、 そ の 者 が 世 
界 の 支配 者 と な る 。 彼 は 、Fakir (貧困 ) は 世界 と 宗教 か ら 離 れ て 
いる 人 で あり 、 こ れ ら の こと は Fakir (貧困 ) の 立場 で は 最も 少な 
く 、 こ れ ら の 2 つの こと は 心 と 関係 が な いか ら だ と 語っ た 。 彼 は 
アッ ラー が 予定 時 刻 の 前 に 祈り を 要求 し な いと き は 、 ア ッ ラ ー に 

生計 を 要求 する こと を 人 避け る べき で ある と 語っ た . 前 進 。 


彼 は 、 も し 彼 が 状態 を 知っ て いれ ば 、 そ れ は 状態 と は 呼ば れ 

ず 、 知 識 と 呼ば れる だ ろう か ら 、 そ の 人 の 状態 は 本 人 に は 分 か ら 
な が いと 語 つ だ 。 條 は 、 ア ッ ツラ クー が どの グル ー プ の どの 人 に こも 成功 
を 与え た いと 思っ て いる と き 、 そ の 人 の た め に 、 ア ッ ラ ー は グル ー 
ブ 全 体 に 許し を 与え る と 語っ た . 彼 は 、 彼 ら が 預言 者 の 後継 者 で 
ある と いう 学識 ある 人 々 の 主張 は 正しく な いと 述べ まし た 。 な ぜ 
な ら 、 実 際 の 後継 者 は 、 彼ら が 最も 深い 知識 を 得 た 区 度 な 人 々 
で あり 、 彼ら は 次 の よう に 言及 され て いる 預言 者 の 多く の 資質 を 
持っ て いる か ら で す 。 


1. 困 鑑 と 寛大 さ 。 
2. 信 頼 と 誠実 . 


また の 預言 者 の こと に 従う る 
れ は それ ら で 利 用 で き ます 。 


1. 彼ら いつ も 使用 済み に 忙し い 彼ら 自身 の の の 観察 
パク クー トニ 
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2. 彼ら 考え る 良い と 悪い 行為 か ら アッ ラー。 _ 

3. 彼ら 持っ て る 忍耐 の 上 良い と 悪い も の 。 

4. 彼ら 行う いいえ 持っ て る 多く の 関係 と の 人類 。 
5. 彼ら は 常に 時 間 茂 守 で す 住ん で いま す 。 


6. 彼ら は する いい え 恐 れる _ の ORD 
な を 使用 する も の 人 類 が 持っ て いる 恐れ の 彼ら 
の 人 生 。 


7. 彼ら 行う いい え 持っ て る 期待 か ら の その よう な も の 
どれ で の 人 類 予想 か ら それ ら の も の . 


この よう な 種類 の 上 記 の も の は 、 ア ッ ラ ー の 敬 虚 な 人 々 に 見 られ 
ます 。 こ の た め 、 彼 ら は アッ ラー の 預言 者 の 真 の 正しい 後継 者 と 
呼ば れ て いま す 。 彼 は 預言 者 を 岸 の な い 海 と 表現 し 、 そ の 一 滴 
が そこ か ら 出 て きた ら 、 宇 宙 全 体 が 湧 れ て いた だ ろう . それ 。 


彼 は 、 あ な た の 多大 な 努力 に も か か わら ず 、 あ な た が アッ ラー 

に 良く な い の は 事実 で あり 、 し た が っ て 、 こ の 問題 に つい て 主張 
すべ き で は な いと 言い まし た . そ の 2 あな た の 主張 は 虚 
偽 で 無効 に が る か ら で す 。 彼 は 、 ア ッ ラ ー に 何 を 求め る べき か 、 
魂 、 地 位 、 地 位 の 奴隷 に な か ら な いよ うに と 言い まし た 。 審 判 の 日 
に すべ て の 創造 物 の 間 に 敵 意 が あり 、 私 た ちの 敵 は アッラー で 
あり 、 彼 が 敵 に な る 場合 、 審 判 が 不可 能 に な る の は 事実 だ か ら 
で 


彼 は 、 あ な た が アッ ラー 以外 の も の を 要求 する な ら 、 ア ッ ラ ー と 
共に 崇高 な 勇気 の 証拠 を 提出 し な けれ ば な ら な いと 言い まし た 。 
彼 は 、 酔 っ 払っ た 人 は そう いう 人 で あり 、 彼 ら が 愛 の 飲み 物 を 飲 
むと 、 彼 ら は な る だ ろう と 言い まし た 無意識 。 


彼 は 、 来 世に 何 か を 持っ て 行き た いと 思っ て いる 人 た ち に 言 
いま し た ( 別 の 世界 ) これ か ら 世界 どれ の は 適切 そこ の . 
し か し 
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全滅 以外 何 も な い 良い で す 適切 そこ の 。 彼 
は リー ダー が すべ て を カバ ー す る 人 で ある と 言い まし た 方 法 。 


彼 は 、 少 な く と も すべ て の シャ リー ア (イス ラム ) 法 が 完成 する 
OCC CN そし て 、 私 た ち 
は 戒め の 勧告 と 命令 の た め に 知る こと が で きる よう な 知識 を 
計っ つて いる べき で す ぞ の よう な 信念 ば 、 PO 

の 運命 に 従っ て いる こ 本 そし て それ が 私 た ちの た め に 予約 され 

て お り 、 そ れ が 私 た ち に 利用 可能 で ある こ と を 2 る の の 
a A 私 た ちの た め に 留保 され た 生 
存 の た め に アッ ラー に 感謝 する の に 十分 で あり 、 そ れ 以 上 の も 

(0, dR 


彼 は 、 ア ッ ラ ー が 別 の 世界 で 彼 の 地位 と 地位 の た め に 誰か に 
別 の 世界 で 最高 の 場所 を 与え る な ら 、 彼 の 友人 も そこ で 彼 の よ 
うな 偉大 で 優れ た 地位 を 得る こと を 望ん で は いけ な いと 言い ま 
し た . 彼 は 、 あ な た が 天 と 地 を 知り た いと 思っ て いて 、 ア ッ ラ ー の 

人 格 か ら ア ッ ラ ー を 知り た いと 思っ て いる な ら 、 あ な た は この 問 
題 で 成功 し な い だ ろ うと 言い まし た . し か し 、 信 仰 の 光 の 助け を 
借り て 、 あ な た は 彼 ( ア ッ ラ ー) を 見 つけ て 彼 を 手 に 入れ る こと が 
で ミミ ます ツー)。 


彼 は 、 小 川 の 代わ り に 川 か ら 渡 っ て 、 水 の 代わ り に クー ン ジ 
ガー (大 変 な 苦痛 に 苦し む ) を 飲む お よう に 言い まし た 。 そ こ か ら 深 
い 愛 で 渡さ れ ま し た 。 彼 は 、 善 行 の 記憶 の 時 に 空 か ら 白 い 雲 が 
落ち 、 ア ッ ラ ー の 記憶 の 時 に 愛 の 緑色 の 雲 が 空 か ら 落 ちる と 言 
われ まし た . し か し 、 善行 の 記憶 は 、 一 般 の 人 に と っ て は 恩 鶴 で 
す が 、 特 別 な が 人 に と っ て ( は 不 注意 で す 。 彼 は 次 の 3 人 を 除い て 、 
他 の すべ て の 人 が 不平 を 言っ て いる と 語っ た イス ラム 教徒 。 
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1. アッ ラー 文句 を 言わ な か っ た ムスリム 。_ 
2. の 預言 者 は 決し て 不平 を 言わ な か っ た ムスリム 。 
3. ムスリム は 他方 に 文句 を 言わ な い ムスリム 。 


彼 は 次 の よう に 種類 の 旅 が ある と 言い まし た 。 
1. の 旅 の の 足 。 
2. の 旅 は ハー ト 。 
3. の 旅 は 男気 。 
4. の 旅 の _ 見 て 。 
5. 完成 品 の 旅 魂 。 


彼 は アッ ラー の 区 プ 度 な 人 々 の 地位 と 地位 を 知る た め に エン ペリ 
アン を 見 て 、 彼 ら は 皆無 関心 な タイ プ の 敬 上 度 な 人 で あり 、 そ の よ 
うな 無関心 が 彼ら が そこ に 着い た 彼ら の 最高 の 地位 の 原因 で 
あり 、 そ の よう な 地位 が 与え られ る こと を 発見 し た と 言い まし た . 
克 度 な 人 々 が 清 さ を 守る 時 、 ア ッ ツラ ー に か け て アツ ラー。 

彼 は 、 何 千 和 人 も の 人 々 が シャ リア ッ ト (イス ラム ) 法 に 従い 、 そ 
の 中 の 1 人 が 非常 に 大 き な 地位 を 得 て 、 シ ャ リア ッ ト (イス ラム ) 
法 が 巡回 する だ ろう と 語っ た 。 彼 。 

彼 は アッ ラー が 敬 度 な 人 の た め に 99 の 世界 を 創造 し 、1 つの 
世界 の 幅 は 東 か ら 西 まで 、 天 界 か ら 冥 府 ま で で ある と 語っ た 。 他 
の 約 98 の 世界 の 記述 は 非常 に 困難 で 困難 な 作業 で あり 、 そ れ 
ら に つい て 記述 する 能力 は 誰 に も あり ませ ん 。 彼 は 敬 虚 な 人 の 
例 は 日 の 光 の よう な も の だ と 言い まし た . 昼 は 太陽 を 必要 と する 
が 、 敬 上 庶 な 人 に は 太陽 が 必要 な いよ うに 、 暗 い 夜 に は 月 が 必要 
だ が 、 敬 虚 な 人 は それ を 必要 と し な い . 月 や 太陽 より も 多く の 光 
を 持っ て いる た め 、 彼 ら 自 身 。 


人 道 の 距 離 は 短く な る と 彼 
言い まし た . 彼 は 、 ア ツラ ー は 敬 度 な 人 々 の 心 に 視覚 の 光 を 
0 な 個性 こ な ら な く な る まで 増加 
する と 言い まし た . 彼 は 、 ア ッ ラ ー は 人 々 を ご 自分 自身 に 招待 し 、 
彼 ( ア ッ ラ ー) は 、 0 ) が 好き な 人 へ の 優し さと 慈悲 の た 
に 、 彼 ら の た め に 道 を 広げ る だ ろう と 言い まし た . 彼 は 、 知 識 の 
助け を 借り て ボー ト を 湧 死 か ら 救 わな い 船 員 は いな い だ ろ うと 
語っ た . 千 人 が そこ に や っ て 来 て 、 す で に そこ で 泥 死 し まし た が 、 
アッ ラー の 個性 は 残っ て いま し た 仔 在 し まし た 。 

彼 は 裁き の 日 に 、 預 言 者 が 天国 に 行っ て そこ の 生き 物 を 調べ 、 
プ の 人 々 を 見 て 、 に れ ら の 人 々 が 言 で わる か を アッ 

っ た . そ し て 、 彼ら が そこ に 到達 し た 方 法 。 ア ッ 
ラテ 本 に 生涯 を 終え た 人 々 の この グル ー プ は 、 こ の 理由 の 

こめ に 、 誰 も 彼ら を 見 る こと が で きず 、 発 見 で き な い よう な 方 法 
で 天国 に 引き 継が れる か ら で す 。 彼ら 。 

彼 は 、 ア ッ ラ ー に 向かっ て 到達 する 1000 の 目標 が あり 、 そ の 
最初 の 目標 は 奇跡 で あり 、 こ の 場所 か ら 、 勇 気 の な い 人 は そこ 
か ら 先 の 旅 に 出る こと が で きず 、 こ の た め 、 彼 ら は 先 の 目標 か ら 
遠ざかる と 言い まし た 。 の 彼ら 。 

彼 は 、 ガ イダ ンス と 人 逸脱 は どちら も 異な る 方 法 で ある と 述べ ま 
し た 。 導 く 道 は アッ ラー に 向かい 、 人 逸 腕 す る 道 は 人 か ら ア ッ ラ ー 
に 向かう 。 そ れ で 、 ア ッ ラ ー に 到達 し た と 主張 する 人 が 正しく な く 、 
この 問題 で 嘘つき で ある 場合 . そ こ に た どり 着い た と 言う 人 が い 
る と すれ ば 、 そ の 人 は ある 程度 正しい 。 

彼 は アッ ラー を 見 つけ た 人 に 、 彼 は も う 存 在 し な い だ ろ う が 、 彼 
は 終わ っ て いな い だ ろ うと 言い まし た . 彼 は 、 ア ッ ラ ー が その よう 
な 敬 度 な 人 々 を 創造 し 、 彼 ら の 心 は と て も 広い の で 、 
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東 と 西 は それ ら よ り 少 な く 、 多 く は あり ませ ん 。 彼 は 、 彼 ら 6 が アッ 
ラー の 崇拝 を た くさ ん 行っ た と し て も 、 ア ッ ラ ヌー 以外 へ の 愛 が 利 
用 可能 で ある た め 、 そ れ ら の 人 の 心 は 死ん で いる と 言い まし た . 
彼 は 次 の 3 つの 保護 は 難し いと 述べ た も の 。 

1. に 保つ 秘密 の アッ ラー_ か ら の 生き 物 。 

2. に 保つ の 上 コン トロ ー ル の の 舌 か ら 悪い こと を 言う 

へ の 物 生き 物 。 
3. に 保つ の 上 コン トロ ー ル の 清潔 さ の の 行為 。 


人 間 と アッ ラー の 間 の 大 き な ベ ー ル は 魂 で ある と 語っ た 。 多く 
の 敬 上 度 な 人 々 が 世 を 去り 、 魂 の こと を 訴え て きま し た 。 こ の 問題 
で さえ 、 ア ッ ツラ ー の 最後 の 聞 言 者 は 魂 に つい て 不平 を 言い まし 
が 

彼 は 、 信 欲 な 学者 や 知識 に 基づい て 行動 し な か っ た 神秘 主義 
者 か ら イ スラ ム 教 に 大 き な 損 失 が あり 、 た と え サ タン か ら そ の よ 
うな 損失 が な か っ た と し て も . 彼 は 重要 な こと を 次 の よう に 語っ た 。 

の 選 に ガツ ウラ ーッ 

2. 寛大 さ 。 

3. タク ワ ( 敬 虎 ) . 

4. の 会 社 の 敬 度 な 人 . 


彼 は 、 あ な た が 世界 の 人 々 か ら 1000 マイ ル も 離れ た い の な ら 、 
それ は あな た に と っ て 素晴らし い 崇 拝 で も あり 、 こ の 問題 に は 多 
く の 利 益 が ある と 言い まし た . 彼 は 、 モ メン (イス ラム 教徒 ) の 人 を 
訪問 する 報酬 は 、100 メッ カカ 巡礼 (メッ カ へ の 巡礼 と て マ ディーナ 
の 訪問 ) の 報酬 に 等 し く 、 慈 善 の 報酬 で ある 1000 デイ ナー ル よ 
り も 多い と 語っ た . で すか ら 、 モ ミン (ムスリム ) の 人 々 を 訪ね る そ 
の よう な 人 々 に は 慈悲 が あり ます 。 
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彼 は 5 つの キ ブ ラ が ある と 言い まし た 。 (イス ラム 教徒 が 祈り を 
ささ げ る 方 向 ) 

1. カ ー バ 神殿 は すべ て の キ ブ ラ で す イス ラム 教徒 。 

2. パ レス チ ナ の バイ タル ・ ム クダ ス (最後 の 預言 者 を 除く すべ 
て の 預言 者 の キ ブ ラ ) アッ ラー。) 

3.Bait al Mamur ( 空 の 天使 の キ ブ ラ で す 。) 4.Empyrea 

n (祈り の キ ブ ラ で す 。) 

5. 勇 敢 な 人 々 の キ ブ ラ で ある アッ ラー の ご 性 格 。 

クル アー ン の 節 に よる と 、 ど こ を 向い て も アッ ラー の 顔 が ある 
と アッ ラー は 言わ れ ま し た 。 ス ラ ト アル バク ラ の クル アー ン の 第 
115 節 は 、 参 考 の た め に 次 の と お り で す 。 


cs > cr・N 口 Q Xa Pl NM CQ で | 
by So ec,Ocankoe Q c. 
yYy anBoaA "9 

("™" A) 


アッ ラー は 東方 と 最も 厳し いも の に 属す る 。 そ し て あな た が た が 
どこ を 向い て も 、 ア ッ ラ ー の 御 顔 が ある 。 見 よ ! ア ッ ラ ー は すべ て 
を 包み 込み 、 す べ て を 知っ て お られ ます 。 (115)。 


途中 の 旅人 が 10 か 所 で 毒 を 飲ま な けれ ば 、11 か 所 で 砂糖 を 
見 つけ る こと が で きる と 也 ま し た . そ の 意味 は 、 ア ッ ラ ー を 求め る 者 
は 、 ア ッ ラ ー へ の 旅 の 初め に 多く の 苦難 と 困難 に 直面 する と いう 
こと で す 。 そ し て 多く の 困難 を 乗り 越え る と 、 アッラー の 敬 度 な 
人 々 は アッ ラー の 近 さ を 得る で し ょ う 。 

彼 は 、 そ れ ま で の 努力 に 対し て アッ ラー か ら 完 全 な 援助 が 与 
えら れ な い 限 り 、 こ の 問題 で の 努力 を 性 け る よう に 努め る べき で 
ある と 語っ た . ア ッ ラ ー の 助け が な けれ ば 、 誰 か が 生涯 に わた っ 
て アッ ラー を 手 に 入れ よう と 努力 し て も 、 成 功 し な いか ら で す 。 
尊敬 する 。 

彼 は 、 有 人 益 な 知識 と は 、 そ れ に 基づい て 行動 すべ きも の で ある 
と 語っ た . そ し て 最善 の 行為 は 義務 化 さ れ た も の で ある 
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私 た ちの た め に 。 彼 は 、 賢 者 は 心 の 光 で アッ ラー を 観察 し 、 友 人 

は 人 0 の で 勇気 ある 人 は 検査 の 光 で 観察 する と 語っ た . 
人 々 は 彼 に どこ で アッ ラー を 見 た の か と 尋ね まし た 。 彼 は 、 多 く 
の 人 が 何 も 考 え ず に 主張 し て いる が 、 こ れ ! は 彼ら が アッ ラー の 
知識 を 得る こと が で き な か っ た こと の 証拠 で あり 、 こ の 理由 で 彼 
ら の 主張 が ベー ル に な っ た と 語っ た . 彼ら 自身 。 

彼 は 、 真 実 と 虚偽 の 不安 を 持っ て いる 人 は 真実 の 人 々 に 属し 
て いな いと 言い まし た . 彼 は 、 物 事 に 基づい て 行動 する の は 良い 
こと だ と 言い まし た が 、 こ の 問題 で は 、 誰 が それ に 基づい て 行動 
し て いる の か 、 ま た は 背後 に 誰か が いる と いう こと を 知る 必要 が 
あり ます 。 そ し て 、 そ の 例 は 、 あ る 商人 が 彼 の 所 有 者 の 商品 で 取 
引 を 行い 、( 所 有 者 ) が 彼 の 資本 を 取り 戻す と 、 彼 は 次 の よう に な 
ぬい うこ と で ず 、 無 一 文 。 

彼 は 、 あ な た の 人 生 が 存在 する まで あな た は アッ ラー の 人 格 
人 あな た の 存在 が 終わ る よう に ンド 

に で も 存在 する と 考え る よう に 言い まし た . 彼 は 、 テツ ラー ペペ 
DD 口頭 、 また は 心 で 行う よう に 言い まし た が 、 
の 問題 で は 誠実 さ が 必 要 で あり 、 必 要 で す . 

彼 は アッ ラー の 知識 は 服装 と 崇拝 の マニ フェ スト に よっ て 人達 
成 さ れ な いと 言い まし た . そ し て 、 こ の 問題 で 主張 する 者 は 、 裁 判 
の 過程 を 経て いま す 。 彼 は 、 彼 の 魂 の 1 つの 欲求 を 満た す 人 に 
その た め に 彼 は アッ ラー の 道 で 1000 の 困難 に 直面 する だ ろう と 
言い まし た 。 彼 は 創造 物 に 生計 を 分 配 し て いる 間 、 ア ッ ラ ー が 田 
敢 な 人 々 に 悲し み と 心 配 を 与え 、 彼 ら は アッ ラー か ら そ れ を 受け 
入れ た と 語っ た 。 彼 は 、 敬 上 庶 な 人 々 は 通常 、 NO 
アッ ラー の 道 を 喜ん で お り 、 自 分 た ちの 事柄 を 神 に 明か すこ と 
決し て な いと 語っ た 。 作品 。 
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世 の 人 々 が 散 虚 な 人 々 の 地位 と 地位 を 知る よう に な る と 、 彼 ら 
は 彼ら に つい て 宣伝 し ます 。 こ の た め 、 敬 上 庶 な 人 々 の 状態 は 、 塩 
を 含ま な い 食 べ 物 の よう に な り ま す 。 彼 は 、 ア ッ ラ ー か ら の 助け が 
与え られ た ら 、 誰 も が 自分 の 行為 を や め て 、 真 実に アッ ラー の 記 
憶 の 中 で 迷子 に な る べき だ と 言い まし た . 彼 は 運命 に 満足 する よ 
うに 言わ れ た 崇拝 し ます 。 

慈悲 の 海 か ら 一 滴 で も 落ち た ら 、 そ れ が 世界 中 の 誰か に 落ち 
た ら 、 そ の 人 は 何 も 望 まず 、 誰 と も 話し た り 聞 いた りす る こと さえ 
な く な る だ ろう . 彼 は 、 敵 意 に 従う こと は 世界 で 最悪 の こと だ と 言 
いま し た 。 彼 は 、 祈 り と 断食 は 善行 で す が 、 誇 り と 虚栄 心 を 心 か 
ら 取 り 除 く こ と は 、 こ れ ら より も 優れ て いる と 言い まし た 行為 。 

彼 は 、40 年 間 の 崇拝 は 次 の こと に 良い と 語っ た . 

1 真実 と 誠実 さ の た め の 10 年 舌 。 

2 十 年 為 に の 割引 の 体 の 肉 。 

3 十 年 為 に の 心 の 転用 に 向かっ て アッ ラー。 _ 

4. 十 年 為 に の 修正 の 全て 事務 。 


彼 は 、 上 記 の よう に 社 拝 を 行う 人 は 、 他 の 人 より も 大 きく な る と 
言わ れ ま し た . 

彼 は 、 創 造物 に 対し て 礼儀 正しく 振る 舞い 、 預 言 者 の スン ナ 
(聖なる 預言 者 の 実践 ) に 細心 の 注意 を 払い 、 アッラー と 共に あ 
な た の 人 生 を 清潔 に 導く よう に と 言い まし た 。 そ し て きれ い 。 彼 は 、 
この 道 は 酔っ て 邊 っ た 人 に 属す る と 語っ た . 彼 は 死ぬ 前 に 次 の 3 
つ を 手 に 入れ る よう に 言っ た . 

1. ア ッ ラ ー の 愛 の ゆえ に 涙 を 流し て 、 目 か ら 自 が 流れ 出る こと 。 
涙 。 
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. 常に アッ ラー を 長 れ よ 。 尿 。 

3。 人 人 は アツ ラー の 戒め に 従わ な けれ ば な ら ず 、 ま た 夜 の 間 は 
アッ ラー へ の 上 崇拝 に 没頭 し な けれ ば な り ま せん 。 体 。 

a は アツ テー を i すず 必要 が な いよ う に , アッ 

を 思い 出す よう に 言い まし た . そ の 意味 は 、 い つ で も アッ 

ーー を 所 4UC で は な ら な いと いう こと で まあ 彼 は 、 アッ ラー を 一 度 言 

うと 震 が 火傷 し 、 一度 と アッ ラー を 言う こと が で き な い と 言い まし 

た 。 彼 が 再び アッ ラー を 唱え る の を 聞い た ら 、 そ れ は 彼 の 上 に あ 
る アッ ラー へ の 人 賛美 で ある と 考え る 。 知 。 

0 アッ ラー の 記憶 が な け 
れ ば 、 貴 重 な が ドレ ス は まっ た く 役 に 立た な いと 言い まし た . 彼 は 
アッ ラー の 遵守 の 名 前 0 ば れ て いる と ョ 千 つ た 。 彼 は 、 あ 
な た が 被 造物 の 中 で 勇敢 だ と 思う 人 に 言い まし た が 、 彼 は アッ 
ラー の 前 で 本 当 の 勇敢 な 人 で は な く 、 被 造物 の 中 で 勇敢 で な い 
人 は 前 の 勇 王 な 人 で す . アッ ラー。 

慈悲 に つい て 知ら せ 、 も し アッ ラー が 彼 の 人 格 を 宣言 する な ら 、 
「 ラ ・ イ ル ハ ・ イ ッ ツラ ー・ モ ハメ ッ ド ・ ラ スー リラ (アッ ラー 以外 に 神 
は な く 、 モ ハメ ッ ド ( 彼 に 平安 あれ ) は 彼 の 使者 で ある . 意 味 は 
アッ ラー の 人 格 を 発見 する と 、 人 々 は 和 驚き の 海 に 湧 れ 、 イス ラム 
教 の 信条 を 思い 出す こと さえ で き な く な る . ア ッ ツラ ー と 彼ら は 悲し 
み の 海 に 湧 れ まし た 。 

彼 は 、 ダ ー ウ ェ ン シュ は その 一 人 で あり 、 彼 の 中 に 平和 の た め の 
行動 は な く 、 彼 に は 優し さや 悲し み が あ っ て は な ら な い 、 と 語っ 
た 。 昼 も 夜 も 礼拝 に 忙 く し て いる 人 々 に 彼 は 言い まし た 。 
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アッ ラー、 そ し て 彼ら は アッ ラー の 努力 を 主張 し ます が 、 実 際 に 
は 実在 の 人 物 は 努力 を し 、 毎 分 忙し くし て いま す 。 アツ ラー。 

彼 は 、 ア ッ ラ ー アッ ラー 以外 に は 何 も 口 か ら 出 て は な ら な いし 、 
アッ ラー の 思い 以外 に は 何 も な いよ うな 沈黙 に 従う よう に 言い ま 
し た 。 そ し て 、 世 の すべ て の 事柄 を 離れ て 、 あ な た の 体 の すべ て 
の 部 分 を アッ ラー の 注意 に 向け て くだ さい 。 そ うす れ ば 、 あ な た 
の すべ て の 事柄 が 誠実 さ の 色 に な り ま す . 彼 は アッ ラー 以外 の 
崇拝 を し な いよ うに 言い まし た 。 彼 は ダー ウェ ッシュ の 人 々 の た 
め に 次 の こと を 話し まし た 。 

1. 彼ら の 心 は 終了 し まし た 。 

2. 彼ら の 体 は 破壊 され まし た 。 

3. 彼ら の 魂 は 火 。 


彼 は アッ ラー へ の 1 分 間 の 崇拝 は 、 生 涯 に わた る 創造 物 へ の 
崇拝 より も 優れ て いる と 語っ た 。 彼 は 、 行 為 の 例 は 虎 の よ うな も 
の で 、 人 が 虎 の 上 に 足 を 置く と 、 狐 の よう に な る と 語っ た . 行 為 を 
統制 する と 、 や さ し く スム ー ズ に な り 、 実 用 的 と な る と 
いう 意味 で ある 。 彼 は 敬 虚 な 人 々 に 、 行 為 の た め に 行わ れる 
行為 は 役に立た ず 、 良 いも の で は な いと 語っ た と 語っ た . 彼 は 、 
楽園 へ の 入り 口 は 近い が 、 ア ッ ラ ー の た め に 自分 自身 を 終わ ら 
せる 道 は 非常 に 遠い と 言い まし た あちら へ 。 

彼 は 、 人 は 毎日 3000 回 死ん で 再生 し な けれ ば な ら な いと 言 
いま し た 

道 で 人 生 を 終え る 人 が いる な ら 、 彼 は 決し て 終わ る こと の な い 
個性 を 見 つけ る だ ろう . 彼 は 、 ア ッ ラ ー の 慈悲 に より 、 知識 と 狗 教 
を 見 い だ す こと が で きる 人 々 の た め の 道 が あり 、 こ の 方 法 で アッ 
ラー は 彼 の 人 格 を 明らか に する だ ろう と 語っ た . に 
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これ は 、 本 書 で は 説明 で き な い よう な 大 き な 地 位 と 地位 で す 。 
言葉 。 

彼 は 、 ア ッ ラ ー は その 友人 た ち へ の 優し さ を 留 保 し 、 ま た 罪人 
た ち へ の 平和 と 喜び を 留保 され る と 言い まし た 。 

彼 は 、 ア ッ ラ ー の 友情 が 最も 必要 な も の で ある と 語っ た . な ぜ 
な ら 、 あ る 旅行 者 が 目的 地 に 到着 し 、 そ こ に 彼 の 友人 が いる こと 
に 気づき 、 彼 を 見 る と 、 彼 は 旅 の すべ て の トラ ブル と 困難 を 忘 
彼 の 心 は この 件 で 安心 し て くだ さい 。 で すか ら 、 あ な た が 旅人 と 
し て そこ に た どり 着き 、 あ な た の 友人 で ある アッ ラー が そこ に い 
て 、 そ の 状況 で あな た の 幸福 と 喜び の 境界 が そこ に ある こと に 
気付 く 審 判 の 日 に は 、 無制限 。 

彼 は 、 創 造物 に 対し て 礼儀 正しく 振る 舞 わ な い 人 た ち に 言い 
まし た 。 こ の た め 、 彼 ら の 心 の 中 ( に 創造 物 を 友情 で 結べ 場所 は 
あり ませ ん 。 ア ッ ラ ー の 事 に 人 生 を 費やさ な い 者 は 、 そ の 道 を 簡 
nn パラ ダイ ス 。 

クラ ター に と 行き た いか 尋ね られ た こと が あり ます か ? そ し 
時 の の の の に メッ カ に 行く と 彼 に 答え た 。 彼 は 彼 
に な ぜ そ こ に 行く の か と 尋 i アッ ラー を 求め て 
そこ へ 行く と 答え た 。 そ れ で 彼 は 、 ア ッ ラ ー i に いな いと 
彼 に 言い まし た か ? . 聖 な る 預言 者 が 知識 の た め 国 に 行く 
よう に 言っ た よう に 、 彼 は ある 場所 か ら 別 の 場所 に 行き 、 ア ッ 
2 の 

彼 は 、 ア ッ ラ ー と の 呼吸 で 幸せ な 人 が いる か どう か 、 そ し て そ 
の よう な 呼吸 は 長年 の 祈り と 断食 より も 優れ て いる と 語っ た . 彼 
は 、 モ モイ ン ( イ スラ ム 教 徒 ) の すべ て の 創造 物 に は ベー ル が あ 
り 、 モ ミン (イス ラム 教徒 ) が いつ その ベー ル に 支配 され る か は 対 

に も わか ら な いと 語っ た . 彼 は 、 彼 の 一 夜 を 過ごす 人 が 一 人 いる 
1 
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彼 の 人 格 が 他 の イス ラム 教徒 の 兄弟 に 害 を 及ぼ さ な い よう な 状 
態 で 一 日 を 過ごし 、 聖なる 預言 者 と 一 緒 に 一 昼夜 を 過ごし た よ 
っ な も の で す 。 誰か が いつ で も イス ラム 教徒 の 兄弟 に 危害 を 加 
えた 場合 、 こ の 理由 に より 、 ア ッ ラ ー は その 日 の 彼 の 宗 拝 を 受け 
和信 れ ませ ん . 彼 は 預言 者 、 敬 度 な 人 々 、 そ し て アッ ラー を 恥じ る 者 
が あれ ば 、 裁 き の 日 に アッ ラー は 彼 を 恥じ る だ ろう と 言わ れ ま し 
た . 彼 は 、 次 の 3 人 が 近親 者 に な る と 語っ た 。 ア ッ ラ ー。 

1. 人 々 の 鬼 独 と 知識 。 

2. 神社 の 世話 人 テイ カー。 

3. 人 々 の 知識 と スキ ル 。 


て ぼろ きれ の ドレ ス を 着れ ば 、 誰 も ダー ウェ ッシュ に な ら な い だ 
ろう と 言い まし た 。 し か し 、 真 の スー フィ ー と は 、 心 に 真実 が あり 、 
行動 に 誠実 さ が 求 め ら れる 人 で す 。 彼 は 、 自分 が ムル シェ ッ ド 
(スー フィ ー の 達人 ) で ある と 主張 し た こと は 一 度 も な い の で 、 弟 
子 を 作る 人 に は 興味 が な いと 言い まし た 。 な ぜ な ら 、 彼 は 常に 
アッ ラー で 十分 だ と 言っ て いた か ら で す 。 彼 。 

彼 は 、 あ な た が 一 度 ア ツラ ー に 悲し み を 与え た な ら 、 あ な た の 
人 生 で アッ ラー を 後悔 する と 言い まし た . ア ッ ラ ー が その 優し さ に 
よっ て あな た を 許し て くだ さる な ら 、 あ な た が この 件 で アッ ラー に 
悲し み を も た らし た の で 、 彼 の 心 の 傷 は そこ か ら 取 り 除 か れ ま せ 
ん . 彼 は 、 適 切な 企業 は 次 の よう で ある と 語っ た 続き ます 。 

1.B リン ド 。 

2. 聴覚 障害 者 。 

3. ば か 。 

その 意味 それ は  、 そ の よう な 人 々 と 一 緒 に 


座る と いう こと で す で きる いい え 見 る な ん で も を 除外 する 
メジ ツク グー の 誰 : や り ま し だ で いい ん 
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Haq (真実 ) の 話 以外 は 何で も 聞い て 、 正 し いこ と 以外 は 何 も 
言わ な か っ た も の 。 

道 に 迷い 、 あ ちこ ちさ ま よ っ て し まう の は と て も 悲し いこ と だ 
と 彼 は 語っ た 。 彼 は 、 本 当 の 貧し い 人 は 世界 に 友達 が いな い 
人 だ と 言い まし た . し か し 、 彼 は 世界 と その 住民 に 属し て お ら 
ず 、 世 界 が 彼 を 支持 し て いな いた め 、 自 分 が 貧し いと は 言え 
ませ ん で し た 。 彼 は 、 ア ッ ラ ー ア ッ ラ ー は 世界 と その 富 に 満足 
し な い だ ろ うと 言う 人 に 言い まし た . 彼 は アッ ラー が 次 の 3 人 

男性 に 地位 を 与え る と 言い まし た 。 

1. の 人 _ 取得 彼 の (アッ ラー) 視力 と 忙し い の 
言 つて 

ビン の 
2. エクスタシー の 状態 で アッ ラー を 呼び 、 こ こ を さま よい 、 そこ 

(6 
3 の 意思 な る の 詩 の アソ ラー と いう デア ソラ ー、 ア ッ 

526 ー 


彼 は 次 の 4 つの こと で アッ ラー に 近 つ ぐ 大 々 に 語っ た 。 
1. 身体 的 に 。 

2. 心から 。 

3. 彼 と 一 緒 に 舌 。 

4. 彼 に よる と 冨 。 

し か し 、 体 で アッ ラー に 従い 、 知 で アッ ラー を 念じ る の に 忙し 
い 人 は 、 心 を 明け 渡し て アッ ラー の 道 に 冨 を 費やす こと は 非 
常に 重要 で ある た め 、 ま っ た く 役 に 立ち ませ ん 。 途 中 で 4 つの 
も の を 使う と き アッ ラー 


それ は 言及 され た その 上 それ か ら 1 し た ほう が いい 次 の 
こと を アツ ラー に 要求 ずる 。 
1. 大 好き で す 。 
和 
< 費やす 生活 と アッ ラー。 上 
Ni 
2 で 


彼 は 、 ア ッ ラ ー が 人 々 に いく つか の 仕事 を 割り 当て た の で 、 彼 
ら は その よう な 仕事 で 忙し くし 、 こ れ に より 彼ら は 彼 ( ア ッ ラ ー) か 
ら 離 れ た . し か し 、 神 (アッ ラー ) が 離れ な いよ うに 、 そ の よう な も の 
を すべ て 残し て 、 アッ ラー を 保持 する こ と は 勇気 で す 。 あな た 。 

彼 は 、 地 球 上 を 歩く 多く の 人 は 死ん で お り 、 地 中 に 埋め られ て 
Ne RC 
者 に は 9 人 の 妻 が いて 、 そ の うち の 何人 か の た め に 1 年 間食 糧 
を 諸 え 、 多 く の 子 供 が いた と 語っ た と 語っ た . し Ni 、63 歳 に 
な る まで 、 預 言 者 は 両方 の 世界 に こう ん ざり し て いて 、 す べ て が 死 
ん で いて 、 神 の 戒め に 従っ て 其 え た 食料 が 何で あれ 、 彼 は 考え 
て いた と 語っ た . アッ ラー。 

彼 は 誰 の 心 が 焼き 尽く され 、 ア ッ ラ ー の 愛 の 欲求 の た め に 灰 
に な る の か 、 そ し て この 理由 で 灰 は 愛 に よっ て 取り 除 か れ 、 そ れ 
は 空 と 地 に 広がる だ ろう と 語っ た . あ な た が 見 た り 、 0 味 
わ つ だ り で きる 人 に な り た だ たい の な ら 、 ア ッ ウラ ー の 電 邊 に 立ち 会 っ 
て くだ ざい で この 。 

彼 は 礼拝 と 罪 を 捨て て 慈悲 の 海 と 謙 克 の 川 に 湧 れ 、 そ こ で あ 
な た の 人 生 が 失わ れ 、 人 格 の 中 で 成長 する よう に 言わ れ ま し た . 
(アウ クー リ 。 
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を 岸 に 運ぶ だ ろう と 語っ た . 彼 は 学問 者 は 知識 を 使い 、 宗 拝 者 は 
宗 拝 を 使い 、 神 秘 主 義 者 I こ ア ッ ラ ー の 知識 
の 源 を 使う が 、 こ れ ら は すべ て 役に立た を なくなり 、 そ こ に は 何 も な 
く な な る だ うと 語っ うた } 

彼 は 、 ア ッ ラ ー に 執着 し な い 人 は 自分 の 魂 、 心 、 心 を コン トロ ー 
ル す る こと が で き な い と 言い まし た . 彼 は 、 死 すべ き 人 が 永遠 の 
人 格 ( ア ッ ラ ー) を 観察 し た い 場合 、 こ の た め に 彼 は 、 死 すべ き 人 
が アッ ラー を 認識 し 、 同 じ よ うに 彼 の 光 に よる 裁き の 日 に アッ 
ラー を 観察 する よう な 方 法 に 従う べき で ある と 言い まし た (アッ 
ラー)。 そ し て 彼 は 永遠 の 光 の 助け を 借り て アッ ラー の 光 を 観察 
し ます . 彼 は 、 敬 上 庶 な 人 々 は アッ ラー の ム フ ラ ム ( 親 密 な 友人 ) に 
会 うこ と が で きる だ ろう と 言い まし た 。 友達 
)。 彼 は 、 彼 の ムル シッ ド (スー フィ ー マス ター) の 奉仕 と 世話 に 
従っ て 、 弟 子 の 地位 と 地位 が 向上 する と 語っ た 。 彼 は 、 人 々 は 海 
で 釣り を し ます が 、 敬 上 度 な 人 々 は 地上 で 釣り を する と 言わ れ ま し 
た 。 し か し 、 人 々 は 地上 で 休み ます が 、 区 上 庶 な 人 々 は 地上 で 眠り 
ます ルド 

彼 は 、 私 た ちの 千 の 欲望 を この 世界 に 残し て お く こ と で 、 別 の 
世界 で 死ん だ と き に 私 た ちの 1 つの 欲望 を 満た すこ と が で きる 
と 言い まし た . 1000 杯 の 苦い 毒 を 飲む と 、 ジ ュー ス を 1 UU 
と が で きま す 。 彼 は 、 何 千 人 も の 指導 者 が 亡くな り 、 慕 に 埋葬 
れ た が 、 人 類 を 導く 宗教 の 指導 者 に な る 人 ( 者 
7 で 。 

彼 は 、 次 の こと が 死 の 中 に 隠さ れ 、 ア ッ ラ ー の 顕現 時 に は アッ 
ラー 以外 に は 何 も な いと 語っ つた 。 

1. 死亡 率 
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2. 永久 


3. 観 察 。4. 清 

漆 。 

彼 は 創造 物 へ の 執着 に よっ て 心配 事 や 問題 が あり 、 人 間 の 本 
性 を 離れ る こと に よっ て 人 生 は アッ ラー と 共に ある と 語っ た . 彼 は 
祈り と 断食 を 厳守 する 人 に 、 人 類 に より 近づく だ ろう と 言い まし 
人 マラ ファ ト (アッ ラー の 知識 ) と ハ キ カ ッ ト ( 真 ほ 実 ) の 間 

に は 1000 の 段階 が あり 、 ハ キ カ ッ ト (真実) か ら ハ キ カ ッ ト (上 真 

実 ) の アイ ン (正確 さ ) まで に は 1000 の 段階 が あり 、 そ こ か ら ノ 
ア (平安 あれ ) の 和合 ! に 至る まで に は 1000 の 段階 が ある と 語っ た 。 
上 最後 の 預言 者 の 心 の 清 さ は 、 絶 対 的 か つ 必 要 で す 。 彼 

は 次 の よう な 3 種類 の 心 が あ る と 言い まし た 。 続き ます 。 

1. の 空 の 心臓 どれ の は 場所 困 久 の 人 。 

2. の 求め る 心 CC = 

アン ド の 場所 で す 豊か さ 。 
3. の の 心 、 アッ ラー が いる 永遠 利用 可能 。 


彼 は 、 世 界 に は 多く の 崇拝 者 が いる が 、 そ の 中 に は 彼ら の 宗 
拝 を 別 の 世界 ( oo と が で きる 人 は ほとん どい な いと 
言い まし た . ア ッ ラ ー に 。 し か し 、 実 際 の 勇気 は 、 彼 ら が この 世界 
を 離れ る と き に A < 持っ て いく べき だ と いう こと 
で す 。 彼 は 、 愛 の 海 で は 創造 物 が 到達 する こと は な く 、 こ れ ら は 
人 間 の 知識 や 労力 が 入り 込む こ NM 理 つ た . 
彼 は 、 最 も 不運 な 人 は 、 論 理 と 推論 に よっ て アッ ラー を 検索 し た 
いい 大 で ある と 語っ 大 天 際 の と < - ろ 、 A EI 
ファ ッ ト (アッ ラー の 知識 ) の た め に 、 彼 の 優し さ に よっ て 、 論 理 や 
推論 な し に 彼 (アツ ラー) 2 ます 。 ロ ジッ ク 
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は 役に立た ず 、 何 も あり ませ ん 。 彼 は 恋人 た ちがい つ ア ッ ラ ー を 
見 つけ 、 そ れ か ら 彼 ら は この 中 で 迷子 に な る だ ろう と 言い まし た 
案件 。 

彼 は 、 タ ブレ ッ ト 上 の 文章 は 創造 物 の み を 対象 と し て お り 、 敬 
度 な 人 々 に 関係 し て いな いと 語っ た . 彼 は , その た め に 死後 の 
0 が 成功 し て いる . 彼 は 、 死 後 の 世界 で 微笑 み を 浮か べ る 
た め に 、 こ の 世 で 泣く 習慣 を 身 に つけ な さい と 言い まし た 。 続き 
人 

「 あな た は あの 世 で 泣い て いた よう に 、 そ の た め に 、 あ な た は 
ここ で 永遠 の 幸福 と 喜び に 報 わ れ ま す 。 「 

彼 は 、 世 界 中 の すべ て の 預言 者 と 敬 上 庶 な 人 々 が アッ ラー に つ 
いて 知る こと を 心配 し て いる と 語っ た . し か し 、 彼 ら は その 要求 に 
従っ て アッ ラー を 知る こと が で きま せん で し た 。 彼 は 、 アッラー の 
愛 の 偉大 さ は 、 宇 宙 の すべ て の 海 の 水 を 恋人 の 口 に 入れ た と し 
て も 、 彼 の 潟 き は そこ に ある こと は 決し て な く 、 よ り 多 く の も の へ 
の 欲求 が 彼 と 共 ま ど の も の で ある と 語っ た .. 

彼 は 、 ア ッ ラ ー DD ) の 奇跡 を 誇り に 思う 
べき で は な いと 言い まし た . 彼 は 、 アッラー の 恩 稚 に よっ て 1 つの 
奇跡 を 得る 者 と 、 アッラー の 恩 鶴 に よっ て 1000 の 奇跡 を 得 た 彼 
の モメ ン (イス ラム 教徒 ) の 兄弟 が 、 そ の よう な 状態 で 最初 の 者 
が 彼 の 1 つの 奇跡 を 彼 の ムスリム 上 兄弟 。 誰 か が 彼 に 尋ね た と き 、 
あな た は 自分 \ の 死 を 処 れ ませ ん で し た か うそ し て 彼 は 、 死者 は 死 
6 言い まし た 。 人 類 に 対す る アッ ラー の すべ 
て の 警告 は 、 彼 の 悲し み に 対 し て 何 の 価値 も な いか ら で す 。 彼 
は アス = (OO 異 世界 で の 人 類 の 贅沢 で 快適 
な 生活 の 吉報 は 、 彼 ( I っ た . 望み 。 

アブ ル ・ ハ サン の 利益 の た め に 何 を 要求 し た の Co 
た 場合 、 そ こ で 何 を 要求 し ます か ? そ し て この た め に 、 彼 ら は 彼ら 
の 欲望 と 希望 ( < 従っ て 要 Co し か し 、 彼 
は 彼ら に 、 彼 が 彼 の 愛 の た め に 何 を 望ん で いる か を 尋ね られ た 
ら 、 彼 ら に 言い まし た . の 
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人 類 それ か ら 彼 意思 返事 それ 彼 意思 要求 する の それ ら 
すべ て へ の 愛 (人 
類 )。 


彼 に つい て 有名 な の は 、 あ る 賢者 に 、 アッラー は 彼 の 友人 で 
ある か どう か を 尋ね た こと で す 。 ま た ! よ あ な た 1 は アッ ラー の 友人 
で あり 、 彼 は 彼 が アッ ラー の 友人 で ある と 彼 に 答え まし た 。 彼 は 
も し そう な ら 、 な ぜ 彼 は アッ ラー の 会 社 に 住ん な で い な か っ た の か 
を 話し まし た . 


弟子 に 何 が 一 番 優 れ て いる か 尋ね た こと が あり ます 。 そ の 弟 

は 、 こ の 件 に つい て は 知ら な いと 答え た 。 彼 は 、 あ な た は 無知 
な の で 、 こ の 問題 に つい て も っ と 恐れ る べき で あり 、 そ の よう な も 
の が 最善 で 優れ て いる こと を 知っ て お くべ き で ある と 言い まし た 。 
ジュ ナイ ド は 意識 の ある 状態 で この 世に 生ま れ 、 彼 は 意識 を 
持っ て この 世 を 去り 、 シ ブリ は 無意識 の 状態 で この 世に 入り 、 彼 
本 尋ね た こと は 彼 

に つい て 有 省 で す 。 無意識 。 彼 ( よ 、 こ れ ら の 人 々 が この 件 に つい 
て 尋ね られ た 場 合 、 彼 ら | は どの よう に この 世に 生ま れ 、 ど の よう 
ここ の 世に 戻っ て きた か を 説明 する こと は で き な い だ ろう と 言い 
まし た 。 世 界 か ら 。 同時 に 、 彼 は 次 の よう な 神 の 呼び か け を 聞い 
ee ll 


人 々 が 彼 に この 間 題 に つい て さら に 説明 を 求め た と き 、 彼 ( ま 彼 
に 、 意 図 せ ず に 人 生 を 過ごす こと は アッ ラー の 奴隷 制 と 呼ば 
れる と 言い まし た 。 人 々 は 再び 彼 に 、 こ の 問題 に つい て 何 に 従う 
べき か を 尋ね まし た 。 財団 の その よう な も の , そ この し た ほう 

が いい な れ 覚醒 意思 な れ 
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それ ら と 一 緒 に 利用 で きま す 。 彼 は 、 あ な た の 人 生 は 一 息 に す 
ぎ な いと 考え な さい と 言わ れ ま し た 。 そ れ か ら 人 々 は 彼 に 貧困 の 
し る し は 何で すか ? と 尋ね まし た 。 そ れ か ら 彼 は 、 心 臓 に は 別 の 
色 を 受け 入れ な いよ うな 色 が ある べき だ と 彼ら に 言い まし た 。 彼 
は 、 心 に アッ ラー 以外 の 他 の も の を 入れ る 場所 を 与え ず 、 別 の 
考え が そこ に 入る 場合 は 、 そ こ か ら そ れ を 取り 除く と 言い まし た . 
彼 は 、 小 さ な 粒 子 の 生成 の 詳細 を 知る よう な 場所 (ステ ー タ ス ) 
に いる と 言い まし た 。 彼 は 30 年 間 の 人 生 を 礼儀 正しく アッ ラー 
と 失 に に 過ごし た の で 、 彼 と 一 緒 に 人 類 の 居場所 が な か っ た と 
語っ た 。 そ し て 彼 は エイ サー 礼拝 ( 夜 の 礼 振 ) か ら フ ァ ジ ャ ー ル 
礼拝 ( 朝 の 礼拝 ) ま で 立っ て 礼拝 する 立場 に あり 、 朝 か ら 晩 まで 
礼拝 に 忙し く 、 こ の 状態 で は 決し て 足 を 伸ばす こと は あり ませ ん 
で し た 。 上 記 の 厳し い 崇 拝 の お か げ で 、 彼 OE 
に 眠っ て いる よう に 見 える よう に な り 、 両 方 の 世界 が 彼 の た め 
CN NE 
本 生還 は 謙虚 で あり 、 こ の 後に クロ ー ゼ ッ ト が あり 、 こ の 後 
に 視覚 が あり 、 こ の 後に 覚醒 が ある と 言い まし た 。 


彼 は 、Zuhar の 祈り (午後 の 祈り ) か ら Asar の 祈り (夕方 の 祈 
り ) まで 30 の Rakaats (祈り に お ける 立 位 、 膝 屈 、 平 伏 の 1 セッ 
ト ) を 祈り 、 目 覚め た 後 は Qaza の 祈り と し て 祈っ て いた と 言い ま 
し た 。 こ れ ら の 祈り の た め の 遅 い 祈り )。 彼 は 、 友人 や 訪問 者 の 
た め の 食 事 の 取り 決め を 除い て 、40 年 間 、 自 分 自身 の た め の 
NN \ な か っ た と 言い まし た . 彼 の ゲス ト の 
親切 な 訪問 の た め に 、 彼 は 彼ら と 一 緒 に 食事 を し て いま し た 。 彼 
は 、 可 邊 0 “Cb 
て あな た が すべ て の 良い も の を 提供 し て くれ る な ら 、 両方 
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ゲス ト へ の 世界 、 A 
アッ ラー の 敬 虚 な 人 を 見 る た め に 東 か ら 西 へ 旅行 する の は 困難 
と 困難 に 耐え る よう に 彼 は 言い まし た 。 彼 は 自分 の 魂 が 40 年 以 
冷た い 水 を 1 杯 飲む こと を 要求 し て いる と 言っ た が 、 彼 ( ま 彼 

を 許さ な か っ た . 彼 は 70 年 以来 、 彼 は アッ ラー の 仲間 で あり 、 こ 
の 期間 中 、 そ こ で 自分 の 魂 に 従わ な か っ た よう な 方 法 で 時 間 を 
過ごし た と 語っ た . 彼 は 40 年 前 か ら 冶 子 を 食べ た いと 思っ て い 
科 食べ られ な か っ た と 語っ た . し か し 、 あ る 夜 、 母 親 の アド バイ 

に より 、 彼 は ナス を 食べ 、 同じ 夜 、 誰 か が 息子 を 殺し 、 死 体 を 戸 

に 置い た . そ れ で 彼 は 母親 に 、 こ の 件 に 関し て は 禁止 され て い 
A 「 彼 の 取引 は アッ ラー と の 関係 で す 。 だ か ら 、 これ で あ 
な た の ハー ド プ レス の 結果 を 見 て くだ さい 案件 。 

人 々 が 彼 に 彼 の モス ク と 他 の モス ク の 違い は 何かと 尋 まね た と 
き . ?. 彼 は 、 す べ て の モス ク の 位置 は イス ラム の シャ リア ( 法 ) に 
従っ て いる と 昔 つ っ た が 、 彼 の モス ク の 話 は 非常 に 長い 。 他 の モス 
ク か ら の 光 が 空 ( OO / 私 の モス ク の ドー 

ム は 慈悲 の 光 の た め に アッ ラー の 天 の 限 界 の 先 に 進み ます 。 私 
の モス ク が 完成 し た と き 、 彼 は そこ に 入り 、 そ こ に 座っ て 、 角 度 が 
モス ク に 1 つの 緑 の 旗 を 固定 し 、 0 人 
接続 され て いる の を 見 まし た 。 今 日 で も その 旗 は そこ に あり 、 和 審 
判 の 日 。 彼 は ある 神 の 呼び か け を 聞い た と 言っ た 。 祈 り ) あ な た 
の 人 生ま た は モス ク で の 人 死後 、 彼 ら は 宗 拝 者 の 間 で 会 計 自 体 

の 資格 が あり ます . 」 
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彼 は 、 NII 毎 
日 が 金曜 日 で 、 毎 月 が ラマ ダー ン で ある た め 、 ど こ に いて も アッ 
ラー に 近づく べき だ と 言っ て いた . 彼 は 、 慈 善 団体 で の お 金 に 対 
する 物 ち い の 要 求 を 決し て 拒否 し な い の で 、 400 デイ ナー ル の 
借金 を 抱え て 世界 を 去り た いと 言い まし た . 審 判 の 日 に 彼 が 別 
の 世界 か ら 何 を 持っ て きた の か と 尋ね る と 、 彼 は 、 ア ッ ラ ー が 彼 
の 友人 を そこ で 大 に し た と 答え 、 彼 は いつ も 彼 の 世話 を し て いた 
の で 、 彼 は 自分 の 世界 で 噛ま な いよ うに し て いま し た . 彼 と 他 の 
人 へ の 歯 。・「 あ あ : アッ ラー よ 、 あ な た は 彼 に 汚れ と 汚れ に 満ち 
た 性 質 を 与え た の で 、 彼 は その 清潔 さ の た め に 生涯 を 費やし ま 
DD 

彼 は 人 々 に こう 言っ て いた と 言い まし た 。」 し か し 、 彼 は 「 あ 
あ 」 と 言っ て いた 
: アッ ラフ ラー は 私 た ちの あら ゆる 瞬間 、 あ ら ゆ る 時 間 に 私 た ち を 助 
け 、 私 た ちの 助け の 呼び か け に 耳 を 傾け て くだ さい 。」 彼 は 夢 の 
中 で こう 語っ た こと が あり ます 。 彼 は 神聖 な 呼び か け を 聞い て 、 
「 彼 は 60 年 前 か ら 彼 (アッ ラー) の 恋人 で し た が 、 彼 (アッ ラー) 
は 彼 を 戦 当 の 初め か ら 彼 の 友人 に し まし た 」 と 告げ られ まし た 。 
世界 。" 

彼 は ある 夜 、 夢 の 中 で アッ ラー は 彼 ( ア ッ ラ ー) が 彼 の 友人 に 
な る こと を 望ん で いた の か と 彼 に 言っ た と 言い まし た 。 再び 神 の 
呼び か けが あり 、 彼 は 彼 の 友人 に な り た いと いう 願望 を 持っ て い 
る と 言わ れ ま し た か ? だ か ら 彼 は この 件 で ノー と 答え た 。 再 び 、 世 
を 去っ た 人 々 は 、 ア ッ ラ ー が 彼ら の 友人 に な る こと を 望ん で いる 
と 言わ れ ま し た が 、 な ぜ 彼 は この 問題 で その よう な 欲求 を 好ま な 
か っ つっ た の で すか . そ れ か ら 彼 は 言い まし た 。 これ 
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重要 な の は 、 あ あ : アッ ラー は 、 他 人 の 意志 と 肖像 に 従っ て 決定 
を 下す こと は 決し て な いか ら で す 。 

彼 は アッ ラー に 彼 ( ア ブル ・ ハ サン ) の 元 の 形 を 見 せる よう に 
頼ん だ と き 、 ボ ロボ ロ の ドレ ス を 着 て いる の を 見 て 、 そ れ を 注意 深 
く 見 て 、 彼 (アッ ラー) に これ が 私 の 元 の 形 で すか と 尋ね た と ころ 
は い 、 こ れ が 彼 の 元 の 形 で ある と の 返事 を 得 ま し た . 彼 は アッ 
ラー に 、 彼 の 次 の こと の どこ に ある の か 尋ね まし た な く な っ た 。 

1. 信仰 。_ 

2 大 好 さ で す 。 

3. 注 意 と ケア 。 


アッ ラー は 、 こ れ ら すべ て の も の は 彼 の も の で あり 、 こ れ が 彼 
の 本 来 の 現実 で ある と 彼 に 言い まし た 。 

彼 が この 世 を 去っ た 時 、 彼 は 、 自 分 の 心 を 分 裂 さ せ て 人 類 に 
同じ こと を 見 せ て 、 アッ ラー と の 偶像 崇拝 は 良く な く 、 正 し く な い 
こと を 彼ら に 知ら せる こと が で きれ ば 、 と 語っ た . 彼 の 場所 (カル 
カン ) の 土地 レベ ル は ブス タム の 土地 レベ ル よ り も 高い た め 、 彼 
は 地球 の 30 ヤー ド 以 下 に 彼 を 埋葬 する よう に 人 々 に アド バイ ス 
し まし た 。 そ し て 、 彼 の 墓 が バ ヤ ジッ ド ・ ブ スタ ミ の 墓 より も 高く な 
り 、 こ の 理由 で それ は 無礼 で 不適 切な が こと に な る で し ょ う . そ れ で 、 
カル カニ の 人 々 は これ で 彼 の 最後 の 願い に 従い まし た 案件 。 

彼 の 死 の 翌日 、 雪 鳴 と 稲妻 が あり 、 人 々 は 彼 の 墓 で 発見 され 
た 白い 石 と 席 の 足跡 を 発見 し た . 何 人 か の 人 々 は 、 ト ラ が 彼 の 周 
り を 歩き 回 っ て いる の が 見 つか っ た と 報告 し まし た 墓 。 

彼 の 墓 は カル カン に あり 、 人 々 の 欲望 と 願い が 叶う こ 
で 今日 で も 有名 で す 。 
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そこ に 彼 の 墓 を 訪れ る 人 は よく 知ら れ て お り 、 シ ェ イ ク ・ ア ブ 
ル ・ ハ サン の た め の ア ッ ラ ー の 親切 な 恵み に より 、 訪 問 者 の 欲望 
と 願い が 満た され た 証拠 で ある 多く の イベ ント が よく 知ら れ て い 
まま の ルミ 。 

何人 か の 人 々 は 、 夢 の 中 で 彼 を 見 て 、 ア ッ ラ ー が 彼 を どの よう 
に 扱っ た か を 彼 に 尋ね まし た .? 彼 は 彼 の 行為 の 記録 を 彼 の 手 に 
渡さ れ た と 言い まし た . で すか ら 、 こ の 件 に 関し て ケラ ミン と カ 
i ン (世界 で 男性 の 善行 と 悪行 を 書い て いる 2 人 の 天使 ) 

に 私 の 行為 の 記録 を 渡し て くだ さい 。 彼 と 話す こと が で きる 
(プア ツラ フー)。 

ムハンマド ・ ビ ン ・ フ セイ ン は 、 彼 が 重病 に な り 、 彼 の 死後 、 別 の 

世界 を 恐れ て いた と き 、 彼 (アブ ル ・ ハ サン ・ カ ルカ メニ) が 彼 の 家 
を 訪ね て き て 、 彼 の 心配 を 聞い た と き 、 彼 は 彼 に すべ きだ と 言っ 
た と 語っ た . 彼 は 病気 か ら す ぐに 回 復 す る の で 、 こ の 件 に つい て 
心配 する 必要 は あり ませ ん 

. そ れ か ら 彼 は 、 病 気 の た め に 心配 し て いま せん が 、 死 を 志 
いる と 彼 に 答え まし た . そ れ か ら 彼 (アブ ル ・ ハ サン ) は 、 彼 ! ‘I 
り 20 年 早く 死ぬ の で 、 死 を 恐れ て は いけ な いと 彼 に 言い まし た 。 
で すか ら 、 彼 は 自分 の 死 を 心配 する べき で は あり ませ ん 。 数 日 後 、 
彼 は その 深刻 な 状態 か ら 回 復 し まし た 病気 。 

20 年 後 、 モハメッド フセイン は 彼 の 死 の 前 に 深刻 な 病気 に 
り 、 そ の 次 NS まで 、 彼 の 息子 【 A 0 
誰か を 歓迎 する た め に ベッ ド か ら 立 っ て いた と 報告 し 、 彼 は 誰か 
の サラ ム に 答え た の で 、 彼 の 息子 は 彼 に 誰 を 尋ね た . 彼 の 前 に 
いる の で 、 彼 は シェ イク ・ ア ブル ・ ハ サン ・ カ ルカ ニ が 彼 に 来る と 
約束 し た と 彼 に 答え た 彼 を 訪ね て 
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彼 の 死 の 時 、 彼 は ここ に 多く の 敬 虚 な 人 々 と 一 緒 に いて 、 彼 の 
死に つい て 心配 する 必要 は な いと 彼 に 言い まし た 。 
彼 の 死亡 日 は 、 本 Tadkirtal Awiliya (Sheikh Farid Eldin Atta 

に よる イス ラム 教徒 の 聖人 と 神秘 主義 者 ) の いく つか の 古い 
バー ジョ ン で 入手 で き 、 ペ ル シ ャ 語 の 次 の 詩 行 で 言及 され て い 
る も の と 同じ で す 。 

424 年 に アデ ン の 園 の た め に この 世 を 去り まし た ああ )。 
79。 ア ジン ナセル ツラ ン 
彼 は 偉大 な 知識 人 で あり 、 明 白 で 最も 内 面 的 な 知識 に お 
売 全 で あっ た 敬 度 な 人 で し た 。 彼 は 貧困 者 の 指輪 の 
宝石 で し た 。 彼 の 人 生 の すべ て の 詳細 と 彼 の 人 柄 の 偉大 
さ を カ バー する こと は 非常 に 困難 で す . 

彼 の 一 民 の アル マ は と て も 有名 で す 。 彼 は Sirri Saqti と 
Sohail Tastori に 会 いま し た 。 彼 は トー セ 出 身 で 、 ラ マダ ン 
の 聖なる 月 に バグ ダッ ド を 訪れ た こと が あり 、 そ の 時 、 バ グ 
ダッ ド の 人 々 は 彼 を 温か く 迎 え 、 そ この ショ ー ネ ザ ・ モ スク 
の 部 屋 に 滞在 する よう に 頼ん だ . 

に 、 特 別 な が タラ ヴイ (ラマ ダン の 特別 な 夜 の 祈り ) の 祈り 
の 中 で 聖 ク ルアー ン を 暗唱 し まし た 。 あ る モス ク の 使用 人 
は 、 夕 方 に 自分 の 部 屋 の 前 に 一 枚 の パン を 置い て いま し 
た が 、 部 屋 の 隅 こそ れ ら の パン を 保管 し て いま し た 。 
聖なる 月 の ラマ ダン が 終わ る と 、 彼 は どこ か 見 知ら ぬ 場 
所 で イー ド の 祈り を 行っ た 後 、 そ の モス ク を 去り まし た 。 
人 々 が 彼 の 部 屋 を 訪れ た と き 、 彼 ら は 30 個 の ビー ス を 見 
つけ まし た の パン そう だ っ た て この の 彼 の 部屋 。 1 
冬 夜 
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役 は アッ ラー の 知識 に つい て 弟子 た ち に 説明 し て いま し 
た が 、 彼 の 前 に は 火 が あり まし た 。 彼 の 演説 の 間 、 彼 は 大 
き な 情 部 を 持つ て いた の で 、 彼 は 火 ゆ の 上 で アッ ラー に 感 

謝 の 祈り を 捧げ まし た が 、 祈 り が 終わ っ た と き 、 彼 の 頭 に 
は 何 の 損 傷も あり ませ ん で し た 。 

彼 は 弟子 に こう 言い まし た 。 彼ら 。" 

彼 は 、「 ア ッ ラ ー を 愛す る 者 の 胸 に は 、 ア ッ ラ ー の 和 愛 以 外 
の あら ゆる も の を 焼き 尽く す 火 が 宿る だ ろう 」 と 言い まし た 。 

散 度 な 人 に は 3 つの 種類 が あり ます 。 

1. の 人 物 雄弁 。 

2. の 人 々 最も 内 側 。 

彼ら は 清潔 さと 秘密 の 世話 を し ます . 彼 ら は 男 の 魂 と 体 
の 部 分 を 制御 し 、 ま た 神秘 的 な 運動 を 制御 し ます . 魂 。 

3.Khasan-e-kuda (特別 な 人 々 )。 

彼ら は 時 間 に 気 を 配り 、 人 が 彼 に 従う ベ べき で は な いこ と 
も 理解 し て いま す 。 魂 。 

了 臨 在 と 近 さ の 間 の 良識 を マナ ー。 

彼 が 生き て いた と き 、 彼 は 、 葬 式 が 彼 の 墓 の 近く に 持ち 
込ま れ た 場合 、 故 大 の すべ て の 罪 は アッ ラー の 恵み に 
よっ て 無視 され る だ ろう と 言い まし た . 

以上 の 理由 か ら 、 今 で も トー セ で は 葬式 を ここ で 行い 、 
病棟 を 終え た 後 、 葬 式 を どこ か に 埋葬 する と いう 風習 が 
残っ て いま す 。 
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80. ア ブル ・ ア ッ バ ス ・ カ サブ 
彼 は 当時 の 誠実 な 人 物 で あり 、 敬 度 さ と 神聖 さ の た め に 、 
魂 の 欠陥 を 見 つけ る の に 完璧 で し た . 人 々 は 彼 を 王国 の 
精神 主義 者 と 呼ん で いま し た 。 有 名 な 敬 上 庶 な 人 物 、 ア ブ 
ル ・ カ イル は 彼 の 弟子 で し た 。 彼 は 、 人 々 が あな た に アッ 
ラー を 知っ て いる か と 尋ね た ら 、 あ な た は アッ ラー を 知っ て 
いる と は 言わ ず 、 ア ッ ラ ー の 恵み に より 、 私 た ち は ア ッ ラ ー 
CA さい . 彼 は 、 が ツン クー 0 
1 けれ ば 、 私 た ち は 常 に 心配 や 問題 に 

に な る で し よう | と CE が 誰か の た め KS 
と を 望む な ら 、 彼 は 完全 な 知識 を 彼 の 心 と 心 に 移し 、 彼 に 
向け て すべ て の 臓器 を 奪い 、 そ れ ら を 全 減 させ ます 。 人 格 。 
の 人 格 が 終わ り 、 そ の よう な 消滅 の 際 に アッ ラー の 人 格 
の 現れ が そこ に あり 、 こ の 属性 で 人 は 創造 物 を 観察 し 
宙 の ボー ル の よう に 創造 物 を 感じ 、 そ の ボー ル は アッ ラー 
に よっ て 動い て いる . .「 す べ て の 被 造物 は アッ ラー に 自 
由 を 要求 し ます が 、 彼 は 彼 に 奴隷 制 を 要求 し ます 。 人 間 の 
i に あり 、 自 由 を 要求 する 者 を 殺す か ら で す 。 
1 6 

私 た ちの 違い は 、 私 が 私 の 願い を アッ ラー に 提出 し 、 あ 
な た 方 全員 が あな た の 願い を 彼 に 提出 し 、 あ な た 方 は 私 
を 見 て 私 を 聞い て いま す が 、 私 は 彼 を 見 て 彼 を 聞く こと で 
す 。 は 全く 違い ませ ん 。 
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彼 は 、 マ スタ ー は 弟子 の 鏡 の よう な も の で あり 、 そ の よう 
な 鏡 の 中 で 弟子 は マス ター の 教え の 光 に 従っ て 見 る こと 
が で き 、 マ スタ ー の 仲間 は 100 回 の ナ フ ィ ル ( 超 権威 ) の 
祈り より も 優れ て いる と 語っ た . 彼 は 、「 世 界 の 人 々 の 愛 よ 
り も 、 空 腹 の 時 に 一 口 少 な く 食 べ る 方 が 良い . 名 誉 や 尊敬 
な どの た め に 考え る 世界 の 人 々 は 、 異 世界 で は 何 の 役 に 
も 立ち ませ ん 。」 彼 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 エゴ イズ ム 。 

彼 の 従順 と 不 従順 は 、2 つの こと に 依存 し て いま す 。 彼 
が 食べ 物 を 食べ る と き 、 ま ず 罪 を 感じ 、 食 べ 物 を 食べ な い 
と き 、 彼 は アッ ラー へ の 礼拝 と 祈り を 感じ ます 。」 上 記 の 教 
え の 意 味 は 、 食 べ る こと に よっ て アッ ラー へ の 憎しみ と 罪 
悪 感 が 生じ る が 、 餅 え に よ っ て 人 間 の 欲望 が 終わ り 、 アッ 
ラー へ の 崇拝 と 祈り に 対す る 感情 が 生じ る と いう こと で す 。 
心 の 中 に いる 。 し た が っ て 、 食べ 物 を 残す こと は 、 ア ッ ラ ー 
の 詩 拝 と 折り に つなが る よう な 崇拝 で ある こと は 証明 され 
7 SG 

ある 時 、 彼 は こう 言い まし た 。 アッ ラー が この 功績 を も っ 
て 一 神 教 の ベー ル を 明らか に する な ら 、 マ ニ フ ェ スト の 知 
識 は 中 止 さ れ ま す 。」 

彼 は 、 ア ッ ラ ー は 次 の こと か ら 自 由 で ある と 言い まし た 。」 

1. 人 生 と 死 。 
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2. 光 と 暗闇 。 

彼 は 、「 最後 の 聖なる 預言 者 が 彼 の 霊 遍 に 住ん で いな 
いと は 思わ な いで くだ さい 。 あ な た は 死ん で いて 、 あ な た 
の 目 は 彼 を 見 る こと が で きま せん で し た 。」 彼 は 言い まし 
>。「 ア ッ ラ ー は この 世に 、 こ の 世 の 人 々 に 世俗 の 平和 と 
喜び を 残し た 人 々 を 創り 、 彼 ら は 敬 庶 な 人 々 に 別 の 世界 の 
平和 と 喜び を 残し まし た 。 私 た ち は 、 ア ッ ラ ー が 摂理 の 法 
延 で 奴隷 の 地位 を 彼ら に 与え た こと を 誇り に 思っ て いま 
す 。 彼 は こう 言い まし た 。 そ の よう な 違い が な く な る と 、 ほ 
の めか し と 宗 拝 は 自動 的 に 消え ます 。」 彼 は 言い まし た 。 
0 

彼 は 「 昼 も 夜 も アッ ラー の 恵み が 人 類 に 降り 注ぐ 。 ア ッ 
ラー 以外 の も の を 要求 する 者 は 、 二 つ を 崇拝 する 者 で あ 
る 神々 。 

彼 は 、「 彼 は 他人 か ら の 尊敬 を 望ん で いま せん 。 幼 い 息 
子 や 娘 に 尊敬 を 要求 する 未 庄 な 母親 の よう な も の だ か ら 
で す 」 と 語っ た 。 

彼 は 、「 サ タン は アッ ラー に 拒絶 され て お り 、 彼 を 石 で 打 
つこ と は 男気 と 勇気 の 行為 で す 。」 彼 は 次 の よう に 言い ま 
し た 。 
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これ が 不可 能 で ある こと を 知っ て くだ さい 。」 

彼 は 、「 人 類 は ステ ー I 
誰 も が そう する か ら で す 。 見 る 通り に 彼 に 彼 の 彼ら 
は 私 を 彼ら と 同等 だ と 考え 、 彼 の 地位 と 彼ら の 
地位 も 同じ で 平等 に な る と 考え て いま す 。 彼 は 、「 彼 が こ 
の 世に 存在 する こと は 、 預 言 者 アダ ム ( 彼 に 平安 あれ ) の 
誇り で あり 、 ア ッ ラ ー の 最後 の 聖なる 預言 者 の 目 を 冷や す 
こと で も あり ます 。 その 意味 は 、 審 判 の 日 に 
預言 者 アダ ム ( 彼 に 平安 あれ ) が 彼 の 世代 1 こ 属 し て 
ぬる こと を 誇り < に 思う だ ろう と いう こと で す 。 (し 国 
家 )。" 

彼 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 こ の 件 で 。」 こ の 本 の 著者 
は 、 こ の こと わざ は 、 彼 の 旗 が 預言 者 モー セ の 旗 よ り も 大 
きい と いう 本 で 利用 可能 な バ ヤ ジッ ド ・ ブ スタ ミ の こと わ 
ざ に 似 て いる と 言い ます ( 彼 に 平安 あれ )。 彼 は 、「 私 の 苦 
行 の 最低 の ステ ー タ ス は 、 彼 が スペ ー ド を 手 に 取り 、 見 え 
な い 海 を 攻撃 する と 、 帝 国 か ら ネ ザー 領域 まで すべ て が 
破壊 され 、 ス ペー ド で 2 回 攻撃 する と 何 も 生 き 残 れ な い . 
」 そ の 意味 は 、 彼 の 最初 の 試み で 、 彼 の 前 に あっ た すべ て 
の も の を 取り 除く と いう こと で す . 彼 は 言い まし た 。 に の 
天国 と 別 グル ー プ の 人 に 
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地獄 、 そ し て 彼 は 彼ら の 両方 を 目 に 見 えな い 川 で 湖 死 さ 
BE 
アッ ラー が 住む 場所 に は 、 魂 以外 の 体 は 到達 で きま せん 
審判 の 日 に に すべ て の 人 が 天国 と 地獄 に 送ら れる の は い 
つ で 、 勇 敢 な 人 は どこ に 行く の か と 尋ね た 人 も いま し た 。 
そし て 、 こ の た め に 彼 は 、 彼 ら に と っ て 両方 の 世界 に 場所 
は な いと 答え まし た . 誰 か が 夢 の 中 で 審判 の 日 を 見 て 、 い 
ろ い ろ な 場所 で 彼 を 探し まほ し た が 、 彼 を 見 つけ る こと が で 
きま せん で し た 。 そ こ で その 人 は 、 夢 か ら 覚 め た 彼 に 会 い 
に 行き 、 夢 の 詳細 を 説明 する と 、 彼 は こう 言い まし た 。 私 は 
アッ ラー の 日 に 誰 も 彼 を 見 つけ る こと が で き な い よう に 
祈っ て いた の で 判定 。" 

の 意味 は 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 誰 も 彼 を そこ に 見 る こと が 
で き な い さよ ま よう な 方 法 で アツ ラー が 人 彼 を 隠す と いう こと で す . 
ある 時 、 彼 が 寂し い 場 所 で 祈っ て いた 時 、Muezzin (祈り 
の 呼び か け を 叫ぶ 人 ) が モス ク Ni Qamatis-Sal&t) を 呼 
びました 。 そ の 意味 は 「 祈 り の た め に 立つ 」 で あり 、 こ の 呼 
び 声 を 聞い て 彼 ( IO TI 1 ) の 場 
所 を 離れ て 、 祈 り の た め に モス ク に 行く こと は 困難 で す 。」 
し か し 、 彼 SN ア 法 に つい て も う 一 度 考 
え 、 議 会 の 折り の た め に モス ク に 行き まし た 。 
較 メ ム シャ ド デン リ 
彼 は 哀れ み と 神 秘 主 義 で 有名 な 聖人 で し た 。 彼 は 多く の 
マシ ャ イク (族長 ) と 一 緒 に 知識 を 得 た た め 、 人 々 か ら 大 

に 尊敬 され て いま し た 。 麻 史家 に よる と 、 彼 は 299 AH 
SN り ま し 


268 


彼 は 自分 の 神社 の 扉 を いつ も 閉め て いて 、 誰 も そこ に 入 
る こと が 許さ れ て いま せん で し た 。 ? 神社 の ドア を ノッ ク す 
る 音 が 聞こ えた ら 、 彼 は あな た が 旅行 者 で すか 、 そ れ と も 
地元 の 人 で すか と 尋ね て いま し た 。 彼 が 旅行 者 を 見 つけ 
る こと が で きれ ば 、 ド ア を 開け て いま し た 。 

旅行 者 が 神社 に 滞在 し て いる 間 、 彼 は 心 を 込め て 彼ら を 
大 い に 扱 いま し た 。 地 元 の 人 が 訪ね て きた ら 、 あ な た が 滞 
在 す る こと で 私 に 愛 と 愛情 が 生ま れる の で 、 あ な た が 去る 
と き は 私 に と っ て 難し いこ と だ と 言っ て 彼ら を 返し ます 。 

は アッ ラー の 宮廷 に 手 を 伸ばす よう に 彼 に 答え 、 私 の 祈 
り は そこ で は 必要 な いと 言い まし た . そ れ で 人 々 は 私 が 
アッ ラー の 法廷 を 知ら な いと 彼 に 言っ た の で すか ? も し 私 
を そこ に 送り た い の な ら 、 そ の 住所 と 場所 を 教え て くだ さ 
MY 條 ば 仮に 、 リ アッ ラー の 法 十 は そこ に あり 、 そ で そこ で あな 
た の 存在 は 終わ り ま す 」 と 言い まし た 。 そ の 人 は 彼 の 返事 
を 聞く と 、 人 里 離 れ た 場所 に 行き 、 ア ッ ラ ー を 念じ 始め まし 
た 。 そ れ で アッ ラー は 彼 に 大 き な 祝 福 を 与え られ まし た 。 

か つて 危険 な 洪水 が そこ に 来 て 、 街 の すべ て の 家 が 水 に 
湧 れ まし た が 、 彼 の 神社 は より 高い レベ ル に あっ た の で 水 
の 被害 は あり ませ ん で し た . . そ の 時 、 彼 は 礼拝 マツ ッ ト に 
座っ て そこ に 来 て 、 水 に 浮か ん で いる その 人 を 見 まし た 。 
それ で 彼 は 彼 に 尋ね まし た 。 
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彼 は その よう な 高い 地位 を 得 ま し た 。 そ し て 彼 は 彼 に こう 
例 ま し た 。 で それ し だけ" 

彼 は これ を 聞い て 、「 貧 し い 人 に と っ て 、 努 力 は 必須 で あ 
り 、 必 要 な こと で ある こと が わか り ま し た 」 と 言い まし た 。 こ 
の イベ ント の 後 、 彼 は ダー ウェ ッシュ を か ら か わな いこ と に 
決め まし た 人 。 

彼 は よく こう 言い まし た 。 そ し て 、 私 が これ を 聞い た と き 、 
彼 は 突然 彼 に 、 献 身 と ハル ヴァ の 関係 は 何かと 言い まし 
た (いい 7 

その ダー ウェ シュ は これ を 聞い た と き 、 献身 と ハル ワ ( 甘 
い ) の 間 に ど の よう な 関係 が ある か を 話し て 私 の 場所 を 去 
り 、 ジ ンジ ャ ジ ンク グ クル に た どり 着き そこ で 死 た まじ た 。 事 の 上 苗 末 
を 知っ た 彼 は 、 そ の た め に 悔い 改め た 。 案件 。" 

彼 は ある と き 、 お 金 の た め に 借金 を 抱え て いた の で 、 こ の 
件 で 心配 し て いる と 、 夢 の 中 で 神 の 呼び か け を 聞き まし た 。 
ロー ン の ? そ し て 、 あ な た の 必要 に 応じ て 、 融 資 を 受け る の 
は あな た の 仕事 で あり 、 あ な た の 融資 額 を 解決 する の は 
私 た ちの 義務 で す 。」 そ の 後 、 彼 は 債務 者 に ロー ン 金 額 の 
詳細 を 尋ね る こと は な く 、 彼 ら の 要求 に 従っ て ロー ン 金 額 
を 支払 っ て いま し た 。 

彼 の 黄金 の 言葉 は 多 す ぎ て 、 す べ て を 集め る の は 非常 
に 困難 で 困難 な 作業 で す 。 彼ら 。 

アイ ドル に は た くさ ん の 種類 が ある と 彼 は 言っ た 。 
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魂 の 偶像 を 崇拝 する 人 も いま す 。 富 の 偶像 を 
崇拝 する 人 も いま す 。 
妻 や 子供 の 偶像 を 崇拝 する 人 も いま す 。 自 分 の 産業 や ビ 
ジネス を 上 崇拝 する 人 も いま す 。 
一 部 の 人 々 は 、 祈 り と ザ カ ー ト を 上 崇拝 し ます (宗教 の 機能 
の 基本 と し て の 宗教 税 イス ラム 教 )。 
上 記 の こと わざ か ら 、 す べ て の 被 造 物 は 何 か の 崇拝 に 
忙し く 、 その よう な 所 拝 か ら 角 作 され て いる 人 は いな いこ 
と が よく わか り ま す 。 し か し 、 そ の よう な 人 は 、 常 に 自分 
I 自分 の 魂 の 善行 と 悪行 I 
と は 呼ば れ ま せん 。 弟子 は 師匠 に 仕え 、 師 匠 を 尊重 し な け 
れ ば な ら な い プラ ザー ズ 。 
魂 の すべ て の 欲望 を 捨て る こと に よっ て 、 聖 な る 預 言 者 
の スン ナ ( 実 践 ) に 従う べき で す 。 彼 は 、「 自 分 の 知識 と 経 
験 を すべ て 残せ な い 限 り 、 敬 度 な 人 に 会 っ た こと は あり ま 
せん 。 私 が 敬 虚 な 人 々 の 仲間 に 手 を 伸ばし 、 彼 ら の 言葉 を 
聞い た と き 、 私 は 彼ら の 祝福 の た め に 恩恵 を 受け まし た . 
私 を 祝福 し 、 よ り 高 い 地 位 を 与え て くだ さい まし た . 彼 は 、 
「 散 度 な 人 と 出会っ た 人 が 、 SE 
い 場 合 、 そ の 人 に と っ て 、 敬 度 な 人 の 会 社 や 言葉 は 役 
立た な いと 理 つ た 。 彼 は 次 の よう に 語っ て いま す 。 a 
不安 の 理由 は 以下 の 3 つ で す 。 


. 禁止 され て いる も の を 好む こと 彼ら 。 

2. 亡くな られ た 方 の 出来 事 を 知る た め に 世界 。 

3. で 利用 で きる 現在 の 時 間 の 無駄 の た め に 彼 。" 

彼 は 、 私 た ち が ア ッ ラ ー に 近づき 、 創 造物 か ら 離 れ て い 
る 時 間 が 私 た ち に と っ て より 良い と 言い まし た . そ の よう な 
も の は 私 た ち に と っ て 良く な い の で 、 創 造物 が 好き な も の 
を 心から クリ ア す る こと 。 こ の 世 か ら 亡 く な っ た 区 度 な 人 々 
の 知恵 と 善行 を 集め て 、 自 分 を 敬 度 な 人 だ と 主張 する 人 
が いる な ら 、 彼 は 敬 上 庶 な 人 の より 高い 地位 を 持つ てい ない 
で し よう 。 アッ ラー、 アッ ラー と 言っ て いま す 。 彼 は 次 の こと 
を 研究 し 、 そ の よう な も の が アッ ラー に よっ て どの よう に 創 
造 さ れ た か を 考え る べき で ある 3 種類 の マラ ファ ト ( ア ッ 
ラー の 知識 ) が ある と 言い まし た . 

1. 事柄 に つい て 考え る 。 

2. 運命 。 

3. 作品 。 

彼 は 、jameh の 意味 は それ で あり 、tauhid (アツ ラー の 統 
ー) と tafriq (意見 の 相違 ) に 追加 され て いる の は 、 シ ャ リ 
ア 法 (イス ラム 法 ) が それ を 異 に し 、 そ れ を 承認 し な か っ た 
も の で ある と 語っ た . 

アッ ラー の 道 は 可 く 、 忍 耐 す る こと は 非常 に 困難 で あり 、 
問題 や 困難 が あり ます 。 そ れ 。 こ れ は 意味 は それ に 
得る の 知識 は と て も 
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賢者 は 考え る こと と 沈黙 に 従う こと に よっ て 知恵 を 得る 
と 言わ れ て いま す 。 預言 者 の 魂 は 忙し い 
啓示 と 観察 に お いて 。 誠実 な 人 の 和 紅 "は アッ ラー 
の 近く に いま す 。 彼 は 、「 心 を 清め な が ら 、 ア ツラ ー が 好ま 
れる 行為 を 行う べき で あり 、 人 類 か ら 遠 ざか る こと が 求め 
られ て いま す 。 神秘 主義 。」 

彼 は | 神秘 主義 は 選択 と 非 選択 の 間 に あ り 、 そ の 名 は 表 
現 と 呼ば れる 。 不 要 な も の を 残す こと は 、 神 秘 主 義 と も 呼 
ば れ ま す 。 魂 と 心 に 好ま れる も の を 残す こと は 、 信 頼 と 呼 
ば れ ま す 。」 彼 は 、「 空 腹 の 状態 で 祈り 、 エ ネル ギー が な い 
と き に 眠る こと は 、 貧 困 と 呼ば れ ま す 。 ア ッ ラ ー は 、 ダ ー 
ウェ シュ の 人 を 次 の こと か ら 解 放し ませ ん . 

1 区 える だ め に 力 。 

2. また は 死 を 送る 彼 。 

3. 彼 が すべ て の 悩み や 困難 か ら 解 放さ れる よう に 。」 
彼 の 死 の 時 、 人 々 は お 元気 で すか と 尋ね まし た 。 そ れ か 
ら 彼 は あな た が 私 に 何 を 求め て いる か を 彼ら に 話し まし た 。 
人 々 は 彼 に カリ マ ( イ スラ ム 教 の 信条 ) を 言う よう に 言っ た 
の で 、 彼 は 壁 に 向かっ て 方 向 を 変え 、「 私 は あな た の た め 
に 完全 に 自分 自身 を 終え た の で 、 こ れ は あな た を 私 の 友 
人 と し て 維持 する 報酬 で す .」 彼 は 再び 言い まし た 。 そ し て 
3 年 以来 、 私 は 心 を 失い まし た が 、 誠 実 な 人 々 が 望ん で い 

る よう に 、 そ の 回 復 を 望ん だ こと は あり ませ ん . 
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アッ ラー の 人 格 で 彼ら の 心 を 全滅 させ て くだ さい 。」 彼 は 
そう 言っ て 死ん だ 。 


83 アプ ブ ・ イ シャ ク ・ イ ブン シバ ン 
彼 は 有名 な シェ イク で あり 、 彼 の 時 代 の 神秘 的 で 敬 虚 な 
性 格 で ある だ け で な く 、 偉 大 な 崇拝 者 で も あり まし た 。 

彼 は 一 生 、 エ クス タン シー と 眼 想 に 忙し か っ た 。 シェ イク ・ 
アン ノド ウッ ラー セン * ム グラ ク は 、 邊 分 は 人 し く 仙 上 庶 な 
人 々 の 間 で アッ ラー の 象徴 で ある と 語っ つた 。 

彼 は 40 年 間 Abdullah Maghrabi と 一 緒 に いた が 、 そ の 
間 、 一 般 人 の 普通 の 食べ 物 を 食べ な か っ た と 語っ た 。 彼 
は マッ カ の カアバ の 屋根 以外 の 屋根 の 下 に 住ん だ こと は 
あり ませ ん で し た 。 し か し その 間 、 彼 の 爪 や 髪の毛 は 伸び 
ず 、 服 も 汚れ ませ ん で し た 。 80 年 間 、 彼 は 自分 の 欲望 と 
望み 通り に 何 も 食 べ ま せん で し た 。 

彼 は シリ ア の 旅 の 途中 、 赤 レン ズ 豆 が 食べ た いと 言い ま 
し た が 、 す ぐに 赤 レ ン ズ 豆 の 鍋 が や っ て き て 、 食 べ 過 ぎ て 
じまい まし た 

その 後 、 彼 が シリ ア の バザー ル に 到着 し 、 そ こ に いく つか 
の ポッ ト が 保管 され て いる の を 見 た と き 、 あ る 人 が これ ら 
の ポッ ト は ワイ ン で いっ ぱい で ある と 彼 に 言い まし た 。 ワ イ 
ン の すべ て の ポッ ト を 割っ た 。 ポ ッ ト を 壊す と 、 ワ イン は 道 
路 に 飛ば され まし た 。 

彼 に ワイ ン の ポッ ト を 見 せ た 男 は 、 彼 を 地元 の 支配 者 だ 
と 思っ た の で 、 何 も 言わ な か っ た 。 し か し 、 彼 が 地元 の 支 
配 者 で は な いこ と を 知っ た と き 、 こ の 理由 で 彼 を 捕まえ 、 イ 
ブン タリ ン に 連れ て 行き まし た 。 
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事件 の 詳細 を すべ て 聞い た イブ ン ・ タ ー リ ン は 、200 回 の 
向 詰 と 投獄 の 六 を 命じ まし た 。 そ の た め 、 彼 は 上 記 の 理由 
で 長年 投獄 され て いま し た が 、 シ ェ イ ク ・ ア ブ プ ド ラ が そこ か 
ら 亡 く な り 、 彼 に 連絡 し た 後 、 彼 の 推薦 に より 、 彼 は 刑務 
所 か ら 解 放さ れ ま し た . 
0 彼 は シェ イク ・ ア プ ブ プ ド ラ に 会 い に 行 き 、 な ぜ そ 
に 投獄 され て いる の か 尋 Mn の 赤 レ ン 
ズ 豆 を 食べ 過ぎ た た め に 200 回 の 和 缶詰 で 前 せら れ 、 そ こ 
に 投獄 され た と 答え 、 上 記 の 理由 で 彼 が 経験 し た 困難 に 
つい て も 説明 し た . 彼 の 事件 の すべ て の 詳細 を 聞い て 、 そ 
の 場合 の 前 は 彼 の 過ち より も 軽い と 彼 に 言っ た と き ? 
彼 が メッ カ 巡 礼 に 行き 、 メ デイ ナ ・ ム ナ ワラ を 訪れ 、 預言 
0 アッ サラ ー ム ・ ア ライ クム と 言い 、 
「 ワ リク ム ・ サ ラー ム の 息子 : イブ ン ・ シ ェ バ ン 」 と いう 返事 
を 受け 取っ た 。 そ こ か ら 彼 は ハッ ジ に 行き 、 多 く の ハ ッ ジ を 
行い まし た 。 
ある 時 、 彼 は バス ルー ム に いる と 美しい 人 か ら 電 話 が か 
か っ て きた の を 見 て 、 外 に 出 て 最も 内 側 の 汚れ を 掃除 し 、 
すべ て の 興味 を 取り 除く た め に 時 間 を 無駄 に し て いる 理 
由 を 話し まし た 。 愛 以外 の 心から アツ ラー。 
あな た は 男 で すか 、 ジン で すか 、 それ と も 天使 で すか と 
彼 に 尋ね まし た 。 彼 は 、 自 分 は 人 間 で も 、 ジ ン で も 、 天 使 で 
も な く 、 ビズ ミッ ラ ー の 人 パパ ( 了 アフ ラマ ビア 語 の アル ファ ベツ ド の 2 
番目 の 文字 ) の 点 だ と 言い まし た 。 私 は 彼 に 、 こ の 王国 は 
彼 の も の で すか と 尋ね た と こる ろ 、 彼 は そう すべ きだ と 言い 
まし た 離れ る 
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その 場所 で 、 外 に ある 彼 の 王国 を 見 て くだ さい 。 彼 は 、 破 
壊 と 生命 の 知識 は 、 ア ッ ラ ー の 統一 と 奉仕 、 そ し て 間違っ 
た 道 と ほとん ど 不 信 に つなが る 他 の すべ て の も の の 知識 
の 誠実 さ に 依存 し て いる と 語っ た . 彼 は 、 人 格 の 自由 は 
デア ウタ クーペ の 誠実 の 休 俳 に < よっ て 得る こ と が で きる と 語っ 
た . で すか ら 、 礼 拝 を 堅く 守る こと は 、 神 の 愛 以外 の すべ て 
の も の か ら 私 た ち を 遠ざけ ます 。 アッ ラー。 

彼 は 、 日 頭 で の 誠実 さ は 宗 拝 に 純粋 さ を も た ら さ な い の 
で 、 こ の 理由 で アッ ラー は 彼 に 問題 を 引き 起こ し 、 彼 の 立 
場 は 人 類 。 

彼 は 、 敬 度 な 人 々 の 会 社 を 去る 人 に 、 彼 は 偽り の 挑戦 を 
する 人 に な り 、 こ の 理由 で アッ ラー は 人 類 の 中 で 彼 を 恥じ 
る と 言い まし た . 

彼 は 、 悪 いこ と か ら 遠 ざか る よう に 、 そ し て この 件 に つい 

Cl イス ラム の 規則 と 規則 を 知ら な けれ ば な ら な いと 言 
MV まし た 。 

その 人 は アッ ラー を 恐れ て いな い 和 卑劣 な 人 で あり 、 彼 が 
何ら か の 体 に 好意 を 示す と き 、 彼 は 他 の 人 に 彼 の 好意 を 
明らか に する の で 、 こ の 理由 で その よう な 人 は 卑劣 で 下 
等 な 人 の カテ ゴリ ー に 属し ます . 
1 満足 は 自由 の 保証 で 

心 に 恐れ が あれ ば 、 世 界 へ の 愛 は な く な り 、 心 に 残り ます 。 

信頼 は 、 人 と アッ ラー の 間 の 秘密 事項 で あり 、 他 人 に 一 
切開 示し て は な り ま せん 。 

彼 は 、 モ スク で アッ ラー を より 崇拝 する 者 に こう 言い まし 
7 る 
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天国 で の 彼 の 位置 。 

アッ ラー の た め に 彼 の イス ラム 教徒 の 兄弟 に 会 い 、 こ の 
理由 で 彼 は 天国 で アッ ラー に 会 う 人 . 

何人 か が 彼 に 祈る よう に 頼ん だ と き 、 彼 は 彼 に 、 反 対す 
る の は 上 難しい の で 、 ど う や っ て 祈る こと が で きる の か と 徐 
えま し た 。 時 間 。 

ある 人 が 彼 に アド バイ ス を 求め た と ころ 、 彼 は 「 常 に アッ 
ラー を 覚え て お く こ と 。 そ れ が 不可 能 な ら 、 彼 は 常に 自分 
の 死 を 覚え て お くべ きだ 」 と 言い まし た 。 


84. アブ ・ ベ イカ ー サイ ドラ ニ 

彼 は 神秘 主義 と 禁欲 の 偉大 な 源 で し た 。 彼 は また 、 ア ッ 
ラー の 意志 の た め に 一 生 懸 命 働く 偉大 な 人 物 で あり 、 区 
度 さ 。 

彼 は ペル シャ 出身 で 、1340 年 に ネ シ ャ ブー ル で 亡くな り 
まし た 。 H. 

シブ プリ は 彼 を と て も 尊敬 し て いま し た 。 

彼 は 、「 ア ッ ラ ー は 偉大 な 知恵 で 世界 を 作り 、 そ の 能力 と 
色 力 に 応じ て すべ て の 体 が 恩恵 を 受け る 」 と 語っ た . 彼 は 
次 の よう に 述べ て いま す 。 両 方 の 世界 で 成功 する こ と が 
で きま す 。 善 行 を 行い 、 悪 行 を 避け な が ら 、 無 知 の 痢 か ら 
其 ざ け な け れ ば な り ま せん 。 [ 

彼 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 
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知識 は 彼 を 破滅 と 迷路 へ と 導く だ ろう 。」 

彼 は 、「 彼 と アッ ラー の 間 で 真実 に 従う 者 は 、 人 類 か ら 境 
ざか る だ ろう 」 と 語っ た 。 

彼 は 言い まし た 。 アッ ツラ ー。」 

彼 は 、「 ア ッ ラ ー か ら 人 類 へ の 道 は ある が 、 人 類 か ら ア ッ 
ラー へ の 道 は な い 」 と 語っ つた 。 

彼 は 、「 ア ッ ラ ー と の 強い 関係 を 確立 する こと に よっ て 、 
人 類 と の 関係 を 縮小 し な けれ ば な ら な い 」 と 語っ た 。 
彼 は 、「 最 高 の 男 と は 、 自 分 本人 と を よく 考え 
る 人 で あり 、 そ の よう な 人 の 道 は アッ ラー に 通じ 、 そ の 道 は 
他 の 道 よ り も 優れ て いる と 考え る べき で す 。」 

彼 は 、「 信 頼 の 状態 で は 、 自 分 の 魂 の 欠陥 を チェ ッ ク し 、 
アッ ラー の 恩恵 を 考え な けれ ば な ら な い 」 と 語っ た . 

彼 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 緊急 の 場合 を 除い て 、 そ 
の よう な 行動 や 動き は 世俗 的 な 要求 に 使用 され る べき で 
あり 、 無 駄 な こと か ら 常 に 自分 の 舌 を 制御 する 必要 が あり 
ます . 話し て いる 。 

彼 は 、 沈黙 を 守ら な い 人 は 、 た と え 孤 独 の 中 に いて も 、 
最悪 の 事態 に 巻き 込ま れる だ ろう 」 と 語っ た 。 場所 。" 

彼 は 、 同性 | こ 助 け を 求め 、 他 の 性 を 遠ざけ る 人 は 第 子 
と 呼ば れ ま す 」 と 語っ た 。 

第 子 の 命 は その 完成 に か か っ て いる 
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魂 と 心 の 命 。 心 の 生 は 魂 の 死 を も た ら す か ら で す 。 

アッ ラー の 助け が な けれ ば 、 過 度 の 食欲 か ら 自由 に な る 

この (まで きま せん 。 

彼 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 魂 。 

彼 は 、「 魂 は アッ ラー と 人 間 の 間 の ベー ル に 過ぎ な い の 

吹か ら 自 由 を 得る こと は 人 間 に と っ て 最高 の 恵み で 
| 

魂 の 完成 が な けれ ば 、 全 能 の アッ ラー の 実在 を 知る こと 

は で きま せん 。 

死 は 、 別 の 世界 へ の 旅 の 扉 の 1 つ で あり 、 そ れ な し で は 

アッ ラー に 到達 する こと は で きま せん 。 

彼 は 、「 す べ て の 宇宙 は ベー ル で あり 、 私 に と っ て 敵 で す 

が 、 そ れ ら の 中 で 私 は 何 も で きず 、 無 力 で す 」 と 語っ た . 
6 「 ど ん な 作品 に も 偽善 が あり 、 そ れ を 誇示 する べき 

は あり まだ ん 」 と 褒 つ だ 。 

4 「 人 生 に お いて 常に 勇気 を 持ち な さい 。 な ぜ な ら 、 

人 生 は すべ て の 主要 な も の で あり 、 す べ て の 結果 は それ 

に か か っ て いる か ら で す 。 勇気 と は あな た が で きる と いう 

気持 ち で ある よう に 、 人 は 勇気 の 助け を 借り て すべ て の も 

の を 手 に 入れ る こと が で きま す 勝つ 。" 

彼 の 死後 、 弟 子 た ち は 彼 の 墓 に 何 度 も タブ レッ ト を 置き 

まし た が 、 そ の た びに それ は 失わ れ て いま し た . ア プ ・ ア リ ・ 

ワ フ ァ ク に 知ら され た と き 、 彼 は 彼ら に 言い まし た 。 彼 の 死 

後 、 彼 を 人 類 か ら 遠 ざけ て くだ さい 、。 
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で すか ら 、 こ の 件 に 関し て は 一 切 避 け て くだ さい 。」 


89 プク ツク) の WM に ン イク ラド ム パグ チマ 
彼 は 孤独 な 生活 様式 に 従い まし た が 、 彼 の 偉大 さ の た め 
に 首長 か ら 大 い に 尊敬 され て いま し た 。 こ の た め 、 敬 虎 な 
人 々 も 彼 を 非常 に 尊敬 し て いま し た 。 彼 は 聖 ク ルアー ン と 
ハデ イィ イース ( 聖なる 疾 言 者 の 伝承 ) の 解 各 に お いて 完璧 
CG 

彼 の 教え と アド バイ ス も 完璧 で 、 彼 は バグ ダッ ド の レ サ 
ファ モス ク で イス ラム 教 の 知識 と アド バイ ス の 教え に 常に 
忙し くし て いま し た 。 

彼 は ハリ ト ・ マ ハ サ ビ の 第 子 で し た 。 彼 は 、Sirri Saqti と 
Abul Khair Nasijj の 会 社 で 訓練 を 受け まし た 。 イ マー ム ・ 
ハン バル は 、 イ スラ ム の 間 題 で 何 か 問 題 が 発生 し た 場合 
に 、 彼 の 意見 を 求め て いま し た 。 彼 は 紀元 前 289 年 に 亡 く 
な り ま し た 。 彼 は 有名 な ダー ウェ シュ で あ 
る ハリ ス ・ ム バラ ク を 訪れ た こと が あり ます 。 彼 は 当時 、 立 
派 な ドレ ス を 着 て いま し た 。 彼 の 近く に は 和 鳥 が 入っ た ケー 
ジ が あり まし た 。 それ 。 

鳥 が 何 か を 話す と 、 ア ブ ・ ハ ム ザ は 大 声 で 叫び 、「 ラ バイ 
ク ・ ヤ ・ サ ヤ デ ィ 」 と 言い まし た 。 お 一 
: マ スタ ー。 し か し 、 ハ リス は ひど く 怒 っ て 、 彼 に 言い まし た 。 
アブ ・ ハ ム ザ は イス ラム 教徒 に な る 」 と 言い 、 弟 子 た ち は 
彼 に 、 私 た ち は 彼 を と て も 敬 上 度 な 人 だ と 思っ て いま す が 、 
あな た は 彼 を カフ ィ ー ル (不信 者 ) と し て 扱い 、 傷 辱 し て い 
る と 言い まし た 。 ハ リス は 彼ら に 言っ た 。 の 
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ツー 

し か し 、 な ぜ 彼 は お 菓子 作り の 行為 に 似 た 行為 を 行っ た 
の か 、 そ し て な ぜ 彼 が 鳥 の 鳴き 声 で 泣い た の か 、 な ぜ な ら 
アッ ラー の 愛好 家 は 聖典 の 節 か ら 平和 と 慰 
め を 得る で で しじま 2 ドド は 

消滅 し 、 人 の 体 に 混ざり ます 。 ア ブ ・ ハ ム ザ は 上 記 
の コメ ント を 聞い た と き 。 、「 彼 の 行動 と 発言 
は 正しい 道 を 進ん で いな い グ ルー プ に 従っ て いる の で 、 こ 
の 件 で の この 過ち を 悔い 改め ます 」 と 言い まし た 。 彼 は 私 
が 力ずく で アッ ラー を 目撃 し た と 言い 、 そ れ か ら ア ッ ラ ー 
は 私 に こう 言い まし た 。 人 類 。" 

し か し 、 こ の 言葉 が 人 々 に 届く と 、 こ の 無駄 な 言葉 の た め 
に 彼 は 多く の 前 を 与え られ 、 そ の た め に 多く の 困難 と 問題 
も 経験 し まし た 。 

彼 は 、「 貧 し い 人 々 の 友情 は 非常 に 難し い の で 、 信 頼 で 
きる 人 々 以外 は 誰 も 彼ら に 耐え る こと が で きま せん . ア ッ 
ラー の 助け が あれ ば 、 そ の よう な 人 に と っ て 正しい 道 を た 
どる の は 簡単 で す 。 ソ ー ス と 論理 に よっ て アッ ラー の 道 を 
採用 する 人 は 、 し ば らく の 間 正 し い 道 を た どり 、 正 し い 道 
か ら 離 れる こと も あり ます 。 時 間 。 

彼 は 、 ア ッ ラ ー の 恵み に よっ て 次 の 3 つの こと を 達成 し 
た 人 に 、 問 題 や 困難 か ら 安 全 に な る と 言い まし た 。 

1. を 空 か せ て 生き る こと 。 

2. 採用 する 満足 。 


3. に 従う こと . 

彼 は 、「 義 務 を 果たす と 、 あ な た の 魂 は 安全 で 安全 に な る 
で し よう 1 と 言い まゆ 

真 の スー フィ ー と は 、 次 の 点 で 確固 た る も の で す 。 

1. 彼 は 後 で 侯 辱 に 直面 し ます 尊敬 する 。 

2. 彼 は その 後 貧困 に 直面 する だ ろう 豊か さ 。 

3. 彼 は 後に 不明 に な り ま す 名 声 。 

スー フィ ー に その よう な も の が 存在 し な い 場 合 、 そ の よう 
な 人 は 真 の スー フィ ー で は あり ませ ん 。 彼 は 、 錠 僚 は 私 に 
受け 入れ られ る べき アッ ラー か ら の 贈り 物 で ある と 言い ま 
Bk 

は な いこ と を 知っ た と き 、 私 は それ を 喜ん で 受け 入れ 、 正 
し い 道 を 選び まし た . 彼 は 真剣 に 考え て いる と き に 甘い 口 
調 で 話し て いた の で 、 あ る 日 、 彼 は 神 の 呼び か け を 聞い た 
の で す 。 相 手 に 優し い 日 調 で 話す スタ イル 。 " 

この 事件 で 彼 は 話す の を や め 、 同 じ 週 に 死亡 し た が 、 人 金 
曜 の 説教 中 に モス ク の 説教 壇 か ら 落 ち た こと が 原因 で 死 
し た と 言う 人 も いた . 


86. アブ ・ ア リ ・ ダ カッ ク 

彼 は 神秘 的 な 知識 と 真実 、 そ し て アッ ラー へ の 愛 と 誠実 
さ に お いて 完璧 な 人 物 で し た 。 彼 は コー ラン と 預言 者 の 
伝統 の 解釈 に お いて も 完璧 で し た 。 彼 の 言葉 と 教え は 非 
常に 上 厳しく 、 難 し いも の で し た 。 同じ 理由 で 、 一般 大 衆 が 
それ を 理解 する こと は 困難 で し た 。 
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それ ら を 理解 し て くだ さい 。 彼 の 神秘 的 な 実践 と 奇跡 の 
すべ て の 詳細 を 本 で カバ ー す る こと は 不可 能 で す . 

多く の スー フィ ー マス ター の 会 社 で 最も 奥深 い 知識 を 
得 ま し た 。 彼 の 感情 の 深 さ の た め に 、 彼 の 時 代 の 人 々 は 
彼 に 国民 の 哀歌 の チャ ンタ ー と いう 称号 を 与え まし た . 彼 
は マル で 幼少 期 を 過ごし 、 当 時 の 聖人 の 一 人 は 、 非 常に 
砺 し い 状況 に ある サタ ン を 見 て 、 頭 に 土 を 注い で いた こと 
を 明か し 、 彼 に 何 が 問題 で 何 が 困難 な の か を 尋ね まし た 。 
そし て 、 な ぜ 彼 は その よう な 悪い 状態 に ある の か . サ タン 
は 役 に 言 いま し た 。 シ ェ イ ク アリ フラ モデ ィ は 次 の よう に 
語 つ て いま す 。 世界 。" 

彼 は よく こう 言い まし た 。 し か し 、 通 常 、 そ れ ら の 木 に は 実 
が あり ませ ん 。 も し 実 が な っ た と し て も 、 そ の よう な 実は 無 
味 で 役に立た ず 、 同 じ よ うに 師匠 の 奉仕 が な けれ ば 、 弟 
子 た ち に は 何 の 利益 も あり ませ ん 。 こ れ は 私 の こと わざ で 
す が 、 ア ブドウ ゥ ル カン シム ナ サ ラ バディ イ か ら も 同じ こと を 間 
きま し た 。 す べ て の 時 代 の 敬 度 な 人 々 は 、 先 に 亡くな っ た 
聖人 か ら 上 記 の こと わざ を 聞い た 彼ら 。" 
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彼 は 、「 ア ブル ・ カ シム ・ ナ サラ バディ を 訪れ た と き 、 彼 は 
入浴 し て いま し た 。 入浴 せ ず に 彼 を 訪問 し た こと は 一 度 も 
な か っ つた と いう こと を よく 覚え て いま す 。」 

彼 は 長い 間 マ ル に 滞在 し 、 イ スラ ー ム の 教え の 説教 で 忙 
し く 、 そ の 後 、 他 の 多く の 場所 を 訪れ 、 あ ら ゆ る 場所 で イス 
ラー ム の 説教 の 仕事 に 忙し か っ た . 知識 。 

着る ドレ ス が な か っ た の で 、 裸 で アブ ドウ ッ ラ ー・ オ マー の 
神社 に 到着 し た と き 、 一 人 の 人 が そこ で 彼 を 認識 し 、 

に 尊敬 し 、 他 の 人 も 彼 を 認識 し 、 ゆ っ くり と 彼 に 
伸ばし 、 彼 を 彼ら の 輪 の 下 に 連れ て 行き 、 彼 ら 本 

<. 説 教 の た め に 彼 は 彼ら の 要求 を 拒否 し まし た が 、 そ れ 
ら の 人 々 は 再び 彼 に 説教 を 要求 し 、 彼 は この 問題 で 彼ら 
の 要求 を 再び 拒否 し まし た . こ の 後 、 彼 は リズ ワン ・ ミ ン ・ 
アツ ラフ ラー* ア クハ バル に 話し まし じ た 。 で の よう な 本 
その 集まり に いた 人 々 は 酔っ て 意識 不明 の 状態 に な り 、 
大 き な 叫 び 声 が 上 が り ま し た 。 四方 八方 か ら 泣き 叫び 、 多 
く の 人 が 死ん だ 。 そ の 状態 で 、 彼 は 説教 培 か ら 降 り て 、 見 
知ら ぬ 人 の と ころ へ 行き まし た 。 場所 。 

人 が 正常 に な っ た と き 、 彼 ら は 死ん だ 人 を 募 地 に 埋め 、 
彼 を 探し まし た が 、 Co oO 
そこ か ら 彼 は マル に 行き 、 そ こ に し ば らく 滞在 し た 後 、 ネ 
シャ ブー ル に 到達 し 、 そこ) 0 
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ある ダー ウェ シュ が 彼 の 奉仕 に 出席 し 、 彼 が 非常 に 美 し 

い タ ブリ ター バン を 着 て いる の を 見 て 、 彼 は それ が 好き で 

し た . 彼 に 「 信 頼 の 意味 」 を 尋ね た と ころ 、「 メ ンズ ター バン 

の 欲望 を 残す こと を 信頼 と 呼ぶ 」 と 答え た 。 彼 は そう 言っ 

て ター バン を 渡し た 。 贈り 物 。 

彼 は か つて マル で 病気 に な り 、 こ の 期間 中 に その 状態 で 

ネ シ ャ ブー ル に 行く こと を 決め た が 、 神 の 呼び か け を 聞い 

た 。 彼 ら は あな た の 教え 方 が 好き だ っ た の で 、 あ な た の イ 

スラ ム 教 の 教え の 説教 、 そ し て あな た が 説教 し て 彼ら を 満 

足 さ せな い 限 り 、 あ な た は これ を 離れ る べき で は あり ませ 

ん 場所 。" 

集まり に は 何 か が あり 、 人 々 の 注意 を 不 必要 に 引き 付け 

る だ ろう と 言わ れ て いま す 。 そ の た め 、 彼 は アッ ラー の 謙 

虚 さ を 求め て 、 利 用 可能 な も の は 終わ ら な いか も し れ な い 

と 言い まし た 。 あ る 日 、 彼 は 説教 壇 で 説教 を し て いて 、 

ヒビ ュー マン エラ ー と 欠陥 に つい て 説明 し て いま し た 。 こ れ 

ら の 性 質 は すべ て 人 間 に と っ て 良く な い の で 、 こ れ ら の 欠 

陥 か ら 遠 ざけ る 必要 が あり ます . 

1. 残虐 行為 

2. 無知 

3. 見 せる 

4. 貧 欲 。 

その 集まり に 一 人 の ダー ウェ シュ が いて 、 上記 の 人 間 の 

欠陥 を 聞い て 、 こ れ ら すべ て の 人 間 の 欠陥 に も か か わら 

ず 、 ア ッ ラ ー は 彼 の 友情 が 好き で あり 、 こ れ が 人 間 の 最高 
の 性 質 で ある と 彼 に 言い まし た . 彼 が いつ 聞い た 
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彼 は あな た が 正しい と 彼 に 言っ た の 


Ouranie 聞 に から. 、 た ノーラ 2 い 
いえ 。 5 Al1- Maidah O ge 
s } 


6 =zh) t{az9cs9 と その 意味 は アッ ラー 大 好き 
彼ら も アッ ラー を 愛し て いま す 。 

彼 が 説教 の 時 間 に ア ッ ラ ー、 ア ッ ラ ー、 ア ッ ラ ー を 3 回 
言っ た こと が あり ます 。 そ れ で 彼 は 「 彼 は 知ら な い 」 と 答え 
た 。 す る と その 人 は 彼 に 「 彼 は アッ ラー を 知ら な い の に 、 な 
ぜ 彼 は 何 度 も アッ ラー の 名 を 唱え て いる の で すか ?」 と 言 
いま し た 。 そ れ で 彼 は その 人 に 答え まし た 。 電話 ?" 

ある 店 主 は 、 彼 の 神社 を 訪れ 、 そ こ で 貧し い 人 々 と 一 緒 
に 食べ 物 を 食べ て いま し た 。 こ の よう に し て 、 彼 は 何 年 も の 
間 、 貧 し い 人 々 に 仕え て きま し た 。 

か つて 彼 は 彼 に つい て 「 彼 は 最も 内 面 的 な 資質 を 持つ 
人 だ 」 と 語り 、 そ の 和 夜 、 彼 は 夢 の 中 で 多く の 敬 度 な 人 々 が 
集まっ て いる 壮大 な 宮殿 を 見 まし た が 、 一 生 懸 命 努 力 し 
た に も か か わら ず 、 そ こ に た どり 着く こと が で きま せん で し 
た 。 そ の 時 、 そ の 人 が そこ に 来 て 、「 ラ イオ ン は キツ ネ の 後 
ろ に 追い や られ て いる 」 と 彼 に 言い まし た 。 彼 は これ を 
言 る で 彼 が 宮殿 の 屋根 に 手 を 伸ばす の を 手 伝 \ ま し た 。 
次 の 日 、 彼 が 説教 壇 に の その 人 が そこ に 来 ま し た 。 
それ で 彼 は その 人 た ち に 「 彼 が 前 の 夜 に その 集まり に い 
な か っ た ら 、 彼 ! NG 
こと が で きる よう に 彼 に 道 を 提供 する た め に 」 と 言い まし 
た . 毎 晩 彼 は か つて な れ 
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そこ に いる が 、 彼 ( 0 こも 開示 し な か っ た 。 
し か し 、 あ な た が そこ に いた の は 一 晩 だ け で 、 あ な た は こ 
0 
らし た 。」 
DA CN ER 
面 し た 後 、 彼 の 訪問 の た め に 米 だ ど 衣 に 言 ら だ た の 
で 、 彼 は 彼 ( (1 
彼ら の 魂 か ら 。 誰 か が 彼 に 悪魔 の よう な 懸念 が 彼 ( に も っ と 
迷惑 を か け て いる と 不平 を 言い 、 彼 は 彼 に 「 世 界 の 関係 
の 木 を 取り 除い て 、 そ この 木 の 上 に 鳥 が と まる こと が で き 
な いよ うに する こと 」 と 言い まし た 。 そ の 意味 は 、 彼 が 人 間 
か ら の 悪魔 の 懸念 を 制御 で きる よう に 、 世 界 を 去る こと で 
す 。 心臓 。" 
al こ な っ た の で 、 彼 の 家 に 会 い に 行 
き 、 彼 の 病気 の 理由 を 尋ね た こと が あり ます か ? そ の 人 は 、 
洲 浴 の 後 、 タ ハ ジュ ド の 祈り (早朝 の 超 権 威 の 祈り ) を 始 
め た と き に 、 腰 に 激しい 痛み を 感じ 、 体 に 激しい 熱 が あっ 
た と 答え まし た 。 詳細 を 聞い た と き 、 彼 は 非常 に 怒っ て 、 
「 彼 に と っ て 役に立た な い の に 、 な ぜ 彼 は タ ハ ジュ ド の 祈 
り (早朝 の 超 権 威 の 祈り ) を 祈っ た の か . 彼 に と っ て は 世俗 
的 な 欲望 や 願い を 手放す だ け で 十分 で あり 、 こ れ は タ ハ 
ジュ ド の 祈り より も 彼 に と っ て 良い こと で す 。 (早朝 の 超 
権威 の 祈り ) 彼 が これ に 従え ば 、 彼 は 腰 に 痛み を 感じ な い 
で し よう 。 て で て の まう こと に 直面 まる 
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彼 の 問題 と 彼 の 行動 は 、 頭 に 痛み の 問題 が ある 場合 、 

に 薬 を 塗っ て いる 、 ま た は 手 が 汚 れ て いる 場合 、 シ ャ ツ の 
補 を 洗っ て いる 、 こ れ ら の 行為 に は 何 の 役 に も 立た な いこ 
と に 似 て いま す 。 そ の 結果 、 頭 痛 が 取り 除 か れ た り 、 彼 の 
手 か ら 汚 れ が 取り 除 か れ た り し ます 。」 昔 か ら 会 いた いと 
思っ て いた 弟子 を 訪ね た こと が ある 。 そ れ で 、 彼 は 彼 の 家 
で 彼 に 会 えて と て も うれ し か っ た で す . 彼 は 彼 に 尋ね まし 
た . そ し て 、 彼 は 彼 に こう 答え まし た 。 心臓 。" 

「 あ る ダー ウェ シュ が 彼 の 近く に 座っ て いて 、 く し ゃ み を し 
た 後 、 彼 は 「 ア ッ ラ ー・ ヤ ル ハ ムク (アッ ラー が あな た に 慈 
悲 を 与え て くだ さい ます よう に ) 」 と 言い まし た 。 そ し て その 
男 は 、「 彼 は マス ター の 会 社 で アッ ラー の 恵み を 望ん で い 
まし た . 集まる 。」 

彼 が 格好 良い ドレ ス を 着 て いた と き 、 ア ブル ・ ハ サン ・ ヌ リ 
が そこ に や っ て 来 た の で 、 彼 は 微笑 ん で 彼 に 尋ね まし た 。 
それ か ら 彼 は 大 声 で 叫び 、「 彼 は それ を 全 世 界 の 費用 で 
購入 し まし た 。 そ れ は 彼 に と っ て 非常 に 大 切な が も の な の で 、 
古い ドレ ス と 引き 換え に すべ て の 天国 を 受け 入れ る こと は 
あり ませ ん .」 彼 の 返事 を 聞い た と き 、 彼 は 泣き な が ら 言 っ 
た 。 時 間 彼 
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ダー ウェ ッシュ な 人 と は 冗談 を 言い ませ ん 。」 彼 は ある 日 、 
ダー ウェ シュ が 彼 の 神社 に や っ て 来 て 、 彼 が そこ で 死ぬ こ 
と が で きる よう に 彼 の 神社 に 場所 を 提供 する よう に 彼 に 
要求 し た . 彼 は 彼 に 場所 を 提供 し 、 そ こ に 着い た と き 、 彼 は 
アッ ラー、 ア ッ ツラ ー と 言い 始め まし た 。 彼 は 別 の 場所 に 隠 
れ て 彼 を 見 守っ て いた の で 、 ダ ー ウ ェ シ ュ は 彼 に こう 言い 
表し MC の 2 こ クン の 7 ツラ クー、 ア ツラ クーク 言 の で 相 く の の 
た 時 。 私 は 家 の 側 に 出 て 、 ダ ー ウ ェ シ ュ の 死体 の 葬式 の 
品 を 持っ て くる た め に 体 を 送っ た が 、 家 に 戻っ た と き 、 そ こ 
で 死体 を 見 つけ る こと が で き な か っ た . そ れ で 私 は 非常 に 
驚き 、 こ の 理由 で 私 は アッ ラー に 祈り まし た 。「 ア ッ ラ ー、 
あな た の 恩人 鶴 の お か げ で 、 死 後に 行方 不明 に な っ た 見 知 
ら ぬ 人 に 会 いま し た 。 こ の 件 の 秘密 を 教え て くだ さい 。 そし 
て その 後 、 彼 は 神聖 な 呼び か け を 聞い て 、 死 の 天使 も 天 
使 た ち も 彼 を 見 つけ る こと が で き な か っ た の に 、 な ぜ あ な 
た は 彼 を 探し て いる の か 、 急 いで 彼 を 見 つけ る こと が で き 
な か っ た の に 、 な ぜ あ な た は 彼 を 探し て いる の か と 言わ れ 
まし た . そ し て 彼 は 尋ね まし た 。 そ し て 彼 は 神 の 呼び か け を 
聞い た 。 そ の 中 で 、 彼 は 強力 な 者 と 共に 真実 を 集め て い 
る と 告げ られ た 。 平 。 

を 見 た と き 、 彼 は 泣い て いて 、 目 か ら 涙 で は な く 血 が 流 
れ 、 モ スク の 床 が 和 帳 で 満た され た と 彼 は 語っ た 。 私 は 彼 の 
近く に 手 を 伸ばし 、 彼 の 状態 に 親切 に し 、 泣 く の を や め る 
よう に 頼ん だ . そ の 人 は 私 を 見 て こう 言い まし た 。 彼 。" 
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彼 は また 、 あ る 奴隷 の 別 の 出来 事 を 私 に 話し まし た . 彼 
の 主人 が 怒っ て いて 、 彼 は 彼 を サー ビス か ら 外 し まし た が 、 
何人 か の 人 の 勧め で 、 彼 の 主人 は 彼 の 過ち を 許し まし た 
が 、 そ れ に も か か わら ず 、 奴 隷 は いつ も 泣い て いま し た . そ 
れ で 人 々 は 、 主 人 が すでに 彼 を 許し て くれ た の に 、 な せ ぜ せ 彼 
は いつ も 泣く の に 忙し い の か と 彼 に 尋ね まし た 。 し か し 、 
彼 は この 件 に つい て 返事 を せ ず 、 黙 っ て いた 。 マ スタ ー は 、 
彼 は 彼 の 意欲 を 望ん で お り 、 彼 の 助け が な けれ ば 無力 で 
何 も な い . 人 が 彼 の 神社 に や っ て 来 て 、 罪 の 感覚 が ある か 
どう か 尋ね た ら 、 こ の 理由 で 体 の 純粋 さ を 失 う の で し ょ う 
か ? そ し て 泣き な が ら 、 こ の 件 に つい て 弟子 た ち に 答え て 
くれ る よう 求め た 。 で すか ら ザ イン イス ラム は 、 罪 に つい て 
考え る こと は 外側 の 清 漂 さ に 人 内 側 の 


人 さそ 全 わら せる と 千 え た い 思い ます 。 し か し 、 彼 の 
主人 の 敬意 の た め に 、 彼 は こ の と が で きま せ 
ん で し た 案件 。 


彼 は か つて 、 目 に 激しい 痛み が あり 、 不 安 で 困っ た 状態 
に あり 、 そ の 間 題 で 眠っ て いた 、 そ し て 「 アッラー は 彼 の 奴 
款 に と っ て 十分 で は な い の か 」 と いう 神 の 呼び か け を 聞 
いた と 語っ た 。 そ し て 目 が 覚め た と き 、 彼 の 目 に は まっ た く 
痛み が あり ませ ん で し た 。 

彼 は 一 度 、 ジ ャ ング ル で 道 を 忘れ て し まっ た の で 、 15 日 
間 あ ちこ ち を さま よい 、 そ の 後 道 に た どり 着き 、 軍 人 に 会 っ 
て 飲み 物 と その 奇妙 な 効果 を 彼 ( 3 30 年 経つ 
て も 変わ ら な い 心 。 強 く て 体 の 重い 弟子 た ち に は 、 冬 季 は 
毎日 朝 に 冷た い 水 で 汰 浴 す る よう ( ( 
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弱い 弟子 た ち は そ れ を 免除 され まし た 。 彼 は か つて 、「 す 
べ て の 人 は 自分 の 力 と 能力 に 応じ て 仕事 を する べき だ 」 
と 言っ て いま し た 。 彼 は 、「 食料 品 店 に な り た い 人 は 多く の 
器 を 必要 と し ます が 、 家 の 隅 に 座り た い 人 は いく つか の 物 
し か 必要 と し ませ ん . 誇 り 、 見 せ び ら か し 、 世 俗 的 な 利益 の 
た め に 知識 を 得 た い 人 は 、 よ り 多 く の 知 識 が 必要 で す 。 次 
の 世界 で それ を 取得 し た い 場 合 は 、 奴 隷 制 の 規則 と 規制 
を 知っ て いる 必要 が あり 、 こ れ で 成功 する た め の よ り 少 な 
い 知識 に 基づい て 行動 する 必要 が あり ます 案件 。" 

何者 か が 彼 を 丸 に 誘い 、 彼 は そこ へ 行く 途中 、 こ う 言 っ 
て いる お ば あさ ん に 会 っ た 。「 あ あ : アッラー、 た くさ ん の 
子供 た ちと 一 緒 に いる に も か か わら ず 、 私 は 角 僚 状態 に 
陥っ て いま す 。 そ の 理由 は 何 な の か わか り ま せん 。」 こ れ を 
聞い て 、 彼 は そこ か ら 静 か に 立ち 去り 、 マ ル の ホス ト の 家 
に 行き 、 皿 に 食べ 物 を 持っ て くる よう に 頼み まし た 。 し か し 、 
実際 に は 彼 に は 住む 家 が あり ませ ん 。 主 人 は た くさ ん の 
食べ 物 が 入っ た 皿 を 持っ て くる と 、 頭 に 皿 を の せ て 、 お ば 
あさ ん の 家 に 行き 、 食 べ 物 を あげ まし た 。 こ の 謙虚 さと 謙 
虚 さ は 、 ア ッ ラ ー が その 恩 鶴 に よっ て 一 部 の 奴隷 に 与え ら 
れ た も の で あり 、 一 般 の 人 々 は この 偉大 な 資質 を 手 に 入 
れる こと は で きま せん 。 彼ら 。 

ある 日 、 彼 は こう 言い まし た 。 
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私 た ちの 違い は 何で すか ? そ れ か ら 彼 は 彼ら に 、 勇 気 あ 
る 者 は 天国 も 地獄 も 気 に し な い だ ろ う 、 そ し て これ は アッ 
ラー の 規則 と 規則 で ある と 答え る だ ろう 。」 夜 明け の 時 が 
来る と 、 そ の 光 が 私 た ち を 引き 離し 、 そ の 時 まで に 損なわ 
れ な か っ た 恵み は あり ませ ん . こ の 本 の 著者 は 、 彼 の 次 の 
こと わざ は 非常 に 奇妙 で ある と 述べ て お り 、 詳 細 は 次 の と 
お り で す 。 

の 日 に 私 の 歩み の 前 に 別 の ステ ッ プ が ある こと を 知っ て 
いた ら 、 私 は 自分 の 行動 を と ら な か っ た で し ょ う 。 こ の 本 の 
著者 は 、 彼 が 奴隷 状態 で 忙し か っ た と き 、 そ し て 彼 の 神聖 
な 場合 に 、 こ の こと わざ を 言っ た か も し れ な いと 言い ます 
お 手入れ 。 

は イー ド フェ ステ ィ バ ル の 大 集会 に 出席 し 、 そ の 場所 で 
彼 の 情熱 の た め に 次 の よう に 言い まし た 。 私 の 前 に 体 が 
あれ ば 、 私 の 魂 は 私 の 体 か ら 離 れ ま す 。 著者 は この 件 で 、 
時 間 制 限 の な い 裁 き の 日 に つい て 言い た いこ と を 明確 に 
し まし た 。 時 間 制 限 が な けれ ば 、 前 後 を 見 る こと は で きま 
せん 。 し か し 、 こ の こと わざ の 説明 も 謎 と 秘密 の 問題 で す 。 
朝夕 の 時 間 が な いこ と アッ ラー。 

彼 は こう 語っ た 。 こ の よう に し て 、 あ な た は 他 の 人 より も 低 
く は な く 、 ま た あな た は 何ら か の 体 に 属し て いな いと 主張 
する こと が で き 、 そ の よう な 場合 に は それ を 証明 し な けれ 
ば な り ま せん 
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アッ ラー は あな た の 主 で は あり ませ ん 。 で は 、 あ な た の 主 
は 誰 で すか ? 「 三 日 前 に この 世 を 去っ た 死者 と し て 一 生 
を 過ごさ な けれ ば な ら な い 」 と 。 
彼 は 、「 恋 人 の 家 の 掃 除 人 に な れ な か っ た 人 は 、 恋 人 に 
は な れ な い だ ろ う 」 と 8 MT 5 クー 以外 を 愛す 
る 人 は 、 ア ッ ラ ー と の 友情 を 失い 、 ア ッ ラ ー の 記憶 を 離れ 
て 他 の 人 の 記憶 に 従う こと に な る の で 、 こ れ は 無駄 な こと 
で す 。」 彼 は 、「 弟 子 が 師匠 に 反対 すれ ば 、 師 匠 と の 関係 
は 断 た れる だ ろう 。 弟子 が 師匠 の 言動 に 反対 する な ら 、 師 
匠 と 一 緒 に いて も 彼 に は 何 の 役 に も 立ち ませ ん 。 不 従順 
な 第 子 の 悔い 改め は 、 彼 に アツ フー に 
受け 入れ られ ませ ん 。 主人 。" 
彼 は 「 行 儀 が 悪い の は 木 で あり 、 そ の 実は 役に立た な 
い 」 と 言い まし た 。 彼 は 、「 王 宮 で の 不 従順 な 仕事 の た め 
に 、 地 位 の 高い 人 が 宮廷 の 見 張り 番 に な り 、 そ こ で 不正 
行為 を する と 、 ラ クダ の 運転 手 と し て 砂漠 に 送ら れ ま す 。 
軽 蔵 する 人 
アッ ラー は すぐ に 彼 の 悪い 結果 に 直面 する で し ょ う 。」 
彼 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 最初 か ら 完 璧 な 師匠 に 従 
わな い 人 は 、 神 秘 主義 の 知識 を 得る こと は で きま せん 。 」 
彼 は 、 計 衣 口 まで 奉仕 と 信心 深 さ は あり ます が 、 
法廷 に は 恐怖 が あり 、 近 くに は 悲し み が あ り ま す が 、 そ の 
後 は 消滅 が あり 、 こ の た め 、 友 達 


293 


アッ ラー の 神 は 、 神 秘 的 な 修行 と 努力 の 助け を 借り て 平 
和 で 幸せ に な り 、 彼 ら の 外側 の 状態 は 以前 と 同じ こ な る 
ELE 

彼 は 、「 最 初 か ら 悩 みや (ハム ) 目 に 見 える 崇拝 か ら 離 れ 
て いる 弟子 は 、 最 後に は 勇気 を 失う だ ろう 」 と 語っ た 。 こ こ 
で の ハム の 意味 は 、 目 に 見 える 崇拝 に 従事 する こと で あ 
り 、 勇 気 の 意味 は 、 人 の 助け を 借り て 彼 の 最も 内 側 を 取り 
付け る こと で す 。 上 岩 想 。 

(アッ ラー の ) 幸福 へ の 要求 は 、 直 感 と 発見 以上 の も の 
で す 。 な ぜ な ら 、 直 感 に は 生命 の 危険 が あり 、 要 求 に は 出 
会 い の 希 望 が ある か ら で す 。 彼 は 、 そ れ は 自然 な こと な の 
で 、 傘 力 と 崇拝 に よう て 会 うこ と は で き な い だ る ろう と 言い 
まし た . ア ッ ラ ー が クル アー ン で 語っ た よう に 、 そ れ は 次 の 
と お り で あり 、 そ の 意味 は 次 の と お り で す 。「 私 た ち は 彼ら 
を 私 た ちの 友人 と し て 保ち 、 彼 ら も 私 た ち を 彼ら の 友人 と 
し て 保ち わ ま す 。」 こ の 件 に 関し て 、 アッ ラー は 宗 拝 と 誠実 さ 
に つい て は 言及 され て いま せん が 、 言 及 さ れ た だ け で す 
0 

は 、 地 獄 の 問題 以上 の も の で す 。 和 審判 の 日 に は 、 地 獄 の 
人 々 の 報酬 は そこ で 止ま る か ら で す が 、 今 日 の 私 の 貴重 
な 時 間 は アッ ラー の 観察 で 終わ っ て いる の で 、 私 の 問題 
は 人 々 の 問題 以上 の も の で す 地獄 。" 

彼 は | 違法 な こと を 避け る 人 、 その よう な 人 は 
報 わ れ た 天国 の た め に 。 と より 多く の 要求 を 放 
業 す る 者 は 、。 ア ツラ フー の 近 さ を 得る で し じ よ う 。 
」 彼 は 、「 勇 敢 な 人 は 、 勇 気 の 助 け を 借り て 地位 や 地位 を 
得る こと は で きま せん 。 の 
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地位 と 地位 を 得る と 、 彼 の 男気 は 、 地 位 を 得る と 同じ よう 
に 去る こと を 要求 し ます . 


彼 は 「 ア ッ ラ ー が その し も べた ち に 要求 す 
る こと な く 与 え 、 魂 を 啓発 する も の 」 と 語っ つた 。 
彼 は 次 の よう に 述べ て い ます 。 彼 。 


そし て 、 ア ッ ラ ー が 彼 を 地獄 に 送ら れる よう に 、 彼 の 人 生 
全体 で 真実 を 持っ て 一 つの 善行 を 行っ た 人 、 そ し て 彼 が 
そこ で 彼 の 行為 を 思い 出す と き 、 地 獄 の 火 は 彼 の た め に 
冷た く な る で し ょ う . そ の 人 が 地獄 で 天国 の 快楽 を 感じ る 
よう に 

彼 は 、「 目 に 見 える も の を 要求 する 人 が いる 場合 、 そ の 人 
es 目 に 見 えな いも の を 要求 する 人 が い 

合 、 彼 は 説明 され ませ ん 。」 
大 + 次 の よう ! こ 述 べ て いま す 。 も し 彼 が 人 を 許す な ら 、 こ 
れ は 彼 の 恵み を 示し て いま す 。 な ぜ な ら 、 彼 の 恵み に 逆 ら 
う 世 界 の 罪 は 小さ な アイ テム の よう な も の だ か ら で す 。」 

彼 は 、「 そ の よう な 人 は 、 こ の 世界 の 利益 の た め に 彼 の 
次 の 世界 を 売る 不運 な 人 で す 」 と 言い まし た . こ の クル 
アー ン の 聖 名 を 聞く 者 は 、 途 中 で 死ぬ の は 簡単 だ アッ 
グー る 

h zt9ot で $cec : も 9fize 。 / 秒 qa9 

} 

169 yt $ a> ま + (殺さ れ た 人 々 の こと を 考え て は な ら な 
私 { い 
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アッ ラー の 道 は 死ん 

だ も 同然 で す 。) 彼 ー1 > Mh I ツジ ツ は 
は こう 言い まし た 。 了 zhs エ ] ( シャ ツ ト ) 
その 意味 は 、 私 た ち が Thecdo を 行う と いう こと で す 


eS SS と _ (4 と シャ ッ ト ) (あな た の 
z N z "や hsT9 (5 私 た ち は 援助 
2 


彼 は 、「 あ な た が 天国 を アッ ラー に 売っ た な ら 、 そ れ を 他 
の 人 に 転売 する の は 良く あり ませ ん 。 な ぜ な ら 、 こ の 売買 
は 合法 で は な く 、 他 の 人 と 取引 し た 場合 に 利益 を も た ら 
すか ら で す .」 

彼 は 「 ス テー タス に は 3 種類 ある 。 

1. 質問 。 

2 祈り 。 

3. 訟 め る 。 

質問 は 、 世 界 を 要求 する 人 の た め の も の で す 。 和 祈り は 、 
次 の 世界 を 求め る 者 の た め の も の で す 。 賛美 は アッ ラー 
の み に 捧 げ ら れ ま す 。 

善意 に は 三種 類 あ り ま す 。 

1. サカ (善意 )。 

2. ジャ ド (豊富 )。 

3. 下 サル ( 無 秋 )。 

魂 の た め に アッ ラー を 受け 入れ る 者 は 、 慈 悲 深い 人 と 呼 
ば れ ま す 。 心 に アッ ラー を 受け 入れ る 者 は 、 豊か な 人 と 呼 
ば れる で し ょ う 。 彼 の 人 生 の た め に アッ ラー を 受け 入れ る 
人 は 、 無 私 の 人 と 呼ば れ ま す 。 正 し い 言 葉 を 避け る 人 は 、 
軒 か な サタ ン の よう な も の で す 。 

彼 は 、「 王 た ちの 性 質 は 子供 の よう な も の で す が 、 彼 ら の 
力 は 虎 の よ うな も の で ある た め 、 王 た ちの 仲間 を 避け る た 
め に 」 と 言い まし た 。 
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彼 は 言っ た { ashzEaehbdho hzfias d } 
6 $ acE t 286 と た 意味 の 今 
日 は _ Qu'ranic 逆 に 
ちの 主 よ _ レイ いい え う ぼ ん 私 た ち a 負担 


より 大 き な タン 私 た ち は 持 っ て いま す 


強い 。 。 に くま) XK 、。 ライ クタ ラー。 
の た ブック 説明 し て 編集 し まし た 意味 
_ ほら に 埋 要 と 安全 で す 。 か ら 
ああ ああ に キー プ ブ 片道 か ら 

セパ レビ ーション と せん 。 


語っ た 。 敬 度 な 人 の 謙虚 さ は 、 金 持ち に と っ て は 偏向 で す 。 
彼 は 生徒 た ち に 、 天 使 た ち が 彼 ら の た め に 翼 を 広げ て く 

れる と 言い まし た 。 こ の こと か ら 、 アッラー が 彼ら の 目的 の 

た め に 彼ら に 与え る 報酬 を 想像 する こと が で きま す . そ し 

て 、 知 識 を 習得 する こと は 義務 で あり 、 こ の よう に アッ ラー 

を 要求 する こと も 義務 。 

彼 は 弟子 が 彼 の 魂 と 睡眠 に 従う こと を 避け る べき だ と 言 
いま し た . 預 言 者 が 即位 か ら 戻 っ た と き 、 彼 の 心 は 変わ っ 
た の で 、 彼 は 最後 の 年 齢 まで 眠る こと が で きま せん で し 
た . 

彼 は 、 預 言 者 イブ ラ ヒ ム ( 彼 に 平安 あれ ) が 息子 の 預言 
者 イス マー イー ル ( 彼 に 平安 あれ ) に 、 有 夢 の 中 で アッ ラー 
か ら 彼 を 殺す よう に 頼ま れ た こと を 知ら せ た と き 、 彼 は 父 
親 に 、 眠 ら な けれ ば よかっ た と 言い まし た 。 そ れ な ら 、 彼 は 
その 夢 を 見 な か っ た で し ょ う 。 彼 は 、「 世界 で は 謎 と 象徴 を 
通し て アッ ラー を 見 る こと が で きま す が 、 別 の 世界 で は 私 
だ ち は 目 で アソ ラー を 見 る こと が で きま す 。」 

か つて 彼 が エス カレ ーション に つい て 説教 し て いた と き 、 
ある 人 が その 意味 を 尋ね た の で 、 彼 は こう 言い まし た 。 エ 
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彼 の 最後 の 日 、 彼 は 彼 の 墓 の 近く に ある 彼 の 家 の 上 に 
と どまり 、 今 で は その 建物 は 「 ベ イト ・ ア ル ・ マ フト ゥ ー」 と し 
て 知ら れ 、 日 没 時 に 太陽 を 見 な が ら 言 っ た も の で す 。 す べ 
て の 王国 、 そ し て 今日 の あな た の 状態 は 何で すか ? ど の 
よう に し て 国 や 死 の 天使 を 旅 し 、 ア ッ ラ ー を 愛し 、 ア ッ ラ ー 
に 会 いた が っ て いる 私 の よう な 人 を 見 た の か 教え て くだ さ 
い 。 こ の よう に 、 彼 は 日 没 時 に 上 記 の よう に 話し て いま し 
た 。 彼 の 最後 の 日 々 の 間 、 彼 の 言葉 と 説教 は 非常 に 上 厳し 
く 、 難 し く な り 、 こ の た め 人 々 は 彼 の 言葉 と アド バイ ス を 理 
解す る こと が で きま せん で し た . こ の た め 、 彼 の 集会 に 出 
席 し て いた 人 は 17 人 か 18 人 し か いな か っ た 。 アン サリ 
は 、 彼 の こと わざ や 説教 が 非常 に 難し く 、 理 解 が 困難 に 
な っ た と き 、 彼 の 集会 で 彼 の 話 を 聞く こと が で きる 人 が 誰 
も いな か っ た の で 、 彼 の 集会 に 出席 する 人 が 大 幅 に 減少 
し た と 語 つ た 。 

賛美 歌 を 熟達 し た 状態 で 、 彼 は よく こう 言っ て いま し た 。 
アッ ラー よ 、 私 は 説教 増 に 座っ て 多く の 不 必 要 な こと を 
言っ て いた の で 、 人 類 の 無礼 か ら 私 を 救っ て くだ さい 、. 私 
を 傷 辱 し た いな ら 、 ス ー フ ィ ー の ドレ ス を 着 て 地獄 に 送っ て 、 
あな た の 悲し み の 中 で 苦し お よう に し て くだ さい . ア ッ ラ フラー 
よ 、 私 は 多く の 罪 の た め に 自分 の 行為 を 黒く 変え 、 白 髪 も 
黒く 変え て し まっ た の で 、 私 の 罪 を 見 な いで 白髪 を 尊重 し 
て くだ さい 。」 アッ ラー よ 、 あ な た を 知っ て いる 人 は 、 あ な た 
の 要求 か ら 離 れる こと は あり ませ ん 。 いい え 
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あな た を 取得 し ます 。 あ あ 、 ア ッ ラ ー よ 、 も し あな た が あな た 
の 恩 鈴 に よっ て 私 に 天国 を 与え て くだ さる な ら 、 私 が あな 
た の 崇拝 の 中 で 私 が 犯し た 過ち を 心から 取り 除く こと は 
で きま せん . 彼 の 死後 、 ア ブル ・ カ シム ・ カ シリ は 夢 の 中 で 
彼 を 見 て 、 ア ッ ラ ー が 彼 に 何 を し た か を 彼 に 尋ね まし た 。 し 
人 ( 1 (0 
\ に 後悔 し 、 全 身 に 汗 を か き 、 顔 も その た め に 下 を 向い 
2 7 よ は 自分 の 罪 は 、 幼 い 頃 に 自分 の 部 屋 で 欲 
望 を 持っ た 少年 を 見 た こと だ と 語っ た 。 子供 時 代 。 | 
区 虚 な 人 が 夢 の 中 で 彼 が 動揺 し て 泣い て いる の を 見 た 
の で 、 彼 は あな た に この 世界 ( 1 "YY 
ね た と き 、 彼 は 答え まし た 。 人 類 を アッ ラー に 導き 、 次 の 情 
報 と 詳細 を 彼ら に 与え る こと 世界 。" 
他 の 人 敬 虚 な 人 が 夢 の 中 で 彼 に 次 の 世界 で の 彼 の 状態 
は 何で すか ? と 尋ね まし た 。 そ し て 彼 は まず 、 ア ッ ラ ー が 彼 
の 善行 と 悪行 を すべ て 説明 し 、 そ れ か ら 彼 の 優し さと 恵み 
の た め に 私 を 許し て くだ さっ た と 言い まし た 。」 


87 アブ アリ モハ メド ビン アア ドウ ル ワウ ハア サク ラフィ 
彼 は シェ イク の リー ダー で あり 、 エ ジブ プ ト で 最も 人 気 の あ 
る 人 物 で し た 。 彼 は アプ ・ ハ ファ ズ と ハム ドン ・ カ サー ル か 
ら 知 識 を 得 ま し た 。 彼 は 最も 内 側 と マニ フェ スト の 知識 に 
お いて 完全 で し た 。 そ の た め 、 彼 は 当時 、 ネ シャ ブー ル の 
有名 な 敬 度 な 人 物 で し た 。 
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偉大 な 指導 者 と し て 受け 入れ まし た 。 彼 が スー フィ ズム 
に 転向 し た と き 、 彼 は マニ フェ スト の 知識 を 残し 、 崇 拝 と 
運動 に 忙し く な り ま し た 。 スー フィ ズム 。 
近所 に 鳩 を や っ て いる 人 が いて 、 鳩 に 小石 を 投げ つけ た 
と ころ 、 額 に 当たり 血 が 出 て 大 怪我 を し た 。 

弟子 た ち は こ れ を 見 て 怒っ て 、 鳩 取り の 処罰 を 地元 の 支 
配 者 に 報告 し よう と し まし た 。 し か し 、 彼 は この 問題 で 彼ら 
を 禁止 し 、 彼 に 木 の 枝 を 与え 、 小 石 の 代わ り に 鳩 を 扱う た 
め に 木 の 枝 を 使う よう に 彼 の メッ セー ジ を 伝え る よう に 彼 
ら に 頼み まし た . 彼 は か つて こう 語っ た 。 そ こ で 私 は 女性 が 
葬式 を 彼女 の 眉 に 担い で いる 葬式 の 横 に 行き 、 彼 女 に 
立ち 去る よう に 頼み まし た 。 そ の 他 。 

野地 で 彼 は その 女性 に 、 あ な た の 地域 に は この 問題 に 
つい て あな た を 助け る こと が で きる 人 が いな い の か と 尋 
ね まし た . 彼 は バイ セク シャ ル の 人 で し た 。 そ の た め 、 こ の 
三 人 と 私 以外 は 皆 、 こ の 葬式 を 無視 し よう と し まし た 。 こ 
の 話 を 聞い た と き 、 私 は と て も ショ ッ ク だ っ た の で いく ら 
か あげ た 
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そし て その 夜 、 私 は 夢 の 中 で 故人 の 顔 を 見 て 、 太 陽 の よう 
に 輝い て いて 、 ま と も な ドレ ス を 着 て 微笑 ん で いま し た 。 私 
は 両性 愛 者 で あり 、 人 類 へ の 憎しみ の た め に 、 ア ッ ラ ー は 
私 を 祝福 し て くだ さい まし た 。」 

彼 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 彼 に 礼儀 作法 を 教え る こ 
と は 、 彼 ら が 最初 に 敬 上 庶 な マス ター の 奉仕 と 仲間 の 利点 
を 彼 に 教え る こと で す 。 

また 、 彼 ら は 彼 に 次 の こと を 教え て いま す 。 

禁止 され て いる も の か ら 遠 ざけ る と 、 彼 ら は 彼 に 邪悪 な 

行動 か ら 遠 ざけ る よう に 教え 、 魂 の 央 皿 と 人 慢 さ を 教え 、 

拘 生 が 彼 に 与え られ ます . こ れ ら の こと を 実行 し な い 人 は 

避 慢 な 人 に な る の で 、 こ の よう な 人 に は 従う べき で は あり 

ませ ん 。 

正しい 道 か ら 離 れ て いる 人 で すか ら 、 そ の よう な 人 に 希 

望 を 抱く べき で は あり ませ ん 。 

マナ ー を 知ら な い 奴 だ か ら マ ナー を 期待 し て も 無駄 だ 。 

主人 の 尊敬 を 気 に か けず 、 主 人 の 因 鶴 や 恩 補 を 遠ざけ 

る 人 。 

彼 は こう 言い まし た 。 
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それ か ら 彼 は 預言 者 の スン ナ ( 聖 な る 預言 者 の 伝統 ) に 
従う べき で す 。 

正しい 人 に と っ て 、 次 の 4 つの こと は 非常 に 重要 で す 。 

の 真実 こ と お わ さ 

2. 友情 の 真実 

3. の 真実 信頼 

4. の 真実 行動 。 

彼 は 、「 人 生 の 知識 は 、 無 知 の 闇 か ら 私 た ち を 遠ざけ て く 
れる 心 に か か っ て いま す 。 ま た 、 知 識 は 暗闇 の 中 で 光 で あ 
る た め 、 目 の 光 で す 。」 

彼 は 、「 こ の 世 で 忙し いこ と は 大 き な 破 壊 の 問題 で あり 、 
世俗 か ら 遠 ざけ る こと は 困難 な こと で あり 、 彼 は 世俗 的 な 
事柄 の た め に 宗教 を 売っ て は な ら な いと 言い まし た 。」 

将来 、 イ スラ ム 教 徒 が 偽善 者 と 一 緒 に いて 幸せ に な る 時 
が 来る か ら で す 。 


88 アリ ・ ア ハメ ド ・ ビ ン ・ モ ハメ ド ・ ル ド バ リ 

彼 は 努力 と 観察 に お いて 多く の 困難 に 直面 し まし た が 、 
崇拝 と 奇跡 に お いて 完璧 で し た 。 彼 は 人 生 の ほとん ど を 
エジプト で 過ごし まし た が 、 彼 は バグ ダッ ド 出 身 で し た 。 彼 
は ジュ ナイ ド の 鈴 愛 を 受け 、 ア ブル ・ ハ サン に 訓練 され 、3 
28 年 に エジプト で 亡くな っ た 。 彼 は 、 あ る ダー ウェ シュ が 
死ん だ と き 、 額 に 土 を 塗 ろ うと し た が 、 そ うし よう と し た と き 
の ダー ウェ ッシュ 開い た 彼 の 目 と 言っ た 彼 "お 一 : 
アブ 
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私 を 祝福 し 、 彼 の 前 で あな た が 私 を 傷 唇 し よう と し た の で 、 
彼 は 彼 に 、 彼 の 死後 、 貧 し い 人 は どの よう に 生き て いる の 
か と 尋ね まし た . ア ッ ラ ー の 友 は 決し て 死ぬ こと は な く 、 
アッ ラー が 私 を 味方 し て くだ さる 審判 の 日 に 、 私 は あな た 
を 助け 、 私 の 言葉 が 正しい こと を 証明 し ます 。 」 

彼 は 、「 ス ー フ ィ ー の 人 々 は 約束 に 関心 が な く 、 観 察 時 に 
恐怖 に 直面 する こと は あり ませ ん 」 と 語っ つた. 

彼 は 、「 私 は 何 年 も の 間 、 自 分 の 清潔 さ に 満足 で き な い 
よう な 状態 に あっ た の で 、 も う 一 度 試 し て み ま し た 。 一度 、 
日 の 出前 に 自分 を きれ い に し ま し た が 、 満足 で き な か っ た 
の で 、11 回 試み まし た . し か し 、 こ の 問題 に は 満足 せ ず 、 こ 
の 間 に 太 陽 が 昇り 、 こ の 理由 で 、 私 は この 期間 礼拝 を 行 
わな が が つの だ こと ど とる し ん で いま し た 、 て それ で 私 は アッ ラー 
に 私 の 心 の 平安 を 祈っ て 、 神 の 呼び か け を 聞き まし た 。 知 

彼 は 、「 ウ ー ル の ドレ ス を 着る こと は 魂 へ の 残酷 で あり 、 ス 
ン ナ (預言 者 の 伝統 ) に 従い 、 世 を 去る こと は 呼ば れ て い 
ます 。 スー フィ ズム 。」 

スー フィ ー と は 、10 日 間 の 人 負 僚 の 後 で も アッ ラー に 感謝 
し な い 人 で あり 、 ア ッ ラ ー の 扉 以外 の すべ て の 扉 を 離れ る 
こと を スー フィ ズム と 呼び ます 。 

そし て 彼 は 、「 スーフィー は 、 ア ツラ ー が 彼 を 100 回 辱め 
た と し て も 、 彼 は 彼 の ドア に いて 、 ア ッ ラ ー と の 関係 を 決し 
て 壊す こと は な い だ ろ う 」 と 語っ た . 

彼 は 、 希 望 と 恐怖 の 間 に は バラ ンス が な けれ ば な ら な い 
と 言い まし た 。 
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どちら か が 役に立た な く な る と 、 も う 一 方 も 活発 に な り 、 希 
望 と 恐怖 を 受け 入れ な い の は 多 神 数 の よう な も の で す 。 
彼 は 「 アッラー 以外 の も の を 恐れ な いこ と は 恐怖 で あり 、 
いか な る 体 か ら も 何 も 期 待 し な いこ と は 希望 と 呼ば れる . 
堅固 な 心 の 名 は 、 ア ッ ラ ー の 統一 と 呼ば れ ま す 。」 

を 最も 力 あ る も の と 考え る こと で す 。 力強い 。 

彼 は 、「 勇気 の ある 人 も 勇気 を 好む の で 、 敬 度 な 人 は 男 
気 を 好 お でしょ う 」 と 言い まし た 。 

彼 は 、「 私 た ち は 人 途中 で 剣 の 刃 よ り も 鋭い 場所 に 到達 し 
まし た . 間違い が あれ ば 、 私 た ち は 地 獄 に 到達 し ます . 
彼 は 、「 も し 私 た ち が 彼 の 見 張り を 見 つけ る こと が で き な 
けれ ば 、 私 た ち は 生 き て いな いで し ょ よう 」 と 言い まし た 。 彼 
は 次 の よう に 述べ て いま す 。 ア ッ ラ ー の 統一 へ と 続く 道 を 
た どる 者 は 、 地獄 "。 

この 世 か ら 離 れれ ば 、 心 は 散 智 を 得 て 、 世 界 の 豊か さ を 
得る 。 彼 は 「 私 た ち は 魂 か ら 非 難 と 啓示 を 得る こと が で き 
る 」 と 語っ つた 。 

彼 は 「 エ クス タ シ ー に は 多く の 問題 が ある の で 、 彼 は エ 
クス タ シ ー か ら 離 れ た いと 思っ て いま す 」 と 語 つ た 。 

次 の 3 つの こと は 、 常 に 問題 を 引き 起こ し ます 。 

1. の 病気 気質 。 

2. に 従う こと 癖 。 
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3. 悪い 会 社 。 
病気 の 意味 は 、 違 法 で 疑わ し いも の を 使用 する こと で す 。 
癖 の 病気 は 、 聞い て 噛み 返す こと で す 。 
社交 の 病 と は 、 悪 い 人 た ちと 一 緒 に 座る こと で す 。 
彼 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 

に 感謝 グレ ー ス 
2. スン ナ ( の 伝統 預言 者 ) 

3. 忍耐 の 愛 必要 
恥ず べき こと 残念 。 
慎み 深 さ は 心 の アド バイ ザー で す 。 すべ て の 中 で 最も 良 
MG と アウ ラー 人 ai 
彼 は 、 エ クス タ シ ー の 状態 の 間 、 恋 人 人 に 会 い 、 エ クス タ 
シー の 秘密 を 知る よう に な る べき だ と 言い まし た . 属 性 と 
祝福 され た も の の 間 に NAK そし て 、 ス キル 
を 求め れ ば 後悔 し 、 彼 に 会 えば 彼 の 恋人 に な り ま す 。 
彼 は 、「 弟 子 と は 、 ア ッ ラ ー の 意志 に 常に 満足 し て いる 人 
の の な 
田 者 と は 、 ア ッ ラ ー を 除い て 、 両 方 の 世界 で 何 も 要求 し 
な い 人 で す 。 
敬 度 な 人 に と っ て 、 悪 人 の 仲間 は 大 き な 間 題 で す 。 
時 、 妹 の ひざ に 頭 を 乗せ な が ら 、 彼 は こう 言い まし た 。 功 
を 見 た 。 
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急い で 私 の 次 I 私 の 心 は 、 あ な た が 人 
生 の 大 部 分 を 彼 の た め に 費やし て きた の で 、 あ な た が 役 
以外 の も の を 見 な いこ と は あな た に と っ て 良い こと だ と 
言っ て いま す . だ か ら 今 、 私 は 彼 以 外 に は 何 も 要 求 し ませ 
ん し 、 天 国 の 賭 賠 も 受け 取り ませ ん 。 彼 は 死ん だ と 言っ て 
いま す 。 


89. ア ブル ・ ハ サン ・ ア リ ・ ビ ン ・ イ ブラ ヒム ・ ジ ャ フリ 

彼 は 偉大 な 精神 的 指導 者 で あり 、 知 恵 と 知識 の 最高 の 
源 で も あり まし た 。 彼 は エジプト 出身 で し た が 、 人 生 の 大 
半 を バグ ダッ ド で 過ごし まし た 。 

彼 は 、「 真 の スー フィ ー は 人 類 か ら 離 れ て いる 人 で あり 、 
アッ ラー の 近く に 到達 し た ら 、 人 類 の 近く か ら 離 れる 必要 
が あり ます 。」 

アー メド は 彼 の 弟子 で 、 一 緒 に 60 回 の メッ カカ 巡礼 を 行い 
まし た 。 彼 は ホル サン の メッ カ 巡 礼 の た め に 巡礼 者 の ロー 
ブ を 着 て いま し た 。 か つて 彼 は マッカ の 首長 の 面前 で マツ 
カカ で 何 か を 話し 、 彼 ら に 怒り を 引き 起こ し 、 こ の 理由 で 彼 
は 去る よう !( < 求め られ まし た マッ カカ 。 

それ か ら シ ェ イ ク ・ ノル 22N サ ルン は ドア ギー パー し に ボラ 
サン か ら 彼 の 前 に 若い 男 を 送ら な いよ うに 言い まし た 。 し 
ば らく し て 彼 ( は バグ タダ ッ ド を 訪れ 、 シ ェ イ ク ・ ア フ メ ド に 会 
ヽ \ に 行っ た が 、 ド アマ ン は シェ イク が 彼 の 訪問 を 禁止 し た 
と 彼 に 言っ た 彼 。 

この アー メド が 意識 を 失い 、 正 常に な る と 、 彼 は 長い 間 そ 
こ に いま し た 。 シ ェ イ ク が 家 の 外 に 出 て 、 そ こ に いる 彼 を 見 
て 、 彼 に 言っ た こと が あり ます 。 ロ ー マ ン 街 の タル トス 
と こす る の 豚 そこ の 為 に a 
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日 中 は 1 年 間 、 人 里 離れ た 場所 で 一 晩 中 礼拝 を 行い ま 
す 。 そ れ で 、 彼 の 指示 に 従っ て 、 彼 は 1 年 で その 仕事 を 完 
了 し 、 主 人 に 仕え る た め に 戻っ つて きま し た 。 
彼 の 家 に 到着 する と 、 主 人 は すぐ に 家 か ら 出 て き て 、 彼 
を 温か く 迎 え 、「 あ あ 、 ア ー メ ド は 私 の 子供 で あり 、 私 の 目 
の 光 で す 」 と 言い まし た 。 こ の 言葉 を 聞い た アー メド は と て 
も 喜び 、 ハ ッ ジ を 行う た め に メッ カ に 行き まし た 。 
彼 が メッ カ に 到着 する と 、 首 長 た ち は 彼 を 温か く 迎 え 、 
「 あな た は 私 た ちの 子供 で あり 、 私 た ちの 目 の 光 で す 」 と 
言い まし た 。 彼 は 朝 の 処女 膜 で 次 の よう に 言っ て いま し た 
私 た ちと 一 緒 に いる な ら 、 あ な た は 私 た ち に 意欲 を 要求 す 
る で し ょ う 。」 彼 は 、 若 い 頃 か ら 毎日 の リサ イタ ル を 完了 し 
て いた と 言い 、 そ れ が 無視 され た と き は いつ で も 、 ア ッ 
ラー か ら 六 を 受け て いま し た . 
は 次 の よう に 語っ て いま す 。 そ し て 、 彼 ら は 皆 、 私 た ち 
に と っ て 大 切な も の を 残す よう に 彼 ( < 言い まし た . 彼 は 
「 自 分 の 心 を 見 る と 、 自 分 の ステ ー タス が 他 の 人 より も 優 
れ て いる こと に 気づき 、 尊 人 敬 さ れる 人 々 を 見 る と 、 自 分 
ステ ー タ ス が 他 の 人 より も 優れ て いる こと に 気づき ます 。 
彼 は アッ ラー の 統一 の 私 た ちの 条件 は 、 次 の 5 つの 次 
の 事柄 に 依存 する と 語っ た 。 
1. 習慣 。 


2. 硬 さ 。 
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3. 分 離 。 

4. の 競合 尊厳 。 
$. 物忘れ 。 

と いう 意味 で す 無視 あな た が 知ら な か っ た 
知識 8 
知ら な いこ と を 探さ な いこ と 。 すべて を 人 避 け 、 ア ッ ラ ー 

の 道 に 従う こと 。 

彼 は 、 ア ッ ラ ー の 助け が な けれ ば 誰 も 彼 の 愛 を 得る こ 
と が で きず 、 愛情 。 

アッ ラー 以外 の すべ て の も の を 放置 し な けれ ば 、 誰 も アッ 
ラー に 近 つ く こ と は で きま せん 。 

現実 の も の の 主張 者 の 一 人 。 そし 
て 、 その よう な 人 の 証明 と 論理 は 偽 に な り 、 違う 。 

彼 は 、「 観察 の 状態 で の 1 分 間 の 思考 は 、1000 回 の メッ 
刀 巡 礼 の 価値 より も 優れ て いる だ ろう 」 と 語っ た . 

彼 は こう 言い まし た 。 そ し て 彼 は 泣い て 、「 新 し い 預 言 者 
の 可能 性 が あれ ば 、 非 難 さ れ た 人 々 の グル ー プ か ら 一 人 
の 預言 者 が いる だ ろう 」 と 言っ た 。 

彼 は 、「 エ クス タ シ ー に は 永続 的 な 喉 の 潟 き と 欲求 が 必 
要 で す 。 な ぜ な ら 、 喉 の 湯 き が な く な る と 、 ま すま す 飲 むこ と 
が で き な く な り 、 そ の 継続 は 決し て 終わ ら な いか ら で す 。」 
スー フィ ー が アッ ラー の 近く に いる と き 、 彼 に は 何 の 影 響 も 
あり ませ ん 。 

スー フィ ー は 無 の 後に そこ に いな い 人 で す 。 存 在 し た 後 
彼 は 無 を 見 て 、 反 対 者 の 発言 か ら 心 を クリ ア に し 、 そ れ を 
スー フィ ズム と 呼び ます . 
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彼 は 、「 す べ て の 間 題 と 違い は 、 世 界 の 生活 だ け に あり ま 


スー フィ ー が 自分 の 愛 を 終え る と 、 彼 は アッ ラー の こと し 
が 考え か く な り 、 語 すこ と ざさ え でき お なく な り ま す 」 


90. アブ ・ オ スマ ン マグ リ ビ 

彼 は 、 真 実 と 出来 事 の 偉大 な 情報 源 を 持つ 有名 な 聖人 
で あり 、 奇 跡 と 神秘 的 な 演習 で も 有名 で し た . 彼 は 長い 間 、 
聖なる ハレ ム ・ メ ッ カ (メッツ カ の グラ ンド ・ モ スク ) の 守護 者 
で し た 。 彼 は 130 歳 で ネ シ ャ プー ル で 亡くな り ま し た 。 幼 い 
頃 、 彼 は 砂漠 の 孤独 の 中 で 30 年 間 過 ご し まし た 。 彼 の 厳 
し い 宗 拝 と 用 想 に より 、 彼 の 体 の 肉 は 溶け 、 目 の 周り に 円 
が で き 、 こ の た め 、 彼 の 顔 は 危険 な 次 に 変わ り ま し た . そ の 
期間 中 、 彼 は 啓示 を 受け 、 創 造物 と 接触 する よう に 言 
れ ま し た 。 そ れ で 彼 は 砂漠 か ら メ ッ カ に 到着 し 、 そ こ か ら 到 
着 す る と メッツ カ の シャ イフ が 彼 を 歓迎 し まし た 心から 。 

艇 の 体 の 悪い 状態 を 見 て 、 彼 ら は 彼 に 次 の よう に 言い ま 
し た 。 砂漠 で の 滞在 で 得 た も の と 、 そ こ か ら 戻 っ た 理由 を 
教え て くだ さい 、。」 

に 記 の CO ます) ショ クル 
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( 敬 町 ) そこ か ら 戻 つて きた 

を 求め て そこ に 行っ た の で 、 絶 望 的 で 結果 が あり ませ ん 
で し た が の 、 で つう に た どり 着く こと が で きま せん で し た で の 
時 、 彼 は 神聖 な 呼び か け を 聞い た 。 そ の 中 で 、「 (Faroat) 
の 副 次 的 な 要素 は 中 毒 に つい て 考え 、 ア ッ ラ ー へ の 正 し 
い 道 を 見 つけ る こと は 容易 で は あり ませ ん 。 ま た は 本 質 は 
私 た ちの 手 の 中 に あり ます 。」 だ か ら そ れ を 聞い て 、 ど うし 
よう も な くそ こ か ら 引 き 返 し た 。 シ ャ イフ は 彼 の 言葉 を 聞い 
た と き 、「 あ な た は 義務 を 果たし た の で 、 他 の 人 が スク ル 
( 楓 町 )( 高 尚 な 感情 や エク スタ シー に よっ て 運ば れる 状 
態 ) と 現実 に つい て 説明 する の は 良く あり ませ ん 」 と 言い 
まし と 。 

彼 は 次 の よう に 語っ て いま す 。 こ の 2 つの 問題 の た め に 、 
私 は 上 用 想 の 楽し み を 失っ て いま し た 。 

眠 想 の 状態 の 間 、 私 に は 多く の こと が 明らか に な り ま し 
た 。 そ の よう な こと が 他 の 人 に 明らか に な っ た 場合 、 彼 ら 
は それ を 奇跡 と 考え る で し ょ う が 、 私 は これ ら す べ て の こ 
と を 主要 な 罪 よ り も 多く 考え て いま す . 上 眠り から 逃 れる た め 
に 、 私 は その よう な 石 の 上 に 座っ て いま し た その 奥 に は 人 危 
険 な 洞窟 が あり 、 ウ ィ ン ク ブラ ンク が あれ ば そこ か ら 落 ち 、 
た また ま 有 眠り に つく こと が で きれ ば 、 目 を 覚ます と 座っ て い 
まし た 石 の 上 に ぶら 下がっ て 空気 。 
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彼 は イー ド の 夜 に 一 度 、 ア ブル ・ フ ァ リ ス に 会 い に 行き 、 
彼 が そこ で 寝 て いる の を 見 て 、 友 人 の た め に 何 か を 準備 
で きる よう に 、 何 ら か の 供給 源 か らい くら か の ギー が 人 入手 
可能 で ある と 私 の 心 に 思い つい た と 言い まし た が 眠っ て 
いる 間 、 ア ブル ・ フ ァ リ ス は その 時 私 に ギー を すぐ に 投げ る 
よう に 言っ た . 彼 は この 言葉 を 3 回 言い まし た 。 彼 が 目 を 
覚まし た と き 、 私 は 彼 に この 出来 事 を 説明 し まし た 。 彼 は 、 
私 た ち が 大 き な 宮 殿 に いて 、 そ こ か ら ア ッ ラ ー の 次 を 望ん 
で いる と いう 夢 を 見 て いる と 言い まし た が 、 そ の 状況 で は 、 
あな た は 手 に ギー を 持っ て いた の で 、 私 は すぐ に 投げ る よ 
うに 頼ん だ 。 

ニー ズ を 満た すこ と が で きる よう に 彼 か ら 何 か を 望ん で 
いる と 考え まし た . それ か ら 彼 は 彼 に 言っ た . と 援助 。」 

アブ ・ ア ムル ・ ズ ジャ ジ は 、 私 が 何 年 も 彼 に 仕え て お り 、 
一 瞬 た り と も 彼 か ら 離 れる こと は な か っ た と 言い まし た 。 
か つて 、 私 と 他 の 弟子 た ち は 夢 の 中 で 神聖 な 呼び か け を 
聞い た こと が あり ます 。 あ な た 方 の 何人 か は 私 た ちの 法 
延 か ら 離 れ て いる の で 、 私 が この 夢 を 彼 に 伝え よう と し た 
と き 、 彼 は 履物 を 履か ず に 家 を 出 ま し た 。 ア ッ ラ ー へ の 宗 
拝 を 続け させ て くだ さい 、。 

アブ ・ ベ ー カ ー・ フ ァ リ ス は か つて 私 に こう 語っ た 。 だ っ た 
訂正 それ アッ ラー は 自由 か ら 人 格 
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この た め 、 彼 は メッ カ の マシ ャ イク (知識 人 ) に 、 バ グ ダ ッ ド 
に 着い た ら 再 び イ スラ ム 教 徒 に な る よう に と いう 手紙 を 送 
り ま し た 。 彼 は 弟子 の 1 人 に 、 誰 か が あな た に アッ ラー が 
存在 する 状態 を 尋ね る か どう か 尋ね まし た 。 そ れ な ら 、 あ 
な た は 何と 答え る で し ょ うか 。 弟子 た ち は 、 ア ッ ラ ー の 現在 
の 状態 は 永遠 の 時 と 同じ で ある と 答え る だ ろう と 彼 に 言 
いま し た 。 彼 の 返事 を 聞い た と き 、 彼 は あな た の 返事 は 正 
し いと 彼 に 言い まし た 。Abdur Rahman Salmi は 、 彼 が 会 
社 に いた と き 、 誰 か が 井戸 か ら 水 を 引い て いて 、 井 戸 の 球 
体 の 車輪 の 音 が し た と 言い まし た 。 そ し て 彼 が 答え た と き 、 
私 は 知り ませ ん . 

彼 は 、 鳥 の さえ ずり や 木 の 動 きだ け で な く 、 風 が 吹い て も 
エク スタ シー を 感じ な い の で あれ ば 、 彼 の エク スタ シー の 
主張 は 正しく な いと 言い まし た 。 彼 は 、 ア ッ ラ ー が 本 物 の 
ザキ ー ル (アッ ラー を 覚え て いる 人 ) に 光 を 与え 、 宇 宙 の す 
べ て の アイ テム を 観察 する こと が で き 、 彼 は 自分 自身 の 
仕上 げ を 好む ほど の 喜び を 得る だ ろう と 言い まし た 。 喜 び 
を コン トロ ー ル で き な く な り ま す 。 

で すか ら 、 彼 が 喜び を 制御 で き な い よう な 状態 で は 、 彼 
は 孤独 か ら 離 れ て 、 あ ら ゆ る 方 向 に 逃げ 出し 、 ザ キー ル 
(アッ ラー を 覚え て いる 人 ) の た め に 、 彼 が 含め る 必要 が あ 
る こと を 伝え て いま し た . 彼 の 知識 の 中 で イス ラム 教 の 信 
条 (アツ ラー の 他 に 神 は 存在 し な い ) と この イス ラム 教 の 
信条 の 助け を 借り て 、 人 は すべ て の 良い 考え と 悪い 考え 
を 取り 除く べき で す 彼 か ら 
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アッ ラー は これ ら す べ て の も の か ら 解 放さ れ て いる の で 、 
彼 は この 損傷 の 剣 で それ ら す べ て の アイ デア を 殺す 必要 
が あり ます 。 
彼 は アリ フ (アッ ラー NN) と ザキ ー ル 
(アッ ラー を 覚え て いる 人 ) に a の 段階 が ある と 言い 
まじ た 。 ア ツラ フー)。 彼 は 。 アツ プ = に 釧 洋 する に は 2 つの 
方 法 が ある と 言い まし た 。 1. 預言 者 。 2. 預言 者 の スン ナ 
(聖なる 預言 者 の 伝統 ) に 従う こと 
預言 者 と し て の 地位 は 途絶 えて いる の で 、 預言 者 の スン 
ナ (聖なる 預言 者 の 伝統 ) に 従う べき で あり 、 こ れ に 従わ 
な けれ ば 道 に 到達 する こと は 不可 能 で ある た め 、 真 実 の 
信奉 者 に と っ て それ は 必須 で す 。 アッ ラー。 
彼 は 、 孤 独 を 受け 入れ る 人 に 、 ア ッ ラ ー の 上 想 の た め に 
すべ て を 無視 し 、 す べ て の 記憶 を 心から 取り 除く 必要 が あ 
る と 言い まし た . ア ッ ラ ー の 意志 を 求め る 者 は 、 魂 か ら す べ 
て の 願い と 欲望 を 捨て る べき で す 。 そ の よう な こと を 守れ 
な い 人 は 、 孤 独 が 問題 に な り ま す 。 彼 は 、「 魂 へ の 愛 が あり 、 
世界 が 弟子 の 心 に ある な ら 、 彼 は カサ ネ ク ダ (アッ ラー の 
偉大 な 聖人 ) の より 高い 地位 を 得る こと は で き な い だ ろ 
うる 計 る だ 。 
彼 は 、「 罪 人 は 自分 の 罪 を 認め て いる の で 、 申 立 人 より も 
優れ て いま す が 、 申 立 人 は 自分 の 主張 を 放棄 し て それ を 
支持 する こと は あり ませ ん 。」 彼 は 、「 魂 の 欲望 と 人 欲 の た 
に 金持ち の 食べ 物 を 食べ る 人 は 
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彼 は この 点 で 言い 訳 を する こと が で き な い の で 成功 し ま 
せん が 、 無 力 な 場合 は 彼 の 言い 訳 は 受け 入れ られ ます . 
創造 物 に 目 を 向け る 人 は 、 自 分 の 状態 を 失い ます 。」 彼 は 、 
「 貧 し い 人 々 の 愛 を 断ち 切り 、 金 持ち を 愛す る 人 、 そ の よう 
な 場合 、 彼 ら 6 は 盲人 に な る で し ょ う 」 と 語っ た 。 ア ツラ ー。」 

は 次 の よう に 語っ て いま す 。 後 で 力 が つい た と き に 木 を 
取り 除く こと が で きま す が 、 そ の 人 が 木 を 引き 抜く の が 遅 
れ て いる た め 、 実 際 に は その 人 は 弱く な り 、 木 は 根こそぎ 
に な る た め 、 そ の よう な こと も 正しく あり ませ ん 。 強く な る 。 
] 彼 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 祈り ます 。 

彼 は 、「 創 造 主 と 創造 物 の 性 質 を 知る こと は 、 ア ッ ラ ー の 
知識 と 呼ば れ ま す 。」 

彼 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 彼 か ら あ な た の 残虐 行為 
を 避け 、 彼 の 残虐 行為 に 耐え 、 そ れ を 非難 し ます . し か し 、 
彼 の 奉仕 を 自分 の た め に 取っ て は いけ ませ ん 。 最善 の 行 
為 は 、 知 識 に 従っ て 行う べき こと で す 。 彼 は 最高 の Ttekaf 
(継続 的 な 祈り の た め の (モス ク へ の ) 引退 ) は 、 常 に 気 を 
つけ な けれ ば な ら な いこ と だ と 語っ た 。 注文 
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と 禁止 事項 。 

彼 は 、「 す べ て の こと は その 反対 に こよ っ て 人 研究 され る べき 
で あり 、 誠 実 な 人 は 偽善 の 悪 に つい て 知ら な けれ ば 、 誠 実 
さ の 良さ に つい て 知る こと は で き な い 」 と 語っ た. 

は 、 状 況 の 要件 に 従っ て 、 怖 と 希望 に 従い ます 」 と 語 つ 
た 。 彼 は 、「 観察 し た 上 で 命令 に 従う ベ べき で あり 、 そ れ は 奉 
i ば れる 」 と 語っ た 。 彼 は 「 喜 び の 時 に 死 を 思い 出す 

は 情熱 の し る し で あり 、 

2 アル フィ アン (アッ ラー に つい て 深い 知識 を 持っ て 
いる 者 ) は 光 と アッ ラー の 知識 を 得 て 、 アッラー の 驚異 を 
観 祭 ミ で きる よう に な る だ ろう と 語っ た 。」 彼 は 、 バ ンダ ラバ 

二 ( 敬 度 な 人 ) は 40 日 間食 べ 物 を 食べ す 、 バン ダ サム ダ 
ニ ( 敬 度 な 人 ) は 80 日 間 錠 餅 状 態 に と ど ま る こと が で き 
る と 言い まし た 。 彼 は 次 の よう ( PO が ツク 
は か れ ら も か れ ら の 中 に 含め られ る 。 友達 。" 

時 、 医 者 が 彼 の 病気 を チェ ッ ク す る た め に そこ に 連れ て 
PR おき の 本 に らら F 間 時 
( 彼 に 平安 あれ ) の 上 兄弟 の よう な も の で ある と 言い まし た . 
預言 者 ユ ス フ ( 彼 に 平安 あれ ) の 上 兄弟 た ちら が ど の よう に 彼 
に 問題 と 困難 を 引き 起こ し た か 、 し か し その よう な すべ て 
の 困難 と 問題 に も か か わら ず 、 ア ッ ラ ー は 彼 の 慈悲 に より 
彼 に より 高い 地位 を 与え 、 預 言 者 と エジプト の 王国 を 与え 
まし た 。 医 師 の 薬 は 役に立た ず 、 彼 に は 効果 が な く 、 エ ク 
スタ シー を 要求 し 、 そ の 中 で 死亡 し た . 調子 。 
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91. アブ ル ・ ア バド アン ワン ディ 

彼 は 偉大 な 敬 庶 で 神秘 的 な 人 で し た 。 彼 は 優し さ で 有名 

で 、 勝 利 の 達人 で も あり まし た 。 彼 は 、 人 崇拝 期間 の 初め に 、 
12 年 間 あ ちこ ち を さま よっ た 後 、 心 の 中 に 居場所 を 見 つけ 

た と よく 言っ て いま し た 。 そ の 意味 は 、 彼 が アッ ラー に 通じ 

る 道 を 見 つけ る こと で す 。 一 般 の 人 は アッ ラー の 会 社 を 要 

求 し ます が 、 私 は 自分 の 性 格 を 観察 する こと を 要求 し ます 

が 、 こ の 欲求 は まだ 満た され て いま せん . 彼 は 言い まし た 。 

人 類 。" 

彼 は 「 貧 困 の 終わ り は スー フィ ズム の 始ま り だ 」 と 語っ た 。 

彼 は 、「 ス ー フ ィ ズ ム の 名 前 は 、 自 分 の 地位 を 示す こと で 
は な く 、 イ スラ ム 教 徒 を 尊重 する こと で す 」 と 語っ た. 

誰か が 彼 に 祈り を 求め た 後 、 彼 は 「 ア ッ ラ ー が 彼 に 良い 
導 を 与え て くだ さい ます よう に 」 と 言い まし た 。 

彼 は 帽子 を 縫っ て 売っ て いま し た 。 1 つ 売 れ な けれ ば 、 も 
う 1 つ 縫 うこ と は あり ませ ん 。 彼 は 、 各 キャ ッ プ を 2 ディ 
ナー ル で 販売 し て いま し た が 、 そ の 価格 より 多かれ 少な か 
れ 受 け 入 れる こと は あり ませ ん 。 各 キャ ツ プ を 販売 する と 、 
彼 は 最初 に 彼 に 会 い に 来 る 人 に チャ リティ ー と し て 1 ディ 
ナー ル を 配り 、 別 の ディ ナー ル で パン を 1 つ 購 入 し 、 ダ ー 
ウェ ン ユ 人 と 一 緒 に 孤独 な 場所 に 行き 、 そ れ を 食べ て いま 
し た 。 

ある ザ カ ー ト (イス ラム 教 の 機能 に お ける 基本 と し て の 宗 
教 税 ) の 支払 者 は 、 ザ カー ト の お 人 金 を 誰 に 支払 うべ きか を 
彼 に 尋ね た と ころ 、「 最も 価値 が あり 、 貧 し い 人 に 与え る た 
め に 」 と 彼 に 言い まし た 。 そ し て 、 こ れ を 聞い た 男 は 
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その 場 を 去り 、 貧 し い 人 を 見 て 、 彼 に 金貨 を 一 枚 渡し た 。 し 
か し 翌日 、 そ の 盲目 の 物 ぢ い が 別 の 人 に 、 昨 日 ある 人 が 
彼 に i を 与え 、 そ の 金額 を ワイ ン を 飲み 、 歌 手 と 
過ごす た め に 使っ た と 話し て いる の を 見 まし た 。 
弟子 が 上 記 の 出来 事 の 詳細 を 師匠 に 伝え た い が 、 詳 細 
を 聞く 前 に 、 途 中 で 最初 に 会 う 人 に も う 1 デイ ル ハ ム を 与 
える よう に 言っ た . 主 人 の 家 の 外 に 出る と 、 彼 は 一 人 の サ 
ダ ト 人 ( 彼 の 娘 フ ァ テ ィ マ を 通し て 聖なる 預言 者 の 子孫 ) 
を 見 つけ た の で 、 彼 に 1 ディ ナー ル を 与え 、 彼 に つい て 行 
き 、 そ の 人 が 都市 で は な く ジ ャ ング ル に 行き 、 彼 の ポケ ッ 
ト か ら ヤ マウ ズラ を 投 げた の を 見 た . 弟子 が 詳細 を 妃 ね た 
と き 、 サ ダ ト の 人 は 彼 に 説明 し まし た 。 彼 の 家族 は 7 日間 
錠 僚 に 直面 し て お り 、 彼 は この 問題 に つい て 人 々 に 助け を 
求め る こと を た め ら っ て お り 、 食べ 物 を 探し て 死ん だ ヤマ ウ 
ズラ を 見 つけ る た め に 家 を 出 ま し た 。 だ か ら 私 は 家族 の 食 
べ 物 の た め に 死ん だ ヤマ ウズ ラ を 集め まし た が 、 あ な た の 
(0 
ジャ ング ル に 捨て まし た 。 弟子 が 上 記 の 話 を 主人 に 話 そ う 
と し た が 、 そ の 話 を 聞か ず に 、 主 人 は 私 に 話 を し な いよ う 
に 彼 に 言い まし た 。 違 法 な お 金 が ワイ ン ハ ウス で 使わ れ 、 
合法 的 な お 金 が サダ ー ト の 人 (聖人 の 子孫 ) を 助け る か ら 
で す 。 娘 の ファ ティ マ を 通し て 、 汚れ た 死ん だ ヤマ ウズ ラ を 
食べ な いよ うに と 預言 し まし た 。 あ る ロー マ の 火 の 宗 ミ 拝 者 
は 、 彼 の 名 声 を 聞い て 、 彼 が 本 物 の スー フィ ー で ある か ど 
うか を チェ ッ ク す る た め に スタ ッ フ と 一 緒 に スー フィ ー の ド 
レス を 着 て いる 彼 を 見 に 来 ま し た 。 行っ た 
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シェ イク ・ ア プ ・ ア ッ バ ー ス の 神社 に 行き まし た が 、 彼 を 見 
る と 彼 は 非常 に 怒っ て 、 友 人 の 中 で 見 知ら ぬ 人 の 仕事 が 
何で ある か を 彼 に 話し まし た 。 彼 は 、 彼 が よく 知っ て いる 彼 
を 欺く た め に 、 貧 し い 人 々 と の 泊 浴 の 後 、 祈 り に 参加 し まし 
た が 、 彼 は この 件 に つい て 彼 に 何 も 話 し ませ ん で し た . 

は 彼 に 言い まし た 。 彼 の 後継 者 と な る 。 


92. アデ フッ オ スメル: イン ノラ ヒム サン ャ ヤン 
彼 は 当時 の 偉大 な が シェ イク で あり 、 ア ブ に よっ て 訓練 され 
まし た オス マシ 

彼 は 長年 メッ メカ の 聖なる ハレ ム の 管理 者 で あり 、 紀元前 
381 年 に 選べ な り ま し た 。 

シェ イク ・ ア ブドウ ゥ ル ・ カ イム ・ ナ スラ バディ が エク スタ 
シー で 忙し く 、 た また まそ こ に 行っ て 、 な ぜ エ クス タ シ ー を 
聞い た の か と 尋ね た と こる ろ 、 彼 は 背中 を 噛む より は まし だ 
と 答え 、 シ ェ イ ク ・ ア ブ ・ オ メル は 彼 に こう 言い まし た 。 そ れ 
は 、 背 中 を 噛ん だ り 虐 待 し た りす る より も 何 千 倍 も 悪い こ 
で て です ll 


93. アブ ル ・ ハ サン サイ ク 
彼 は 真実 と 愛 の 化身 で あり 、 有 名 な エジプト の 首長 で し 
7 
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アブ ・ オ スマ ン は 、「 私 は ヤク ブ ・ ナ ル ジ ョ リ ほ ど 優 雅 で 、 
アブ ル ・ ハ サン ・ サ イク の よう な 勇敢 な 人 に も 見 えま せん 
で し た 」 と 語っ た 。 

Mamshad は 次 の よう に 語っ て いま す 。「 

彼 が 視聴 者 の た め に 目 に 見 えな いも の の 証拠 が ある か 
どう か 尋ね られ た と き 、 彼 は 「 偉 大 な 全能 の アッ ラー に 
と っ て 、 証 明 の 規則 と 規制 は この 問題 に は 適用 され ませ 
ん 」 と 答え まし た 。 

アツ ラー を 知る と いう こと は 、 ア ツラ フラー に 感謝 する こと で 
あり 、 ア ッ ラ ー 以 外 の すべ て の 体 か ら 彼 を 遠ざけ 、 他 の す 
べ て の 人 は 弱い と 考え て 、 彼 の 恵み に 感謝 する こと は で 
きま せん . 

人 々 が 彼 に 弟子 の 定義 は 何かと 尋ね た ら 
の あま I コ ニー ク タク ン で の 4 の の よう の な 人 人 ん に と っ うっ う て 
地球 は 広大 で ある に も か か わら ず 
狭め られ て お り 、 彼ら は この 世界 に 住ん で いる 間 に 別 の 
世界 を 要求 する た め 、 彼 ら の 魂 も 狭め られ て いる と 述べ ら 
れ て いま す . そ の 意味 は 、 現 世 の 弟 子 が 来世 を 望む べき だ 
と いう こと で す 。」 彼 は 、「 愛 の 火 に よる 恋人 た ち は 、 喜 び 
の 喜び で 幸せ な 人 より も 、 彼 ら の 状態 で より 壮 せ に な る で 
じ し よ う 天国 9 

彼 は 「 自 分 の 個性 を 愛す る こと は 有害 で ある 」 と 言い まし 

7 

懲 怖 の 状態 は 快楽 の 状態 に 現れ 、 恐 怖 を 受け 入れ る 人 
は 、 そ の 人 を 魂 か ら 遠 ざけ ます 。 

彼 は 、 貧 欲 と 問題 の 象徴 は 、 欲 望 と 願い に 従う こと だ と 


語っ た . 
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94. アブ ル ・ カ サイ ム ナス ラバ ディ 。 
彼 は アッ ラー の 愛 と 知識 の 秘密 で よく 知ら れ て お り 、 ア ツ ッ 
ラー の 愛 と 熱心 さ で も 有名 で し た 。 彼 は すべ て の 知識 に 
お いて 完璧 で し た 。 彼 は 多く の ハデ ィ ー ス (聖なる 預言 者 
の 伝承 ) の 本 を 残し まし た 。 す べ て の 人 は 彼 を 敬 度 な 性 格 
だ と 思っ て お り 、 彼 は スー フィ ー の 達人 と 素晴らし いつ な 
が り を 持っ て いま す 。 彼 は 、 ル ド バ リ 、 モ ー テ ィ ツ シュ 、 そ の 
他 多 く の 同 時 代 の 敬 度 な 人 々 に 会 いま し た 。 彼 の 時 代 、 
彼 に 匹敵 する 人 は 誰 も いな か っ た 続く 。 

1 ふい 央 笠 。 

2. 残念 。 

3, 労 方 し まま 。 

4. 観察 。 

シブ リ の 死後 、 ク ラサ ン の 人 々 は 彼 を 主人 と し て 受け 入 
れ た 。 彼 は シブ リ の 弟子 で し た 。 彼 は 多く の スー フィ ー の 
達人 と 一 緒 に 知識 を 得 ま し た 。 彼 は ホー リー ハー レム 
(メッ カ の グラ ンド モス ク ) の 守護 者 と し て メッ カ で 長年 過 
ご し て きま し た 。 彼 は アッ ラー へ の 深い 愛 と 熱意 を 持っ て 
いま す 。 9 ある 日 、 彼 は ズボン を 腰 に 固定 し 、 火 の 寺院 の 
近く を さま よっ て いた の で 、 人 々 は 彼 に この 件 で あな た の 
状態 は どう で すか . 彼 は 仕事 で 忙し く 、 マ ッ カ の 聖なる ハレ 
ム で アッ ラー を 探す こと が で き な い と 答え た の で 、 私 は 彼 
を そこ に 連れ て 行く こと が で きる よう に 火 の 神 殿 で 彼 を 探 
し て いま す 。 行 う ? ネ シャ プー ル の 人 々 は これ を 聞い て 彼 
に 不満 を 抱き 、 彼 を ネン シャ ブー ル か ら 連 れ 去 っ た 。 
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彼 の 愛 と エク スタ シー は 非常 に 大 きか っ た の で 、 彼 が 聖 
な る カアバ の 近く で 火 を 見 て 周囲 を 回 ろう と する と 、 人 々 
は 彼 に その 理由 を 尋ね た 。 そ こ に 彼 を 見 つけ る こと が で き 
ませ ん で し た 。 そ れ で 、 彼 の 捜索 で 、 私 は 彼 を 手 に 入れ る 
こと が で きる よう に そこ に 来 ま す 。 捜 索 中 に 私 は 意識 を 失 
い 、 人 々 が 彼 の 返事 を 聞い た と き 、 彼 ら は 彼 を 家 か ら 追 い 
旧 じ まし た 。 で この 。 

ある 日 、 彼 は ユダ ヤ 人 に 飲み 物 を 買う た め に 半分 の お 金 
を 貸し て くれ る よう 0 こ 頼 み ま し た が 、 彼 を 叱り まし た . . 前 回 
その ユダ ヤ 人 に 尋ね られ た 時 、 彼 は 彼 に 「 私 が 何 度 も 
断っ た の に あな た は 変 な 人 だ けど 、 お 金 の 要求 を 止め な 
の を し て 、 彼 は 彼 に こ 谷 えま し た 。 ユ 
ダ ヤ 人 は 彼 の 返事 を 聞い た と き 、 イ スラ ム 教 を 正直 に 
OO NI 
人 か が 話し て いる の を 見 て 、 彼 は 木 を 集め 始め まし た 。 
人 々 は アッ ラー に 注意 を 向け る で し ょ う 自動 的 。 

彼 が 聖なる ハー レム の 中 に 入る と 、 風 が 速く 動く た め に 
カアバ の カー テン が 動い て いた の で 、 彼 は その シー ン が 
好き で 、 自 分 の 場所 か ら 立 ち 、 カ アバ の カー テン を つか み 、 
「 あ あ 、: カー テン は 、 な ぜ こ ん な に 素敵 な 装飾 な の か 教 
えて くれ ます a 
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花嫁 と そこ に 誰が いて 、 誰 が そこ に 隠れ て いる か 教え て く 
だ さい 。 し か し 、 人 類 は アカ シン ア の 木の葉 の よう に 、 著 さと 
湯 き に 苦し むこ と は ほぼ ほとんど あり ませ ん 。 お ーー! ハー レム 
2 の は の の 1 回 彼 の 家 を 話し まし た が 、 彼 は 100 
回 も 話し まし た (c=e> ) (私 の 奴隷 )。 
彼 は アッ ラー の 信頼 に 基づい て 70 回 の メッ カ 巡 礼 を 行 
いま し た 。 あ る 巡礼 中 に 、 彼 は 非常 に 空腹 の 犬 を 見 た の で 
1 つの パン と 引き 換え に 40 巡礼 の 報酬 を 受け 取る こと が 
で きる 人 を 呼び まし た か ? あ る 人 が 彼 の 要求 を 聞き 、 彼 に 
パン を 与え た の で 、 彼 は その 人 に 40 ハッ ジ の 報酬 を 彼 に 
配り まし た 。 彼 は 何 日 も お 腹 を 空 か せ て いた 犬 に パン を あ 
げ ま し た 。 あ る 区 度 な 人 が この 出来 事 を 聞い て 彼 に 連絡 
する と 、 彼 は 上 記 の 理由 で 彼 に 非常 に 腹 を 立て 、 彼 に こう 
言い まし た 。 預 言 者 アダ ム ( 彼 に 平安 あれ ) は 、2 粒 の 小 
麦 の た め に 8 つの 天 を 失い まし た 。」 彼 は これ を 聞い て 頭 
を 下げ 、 隅 に 行っ て 黙っ て そこ に 座っ た 。 あ る 夏 の 季節 、 慈 
砺 の 山 で 彼 は そこ で ひど い 熱 を 出し た の で 、 彼 の 非 ア ラ 
ビア 人 の 友人 が 彼 に 、 彼 が 何 か 持 っ て いく の に 何 か 必 要 
な も の は な いか と 尋ね 、 そ れ か ら 彼 は 彼 に 冷た い 水 を 
2 きい キ し た AN 

き 、 彼 は 夏 に 冷た い 水 を 手 に 入れ る た め に この 件 で 心配 
し て 人 ジッ ペッ 

に か 彼 は 水筒 を 持っ て 彼 の た め に 水 を 持っ て そこ を 

前 れ た が 途中 で 突然 雲 が で き て 雨 が 降っ て き て 氷 の 粒 
子 が あり 、 そ の すべ て が 彼 に 近づい て きた 。 
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水筒 に 水 の か けら を 集め て 彼 に 贈り まし た 。 そ こ で 彼 は 、 
緒 い 夏 に どう や っ て 冷た い 水 を 手 に 入れ た の か と 尋ね 、 
その 出来 事 の 詳細 を 語っ た 。 そ れ で 彼 は 自分 の 魂 を 叱り 
この 件 に つい て 彼 の 魂 は 浴 た さよ り も 熱湯 に 値する と 言 
いま UT AN 

一 度 。 中 に 7 私 は 


し か し で で 時間 彼 見 えた で 


ざ 。 月 、 に よっ 2:C チャ ンス どれ 私 


は だ っ た 書き 込み (で o gzcaZcN e ) と 


__ー それ は 意味 が ある 私 は で (ああ ああ 
私 は いい え の た め に あな た ) 。 。 そし て  u 
ponseeing 今 日 は 私 行く エネ ルギー 
と どれ was と て も 助け て に 私 。 


_ 私 は た 孤独 な 、。 。 。 彼 ハッ ド 広 
告 受け 取り まし た 啓示 私 は 


e S aTy T h in g s の また は 今日 は 理 


由 私 た ち は ウィ ル 送る 前 する 


と 大 き な 困 難  。 。 オン あな た 。 


_。 」 フォ ー 人 今日 は 彼 まで 
_ ある アガ イン スト 私 の y の 思い 出す 


- ア ガイ ン  _ 私 は どれ 彼 was ま で 
「 私 た ち は いい ね __ それ 。 」 彼 か つて 「 。 彼 _ 
は 私 は それ が エド で す た グレ イブ の プロ 
ジェ クト モーセ (平和 な る 


その 上 彼 ) と 彼 持っ つて いま し た 聞い st $ >e .z9 
た の 音 t } 
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{ 143 ) (O, my Lord show (thyselt) to me) from all items 
彼 の 墓 の 土 の 。」 

彼 は 次 の よう に 語っ て いま す 。 そ の トラ ブル か ら 、 し か し 
突然 、 彼 は 神 の 呼び か け を 聞い た 。 そ れ だ っ た 言っ た 
いい え に ヘル プ 彼 の これ 案件 と 離れ る 
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「 ア ー ル ベイ ト 」 (預言 者 の 家族 ) の 敵 で ある の と 同じ 状態 
で す 。 あ る 時 、 ダ ンス と 歌 が 好き な 人 が 説教 の 集まり に 来 
て 、 彼 の 教え に 大 い に 感 銘 を 受け 、 不 安 な 状態 で 家 に 戻 
り 、 母親 に 最後 の 時 が 近づい て いる の で 私 の 死者 を 引き 
渡す よう に 言い まし た 私 の 死後 、 死 体 を 墓 掘り 人 に 、 私 の 
ドレ ス を ガル サル (死体 の 洗浄 に 限定 され た 仕事 を し て い 
る 葬儀 屋 ) に 渡し 、3 弦 ギ ター の バチ を 彼 の 目 に つま ん で 、 
その 時 に 伝え ます 。 調子 。" 

、 昼 間 は 彼 の 集まり に 出席 する だ ろう と 人 々 が 彼 に 不平 
を 言っ た こと が あり ます 。 彼 は これ を 聞い て 上 黙 り 込み 、 こ の 
件 に つい て は 何 も 答 えま せん で し た 。 そ の 人 が 路上 で 
酔っ 払っ て いる の を 見 つけ た と き 、 一 人 の 弟子 が 彼 に 言っ 
た 、 こ れ は 本 当 に ワイ ン を 飲ん で 酔っ て いる アリ ・ カ ワル だ 
と いう こと を 見 て くだ さい . そ れ で 彼 は 、 こ の 件 で 不平 を 
言っ た 弟子 に 、 そ の 肩 に 乗っ て いる 人 を 自分 の 家 に 連れ 
て 行く よう に 頼み まし た 。 

し か し 、 彼 は 家 に 着く と 悔い 改め 、 彼 の 弟子 に な り 、 大 き 
な 地位 を 得 て 聖 人 に な り ま し た 。 彼 は その 男 が 2 つの 関 
係 の 間 に あ る と 言い まし た . 

1.、 人 間 関 係 と 呼ば れる アダ ム の 関係 は 、 判定 。 

2. し か し 、 ア ッ ラ ー と 関連 し て いる 別 の 関係 と これ へ 

ルプ 1 で きる 得る 啓示 と 聖人 
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そし て それ は 隷属 と リン ク し て お り 、 こ の 接続 は 決し て 切 

断 さ れる こと は あり ませ ん . ア ッ ラ ー イオ 

自身 と 関連 付け て お られ る の で 、 そ の よう な 人 々 に 

慰 れ は あり ませ ん 。 そ し て 彼ら の 状態 は 、 Do 
に よる と 次 の よう こ な り ます 詩 。 


( } y 9zys o zzI d9 o 9ct o Zc fi> 
e9z d 

6Se $ zy£t ) 

(今日 、 媒 れ る こと は な く 、 悲 し むこ と も な い ) 


彼 まで 「 負 担 「 の ああ ああ ウィル _ 

_ な る 許容 され た に だ よう つて その よう な 人 、 
a 誰が ある eligiblee に 耳 を 傾け る 
スイ ス 負担 。 。 と し て あたり テ セ ・ イ ・ イ ン ・ 
の の 7 ーー _「 プ ロペ (平和 な る 


NN 


[ひと つ 誰が ウィ ル ああ ああ 彼 は 私 自身 


で する すべ て の 時 間 その 後 。 彼 ウィ ル 


。 な る 無料 か ら 、 問題 
ーー と サタ ニカ 演 全 ..。、. 
_ 誰が 。 は 容量 。 と 強い 
_。 。 の た 思い 出す 。 00 oofAalla 
h その 後 彼 ウィ ル いいえ 心配 で す 。 」 


に よる 訓練 で は な く 、 目 に 見 えな い 知 識 に よっ て アッ ラー 
CO ] 彼 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 
その よう な た め に も の 。" 

彼 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 アッラー の 同意 を 得 た 者 
は 、 ア ッ ラ ー に 逆らう こと は あり ませ ん 。」 彼 は 「 ア ッ ラ ー が 
アダ ム の 性 質 を 説明 し た か っ た と き 、 彼 は 
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アサ ・ ア ダム ・ ト ラブ に 語り 、 彼 が 自分 の 属性 を 説明 し た 
か っ た と き 、 彼 は アッ ラー・ ア ダム ・ ア ス フ ァ に 語っ た . 彼 は 
アッ ラー が アダ ム を 選ん だ の は 事実 だ と 言い まし た 。 彼 は 
カ ハ フ (洞窟 の 人 々 ) の 人 々 が 何 の 源 も な く ア ッ ラ ー へ の 
信仰 を 受け 入れ た の で 、 彼 ら ! ょ この 問題 で 集 大 で 壮大 に 
な る と 語 つ た. 彼 は 、「 ア ッ ラ ー は 非常 に 気 高 い 方 で あり 、 
その た め 、 ア ッ ラ ー か ら の 助け が な けれ ば 、 誰 も 正しい 道 
を 歩む こ と が で き な い と いう 要件 が あり ます 。 ] 
彼 は 「 創 造物 は 創造 主 の 証 で す 」 と 言い まし た 。 聖なる 
預言 者 の スナ (聖なる 預言 者 の 実践 ) に 従う こと で 知識 を 
得る こと が で き 、 義 務 を 果たす こと で 近 さ を 得る こと が で 
きま す 。 ナ フィ ル の 祈り ( 超 権 威 の 祈り ) で 愛 を 得る こと が 
で きま す 。 礼儀 作法 を 魂 に 教え な い 者 は 、 作 法 者 と は 呼 
べ な い 。 心 の マナ ー を 知ら な い 人 は マナ ー を 知ら な い 。 私 
た ちの マナ ー が 魂 を 知ら な か っ た な ら 、 私 た ち は ア ッ ラ ー 
の 近 さ を 得る こと が で きま せん . 彼 は 次 の よう に 述べ て い 
ます 。 彼 は 、 魂 が ある と き は 善行 を 行い 、 悪 行 を 避け る ベ 
きだ と 言い まし た 。 し た が っ て 、 魂 か ら 自 由 な 体 は あり ませ 
ん 。 し た が っ て 、 そ の よう な 場所 で は 、 私 た ちの 名 誉 を 守る 
た め に 、 そ の よう な 恥ず べき 行為 を 避け る べき で す 。」 彼 は 
善行 は 次 の よう で ある と 言い まし た 次 の と お り で す 。 
クル アー ン に 基づい て 行動 する 。 
願い や 部 い 癖 を 残す 。 マ スタ ー に 
従い ます 。 
人 類 を 無力 だ と 思う こと 。 

毎日 の 祈り の 式 と 毎日 の ラウ ンド を 言い 訳 に し な いで く 
だ さい 
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リサ イタ ル の ラウ ンド と 定期 的 に フォ ロー する こと 。 何 人 か 
が 彼 に 尋ね た こと が あり ます が 、 あ な た は マス ター の 資質 
を 持つ て いま すか ゥ そし て 、 彼 は 「 い いえ 、 そ れ が 欠け て い 
る こと へ の 後悔 と 、 良 い 品質 を 得 ら れ な いこ と へ の 悲し み 
が あり ます 」 と 答え まし た 。 何 人 か の 人 が 彼 に あな た の 奇 
跡 は 何で すか と 才 ね まし た 。 そ し て 彼 は 人 答え た 、「 ナ スラ 
バッ ド の 人 々 は 私 を 狂人 だ と 言っ て 私 を そこ か ら 追 い 出し 、 
私 は ネ シ ャ ブー ル に 到着 し 、 そ こ か ら 同 じ 扱い を 受け た の 
で 、 そ こ か ら バ グ ダ ッ ド に た どり 着き まし た . シ ブリ は 数 年 
間 、 私 の 存在 の た め に 2.000 人 か ら 3.000 人 が そこ で 亡 
く な り ま し た が 、 私 の 名 前 は この 件 で は 言及 され て いま せ 
ん で し た . 何人 か の 人 々 が 彼 に あな た の 敬意 を 尋ね まし 
た .? そ し て 彼 は 答え た . 資 格 が あり ませ ん で し た 。」 あ る 人 
が 彼 に 哀れ み と は 何かと 尋ね た と き 、 彼 は 「 ア ッ ラ ー 以 外 
の も の を 避け る こと を 哀れ み と 呼 び ま す 」 と 答え まし た 。 あ 
る 人 が 彼 に 、 あ な た の 中 に アッ ラー の 愛 の 影響 を 見 つけ る 
こと が で き な い と 尋 ほ ね まし た . 彼 は 「 あ な た は 正しい . し か し 、 
秋 ( は アツ ラー KRS 」 と 言い まし た . 
彼 は 言っ た :! ア ッ ラ ー の 恋人 は 同じ 状態 に と ど ま る の で 、 
彼ら が 前 進 す れ ば 彼ら は 破滅 し 、 彼ら が 後退 すれ ば 彼ら 
は その 状態 に か る で し ょ う . 後悔 。" 

彼 は 、「 慰 の め は 叱責 に 満ち た 器 で ある 」 と 語っ た 。 彼 は 
「 す べ て の も の に は 力 が あり 、 魂 の 力 【 ま 悦 惚 で す 」 と 言い 
まし た 。 彼 は 、「 心 が 何 を 得 て も 、 そ の 良い 効果 は 人 体 に あ 
り 、 魂 が 何 を 得 て も 、 そ の 良い 効果 は 身体 に ある で し よう 。 
マイ ンド 。『" 

彼 は 「 身 体 は 人 間 に と っ て 窪 獄 の よう な も の で あり 、 
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そこ か ら 抜 け 出 さ な い 人 は 、 平 安 を 得る こと は で きず 、 魂 
の 不 名 準 は 、 人 間 に 了 肉体 か ら の 自由 を 与え る で し よう 。」 

彼 は 、「 最初 に アッ ラー の 記憶 が そこ に ある た め の 裁 き が 
あり ます が 、 最 後に この 裁き は 終わ り ま す 。」 彼 は 「 神 秘 主 

義 は アッ ラー の 光 の 一 つ で あり 、 こ れ が 真実 の 証拠 で 
す 。」 彼 は 、「 希 望 は 人 を いのち へ と 導き 、 恐怖 は 私 た ち を 

罪 と 不 従順 か ら 遠 ざけ ます 。 こ れ は アッ ラー の 道 へ の 仲 
介 で す 。」 彼 は 、「 敬 上 庶 な 人 々 は 殺害 か ら 救 われ た が 、 ア ッ 

ラー の 奴隷 は 殺さ れ た 」 と 語っ た 。 預 言 者 は 次 の よう に 

語 つ て いま す 。 メ デイ ナ の 神聖 な 墓地 ) 」 

それ で 、 ア ブ ・ オ スマ ン は その 慕 地 に 自分 の 慕 を 準備 し 
て いま し た 。 あ る 日 、 ア ブル ・ カ シム は そこ か ら 亡 く な り 、 

人 々 に !「 こ れ は 誰 の 墓 で すか ?」 と 尋ね まし た 。 人 々 は 彼 に 

「 そ れ は アブ ・ オ スマ ン の た め に 掘ら れ た も の だ 」 と 言っ た 。 
彼 は 、「 こ の 墓地 の 死体 が 空 を 飛ん で いる の を 夢 で 見 た 
の で 、 そ の 理由 を 尋ね た と ころ 、 そ こ に 埋葬 され て いる 人 
は 誰 で も 、 も し 彼 が 埋葬 され て いな いな ら 、 そ の よう な 場 
合 、 そ の よう な 死体 は Jannat-ul-Baqi (マデ イナ の 神聖 な 
募 地 ) か ら 他 の 墓地 に 移さ れ ま す 。」 彼 が アブ ・ オ スマ ン に 

会 っ た と き 、 彼 は 彼 に 「 私 は あな た が 自分 で 掘っ た 墓 に 埋 
欧 さ れ 、 あ な た は ネ シ ャ ブー ル で 死ぬ だ ろう 」 と 言い まし た 。 
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数 日 後 、 人 々 は マデ ィ イナ か ら ア ブ ・ オ スマ ン を 連れ 去り 、 
そこ か ら 彼 は バグ ダッ ド に 行き 、 そ こ か ら ネ シャ ブー ル に 
行き 、 そ こ で 亡くな り 、 彼 の 墓 は ハイ ラ に ある . 本 の 著者 は 、 
この 夢 に は 違い が ある と 言っ て いま す 。 こ の 夢 は アブ ル ・ 
カシ ム が 見 た も の で は な いと 言う 人 も いま す が 、 他 の 人 
が これ を 見 た 人 も いま す 夢 。 

マス ター・ イ シャ ク ・ ザ ヒド ・ ク ラサ ニ は いつ も 死 を 覚え て 
いた の で 、 こ の 問題 で 彼 を 禁止 し 、 死 の 代わ り に 愛 を 覚え 
て お く よ う に アド バイ ス し まし た . し か し 、 彼 の 死 の 時 、 彼 は 
彼 の ベッ ドサ イド の 近く に いた ネ シ ャ プリ の 人 に 、 彼 の 言う 
よう に 死 は 非常 に 困難 で 上 茂 し いも の で ある と いう 彼 の メッ 
選 デ ツン を マス ター イシ ャ ク に 伝え る よう に 言い まし た 彼 は 、 
Jannat-ul-Baqi (マデ イナ の 神聖 な 墓地 ) に ある アブ ・ オ ス 
マン の た め に 用 意 さ れ て いた 慕 に 埋葬 され まし た 。 誰か が 
夢 の 中 で 彼 を 見 て 、 ア ッ ラ ー が 彼 に 何 を し た か を 彼 に 尋 
た と ころ 、 彼 は 「 他 の 人 が 彼 に 怒っ て いた よう に 、 ア ッ ラ ー 
は 彼 に 怒っ て いま せん 」 と 言い まし た 。 し か し 、 彼 が アブ 
ル ・ カ シム に 会 っ た 後に 別居 し て いる の を 聞い た と いう 神 
聖 な 呼 び か け を 聞い た の で 、 私 は 要求 し まし た 、 あ あ : ア ッ 
ラー 私 は 墓 に 保管 され て いた の で 、 今 私 を 連れ て 行っ て 
く ぐ た さ で いい 者 は 。 


95. アブ ル ・ フ ァ ザ ル ・ ハ サン サル カシ 

彼 は 奇跡 と 知恵 で 有名 な 敬 度 な 人 物 で し た 。 彼 は アプ ・ 
サイ ー ド の マス ター で あり 、 サ ルカ ス で 生ま れ ま し た 。 彼 に 
費用 の 条件 が あっ た と き 、 ア ブル ・ フ ァ ザ ル の 墓 の 周り を 
回 っ て いま し た 。 そ の 後 、 彼 に 説明 の 条件 が あり ます 。 
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弟子 た ち も が ハッ ジ 巡 礼 に 行く こと を 決心 し た と き 、 ア プ ・ 
サイ ー ド は 彼ら に アブ ル ・ フ ァ ザ ル の 慕 の 巡礼 に つい て 助 
言 し 、 次 の よう に 言い まし た 。 欲 畳 。 

アブ ・ サ イー ド は 、「 彼 が 川 の 片側 に いて 、 ア ブル ・ フ ァ ザ 
ル が 川 の 反対 側 に 立っ て いた と き 、 彼 が 彼 を 見 た と き 、 そ 
の 日 か ら 彼 の 地位 が 高まっ た 」 と 語っ た . イ マー ム ・ カ ラミ 
は 、 か つて 彼 が 桑 の 木 の 上 に いて その 実 を 集め て いた と 
き 、 そ こ を 通り 過ぎ 、 彼 に 会 わ ず に 言っ た と よく 言っ て いま 
し た 。 あ な た は 私 に この 金額 を 与え て いな い の で 、 あ な た 
の 友達 に あな た の 好意 を 正当 化し て くだ さい . イ マー ム ・ カ 
ラミ は 、「 彼 が 木 を 見 た と き 、 木 と その 枝 を 見 た と き 、 葉 は 
すべ て 金 の 金属 に 変わ り ま し た 。 こ の よう な 状況 で 、 彼 は 
「 心 の 感 の の た め に あな た に 何 か を 言う の は 正しく あり ま 
せん 」 と 言い まし た 。 

Sarqgs に は 、 普 通 の 人 で は な い の で 、 祈 り に 慣れ て いな 
い 男 が いて 、 あ ちこ ち を さま よっ て いま し た 。 人 々 が 彼 に 祈 
り を 強要 し た と き 、 彼 は 清め 用 の 水 が あ る 場所 を 彼ら に 告 
げた の で 、 彼 ら は 彼 を 井戸 に 連れ て 行き 、 井 戸 の ロー プ と 
バケ ツ を 渡し 、 彼 に 清め の た め に 井戸 か ら 水 を 取り 出す よ 
うに 頼ん だ . 祈 り 。 

し か し 、 そ の 人 は 同じ 状態 で 13 日 間 そ こ に 立っ て いま し 
た . 偶 然 そ こ か ら 通 り 過 ぎ て 、 彼 は 正常 な 状態 で は な い の 
で 彼 は 自由 
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スラ ム の 規則 0 そし て この 理由 で 彼 を 彼 の 家 
こ < 連れ 戻す た め に 。 あ る 日 、Luqman Sarqi が 彼 の 家 を 訪 
1 彼 は いく つか の 書類 を 手 に し て いま し 
た 。 彼 は あな た が 何 を 探し て いる の か と 尋ね まし た 。 . ? 彼 
は それ が あな た に 似 て いる と 言っ た ので 、 あ な た は あな た 
が 何 を 探し て いる の か 尋ね て いま す 。 だ か ら 酔 いか ら 解 放 
され 、 目 が 覚め る と 、 私 と の この 問題 の 違い か ら 離 れ て 、 
私 た ち が 探 し て いる も の を 理解 で きる で し よ ょ よう 。 
誰か が 夢 の 中 で 彼 が 死ん で いる の を 見 た と 彼 に 言っ た 
の で 、 彼 は 彼 に 聖 ク ルアー ン の 節 を 暗唱 する よう ! < 頼ん 
だ . そ こ で 彼 は 次 の 詩 を 暗唱 し まし た が 、 そ の 意味 は 次 の 
と お り で す 。 


"も やつ た 9c @afigE hs y h>! 
「 ア ッ ラ ー の 愛 の 中 で 生涯 を 控 げ た 者 は 決し て 死ぬ こと 
は あり ませ ん 。」 
か つて 、 彼 は アブ ・ サ イー ド に 一 晩 彼 の 家 に 泊まる よう に 
命じ 、 聖 クル アー ン の 節 を 暗唱 する よう に 頼ん だ 。 そ う 
彼 は 加 旬 を 暗唱 し ゅ で czz og 九 」 そ し て この 
2 る 条 た め に 
誠 の 中 で 彼 は 、 互 い に 異な る 700 の 意味 を 彼 に 説明 し 、 
この 議論 と 説明 の 間 、 一 晩 中 過ぎ 去り まし た . 
そし て 彼 は 、「 そ の 夜 は あっ と いう 間 に 過 ぎ 去 っ た が 、 こ 
の 問題 に つい て の 議論 は まだ 終わ っ て お ら ず 、 私 た ちの 
議論 が 長 す ぎ た た め 、 夜 の せい で は な い 」 と 語っ た . 
彼 は 「 ア ッ ラ ー へ の 愛 は 長 行 で あり 、 そ の よう な 善行 に 従 
うこ と も 最善 の こと で す 」 と 言い まし た 。 
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彼 は 「 ア ッ ラ ー を 愛す る 者 は アッ ラー に 逆 ら うこ と は な 
い 」 と 言い まし た 。 

彼 は 、「 ア ッ ラ ー が アダ ム の 性 質 を 説明 し た いと き は ア 
サ ・ ア ダム ・ ト ラブ に 言い 、 彼 の 属性 を 説明 し た いと き は 
アッ ラー・ ア ダム ・ ア ス フ ァ に 言い まし た 。」 

彼 は 、 カ ハフ (洞窟 の 人 々 ) の 人 々 が 何 の 源 も な く ア ッ 
ラー へ の 信仰 を 受け 入れ た の で 、 彼 ら は この 問題 で 偉大 
で 准 天 に な る と 語 う た た: 

彼 は 言い まし た 。 道 。" 

彼 は 「 創 造物 は 創造 主 の 証 で す 」 と 言い まし た 。 彼 

の 言葉 は 次 の と お り で す 。 

礼儀 作法 を 魂 に 教え な い 者 は 、 作 法 者 と は 呼べ な い 。 

心 の マナ ー を 知ら な い 人 は マナ ー を 知ら な い 、。 

私 た ちの マナ ー が 魂 を 知ら な か っ た な ら 、 私 た ち は ア ッ 
ラー の 近 さ を 得る こと が で きま せん . 

に 語っ て いま す 。 彼 は 、 魂 が ある と き は 倫 行 を 行い 、 悪 行 
を 性 ける べき だ と 言い まし た 。 し た が っ て 、 ど の 体 も 魂 か ら 
解放 され て いま せん 。 で すか ら 、 そ の よう な 場所 で は 、 身 
の 安全 の た め に その よう な 恥ず べき 行為 を 避け る べき で 
す 。 名 誉 。" 

人 負 健 が あり 、 人 々 が 彼 に 祈り を 求め た の で 、 彼 は 彼ら に 
雨 が 降る の で 雨 が 多 す ぎ て 乾い た 木 が 彼 の 親切 な 祈り 
の た め に 緑 に 変わ っ た と 彼ら に 言い まし た 。 
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人 々 が 彼 に 何 を 祈っ た の か と 尋ね る と 、 彼 は 昨夜 傘 た い 
水 を 飲ん だ の で 、 ア ツラ ー は すべ て の 人 の 心 を 冷や し た と 
答え まし た . 

この 本 の 著者 は 、 こ の 出来 事 か ら 、 彼 が その 時 代 の ク 
トゥ プ (精神 的 ピボット の 最高 幹部 ) で あっ た こと を 知る こ 
と が で きる と 言っ て いま す 。 

人 々 が 彼 に 残酷 な 王 の 幸福 を 祈る よう に 頼ん だ こと が あ 
る . 

彼 は | 過去 を 思い 出す な 、 未 来 を 待つ な 、 で も 今 を 大 事 
に する の は いい こと だ 」 と 語っ た 。 

服従 の 事実 は 、 次 の 2 つの 事柄 に 依存 し ます 。 

1. アッ ラー の 前 で 困 負 し て いる と 考え る の は 、 こ れ が 基 

本 的 な 奴隷 で す 。 

2. 預言 者 の スン ナ ( 預 言 者 の 伝統 ) に 従う こと 魂 。 

彼 の 死 の 時 、 人 々 は 彼 に ある 首長 の 墓 に 埋葬 し た いと 
言い まし た が 、 彼 は 彼ら に 、 何 人 か の 放 縦 お 人 々 が 埋葬 さ 
れ て いる 丘 の 上 で 彼 を 燃やす よう に 言い まし た 。 


96. ア ブル ・ ア ッ バ ス アリ サリ 

彼 は イス ラム 法 の 偉大 な 学者 で あり 、 当 時 の 人 敬 虚 な 性 格 
で も あり まし た 。 彼 は その 神秘 主義 の た め に 有名 で し た 。 
彼 は アブ ・ ベ イカ ー・ ワ ステ ィ に よっ て 訓練 され まし た 。 マ 
ル で は 、 彼 は 現実 に つい て の 証拠 と 事実 を 見 つけ る た め 
に 多大 な 努力 を し まし た . 


335 


父親 の 相続 分 か ら あ まり に も 多く の 財産 と 富 を 手 に 入れ 
まし た が 、 す べ て の 財産 と 富 を 慈善 団体 に 費やし まし た . 
預言 者 の 聖なる 髪 は 彼 と 共に あり 、 そ の 恵み に よっ て 彼 
は 悔い 改め 、 弟 子 に な り ま し た 。 
悔い 改め る と 、 彼 は 神秘 主義 の 最高 峰 に 到達 し 
た た め 、 人 々 は 彼 を イマ ー ム ハナ フィ と 呼び 、 ス ー 
フィ ー 教 徒 は 彼 の グル ー プ 名 を サヤ ル ゴ ン と 呼び まし た 。 
ある 日 、 彼 は クル ミ を 購入 する た め に 上 果物 商 の 店 に 行 
き 、 そ の 代金 を 支払 いま し た 。 店 主 は 使用 人 に 
選別 し て 素敵 な クル ミ を 与え る よう に 指示 し まし た 。 そ の 
た め 、 彼 は 彼 に 、 す べ て の 買い 手 に 同じ 方法 で 商品 を 
販売 する か どう か 尋ね まし た 。 店主 は 彼 に ノー と 答 
えま し た 。 彼 に 質 の 悪い 果物 を 売る た め に 。 彼 は 彼 に 
「 彼 は 自分 の 知識 を クル ミ の 値段 で 売り た く な い の で 、 
それ は 悪い こと で あり 、 彼 は その 場所 を 取り に 行か ず に 立 
ち 去 り ま し た 」 と 言い まし た 。 価格 。" 
石板 に 書い て ある こと は 変わ ら な いか ら ジ ベリ アグ ルー 
プ の 一 員 と 呼ん だ 。 そ し て 、 運 命 を 変え る も の は 何 も あ り ま 
せん 。 そ し て 、 こ の 考え の た め に 、 彼 は 多く の 困難 と 苦難 を 
経験 し し つい に アッ ラー は その よう な すべ て の 困難 と 問題 
か ら 彼 を 解放 し まし た . 
に 食料 を どこ か ら 得 る の か と 尋ね た と き 、 彼 は こう 答え ま 
し た 。 ま た 増加 また 下降 それ 。" 彼 言っ た 「 暗闇 
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信 欲 は 観察 の た め の ベ ー ル に な り ま す 。 彼 は 次 の よう に 
述べ て いま す 。 

1. の 条件 で 不 名 誉 

2. の 条件 で 恵み 。 

上 記 の 2 つの 条件 に 耐え られ な い 限 り 、 信 仰 は 完成 さ 
れ な い の で 、 こ れ ら の 条件 の 両方 で 忍耐 強く ある べき で 
す 。 忍耐 強い 。" 

彼 は 、 に 
恵 を 強制 する で し ょ よう 」 と 言い まし た 。 預 言 者 は 危険 に 
面 し 、 敬 度 な 人 は 疑い を 持ち 、 人 々 は 拒否 し 、? 2 
自分 の 意図 を 持つ て いま す . 

彼 は 言い まし た 。 そ し て アッ ラー の 恥 が あれ ば 、 人 々 は 彼 
ら か ら 離 れ ま す 。」 彼 は 「 知 識 か ら 抜 け 出す こと は 、 ア ッ 
ラー の 統一 と 呼ば れ ま す 。 アッラー の 唯一 性 と は 、 心 の 中 
に アッ ラー 以外 に 何 も な いと いう こと で す 。 アッ ラー の 一 
体 性 は 、 心 に 入る も の が アッ ラー の 一 体 性 に 変わ る よう な 
EE アッ ラー の 
団結 の た め に 忙し くし て いる 人 で あり 、 アッラー が 聖 
0 ES ミコ ユー テリ アン の 有形 を と っ つて 

いま す 。 そ の 意味 ( よ 次 の と お り で す 。」 

「 私 た ち は 彼 の 視覚 と 聴覚 ここ なり まず 

彼 は 、「 ア ッ ラ ー の 観察 の 名 前 は 死 と 呼ば れ て いる た め 、 
観察 の 状態 で は 、 不 注意 な 人 に 喜び は あり ませ ん 。」 
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人 々 が 彼 に アッ ラー に 何 を 要求 する の か と 尋ね た と き 、 
彼 は 「 私 は ぢ 食 な の で 、 彼 が 私 に 与え る も の は 何で も 受 
け 入 れ ま す 。 私 が 得る も の は 何で も 私 に と っ て より 良い で 
す 。」 

ベス ト は 何で すか 形 彼 は 、「 イ スラ ム 教 の 規則 や 規則 に 
忍耐 強く あり 、 禁 止 さ れ て いる も の か ら 遠 ざけ 、 敬 上 度 な 
人 々 の 仲間 を 受け 入れ る こと が 、 礼 拝 の 最良 の 形 で ある 

] と 語っ た 。 彼 は 、2 つの タイ プ が ある と 言い まし た 
好意 。 

1. カラ マッ ト ( 奇 蹴 ) 

2. Istadrali( エ スカ レー ショ ン ま た は 増加 する ) 範囲 ) 

カラ マッ ト ( 奇 跡 ) は 私 た ち に 受け 入れ られ る べき 奇跡 で 
あり 、 イ スタ ドラ ジ は 幸福 が 私 た ちか ら 遠 ざか る 奇跡 で す 。 

彼 は 、「 祈 り の 中 で 、 コ ー ラ ン の 詩 を 暗唱 する 代わ り に 別 
の 選択 肢 が ある と すれ ば 、 次 の 詩 の 行 が あり 、 そ の 意味 
は 次 の と お り で す 。」 

自由 な 人 に 会 いた いと いう の は 、 私 の 人 生 で 長い 間 待 
ち 望 ん で いた こと で す 。 彼 の 死 の 時 、 最 後 の ア ドバイ ス を 
求め られ た と き 、 彼 は 預言 者 の 聖なる 髪 を 口 に 入れ る よう 
に 彼ら に 言い まし た . そ れ で 、 弟 子 た ちら は 彼 の 望み どおり 


に 同じ こと を し まし た 。 
彼 の 墓 は 丸 に あり 、 彼 の 墓 を 訪れ る 人 々 の 欲望 と 願い が 
叶う こと で 今日 で も 有名 で す 。 


終わ り 。 
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